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　眼を覚ますと、そこは偉い大だいな場所だった。

　果てしなく広がっている空がそこにある。蒼あおい、どんな宝石よりも澄すみ渡わたった、吸い込まれそうな蒼い空。

　ベッドのような白い雲が見える。無む邪じや気きにじゃれついてくる風を感じる。照りつける日差しの温もりが心ここ地ち好よい。

　このまま空に溶とけて消えてしまいそうな錯さつ覚かくすら起こす安らぎ。そんな幸せな感覚に身を委ねていた少年は、ふと。

　自分が──凄すさまじい高度から海面目がけて落下していることを思い出した。







　少年は生身だ。猛もう烈れつな突とつ風ぷうに煽あおられ、体の制せい御ぎよを死守するのに精せい一いつ杯ぱい。このままでは確実に海面に叩たたきつけられて死んでしまう。

　だが、加速していく体を感じながらも、少年の心は何故か穏おだやかだった。ぼんやりした意識の中で、懐なつかしさにも似た喜びを覚えているのが確かに分かる。

　穏やかな心のまま、死へと落ちていく。そんな矛む盾じゆんした感覚の中で、少年は声を聞いた。

「手を──」

　人の声だ。よく響ひびく綺き麗れいな声。人間の少女の声が確かに聞こえる。

「──ぃ──手を──ばして！」

　生きた人間の声。この蒼い空に響く、命の叫さけび。

「お願い！　手を伸ばしてっ！」

　今度は驚おどろくほどはっきりと聞こえた。その声が少年の凪ないだ心の水面みなもに大きな波は紋もんを広げていく。夢ゆめ現うつつだった少年の意識が、全身に巡めぐる血の脈動と共にわずかに覚かく醒せいする。

「っ！」

　はっきりと眼を開く。鮮せん烈れつに飛び込んできた景色は、照りつける太陽の輝かがやきだった。

　その中に、人ひと影かげが見える。

　柔やわらかく澄んだこの蒼そう空くうには似つかわしくない、黒く、赤く、硬こう質しつな何か。しかし、確かな命の息吹を感じさせる力強さを全身に纏まとって、その少女はこちらに向かってくる。

「待ってて！　絶対に死なせないからっ！」

　光沢のある漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ少女が、必死の形相でこちらに手を伸ばしている。

　──そうだ……まだ、約束が……。

　まだ死ねない。その強きよう烈れつな衝しよう動どうが少年の体を無意識に突つき動うごかす。太陽に向けて伸ばした少年の手を、飛来した少女が固く握にぎり返かえした。

　空で結ばれた手を引き、即座に少女が少年を抱だき寄よせる。これまでの心地好い風とは違ちがう、荒あらっぽい抱ほう擁ようだった。

「ふぅ……よしっ、もう大だい丈じよう夫ぶ！　すぐに上じよう昇しようするから意識をしっかり持って！」

　黒雲を裂さく真しん紅くの稲いな妻ずまを思わせるデザインの鎧よろいで体を覆おおった少女は、重力に逆らって空中で静止すると、少年を抱だきしめたまま、緩ゆるやかに天を目指して上昇を開始する。

　少年を救えたと思って安心したのか、それとも少年の方を安心させようとしているのか。命を救われた少年より、少女の方がずっと嬉うれしそうな表情を浮うかべて微笑ほほえんでいた。

　伝わってくる少女の温もりと柔やわらかさに、少しずつ意識がはっきりしてくる。今ここで、この空で生きているんだという実感が湧わいてくる。

　だから──近づいてくる巨大な『人ならざる者』の気配に、少女よりわずかに早く気づいた少年は、新たに迫せまる危機を察して遥はるかな空を仰あおいだ。

　静せい寂じやくの空を引ひき裂さく咆ほう哮こうは、真上から接近してくる。天空を暗くら闇やみで覆い尽くさんばかりに広げられた翼つばさと、不気味に蠢うごめく長大な首と胴どう体たい、強きよう靭じんにしなる尾お。

　そして、今まさに獲え物ものである二人の若い人間を赤い眼光の中に捉とらえたのは、暗い色の鱗うろこで全身を覆った、自然界には存在し得ない幻げん想そうの生物。

　十メートルはある、狂きよう暴ぼうな蛇だ竜りゆうワイバーンだった。

「統とう率そつ種しゆ!?　そんな……接近に気付かなかったなんて……っ！」

　少女が息を飲む。その驚きよう愕がくと焦しよう燥そうを敏びん感かんに感じ取ったか、蛇竜は身を縮めると、空気の壁かべを蹴けりだすように一気にこちらへ加速した。

「くっ！」

　少女が咄とつ嗟さの判断で回かい避ひ行動を取り、蛇竜の大おお顎あごが一いつ瞬しゆん前まえまで少女がいた空間を容よう赦しやなく嚙かみ砕くだく。鉄てつ塊かいを打ち鳴らすような大顎の轟ごう音おんがすぐ傍そばの大気を戦せん慄りつさせた。

　巨体の高速移動が生む烈れつ風ぷうに煽あおられて、少女は呻うめきを漏もらしつつ後退する。

「……大丈夫。きっと守ってみせるから。だから……君も諦あきらめないで！」

　少女はそう告げて、空いた右手で腰こしの剣けんを引ひき抜ぬいた。日差しすら飲み込む、黒く輝かがやく美しい黒刀だ。

　抜ばつ刀とうの直後、少女は一気に天へと加速する。しかし、少年一人分の体重が加わっているせいか、その動きは先ほど少年の元へ駆かけつけた時とは比ひ較かくにならないほど鈍どん重じゆうだ。

　真下から反転した蛇竜が迫る。一際巨大な咆哮と共に、蛇竜の口から燃え盛る炎えん弾だんが撃うち出だされた。高熱の塊かたまりが少女を追い上げ、その身を焼き尽くそうと射線上の大気を燃焼させる。

「はあぁぁぁっ！」

　上昇を続けながら少女は反転し、渾こん身しんの気き迫はくと共に迫り来る炎弾目がけて黒刀を振ふり下おろした。黒い弧こを描えがいた黒刀が大気を震ふるわす雷らい鳴めいを轟とどろかせ、灼しやく熱ねつの業火を両断する。

　しかし、揺ゆらめく陽炎かげろうを突き破り、間かん髪はつ入いれずに焼けた空気の向こうから赤熱した無数の牙きばが襲おそい来くる。

「っ──」

　蛇だ竜りゆうの接近が速い。既すでに回かい避ひは間に合わないタイミングだった。

　常人であれば恐きよう怖ふに眼を閉ざしてしまうような生死を分かつ濃のう密みつな時間。その強きよう烈れつに圧縮された時間の中で、反はん撃げきを選せん択たく出来た少女の強さに、少年は驚おどろいた。

　少女は上じよう昇しようを諦あきらめず、迫せまる蛇竜の大おお顎あごよりわずかに高い位置から、その鼻先目がけて黒刀を振ふり下おろしたのだ。

　黒刀は蛇竜の鱗うろこを貫つらぬいて頭部に深々と突つき刺ささる。が、息の根を止めるには至らず、薙なぎ払はらうように振るわれた首に激げき突とつし、少女は空中で制せい御ぎよを失った。

「うわぁぁぁぁっ！」

　全身を襲おそう衝しよう撃げきに少年は再び空へと投げ出され、少女はぐったりと四し肢しを投げ出したまま少し離はなれた場所に吹き飛ばされていく。

　蛇竜の標ひよう的てきが無防備な少年へと移る。少年は身を切るような風を浴びながら落下を始め、蒼そう空くうの只ただ中なかで死を運ぶ巨体に向かい合った。

　──ここで、死ぬのか……？

　そう直感した瞬しゆん間かん、胸の奥おく底そこで何かが大きく揺ゆれ動うごいた。記き憶おくの欠片かけらが流星群のように脳のう裏りを過ぎ去り、その遥はるか彼方、走馬灯と共に遡さかのぼった過去の最さい奥おうで一つの誓ちかいを思い出す。

　──生きる……。

　死と向き合う濃密な時間の中で、自分の鼓こ動どうが虚うつろな意識を殴おう打だしてくる。

　──そうだ……俺おれは……生きるっ！

　内心の叫さけびと共に叩たたき起おこされた衝しよう動どうは、眼前の絶望すら打ち破る強烈な命への執しゆう着ちやく。

　最も原始的で、最も強力な、生存という意志の覚かく醒せいだった。

「──はああぁぁぁぁぁっ！」

　蒼あおき空に意志が轟とどろく。みなぎる活力を全身に行いき渡わたらせて、少年は動いた。

　今も自分を抱だきしめる風を味方に、蛇竜の突とつ進しんを回転して避よける。蛇竜とは比ひ較かくにもならない矮わい小しような体が風と共に舞まい踊おどり、交差の瞬間、少年は少女が突き刺した黒刀を握にぎり締しめた。

　それを支えに、少年は蛇竜の頭を踏ふみにじり、更さらに深く刀を突き込むと、蛇竜の背中、漆しつ黒こくの十メートルを疾しつ走そうする。

　阻はばむ鱗うろこを切きり崩くずし、黒刀が生む雷らい鳴めいと共に、無我夢中で叫びながら、蒼空に浮うかぶ漆しつ黒こくの異物を容よう赦しやなく断ち切っていく。

『ウオォォォォオオッ！』

　蛇竜と重なり合う、生きたいと願う生命の咆ほう哮こう。

　血液のように噴ふき出だす黒い霧きりを全身に浴び、自身もまた影かげの一部のようになりながら、少年は吹ふき荒すさぶ烈れつ風ぷうの中心を切きり裂さいて十メートルを走破し、もう一度無む垢くな蒼空へと全身で飛び込んだ。

　緩ゆるやかに落下しながら、水が汚よごれを洗い落とすように、少年が浴びた黒い霧が噴き出す汗あせと共に蒼そう空くうに消えていく。少年は頭上で黒い霧きりとなって四散した蛇だ竜りゆうの最さい期ごを見届けた。

　ふっ、と脱だつ力りよくしながら息をつき、少年は安らいだ表情で瞳ひとみを閉じる。

「約束……したもんな……」

　そんな、誰だれに向けたものかも定かではない言葉が、空へ飛び立っていく。

　今度こそ海面に叩たたきつけられるのを待つばかり。空に躍おどるその身が重力の魔ま手しゆに捕とらえられる直前。一いち陣じんの黒い風が空を駆かけ抜ぬけ、少年をもう一度抱だき留とめた──。

「ふぅ……こりゃ顔が立たないなぁ。けど、文字通り拾い物かも」

　腕うでの中で眠ねむる少年を、何やら思おも惑わくを感じさせる笑みで見つめた少女は、内心の驚きよう愕がくと畏い怖ふを押おし隠かくしつつ、命を繫つないだ奇き跡せきを胸に空へと舞まい戻もどる。

　空に浮うかぶ大陸。残された人類最後の砦とりでへ。

　今の蛇竜のように、人類を殲せん滅めつせんと襲おそいくる『辻つじ神がみ』に支配された地上を見下ろしながら。
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　久しぶりに、空を羽ばたく夢を見ていた。心ここ地ち好よい目覚めを迎えられる、昔からよく見る夢だ。そろそろ眼が覚めるのだろう、夢の空が段々遠くなっていく──。

「ぅ……ん」

　何となく違い和わ感かんを覚えながら、ゆっくりと眼を開ける。いつもの薄うす暗ぐらい石造りの冷たい天井はそこになかった。

　どこか温かみを感じる白い天井に、光量を調節するカバーがかけられた蛍けい光こう灯とうがいくつも並んでいて、天井の真ん中ではお洒落しやれなシーリングファンが静かに回っていた。

　──どこだ、ここ……？　俺おれ、どうしたんだっけ……。

　見覚えのない天井にしばらくぼんやりしてから、ふと傍かたわらに眼を移す。

「うわっ!?」

　思わず体を跳はね上あげる。見覚えのない女性が、少年の枕まくら元もとに突つっ伏ぷして眠ねむっていた。

「……ぅん？　……あ、おはよー……」

　少年の驚おどろきの声で眼が覚めたのか、眠そうに目元を擦こすりながら女性が体を起こす。起き上がっている少年の姿を見て、少女は安心したように微笑ほほえんで小首を傾かしげた。

「気が付いて良かったぁ、なかなか起きないからこっちまで寝ねちゃったよー」

　ふわりと甘い香かおりのする黒くろ髪かみを軽く直して、少女は綺き麗れいな紅くれないの瞳ひとみでこちらを見つめた。少年よりやや年上に見える、思わず力が抜ぬけるような柔にゆう和わな面持ちの少女だ。

　少女の顔に見覚えはなかったが、緩ゆるく着き崩くずした軍の制服には心当たりがあった。

「スカイアの制服？　……一体何が……」

　自分の置かれている状じよう況きようが分からず、何とか自分の記き憶おくを手た繰ぐり寄よせる。辺りには白いカーテンが備えられたベッドがいくつも置かれていて、何となく病院の一室を思わせた。

「ここは、スカイア・ネスト５支部の救護室だよー」

「スカイアの……救護室？」

　思わず復唱してしまう。それほど自分がいる場所が信じられなかったからだ。

　どうして自分が、対辻つじ神がみ戦の最前線である場所で介かい抱ほうされているのか。

「大だい丈じよう夫ぶ？　痛いところとかない？　何があったか、覚えてるかなぁ？」

　のんびりした口調で少女が尋たずねてくるが、自分がここで寝ている理由が思い出せない。

「えっと……すみません。いきなり過ぎて、何が何だか……」

「……え？　まさか覚えてないのぉ!?　ま、待ってて、すぐ先生呼んでくる！」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　一いつ旦たん落ち着かせてくださいって！」

　慌あわてて立ち上がった少女を何とか止めて、一度深呼吸してから、過去を振ふり返かえる。ちゃんと記憶はある。積み重ねてきたこれまでの経験も、あって当たり前のように残っている。

　勿もち論ろん、かけがえのない仲間との思い出も。しかし──。

「……本当に大丈夫？　君の名前は？　何てゆーの？」

　心配そうに覗のぞき込こんでくる少女の瞳ひとみを見つめ返しながら、少年は自分の名前を告げる。

「……タカト＝ミソラマ。北エリアの施し設せつで暮らしてます」

「タカトくんだね。どうかな？　何があったか思い出せそう？」

　それだ。肝かん心じんの今日一日の記き憶おくが、霞かすみがかかったように薄うすく塗ぬり潰つぶされてしまっている。

「……すみません。今朝の辺りから、記憶がぼんやりしてて……」

　難しい顔で押おし黙だまるタカトを見かねて、少女がゆっくりと事態を説明し始めた。

「わたしはスカイアに所属してる、リン＝ミカヅチって言うの、よろしくね。今日のお昼ひる頃ごろ、輸送船が辻つじ神がみの群れに襲おそわれたんだよ。君はその輸送船に乗って、このセントラルを目指してたみたいだね。で……輸送船の積み荷が爆ばく発はつして、空中に投げ出された君をわたしが救出に向かったってわけ」

「爆発……？」

　聞く限りでは、かなりの大事に巻き込まれたようだ。しかし今の言葉を聞いて、確かに欠けた記憶のピースが少しだけはまった。

「ああ。船に乗ってセントラルを目指して……その途と中ちゆうで……っ！」

　不意に、爆発の熱風に煽あおられて空中に投げ出される乗客たちの、恐きよう怖ふの表情が克こく明めいに脳のう裏りに蘇よみがえった。思わず片手で顔を覆おおう。この生々しい記憶は紛まぎれもない事実なのだろう。

　青ざめたタカトの肩かたに、少女の温かな手が乗せられた。

「だいじょーぶ。乗客は、わたしたちが全員救出したから。誰だれか家族や友達でも乗ってたの？」

「友達……？　そうだ、確か……」

　段々、思い出してきた。

　自分は今日、何か大事な目的のために、仲間と一いつ緒しよに船に乗ろうとしていた。船の上でリンが語ってくれたように事故に遭あって、そこで意識を失ったのだ。

　頭の中の霞が少しずつ晴れていく。確かに、力強い凜りんとした女性の声を聞いた気がする。黒い一いち陣じんの風がタカトの体を抱だきしめて、救い出そうと──。

「……うっ！」

　記憶のラインを辿たどっていく途中で、突とつ然ぜん頭に痛みが走った。回線がショートしたかのような鋭するどい痛みと同時に、一いつ瞬しゆんだけ脳裏に弾はじけた『巨大な蛇だ竜りゆうの眼光』に、タカトは一人戦せん慄りつする。

　──な、何だ、今の……。

　自分が空中で、単身蛇竜に挑いどむ光景。あり得ない自分の記憶に息を飲んだ、その時だ。

「あ、こら君、待ちなさい！　まだ患かん者じやが──」

　廊ろう下かで唐とう突とつに声が響ひびき、直後、救護室の扉とびらが遠えん慮りよなく開け放たれた。

「──タカト様ぁぁぁぁっ！」

　何事かと飛び上がるリンを横に、タカトは来訪者の姿に思わずため息をついた。とりあえず、こいつのことは完かん璧ぺきに覚えているようだと安心して、口元に引きつった笑みを浮うかべる。

「タカト様、タカト様、タカト様ぁぁっ！　うわぁぁ生きてる、ちゃんと生きてる！　良かった、良かったぁぁぁっ！　大だい丈じよう夫ぶですか！　元気ですか！　分かりました、寝ねないで夜通し付きっきりで看病しますっ！　体が冷えないように添そい寝ねしながら！」

「……人の病状を自分に都合良く捻ねじ曲まげないでくれ」

　ベッドにダイブして、直接タカトの上に飛びかかって馬乗りになってきたのは、タカトや、その横で眼を丸くしているリンとそう変わらない歳の女の子だった。

　夕焼け色をした跳はねっ毛けのショートカットに、紐ひもがゆるゆるの白いタンクトップ。紺こんのホットパンツからは健康的な白い太ふと腿ももが大だい胆たんに露あらわになっている。

　四よつん這ばいの姿勢でわざとらしく深い谷間を見せつけながら、タカトに顔を寄せてくる少女の瞳ひとみには、うっすらと涙なみだが滲にじんでいた。どうやら本気で心配させてしまったらしい。

　そんな騒そう々ぞうしい来訪者の頭をアイアンクローで押おし戻もどしつつ、タカトは肩かたを落として呆あきれ顔がおになる。

「大丈夫だから、一いつ旦たん落ち着け……ミオ」

「痛い痛いタカト様！　あうぅ、けど良かったぁ。心配であたしの方が死にそうでしたぁ！」

　ミオと呼ばれた少女は摑つかまれていた箇か所しよを押さえつつ、心底ほっとしたような表情でタカトに微笑ほほえんだ。

「ところでタカト様、こちらの方はどなたですか？」

　ベッド脇わきで眼を白黒させているリンに、ミオが向き直る。

　急に騒さわがしくなってしまったが、大事なことを言いそびれていたことを思い出し、タカトはミオを横目に、リンに向き直った。

「リン……さん、でしたよね。まだ曖あい昧まいな部分が多いんですが、助けて頂いたことは、何となく思い出せました。本当に……ありがとうございました。ミオ、この人が俺おれの命の恩人だよ」

「え、えぇ！　そうだったんですか！」

　ベッドの上で姿勢を正し、ミオが大げさなまでに深く座礼した。

「では遅おくればせながら。この度はあたしのタカト様を助けて頂いて、ありがとーございました！」

「さらっと俺を自分のものにするなよ」

「そんなぁタカト様、人前だからって恥はずかしがらなくても──痛だだだ、痛いタカト様！　痛いですーっ！　あ、タカト様、割とマジで痛いっ！　ご、ごめ、ごめんなさぁぁいっ！」

　肩を落としつつ、ミオの頭から手を離はなす。

「すみません、何かと騒ぎになる奴やつで……」

「いやいやー、無事に再会できたようで何よりだよ。そのー……恋人に？」

「違ちがいます、友人です」

　ふくれっ面のミオをベッドから落とし、改めて状じよう況きようを確認する。今朝から続く記憶に穴が多く、思い出せない部分がまだあった。

「ミオ、確か今朝から一いつ緒しよだったよな。お前も輸送船に乗ってたのか？　お前の方こそ大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「え？　何言ってるんですかタカト様、一本後の船に乗るから先に行けって言ったの、タカト様じゃないですか。先に港に着いて待ってたら空で爆ばく発はつが起こって……もう心しん臓ぞう吐はくかと思いましたよぉ」

「俺おれが……？」

　言われても記き憶おくが戻もどってこない。どうして自分はわざわざ一本後の船に乗ったのか。

　そもそも、今日このセントラルに来ようと思っていた理由は何だったのか──。

「え？　タ、タカト様、まさか記憶喪そう失しつになっちゃったんですか？　あ、あたしのこと、ちゃんと覚えてますか！　あの毎夜の如ごとく繰くり広ひろげた熱く激しいあたしとの蜜みつ月げつを！」

「悪いけど一生思い出せそうにない」

　不安そうなミオに、とりあえず思い出せないのは事故前後の記憶だけだと伝える。

「うーん、一時的な記憶障害ってやつなのかなぁ？　検査結果に異常はないらしいから、切きっ掛かけがあれば思い出せると思うけど……まぁ、焦あせらないでゆっくり思い出してね？　だけど……ピンと来ないかもしれないけど、わたしからもお礼を言わせて欲しいんだ」

　そう言って立ち上がると、リンはタカトに向かって深くお辞じ儀ぎをした。

「助けられたのは、わたしも一緒。わたしの方こそ……ありがとう。お互たがい命の恩人だね」

「え……？　俺、何か……？」

「まーまー、もし思い出せたら、その時に改めてこの気持ちを受け取ってよ」

　真っ直ぐに告げられた言葉に理解が追い付かず、タカトはミオと眼を見合わせて戸と惑まどいの表情を浮うかべる。

　──命の、恩人？

　爆ばく風ふうに煽あおられて空中に投げ出され、ここで目覚めるまで。タカトは気を失って風に翻ほん弄ろうされるばかりだったはずだ。その途と中ちゆうで意識を覚かく醒せいさせた覚えはない。

　だが、さっき一いつ瞬しゆん脳のう裏りに浮かんだ記憶の残ざん滓しは、まだしつこく頭の隅すみにこびりついていた。

「さーてーと。記憶があるなら話が早かったんだけど……タカト＝ミソラマくんだったよね。こんな状じよう況きようで悪いんだけど、実はわたしの方から一個、お願いしたいことがあるんだ」

　それまで優しげだったリンの表情が、不意に真面目なものへと変わる。先ほどまでの柔にゆう和わな雰ふん囲い気きからの表情の落差に、周囲の空気が張りつめたようにも感じた。

「率直に言うよ、君の才能をわたしたちスカイアに──」

　真しん剣けんな面持ちで語りだすリンだったが、その時。またしても騒そう々ぞうしい声で会話が途と切ぎれた。

「タカトォォォ！　大だい丈じよう夫ぶかぁぁっ！」

　今度は何だと眼を細めるタカトの視線の先で、再び救護室の扉とびらが勢いよく開いた。

　立っていたのはスカイアの軍服を身に纏まとい、短い茶ちや髪ぱつを立たせた長身の少年だ。懐なつかしい顔に、タカトは思わず眼を見開いた。

「ジャール？」

「あー、おサル先せん輩ぱいだーっ！」

　驚おどろくタカトの横で、ミオが嬉うれしそうに声を上げる。

「誰だれがサルだっ！　心配したんだぞタカト！　って……リン隊長？」

「……隊長？」

　驚いてタカトが最後の一言を繰くり返かえすと、リンは気き恥はずかしそうに指先で頰ほおを搔かいた。

「あー、うん。わたし、スカイアで隊長やってるんだ。てきとーだけどね」

　スカイアの隊長。その意味を知るタカトが眼を丸くして息を飲むが、追及する間もなく、来訪者に振ふり向むいたリンが小首を傾かしげる。

「どうかした？　ジャール隊員？」

　タカトに眼をやりつつも、ぎこちなく敬けい礼れいした少年が、あたふたと事情を説明する。

「そ、そこにいるタカト＝ミソラマは、自分の友人でありますっ！　あ、ついでにそっちの女の子も」

「あ、ってことはジャール隊員。君がいつも話してた友達って、この子たちのこと？」

「そ、そうでありますっ！　事故の被ひ害がい者しやの中にタカトの名前を見つけて、大おお慌あわてで……」

　ふむふむ、とリンが腕うでを組んで救護室を見み渡わたした。

「なるほどなるほどー。うん、一いつ旦たん状じよう況きようを整理した方が良さそうだねぇ。ジャール隊員も座って？　彼に興味があるの、改めて紹しよう介かいして欲しいな」

「は、はいっ！」

「よーし、それじゃ少しお友達と話してて？　お茶もらってくるよー」

　そう告げてリンは足取り軽く救護室から出ていった。後に残ったのは──。

「ふぃー緊きん張ちようしたぜ……タカト、久しぶりだな！　くたばってなかったか！」

「お陰かげ様さまでな。お前こそ、サルだってことがバレてないようで何よりだよ、ジャール」

「俺おれはサルじゃねーっての！　何年引っ張んだよそのネタ！」

「おサルさん相変わらずですねー。あ、でもこの顔が並ぶのは一年ぶりだーっ！」

　タカト。ミオ。ジャール。

「リーダーはいないけど……ダストデビルズ再集結だな」

　一年ぶりに、チーム・ダストデビルズの面子メンツがほとんど揃そろっていた。







　──この星の勢力図が書かき換かわったのは、今から十七年ほど前。

　突とつ如じよ出現した辻つじ神がみと呼ばれる飛行能力を有した怪かい物ぶつたちが、人類に攻こう撃げきを開始した。

　辻つじ神がみたちは総じて、世界中に伝わる神話や伝承の中に登場する魔ま獣じゆうや神しん獣じゆうの姿を取り、自然界の動物を支配下に置く能力と超ちよう常じようの異能を以て、人類の殺さつ戮りくを進めていった。

　のちに『統とう率そつ種しゆ』と呼ばれる、その魔獣たちの力によって、自然界のあらゆる動物が異常強化され辻神と化し、世界中で人と辻神の軍勢との凄せい絶ぜつな争いが幕を開ける。

　激戦の末、人類は劣れつ勢せいに追い込まれ、襲しゆう撃げきが少なく、堅けん牢ろうな防護で稀まれに飛来する辻神の軍勢をも食い止められる、世界各地の浮ふ遊ゆう大陸へ、敗走同然に逃にげ延のびることを余よ儀ぎなくされた。

　その中の一つ。この浮遊大陸は日本近海の空に、大きな島の周囲にいくつかの小島が隣りん接せつするように浮うかんでいる島群で『ネスト５』と呼ばれている。

　タカトたちは、辻神の襲撃や、避ひ難なん時じのパニックなど、様々な理由で家族や行き場を失った子供たちが集まる施し設せつで出会った、数年来の親友なのだ。

　この三人にリーダーを加えた四人で結成したのが、子供たちをまとめあげるチーム。

　砂さ塵じんの悪あく魔またち、ダストデビルズだ。







　ミオの隣となりに座ったジャールが、状じよう況きようを聞いて心配そうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「記き憶おく喪そう失しつって、マジかよ……」

「心配しなくても、お前のサル顔と馬鹿なエピソードはちゃんと覚えてるよ」

「むしろそこは忘れとけっての」

　サルというのは、逆立てた短い茶ちや髪ぱつと、笑うと歯は茎ぐきまで見える顔がサルのようだという理由から、誰だれかがジャールにつけた渾名あだなだ。

　ジャールは一年前に、対辻神戦の一切を担う組織『スカイア』の入隊試験を受けて、見事合格。この一年、タカトたちの下からは距きよ離りを置き、軍人として訓練していたのだ。

　今日こうして会うのも、ほぼ一年ぶりだったりする。

「具体的に、どこまで覚えてるんですか？　タカト様？」

　ミオはダストデビルズ結成時のメンバーの中で最年少。数年前のデビルズ旗はた揚あげの騒さわぎから、タカトのことを一いち途ずに慕したい続つづけている少女だ。

　もっとも、見境もなければ遠えん慮りよも常識もないため、タカトは日々苦労しているのだが。

「今朝、ミオと一いつ緒しよに施設を出て、港に向かったのは覚えてるんだけど……そもそも、どうして今日ここに来ようとしてたのか思い出せなくてな」

「おいおい、そっからかよ」

　ジャールが後頭部を搔かきながら呆あきれたようにため息をつく。

「お前、今日は年に一度のスカイア入隊試験の日だろ？　お前、今年こそは受けるって言ってたじゃねーかよ！」

　──スカイアの、入隊試験の日……。

　その瞬しゆん間かん、破は裂れつするようにタカトの脳のう内ないで記き憶おくが弾はじけた。戻もどってきた記憶と、それが告げる緊きん急きゆう事態に眼を見開き、慌あわててベッドから身を乗り出して時間を確認する。

「お、思い出した！　ジャール、今何時だ！」

　そう──タカトは今日、スカイアの戦士となるべく入隊試験を受けに来たのだ。

　一年前。先に行ってしまった仲間、ジャールの背中を追うために。そして、諦あきらめきれなかった自分の夢を摑つかむためにも。

　この一年。迷って、悩なやんで、ようやく出した答えだった。

　確か試験は正午からだったはず。十分間に合う船に乗れるように施し設せつを出た。

　しかし、ジャールとミオは顔を見合わせて気まずそうに表情を曇くもらせると、力なく窓にかかったカーテンを開いた。

　窓の向こうでは、既すでに沈しずみかけた太陽が町を寂さびしい黄昏たそがれの色に染そめていた。

「事故からもう五時間くらい経ってんだ。俺おれも訓練終わってから詳くわしい話聞いてさ……今年の試験は、終わっちまったよ」

　急激に冷めていく心を感じ、タカトは片手で顔を覆おおってベッドに倒たおれこんだ。

「お、おいタカト！　大だい丈じよう夫ぶかよ！」

　こみあげるのは、どうしようもない虚むなしさと悔くやしさ。

「全部思い出した……ごめん、ジャール。俺……必ず続くって、約束したのに……」

　理り不ふ尽じんへの怒いかりと、仲間に顔向けが出来ない恥はじの感情で胸が締しめ付つけられる。

　一年前もそうだった。まさか二年続けて夢への一歩を踏ふみ出だす時につまずいてしまうなど、情けないにもほどがある。

「……畜ちく生しよう……っ！」

　自分ではどうしようもない不運に対して、空くう虚きよな怒りがため息に変わって、食いしばった歯の隙すき間まから漏もれていった。

「タカト……気にすんなって。ギリギリまだ来年もあんだしさ。それより、お前が無事だったことの方がよっぽど大事だろ。記憶も戻ったんだしよ！」

「そうですよタカト様、来年またチャレンジすればいいんですから！　もう一年特訓して、来年ズバーッと合格しちゃえばいいんです！」

　来年、挑ちよう戦せんすればいい。勿もち論ろんそれは分かっている。だが、そんな言葉しか自分に掛かける言葉がない状じよう況きようなのも、タカトには分かっていた。

　ただただ情けない。ジャールとミオも、どうしたものかとタカトを見守るばかりだ。

　その時、控ひかえめに扉とびらが開いて、リンが人数分のカップを盆ぼんに載のせて病室に入って来た。

「やっほー、遅おそくなってごめんね。お医者さんと……あれ、どうしたの？　何かあった？」

　意い気き消しよう沈ちんしているタカトに代わり、立ち上がったジャールがリンに事情を話す。

「こいつの記憶が戻ったんです。実はこいつ、本当は今日スカイアの入隊試験を受けに来てたんすけど、事故のせいで受けらんなくなっちまったから、ショック受けて──」

「え、噓うそっ！　それ本当？」

　バンッ、と傍かたわらのテーブルに持ってきた盆ぼんを叩たたきつけるように置いたリンが、大おお股またでタカトの下へとやってくる。いきなりの行動に三人とも驚おどろいて眼を丸くする。

　対するリンの表情は輝かがやいていた。まるで欲しかった物を手にするチャンスを得た子供のように、その紅くれないの瞳ひとみには期待と希望の炎が燃えている。

「本当？　タカトくん、スカイアに入りたいの？」

　がっちりと手を握にぎり締しめられ、顔を覆おおうことも出来なくなったタカトは、瞳に滲にじんだ涙なみだを何とか零こぼさないように努力しつつ、リンの紅の瞳を見つめ返して頷うなずいた。

「お、俺おれ……元々地上で暮らしてたんです。辻つじ神がみの襲しゆう撃げきに遭あった時に家族が全員殺されて……その時、スカイアの戦士に助けてもらったんです」

　タカトは普ふ段だん、あまり自分の感情は表に出さないタイプだが、そんなタカトがずっと胸に抱いだいていた、強く揺ゆるぎない夢がある。

　──あの時、俺の命を救ってくれた人のように。

　この綺き麗れいな蒼そう天てんの下で、誰だれかを守り、救えるような存在になりたい、と。

「ずっと憧あこがれてたんです。空を舞まって戦う、戦士に」

　タカトが秘めていた偽いつわりのない夢。それを聞いたリンは、とても嬉うれしそうに応えた。

「そっか……そっかぁ！　うん、そういうことなら、わたしが力になれるかもしれないよ！」

「え？」

　腕うでを組んで、しばらく何やら考えていたリンだったが、やがて何かを決心したように明るい表情で顔を上げた。

「タカトくんは体調がいいようなら今日は帰って大だい丈じよう夫ぶだって。ジャール隊員はタカトくんに付つき添そって、今日は北エリアに一いつ緒しよに帰るといいよ。久しぶりに会ったんでしょ？」

「よ、宜よろしいんですか！　りょ、了解です！」

　緊きん張ちようした面持ちに、嬉しそうな笑みを滲ませてジャールが敬礼をする。

「そーれーと。タカトくん、明日の正午、ジャール隊員と一緒にもう一度この支部に来てくれないかな？」

「俺、ですか？」

　何やら思おも惑わくを感じさせる笑みでリンが頷く。

「君の翼つばさは、広げずに終わらせるにはあまりに惜しいと思うんだ。話はわたしが通しておくから、明日──特別にもう一度、スカイアの入隊試験を君のために実じつ施ししてあげる！」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。しかし、リンは晴れ晴れとした表情を浮うかべていて、とても冗じよう談だんで言っているようには見えない。

「無理にとは言わないけど……君の力を、もう一度見せて欲しいんだ」

　そう言ってリンは踵きびすを返した。翻ひるがえった黒くろ髪かみの甘い香かおりが辺りに舞まい散ちる。

「よーし、忙いそがしくなってきた！　それじゃタカトくん、明日……待ってるからねーっ！」

　去り際、悪戯いたずらっぽい可愛らしい笑みでウインクして、リンは救護室から出て行ってしまった。

　しばらく言葉が出なかった。一体何故、どういうことなのか。理由が分からず、しかし確定した事実のみが眼の前に突つき付つけられていて、どんな反応をすればいいのか分からない。

　だが、タカトの代わりに喜んでくれる人物が、傍かたわらに二人いた。

「う……うおぉぉっ！　タカト、やったなぁぁっ！　特例中の特例だぜこんなの！」

「凄すごーい、流石さすがあたしのタカト様っ！」

　満面の笑みで肩かたを抱だいてくるジャールと、手を上げて喜んでいるミオの姿に、ようやく現実味が湧わいてくる。

「な、何で俺おれが？　気絶してただけなんだぞ」

「馬鹿、どっかで素質を見込まれたに決まってるだろ！　でなきゃあんなこと言わねーって！」

　勝手に盛り上がっているジャールたちを横に、まだ釈しやく然ぜんとしないタカトだったが、話が決まってしまった以上、いつまでもここにいるわけにはいかなかった。

「ま、よく分かんねーけど決まったことだ！　お前ら、一いつ緒しよに帰ろうぜ！」

　とりあえず今は、久しぶりに三人で帰路につくしか選せん択たく肢しはなさそうだった。

「はぁ……本当に何が何やらだけど……そうだな。三人で帰るか」

　離はなれていた時間など関係ない。顔を合わせれば、いつでも笑い合える仲間たち。

　もう、この仲間たちと馬鹿をやっていられないとばかり思っていた。けど、何があったとしても、そんな心配は杞き憂ゆうに終わるのだろうと、タカトは二人に気づかれないよう、小さく頰ほおを緩ゆるめた。







　夕焼けの中を三人で歩く。振ふり返かえれば、見上げるような高層の建築物がそびえていた。重厚な塔とうのようでありながら、天に向かって開く花のような象しよう徴ちよう的てきな造形だ。

　ここが人類を辻つじ神がみから守るための戦士が集う、ネスト５におけるスカイアの拠きよ点てん。この一年、ジャールが戦ってきた戦場がここにある。

　この浮ふ遊ゆう大陸を、巨大なトリカゴのようなドーム状に覆おおっているのは、鋼こう鉄てつで編まれたメタルネットと呼ばれる辻神の侵しん入にゆうを阻はばむための防ぼう護ご柵さくだ。

　格子状に切り取られた夕日を浴びながら、タカトたちは港へと向かう。

「しっかし、無事で良かったよなぁタカト。リン隊長に感謝しろよ？」

　私服に着替えたジャールが乱暴にタカトの背中を叩たたいてくる。

「そういえばあの人、隊長って本当なのか？　女の人なのに」

「そうなんだよ！　俺も初めて見た時ビビったぜ。あの人こそ、俺たちスカイアが誇ほこる第二部隊隊長リン＝ミカヅチ様だ！　『ブラックレオン』って聞いたことねーか？」

　黒くろ獅じ子しブラックレオン。このネスト５でも有名な名前だった。スカイアの中で、まさに漆しつ黒こくの獅し子しを思わせる苛か烈れつな戦士が部隊を率いている、と。

「まさか、あの人が？」

「そう！　専用機ブラックレオンを駆かって、真しん紅くの閃せん光こうと共に辻つじ神がみをバリバリ薙なぎ倒たおす戦せん姫きってわけだ！　まさか噂うわさのブラックレオンが俺おれらと年もそう変わんない女の子だなんて入隊の時はマジでびっくりしたぜ！　……あー、まぁ普ふ段だんはちょっと残念な人だけどな」

　ジャールの興奮具合から察するに、その実力は紛まぎれもない本物らしい。

「てか、お前間近でリン隊長の戦せん闘とう見たんじゃねーの？　……あぁ、気絶しちまってたのか？」

「戦闘？」

「ほら、お前の爆ばく発はつ事故、辻神が襲おそってきたせいだって言われたろ？　そん中にデカい統とう率そつ種しゆが混じってたんだよ。十メートル級のワイバーンだったらしいんだけど、リン隊長、その統率種を一人でぶった切ってお前を空中で救い出したって噂になっててさ！」

「ワイバーン……？」

　ジャールの言葉に、先ほど弾はじけた記き憶おくの残ざん滓しが蘇よみがえる。

　──さっき一いつ瞬しゆんだけ頭に過よぎった映像は……その時の？

　少しずつ事故当時の状じよう況きようが分かってきた。

　──さっきの記憶は……勘かん違ちがい、とかだよな。

　当たり前だ。生身の人間が空中で辻神と相対して生きていられるはずがない。まして十メートル級の統率種ともなれば尚なお更さらだ。五時間近く気を失っていたようだし、事故の強きよう烈れつなインパクトで記憶も少し混こん濁だくしていたのだろう。

「実は俺、リン隊長の部隊に配属されててさ。ずっと世話になってんだよ」

「えぇ？　おサル先せん輩ぱいってそんなに強い人の部隊にいるんですか！」

　驚おどろいた声を上げる二人に、一瞬、痛いところを突つかれたような顔をしたジャールだったが、

「ま、まぁな！　たはははは。つってもまだ哨しよう戒かい任務とかばっかりで、実際に辻神とやり合ったことは数えるくらいしかねーよ。相手も小物ばっかりだしな」

「ふへー、おバカさんが長生きするって本当なんですね」

「そりゃどういう意味だよ！」

　何だかこの一年で、一番身近だったはずの友人が随ずい分ぶん遠くに行ってしまった気がする。

　仲間内で一番のお調子者が、今この空の下を舞まい飛とんで、人類の天敵と戦っている。誇ほこらしくなると共に、自分が取り残されてしまったような、少し寂さびしくもなった。

「にしてもリン隊長、随分お前のこと気に入ってたみたいだけど、本当に何もなかったのか？」

「あぁ、救護室で眼が覚めた時にはもう傍そばについていてくれて……その時まで全く面識なかったぞ？」

　やけに親身になってくれた上、タカトのことを命の恩人のように言っていたが、タカトには身に覚えが全くなかった。

「うーん、まぁちょっと変わってる人だけどなぁ……けど、見る眼は確かだと思うぜ。ともかく明日行ってみれば分かるよな。それよりお前らの話も聞かせろよ！　リーダー元気か？」

　見えてきた港を眺ながめながら、島で待っているリーダーのことを思い出した。

「リーダーも相変わらずだよ。この間も自分の武勇伝を美術部に絵本化させたり、運動部同士の小競り合いを一人で両成敗したり、施し設せつへの侵しん入にゆう者しやを社会的に惨ざん殺さつしたりしてたな」

「たははは……あ、相変わらずの暴君だな、おい」

　ダストデビルズのリーダー、それは、行き場を失った子供たちのボスでもある。

　タカトたちはあくまで『結成時のメンバー』であり、現在では敷しかれたルールと掟おきてさえ守れば、誰だれでもダストデビルズの一員を名乗ることを許されており、正確な人数はタカトでも把は握あくできていないほどだ。軽く千人は超えるはずだが。

「あ、ちょうど輸送船が来ましたね！」

　港に近づくにつれて人の往来も多くなり、この島の端はしでもある港には、穏おだやかに空中を航行する輸送船が何隻せきも停てい泊はくしていた。

　ネスト５はナンバリングの通り五つの島が十字に隣りん接せつしており、方角ごとに『エリア』と呼ばれる島が浮うかんでいる。スカイア・ネスト５支部など大規模な施設があるのが、この中央のセントラルと呼ばれる島。これからタカトたちが向かうのは北側に浮かぶ小さな島だ。

　島から島への移動には空中を航行できる輸送船を用いるが、辻つじ神がみ襲しゆう撃げきの危険性がある時などは一切の航行が中止されることになっている。

　昼間の事故は、予測すら出来ないほどの急きゆう襲しゆうだったということなのだろうが。

　──十メートルもある統とう率そつ種しゆの接近を……見み逃のがすなんてことがあるか？

　それも、宙に投げ出された乗客を即座にスカイアの戦士が救出出来るだけの人員が配備されていたにも関わらずだ。どうも腑ふに落ちない点が多いような気がする。

「へへ、スカイアに所属してると輸送船とかタダで乗れるんだぜ。ちょっと待ってろ！」

　その後、本当に無料で受付をしてきたジャールと共に、三人で輸送船に乗り込んだ。

　人類は空中から襲おそい来くる辻神に対たい抗こうすべく、その特性を研究し、より高度な飛行技術の発展に尽じん力りよくしている。快適なスピードで航行するこの輸送船も、そうした辻神との戦いあってのものだと考えると皮肉なものだった。

「船だとあっという間だよなー、アイギスで飛んでると結構距きよ離り感じるんだけど」

　アイギス。リンのようなスカイアの戦士が身に纏まとう──自在に空を飛べる鎧よろい。

　タカトとジャールはもうすぐ落ちてしまう夕日を眺めながら甲かん板ぱんで並んでいた。ミオはジュースを買いに行っている。二人並んで話をするのは久しぶりだ。

　この一年の空白を思い、少しだけ真面目な雰ふん囲い気きに浸ひたって、タカトは口を開いた。

「……なぁジャール、空を飛ぶのって、どんな気分だ？」

「アイギスでか？　んー、そうだな」

　手すりに寄りかかりながら、ジャールが空を見上げる。

「やっぱ初めは結構怖こぇーよ。てか、今も怖こわいまんまなんだけどよ。でも、自分の思い通りに空を動けるようになると……すっげー気持ちいいぜ」

　歯は茎ぐきを見せて笑うジャールにタカトは深く吐と息いきをつく。その経験が、その感覚を知っていることが、純じゆん粋すいに羨うらやましかった。

　──昔からの憧あこがれだからな……。

　空の戦士として辻つじ神がみと戦って、大事なものを守れるようになりたい。それがタカトの一番の夢だ。だが、もう一つだけ、幼い頃ころから強く深く根付いていた夢がある。

　──この大空を、どこまでも自由に飛んでいきたい。

　空に対するその憧れにはきっと理由なんかないのだろうけれど、この空を自由に羽ばたいてみたいという、文字通りの空想は、いつだって消えることなく胸の中にあった。

　だからこそ、辻神に怯おびえる誰だれかを守るためにこの空を飛べたなら。そう考えると、子供っぽく胸が熱くなるのだ。

　やはり、簡単には諦あきらめられない。思いがけず舞まい降おりた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。これを逃のがす手はない。

「ジャール。俺おれ、必ずお前に追いつくからな」

　仲間と並んで虚こ空くうを見つめ、端たん的てきに、率直に、折れない誓ちかいの言葉を口にする。

「……おう。お前と並んでみんなのために戦えるって、信じてっからさ」

　ジャールもまた、父親を辻神に殺されている。ジャールの父親は、古くから浮ふ遊ゆう大陸を囲むメタルネットを補ほ修しゆうする優ゆう秀しゆうな技師だったらしい。

　攻め落とすことよりも、守まもり抜ぬく戦いを選び、最さい期ごまで人類を守ろうとした父の遺い志しを継つぐのだと、堂々と語ったジャールの姿は今でもはっきりと覚えている。

　互たがいに志を尊重し合い、しかし負けられない。交わす言葉は少なくとも、互いの決意は強く感じ取れる。静かな決意は風に乗って二人の間を駆かけ抜ぬけていった。

「お二人ともー、ジュース買ってきましたよーっ。あたしとタカト様はラブラブ・フルーツジュースでーす！　はいおサル先せん輩ぱい、お湯」

「お湯かよ！　せめて冷たい水持って来いよ！」

　ハート型に曲がったストローをしぶしぶミオと咥くわえつつ、文字通り煮にえ湯ゆを飲まされたジャールと一息つく。

　もう日が落ちるというのに、見えてきた北エリア側の港も大勢の人で賑にぎわっていた。到とう着ちやくのアナウンスと共に下船が始まる。

「さ、タカト様！　行きましょ？」

　がっちりとタカトの右みぎ腕うでを柔やわらかな胸の間にホールドして、ミオが満足げな笑みでタカトを促うながす。言っても聞かないのでタカトも最近はされるがままになりつつある。

　幸か不幸か慣れてしまった右腕の柔らかい感かん触しよくを引きずりつつ、タカトは港に降り立った。あとは真っ直ぐ、皆みなが暮らす施し設せつに戻もどるだけだ。

　しかし。下船用の橋を降り切ったところで、不意に脳のう裏りに蘇よみがえる記き憶おくがあった。

「あ、そうだ……あの時の女の子！」

　タカトは足を止めて辺りを見回し始めた。

「タカト？　どした？」

　タカトの視線の先には、運うん搬ぱんを待つ貨物が大量に積まれている区画がある。

「いや、それが……昼間、船に乗る前に──」

　ここに来て思い出した。昼間の、事故に巻き込まれる少し前の出来事。







　時間はタカトが事故に巻き込まれる直前、ミオと二人で港にやってきたところまで遡さかのぼる。

「タカト様ーっ！　受付済ませてきましたよー」

　小走りでチケットを持ってきたミオに頷うなずいて、タカトはセントラル行きの輸送船を見上げて小さく吐と息いきをつく。発着場の付近では大型の機械が黒こく煙えんを上げて稼か働どうしていた。

　降り注ぐ日差しに手をかざし、数時間後の試験に向けて心を落ち着ける。

　──俺おれも、すぐ追いつくからな、ジャール。

　一年前。ジャールと共に受けるはずだったスカイアの入隊試験。しかし、運悪く暮らしている施設の一部が火事になってしまい、タカトはその騒さわぎのせいで試験に間に合わなかったのだ。

　たまたまセントラルの病院に入院している母親の下にいたジャールだけが試験を受けて合格。

　結果として、ダストデビルズの初期メンバーは、どこか収まりが悪い結末でバラバラになってしまったのだ。

　しかし、今年こそはと奮起したタカトは今日、試験を受けるために強い決意を秘めてセントラルへと向かう。

「タカト様、いよいよですね！　今年こそ、おサル先せん輩ぱいが気絶するくらいの成績でドーンと合格しちゃってください！　大型新人誕生の日ですよ！」

「勿もち論ろん、そのつもりで行くさ」

　緊きん張ちようも不安もある。だが、一年前と違ちがって迷いはなかった。

「……ん？」

　その時だ。何気ない一いち陣じんの風が、そっとタカトの頰ほおを撫なでた。その風の行く先を自然に眼が追っていく。まるで、今の風に腕を引かれたような妙みような感覚だった。

　乗船客の往来の向こう。一いつ般ぱん人じんは立入禁止になっている貨物エリアの入口。

　誰だれかが──迷い込むように──そこに入っていくのが見えた──。

「タカト様？」

　何かに幻げん惑わくされたように、頭の中に霞かすみがかかる。

　先ほどまで胸に燃えていた試験への熱意は急速に勢いを落とし、蝶ちよう々ちようが花の香かおりに誘さそわれるようにふらふらと、タカトはその人ひと影かげを追って足を前に出していた。

「ミオ、悪い。先に行っててくれ。一本後の船で行くから」

　ミオの方を振ふり返かえりもせずに、タカトは走り出す。

「え？　ちょっとタカト様……わっ、あ、ちょっと、タカト様ーっ？」

　団体の乗船客に阻はばまれて、ミオは流れに逆らえないまま船に吸い込まれていった。

　ミオを置いて、タカトは走る速度を上げる。遠くに人影が見えただけ。ただそれだけのことなのに、何故か胸がざわついた。

　急げと、自分の中の深い場所から何かがタカトを焦あせらせる。体の感覚は全てさっきの人影を捜さがすために集中しており、もう周囲の雑音も耳には届いていなかった。

「どこだ……どこに……」

　気付けばタカトもまた貨物エリアに入り込んでおり、見上げるほど積まれたコンテナの合間を縫ぬうように、人の気配を探って走っていた。

「……あ！」

　見つけた。積み上げられたコンテナの隙すき間までぐったり倒たおれている人がいる。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　駆かけ寄よって抱だき起おこす。すぐに、それが小こ柄がらな少女であることに気づいた。

　子供が多く暮らすこの北エリアでも、見たことがない少女だ。ひらひらした白い服を纏まとっており、背中側には翼つばさのような装そう飾しよくが施ほどこされたストールが長く伸びている。

「聞こえるか！　しっかりしろ！」

　タカトの呼び声に、少女の血の気が失せた顔がわずかに震ふるえる。

「っ……あ」

　うっすらと開かれた瞼まぶたから、快晴の空を連想させる蒼あおい眼光が覗のぞく。肌はだの白さと銀色の長ちよう髪はつという出で立ちもあり、タカトは一いつ瞬しゆん人間離ばなれした神秘的な美しさに息を飲んだ。

「はぁ……はぁ……離し、て……ください……」

　少女はタカトを押おしのけるように立ち上がると、コンテナに寄りかかりながらその場を離れようとする。

　しかし、たった数歩で膝ひざを折った少女は苦しそうに咳せき込こむと、固い地面にドス黒い塊かたまりを吐はき出だし、力なく倒れた。

「お、おい！」

　タカトには血を吐はいて倒たおれたようにしか見えず、もう呼びかけにも反応しない少女の姿に、一刻の猶ゆう予よもないことを悟さとる。もう息をしていない。

「くそっ、死なせるか！」

　施し設せつでやり方は教わっていた。タカトは少女を仰あお向むけに寝ねかせ、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後で。

　自分のファーストキスを、どこの誰だれとも知らぬ少女に捧ささげた──。

　ぎこちない動作で、生命の息吹を少女に注ぎ込む。頭の中はただ、死なないで欲しいという曇くもりのない願いだけで溢あふれていた。

「頼たのむ……頼むからっ！」

　必死だった。お願いだから、もう一度眼を開けてくれと、ただそれだけを願って自分の風を送り込む。

　そして、どうやらタカトの懸けん命めいな願いは届いたらしい。

「うっ、げほっ、げほっ！」

　少女が苦しそうに息を吐き出し、何とか自発呼吸を取とり戻もどした。ほんの数分の行こう為いだったはずなのに、タカトはもう汗あせだくだ。

　安あん堵どのため息を吐き出して、タカトはその場にへたり込む。すぐに人を呼んで少女を病院に連れていかなければ。

　と、思った矢先。

「……え？」

　おもむろに、少女が何の支えもなく自力で平然と立ち上がったのだ。

　口元に手を当てて、頰ほおを赤く染めながら、涙なみだの滲にじんだ瞳ひとみでタカトを見つめている。

「お、おい。急に動いたら──」

　まだ危ない、と言うことすら許されず。

「……っ！」

　少女は澄すんだ滴しずくを瞳から一ひと粒つぶ散らすと、信じられないことに、コンテナの壁へき面めんを三角飛びしながら駆かけ上あがり、そこから連続で宙返りを決めると、翼つばさのようなストールを翻ひるがえして瞬またたく間に視界の外に消えていった──。

　残されたタカトは狐きつねにつままれたような気持ちで、しばらくそこに茫ぼう然ぜんと座り込んでいた。我に返ったのは、輸送船の到とう着ちやくを告げるアナウンスの声が聞こえてからだ。

　釈しやく然ぜんとしないまま次の輸送船に乗り込んで──タカトは辻つじ神がみの襲しゆう撃げきを受けることになる。







　話を終え、あの少女はどこに行ってしまったのだろうと周囲を見回すが、やはりそれらしい人ひと影かげは見当たらない。

「あー……つまり、その子を助けてたからミオとは違ちがう船に乗ることになって、事故に巻き込まれた、と」

　微び妙みような表情で話を聞いていたジャールが、そうまとめた。

「まぁ、事情は分かった。分かったけどよ……」

　ジャールが非ひ常じように気まずそうにタカトの右みぎ腕うでの辺りを見ながら冷ひや汗あせを流している。

「なぁタカト……今の話で、言わなくていい部分あったよな」

　タカトも失言に顔を引きつらせる。

「あぁ、言い終わってから気づいた。今にも千切れそうな俺の右腕を何とかしてくれないか」

　今の話の、ある一点を無視できない人物がこの場にいることを失念していた。

「……タ・カ・ト・さ・ま……？」

「な、なん……でしょう」

　少しニュアンスが違ちがう意味でファーストキスを『奪うばわれた』ミオが人目も憚はばからず絶ぜつ叫きようした。

「こぉぉの女ったらしが──っ！　説明と謝罪を要求します──っ！」

「ち、違う！　本当に死にかけてて！」

「死にかけの女の子が三角飛びや宙返りで逃にげ出だすか──っ！」

　その後タカトを。ついでにジャールも。浮ふ遊ゆう大陸から叩たたき落おとそうと荒あらぶるミオからどうにか逃げながら、施し設せつまでの帰路を急いだ。

　三十分ほど逃げ歩き、人命救助のため、緊きん急きゆう事態だったと必死に説得し、施設に到とう着ちやくする頃ころには何とかミオも落ち着いたようだったが、やはり怒いかりは収まらないらしい。
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「タカト様のバーカッ！　リーダーに言いつけちゃいますからねーだっ！」

　恐おそろしいことを口走りながら、ミオが騒さわがしく施し設せつに入っていった。

「なぁタカト、ミオとは……やっぱ付き合ってやんねーのか？　何回か告白されてんだろ？」

「ん……それはそうなんだけどな」

　タカトは、まだミオがその時に言った言葉を覚えているし、信じている。

「あいつ、ちゃんと過去に整理をつけるって約束したんだよ。それが出来たら、改めてちゃんと気持ちを伝えたいって言ってくれてさ……まぁ普ふ段だんのアピールはやめないらしいけど」

　タカトから自由を奪うばうつもりも、重荷になるつもりもないと、ミオは笑ってそう言った。

　この一年で一番成長したのは、実はミオなのだ。

「知ってるか？　ミオの奴やつ、最近喫きつ茶さ店てんでバイト始めたんだぞ」

「は？　マジかよ！　あいつが接客業？　だ、大だい丈じよう夫ぶかよその店、死傷者出て病院とか警察の世話になったりしねーのか？」

「今のところはな。何なら明日一いつ緒しよに行くか？　あれでなかなか様になってるんだ」

　ジャールと二人で談笑しながら、すっかり日が落ちた星空の下を歩く。そして辿たどり着ついたのは、北エリアに浮うかぶ島の一角にそびえる、行き場をなくした子供たちの楽園。

　巨大な養護施設と化した『学校』が、タカトとジャールの前に建っていた。

　以前は普ふ通つうの学校だったらしいが、辻つじ神がみ襲しゆう来らいに合わせて世界中からタカトのような孤こ児じが各地の浮ふ遊ゆう大陸に移り住んできたことに加え、ネスト５の土地の狭せまさも影えい響きようし、この学校自体を巨大な養護施設へと改かい築ちくし、居住区となる寮りようを大おお幅はばに増設したのが現在のこの場所だ。

　施設には『アクロポリス』と、大おお仰ぎような名前がつけられている。

　子供たちは十八歳まで与えられた部屋で生活し、可能な限り望む進路に合った勉強をすることが出来る。一応の上下関係はあるが、校内のほとんどはタカトたちダストデビルズの中ちゆう核かくメンバーが分担して仕切っているため、そこまで厳格なルールはない。

　ミオがジャールのことを、形だけでも「先せん輩ぱい」と呼ぶのはこのためだ。

　卒業までに何らかの資格を取れればその道に。それがなければ各地の労働に回されることになっている。

　だから、タカトに残された時間はあと一年。タカトも内心で焦あせっていたのだ。

「いやー、ここ帰って来るのも久しぶりだな！　何も変わってねーや」

「外観はな。内装はリーダーと一緒に所々弄いじってある。この時間だとリーダーは聖堂かな」

　校内でも、ダストデビルズの初期メンバーであるタカトたちしか入れない聖域がある。そこがタカトたちの秘密基地にもなっていた。

　校舎を抜ぬけて渡わたり廊ろう下かを進み、寮が乱立する区画を抜けた更さらに奥おく。小高い丘の上に建った、古びた小さな聖堂がある。

　あちこちボロボロになっているが、象しよう徴ちようでもあるステンドグラスは毎日ピカピカに磨みがき上あげてある。輝かがやく太陽と、透すき通とおるような蒼あおい空。飛び交う小鳥たちと戯たわむれる天使が描えがかれた、大きなステンドグラスだ。

　仮にも『デビルズ』を名乗るタカトたちが根城にするには皮肉な場所だったが、それはそれで味があっていい、というのがリーダーの主張だ。

　柔やわらかな草と、色とりどりの花々に囲まれた、仲間たちとの大切な秘密基地。

「リーダー、ただいま。遅おそくなってごめ──うおわぁぁっ!?」

　謝罪の言葉と共に聖堂の大おお扉とびらを開いた途と端たん、タカトの眼前に銃じゆう口こうが突つき付つけられ、静せい寂じやくを引ひき裂さく銃じゆう声せいがこだました。思わず腰こしを抜ぬかして、細い白はく煙えんを上げる銃口の向こうを見み据すえる。

「──全くだタカト。私の気を揉もませた罪は万死に値するぞ」

　聖堂の入り口でモデルガンをくるくると回しながら、むすっとした不ふ機き嫌げんそうな顔で仁に王おう立だちするリーダーの姿に、タカトは跳はね上あがった心臓を落ち着けながらため息をつく。

「……リーダー、折角拾った俺おれの寿じゆ命みようが少し減ったんだけど、どうしてくれるんだ」

「ふははは！　心配するな、減った分まで私がバッチリ長生きしてやるぞ」

　一挙手一投足の全てが男勝りで豪ごう快かいだが、ダストデビルズのリーダー、子供たちの帝てい王おうはそれでも──女性らしい笑顔で──タカトを迎えてくれた。

「無事で何よりだタカト、さっさと中に入れ」

　彼女こそ、この施設に暮らす子供たちを統率するリーダー、チャイム＝アーサーだ。

　年ねん齢れいはタカトたちより二つ上。怜れい悧りそうな鋭するどい顔立ちと、薄うす紫むらさき色いろの長ちよう髪はつを後ろで一つにまとめた出で立ちは、どこか近寄りがたい印象を常に周囲に振ふり撒まいているが、悪戯いたずら好ずきで意外と人ひと懐なつっこい性格は多くの子供たちから好かれている。

「聞いたぞタカト。人気のない場所に迷い込んだ女の子を押おし倒たおして初めてを奪うばったそうだな」

「ミオ、後で話がある」

「ふーんだ、見ず知らずの女の子に平気で唇くちびるを許すタカト様のイカれた正義感が悪いんですー」

　聖堂の長なが椅い子すの陰かげから舌を出してくるミオに小さく肩かたを落として聖堂に入ると、後からすぐにジャールも続いてきた。

「おーっすリーダーっ！　久しぶりっ！」

「ん、ジャールか？　そうか、とうとうバレて逃にげて来たんだな……殺処分はいつだ？」

「人を隠かくれ潜ひそんでた野良犬みてーに言うんじゃねぇ！　それが一年ぶりに帰って来た奴やつに言う台詞かっ！」

　一年もの間、聖堂を満たしていた寂さびしい空気は、チャイムによって二秒で吹き飛んだ。

「ま！　今日まで無事に生き延びたことは評価してやってもいいぞ。よく帰ったな」

　一年前は、もう元通り集まることはないかもしれないと不安になったが、ここに、ダストデビルズ結成時のメンバーが、再び一堂に会した。

「さーて、一年ぶりの全員集合だな！　今日は私が腕うでを振ふるってやろう……話は飯を食いながらだ！　夕飯にするぞ！」

「おーっ！」

　冷れい淡たんに見える表情を楽しそうに塗ぬり替かえて。チャイムは一年ぶりに集った仲間たちに向けて、豪ごう胆たんな笑顔を見せた。

　今でも覚えている。この四人の出会いが、それぞれにとっての始まりだったことを。

　当たり前のように話をしているが、またここで、こうして笑い合えることが、素直に嬉うれしかった。







　このアクロポリスに暮らす多くの子供にとってそうであるように、タカトにとっても、チャイムは友人であり、先せん輩ぱいであり、仲間であり、家族であり、恩人だった。自分を見出して、そして居場所を与えてくれた、この空で最初に信しん頼らいを置いた一人。

　チャイムお手製の夕飯を口に運びつつ、それぞれの定位置について今日の出来事を話し合った。あれこれ話しているうちに、あっという間に数時間が経ってしまっている。

「ふははははっ！　タカトは想像以上に波は乱らん万ばん丈じようだったみたいだな」

「笑いごとじゃないですよっ！　タカト様ってば今日だけで二人も女性と関係を持って！」

「お前はどうしてそう、誤解を招く方向に特化させた言い回しをするんだ……」

　リン＝ミカヅチ。そして港で出会ったあの少女。どちらもタカトの記き憶おくに強く残っている。

「ふーむ、ブラックレオン、リン＝ミカヅチか……実力者だという噂うわさはよく聞くがな」

　タカトの力を見せて欲しいと言っていたが、一体何のことを言っていたのだろうか。しかし、空へ導くというあの言葉は、否応なくタカトの心を揺ゆさぶっていた。

　長年抱いだき続つづけた夢に手が届くかもしれない。明日の再会が待ち遠しいような、不安なような心境だ。

「ん、こんな時間か……もう少し話をしていたいところだが、私はそろそろ行くとしよう」

「え？　もうかよリーダー。何かあんの？」

「新入りのチビたちに絵本を読んでやる約束があるんだ。泣かせるわけにいかないからな」

「あーそっか、リーダーもう仕事でここにいるんだもんな……」

　立ち上がって髪かみを払はらったチャイムが肩かたをすくめて笑う。チャイムは十九歳、当然、一年前にアクロポリスを卒業している。

　だが、彼女の場合はこの辺りにおける影えい響きよう力りよくが絶大であるため、卒業後もここに残って子供たちの面めん倒どうを見る仕事が正式に認められているのだ。

「さーて、一年ぶりの全員集合だったわけだが……普ふ通つう過ぎるくらい普通だったな。まぁ当然かもしれないが……いつでも元通りになれると分かって、少し安心したぞ」

　不意の一言に、水を打ったように聖堂が静けさで満たされる。

　こうして集まることは、もうないかもしれない──一年前の今日、胸に走った不安の亀き裂れつは全員が共有していた。

　チャイムが大おお扉とびらを開け放ち、微笑ほほえみながら星空の下へと去っていく。

「仲間の証はまだまだ外すわけにはいかないようだな！」

　その言葉に、それぞれが耳に輝かがやく『銀の翼つばさのイヤリング』に触ふれる。ダストデビルズ結成時に、仲間の証として用意した何より大切なものだ。

「では本日は解散！　各自ゆっくり休め！」

　閉まった扉が、再び静せい寂じやくを聖堂に満たす。三人の顔には、自然に浮うかぶ優しい笑みが残っていた。

「本当、相変わらずだなリーダーは。けど……俺おれ、帰ってこれて良かったぜ」

　適当に見えるのに、時折全てを見み透すかしたようなことを言うのは昔から変わらない。

　いつでも帰る場所はここにあると、そう言ってくれたのだ。

「そうだな……俺たちも戻もどって休もう、明日も早いからな」

　こうして、一年ぶりの集会は胸の奥おくに温もりを感じさせて幕を閉じた。

　その後、三人で談笑しながら聖堂を後にし、女子寮りようの入り口でミオと、寮の三階にある自分の部屋の前でジャールと別れたタカトは、軽くシャワーを浴びてからベッドに横になる。

　──この一年、早かったな。

　一年前。火事で校内が大おお騒さわぎになり、気が付けば試験には間に合わない時刻だった。

　あれだけ場を和ませるジャールが仲間の輪から外れて、三人になってしまったダストデビルズ。チャイムも卒業して一いつ緒しよにいられる時間が減り、ミオもその一件以来、しばらくは口数が少なかった。

　ジャールは結成時のメンバーの中で唯ゆい一いつ、血を分けた母親が生きている。こちらを優先して会いに来いなどと言えるはずもなく、スカイアに入れば訓練も過か酷こくだろう。この一年、ろくに連れん絡らくがつかなかったのも無理はない。

　もう、仲間と一緒に遊びまわっていられる時間は終わったのだと、現実を受け入れるのに時間がかかった。しかし、仲間と離はなれ離ばなれになってふて腐くされているなど、今を必死に努力しているジャールに顔向けが出来ない。

　そんな考えも一つの切きっ掛かけとなり、自分の夢を叶かなえるためにタカトも全力を出そうと誓ちかったのだ。

「リン＝ミカヅチ、か」

　果たして、彼女は空への導き手となってくれるのか。

　明日の空は、これまでよりも近くに感じられるのか。

　そんなことを考えながら眼を閉じると、即座に睡すい魔まがタカトを飲み込んだ。







　また空を羽ばたく夢を見た。蒼そう空くうを漂ただよう、不思議と心ここ地ち好よい夢。

　だがいつもと違ちがったのは、隣となりに一羽のツバメが連れだって飛んでいたこと。

　揃そろって太陽に手が届きそうになって、そして真っ白な光に包まれたところで眼が覚めた。

「う……っ」

　朝の澄すんだ空気を吸い込み、窓から差し込む日差しに照らされて意識がはっきりする。

　昨日、あのまま眠ねむってしまったのかと身を起こした、その時。

「あ、んっ」

　妙みように柔やわらかいふくよかな手応えを感じ、聞こえるはずのない色っぽい声が耳に届いた。

「なっ!?　お、おいミオ、いくらなんでも──」

　すぐにミオがベッドに潜もぐり込こんだものと直感し、顔を引きつらせてシーツをはぎ取る。

「……え？」

　思わず全身の動きを停止させる。タカトの隣で穏おだやかな表情で寝ねていたのは──昨日の昼間、タカトが港で助けた、あの銀ぎん髪ぱつの少女だった。
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　尻しり餅もちをついて、眼の前の光景を処理しようと必死に頭を巡めぐらせた。

　ベッドの上では昨日助けた少女が半はん裸らで横になっている。白いシーツで体を隠かくしてはいるが、朝日に映える色白の素す肌はだが、胸元や太ふと腿ももまで大だい胆たんに露あらわになっていて、直ちよく視ししづらい光景にタカトは眼を部屋中に泳がせた。

　ドアの鍵かぎは閉めた、こじ開けられた形けい跡せきもない。部屋の中に予め潜ひそんでいたとしても寮りようの部屋は狭せまい。タカトなら気づけただろう。

　侵しん入にゆうできそうな場所と言えば開けっ放しにしていた窓くらいだが。

「ま、まさか、寝ねてる間に窓から？　いや、でも……」

　この部屋は三階だ。しかし、この少女の昨日の尋じん常じようならざる身軽さを思い出す。信じられないが、絶対に不可能とは言い切れないような気がした。

「ん……」

　と、その時。小さく声を上げて少女がもぞもぞと動いた。身構えるタカトの前で、ぼんやりした表情のまま少女が体を起こす。

「──は……あ、えっ？」

　少女は数秒後に床のタカトに気づき、すぐに半裸の自分に気づいて眼を見開く。少女は慌あわてて白いシーツを引っ張ると、身を庇かばうように体の前に構えて壁かべに背を押おし当あてた。

「……ご、ごめんなさい！　な、何もしてません……何も盗ぬすんでません……」
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　今にも泣きだしそうだが、この透すき通とおるような美しさを持つ独特の美び貌ぼうは、昨日の少女のもので間ま違ちがいない。ぽつりぽつりと言葉を放つ少女に、タカトは困こん惑わくする。

「お、落ち着いてくれ。君、港にいた子だろ？　どうして……何で俺おれのベッドに？」

「わ、分かりません！　な、何で私ベッドの上で裸はだかなんですかぁ！」

「知るわけないだろっ！　何を言ってるんだ！」

　顔を真っ赤にして、何やら必死に言っている少女だったが、正直なところ意味が分からず、開きっぱなしになっていた口から漠ばく然ぜんとした質問が漏もれる。

「……君は？」

「わ、私はその……あ、貴方に会いに……」

　少女は恥はずかしそうにシーツにすっぽり包まって、躊躇ためらいがちに声を送ってくる。

「その……私の汚お染せんを中和したり……助けに飛ばしたワイバーンを、生身で、あんな……だから、何か知ってる人なのかと、そう思って……」

「中和？　ワイバーン？　さっきから何を言ってるんだ？」

　より一層、意味不明な言葉に首を傾かしげる。

「あ、あぅ……ごめんなさい。け、けど……どうしても、貴方にもう一度会いたくて」

　こちらを見つめる少女の怯おびえたウサギのような様子に、これは厄やつ介かいな事情がありそうだと判断し、ひとまず安心させようと距きよ離りを置きつつゆっくり立ち上がった。が、その時。

「──ふむふむ、どうやら込み入った事情がありそうだなタカト」

『窓の外から』声をかけられて、ようやくタカトはそこにいた人物に気が付いた。

「……り、り、りり、り、リーダー？　そんな常識外れな場所で何してる」

　ここは三階で、この上は屋上だ。どうやら屋上から垂らしたロープに片手で摑つかまっているらしいチャイムが、平然とした顔で窓の外から部屋の様子を窺うかがっていた。

　当然のように突とつ拍ぴよう子しもない行動を取るのがチャイムという人物であることを知っているから、タカトは辛かろうじて反応を返せたが、ベッドの上の少女は窓の外でのんびり揺ゆれているチャイムを見て、理解が追い付かないのか完全に硬こう直ちよくしていた。

「ん、おはようタカト。なーに、昨日の女の子がどうなったか気になってな。窓まど拭ふきのついでに覗のぞいていただけだ……よっ、と」

　そう言って、億おつ劫くうそうに窓から土足で入って来たチャイムが、少女に眼を向ける。

「昨日の夜、別れた後で、この子がグラウンドの隅すみに倒たおれているのを見つけてな。特とく徴ちようがお前の話にあった通りだったから、すぐにタカトが港で助けた子だと分かった」

　言いながら、チャイムは床に落ちていた少女の衣服を摘つまみ上あげる。

「汗あせだくで辛つらそうだったからな。私が気を利かせて服を脱ぬがせ、その子の体を拭ふき、で、この部屋に運んで、お前の隣となりに寝ねかせておいた」

「あんたの仕業かっ！　何で俺を起こさないんだ！　ていうか服ぐらい着せてやれ！」

　タカトの怒ど声せいを適当に受け流し、チャイムは腰こしに手を当てて少女に向き直る。

「それよりタカト、すぐにミオが来るぞ」

　状じよう況きようも整理出来ていないのに、チャイムの言った通り、次の瞬しゆん間かんドアが叩たたかれた。

「タカト様ー、朝ですよーっ！　ご飯食べに行きましょー？」

「うっ……まずいな」

　がちゃがちゃとドアノブを捻ひねる音に、タカトはこの状況をどう説明するか考える。

「タカト、私はこの子と聖堂へ行くから、お前はミオたちと先に食事を取ってこい。お前たちが来るまでにこの子から話を聞いておくから、詳くわしい話はそこでしよう」

「い、いやでも……」

　怯おびえた様子を見せながらも、あれだけ切実に自分に会いに来たと口にした少女を、この厄やつ介かいごとの起き爆ばく剤ざいのような人と二人で残すのは得策ではないような気がするが。

「でないと、数秒後にミオが入ってきて修しゆ羅ら場ばになるがー……生き残る自信が？」

「ない……行ってくる」

　情けない話だが、迷う余地などなかった。今出なければミオに殺される。

　未だにベッドの上でおどおどしている少女に向き直って、タカトは小さく手を上げた。

「ごめんな、慌あわただしくて……けど、この人なら信用出来るから大だい丈じよう夫ぶだよ。また後で！」

　早口で言い終えて、タカトは素早く部屋の扉とびらを開けて外に出た。

「あ、タカト様！　おはよーございますっ！　外でおサル先せん輩ぱいも待ってますよ？」

　朝から元気なミオと一いつ緒しよに、後うしろ髪がみを引かれる思いで部屋を後にする。

　空へ向かい、夢への一歩を踏ふみ出だす日になるというのに、朝から先行きが不安になることばかりで、タカトは何とも言えない心境のまま肩かたを落とした。







　タカトがいなくなった部屋の中で、チャイムは銀ぎん髪ぱつの少女に向き直る。少女は警けい戒かいの眼つきでチャイムを見つめながら、ますますシーツに包まってしまった。

「あの、どうして……噓うそをついたんですか？　私は、グラウンドで倒たおれてなんか……」

　にやっと微笑ほほえんで、チャイムは腕うでを組んで壁かべに寄りかかる。

「あぁ。私は昨晩、君がロープも使わず、この部屋に窓から飛び込む瞬間を見た。慌ててマスターキーでこの部屋に駆かけつけてみれば、君がぐったり倒れていた、というわけだ」

　警戒の色を強くした少女に、しかしチャイムは余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

「そう不安そうな顔をするな。荷物は預からせてもらったが、別に君に危害を加えるつもりはない。昨晩のうちに捕つかまえてもよかったんだが、ここで『君たち』に暴れられると困るからな。念のため夜通し見張ってはいたんだが……特に我々を攻こう撃げきする意思もなさそうだ」

　チャイムが窓の外で揺ゆれているロープを、親指で指し示す。

「ひ、一晩中そこで……？」

「君を目もく撃げきしたのが私だけとは限らないだろう？　私がこうしていれば、とりあえず目撃者には私の悪戯いたずらで納得させられるからな。いつものことだと騒さわぎにならずに済む」

　ゆっくりとチャイムの言葉を飲み込んで、少女が尋たずねる。

「貴方は……私たちのことを知っているんですか？」

「ふはは、さて何のことかな。だが、少なくともタカトよりは私の方が話が通じると思うぞ。ただ、まだ具体的なことは話さなくていい、信用出来ると確信してからでな。てなわけで」

　そう言ってチャイムが少女に向けて手を差し出す。

「まずは君に、このチャイム＝アーサーを信用させるところから始めたいんだが……どうかな？」







　その後、タカトはミオとジャールを交えて朝食を取り、聖堂へとやってきた。

「お、来たな。遅おそいぞお前らー。見ろ、客人が待ちくたびれている」

　チャイムは例の銀ぎん髪ぱつの少女と並んで、聖堂の奥おくに座っていた。

「ん？　リーダー、誰だれだその子？」

　ジャールが首を傾かしげながら尋たずねる。少女はぞろぞろとやって来た面子メンツに怯おびえて身を縮めていた。

「では紹介しよう！　この子の名前は『鍔つば芽め』。昨日、タカトが港で助けた子だ」

「なっ！　あ、あんたが泥どろ棒ぼう猫ねこかぁぁぁ……」

　いきなり敵意を剝むき出だしにするミオの横で、タカトは鍔芽と言うらしい少女を見つめた。

　──鍔芽……。

　日本名のようだが、日本人には見えない。地上が辻つじ神がみに占領され、国家というものが成り立たなくなっている今の時代、故郷や故国の名前など、あってないようなものなのだが。

「まー落ち着けミオ、鍔芽はどうも、地上からこのネスト５に来たらしい」

「地上から!?　『放ほう浪ろう者しや』ってことか？」

　聖堂内が驚おどろきに包まれる。

　今でも、たまに発見されるらしい。地上で浮ふ遊ゆう大陸への移住が出来ないまま、辻神に襲おそわれたり、救出が間に合わなかったり、様々な要因が重なって辻神がはびこる地上を彷徨さまようしかなくなってしまう人のことを、放浪者と呼ぶ。

　当然、辻神襲しゆう来らい以前に人々が暮らしていた施し設せつは地上に放置されたままだ。運良く堅けん牢ろうな建物や保存食などにありつければ、生存することは不可能ではないが。

　──まさか、こんな女の子が……。

　複雑な事情を抱かかえているらしい、鍔芽を見る皆みなの眼が変わっていく。

「あ……み、皆みなさん初めまして。鍔つば芽めと言います。その……詳くわしいことはお話し出来ないんですが、行く所がどこにもないんです……ご迷めい惑わくなのは分かっていますが……しばらく、ここに置いていただくことになりました。あの……よ、よろしくお願いします！」

　鍔芽が服の裾すそを握にぎり締しめて、俯うつむいたままそう言った。

「許可は私の方で出した。行く当てがつくまで鍔芽は我々の仲間になるということだ」

「おー、そうなのかよ！　よろしくな鍔芽ちゃん！」

　人ひと懐なつっこく笑うジャールを初め、そういう事情ならと、反対する者はこの場に一人もいなかった。勿もち論ろんミオも。

「あ！　あたし、この子の分も朝ご飯もらってきますね！　ちょっと待っててー」

　それまで仇きゆう敵てきと相対したような態たい度どだったミオが突とつ然ぜん、掌てのひらを返したような気き遣づかいを見せて外へと走っていく。

「はは、まぁミオは……『気持ちが分かる』だろうからな」

　十分納得のいく事情の持ち主であることが分かり、タカトたちの警けい戒かいが一気に緩ゆるんだ。

「ありがとうな、リーダー」

　小声でチャイムに感謝の言葉を送る。これで今朝の騒そう動どうを隠かくしつつ、すんなりと鍔芽を仲間内に溶とけ込こませることが出来た。相変わらず悪あく魔ま的てきな人望と立ち回りが為なせる業だ。

　リンとの約束に間に合うように出るにはあまり時間がないが、これでようやく本題に入れる。

「鍔芽、でいいか？　俺おれの名前はタカト＝ミソラマ、よろしくな。えっと……俺に会いに来てくれたんだろ？　さっき言ってたのはどういう意味なんだ？」

　空色の瞳ひとみを泳がせて、周囲の様子を少し窺うかがってから、鍔芽はこんなことを聞いてきた。

「あの……貴方は、ずっとここで暮らしているんですか？」

「ん？　あぁ、生まれは地上だけどな。五年くらい前からここに住んでるよ」

「……人間、と？」

「え……？　あ、あぁ。基本的には人間と暮らしてる」

　妙みような言い回しに戸と惑まどいながら、タカトがぎこちなく答える。

「まぁ、サルが一匹混じってるけどな」

「おいタカト、何か言ったか？」

「サルが一匹混じってるけどな」

「マジで言い直すな！」

　そんなやり取りを黙だまって見ていた少女が、小さく吐と息いきを漏もらした。

「……分かりました。ごめんなさい、私の勘かん違ちがいだったみたいです」

　ようやくはっきりと口を開いた少女が、聖堂に澄すんだ声を響ひびかせる。自分の中で何かの判断材料が集まったのか、これまでよりは落ち着きを取とり戻もどしたようだ。

「んで？　つーことは助けてもらったタカトを捜さがして、ここまで来たってことだよな？　けど放ほう浪ろう者しやってことはスカイアに保護されたんだろ？　それが何で港で倒たおれてたんだ？」

　ジャールのもっともな疑問に、鍔つば芽めは無言で俯うつむいてしまった。

「こら。乙女の秘密を詮せん索さくすると、モザイクなしでは見られないエグイ死に方をするぞ」

「怖こぇこと言うなリーダー！　まぁいいけどよ……どの道ここに来ることになるだろうし」

　語られない鍔芽の背景は少し気になるが、チャイムの言う通り詮索するのも悪い。放浪者という事情があるなら、聞かれたくないことの方が多いはずだ。

「あの、た、タカトさん。その……き、昨日は……助けて頂いてありがとうございました。お礼とお詫わびは、いつか必ず」

「い、いや、気にしなくていいよ。困ったことがあったら何でも俺おれたちに言ってくれ」

　恥はずかしそうに赤くなった顔と、潤うるんだ上うわ目め遣づかいで見つめられ、昨日の一件と今朝の騒さわぎを思い出して、タカトも少し気恥ずかしくなる。その時、威い勢せい良よく聖堂の扉とびらが開いた。

「たっだいま戻もどりましたーっ！　あたし、今日は早めにバイト上がらせてもらう予定なので、帰ってきたら鍔芽ちゃんの面めん倒どう見ますねーっ！」

「よーし、決まりだ！　では諸君、時間まで鍔芽をおもてなしするぞ！」

　鍔芽の食事を持って戻ってきたミオも加わり、出発の時間まで鍔芽と談笑して過ごすことになった。

　まだ鍔芽に関しては分からないことだらけだが、居場所を求めて自分を頼たよりにしてくれたことはタカトにとって素直に嬉うれしかった。

　安心して心を開けるようになるまで、出来ることなら鍔芽の力になってやりたいと、タカトは賑にぎやかな面々を見つめて微笑ほほえむ鍔芽の横顔を見ながら、同じように笑みを見せた。







　そして、小一時間ほどでミオがバイトに向かう時間になった。タカトとジャールもそれに同行し、スカイアに行く時間まで暇ひまを潰つぶす予定だ。

　ほとんどはタカトたちが騒さわいでいただけで、鍔芽もしどろもどろだったり、ぎこちない受け答えをするばかりだったが、言うべきことは言える少女のようで、話していて気まずくなるようなことはなかった。これなら心配は要らないはずだ。

「それじゃ、ミオが帰って来るまでは私が鍔芽を見ておく。あとは任せておけ」

　そう頼たのもしく宣言したチャイムの笑顔に送られて、騒そう々ぞうしい時間が一いつ旦たん幕を下ろした。

　そして、タカト、ジャール、ミオの三人で談笑しながら歩くこと三十分ほど──。

　到とう着ちやくした喫きつ茶さ店てんは、島の港付近にある人の往おう来らいが多いオープンカフェだ。ジャールとパラソル付きのテーブルに座り、足取り軽く店内に着き替がえに行ったミオを見送る。

　──鍔芽のことはリーダーに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろうけど……。

　朝の一件。タカトの部屋で、鍔芽は一体何を伝えたかったのだろうか。意味は分からなかったが、何か重要なことをうやむやにされたような気がして、少し引っかかる。

　帰ったら、ゆっくり話を聞いてみようとタカトは決めた。

「お二人ともー、おっ待たせしましたーっ！」

　ミオは真新しい白と空色のウェイトレス姿で、タカトとジャールのテーブルに水を運んできてくれた。

「うお！　おいおいミオ、露ろ出しゆつ多すぎじゃねーか？　その格好」

　初めてバイト先に訪れた時は、谷間がくっきりと強調されていたり、スカートがかなり短かったりと、周囲の男性客の視線を釘くぎづけにする衣装に驚おどろかされた。

「ふっふーん、あたしの有り余る女子力を表現するにはこれくらいが丁度いいのです！　それに、絶対に見えない角度まで計算してありますし、制服の改造オッケーしてもらいました！」

　見えそうで見えないギリギリのラインでスカートを翻ひるがえすミオに、そういうところは抜ぬけ目めがないなと呆あきれて笑う。

　ミオの方も、頑がん張ばって働いている姿を見られるのは恥はずかしくも嬉うれしくもあるらしく、少しだけ顔を赤らめて微笑ほほえんだ。

「えへへ……それじゃお二人ともごゆっくり！　あ、いらっしゃいませーっ！」

　一礼して、元気良く来店客の方へ駆かけていく姿に、タカトもジャールも表情が綻ほころんだ。

「言ったろ？　なかなか様になってるって。最近じゃミオ目当ての客も増えてるらしいぞ」

「マジでびっくりしたぜ。あのミオがねぇ……一年もあれば変わるもんだな。あの分なら、タカトが合格しても大だい丈じよう夫ぶそうじゃね？」

　ジャールのその言葉に、タカトも少し昔のことを思い出す。

「そう、だよな」

　勿もち論ろん、それはタカトが無事に合格出来ればの話。しかし考えないわけにはいかない、一つの辛つらい現実だった。

　ミオには鍔つば芽めと同様、地上を彷徨さまよう放ほう浪ろう者しやだった過去がある。辻つじ神がみが占せん領りようし、朝も夜も関係なく常に命の危機に晒さらされる地じ獄ごくを、たった一人で生いき抜ぬいてきた過去が。

　アクロポリスにやって来てタカトたちと出会い、荒すさんだ心が癒いえるまでの間。飢うえたハイエナのようだったミオは、本当に数えきれないほどの事件を起こした。今こうして笑っていられるのが奇き跡せきと思えるほどに。

　タカトがスカイアに入隊すれば、ジャールがそうだったように、なかなか帰ることは出来なくなるかもしれない。夢を追うためにスカイアの試験を受ける。タカトのこの決断は、ミオをまた孤こ独どくにしてしまうのではないかという、不安を伴ともなうものだった。

　それまでのミオを思い返せば、それは決して傲ごう慢まんな考えなどではないのだから。

　しかし、数か月前に転機が訪れた。

『あたし、バイト始めます！』

　たったそれだけの宣言。その決断に、果たしてどれほどの覚かく悟ごが必要だったのか、ずっと傍そばにいたタカトには、誰だれよりも深く感じ取ることが出来た。

　その覚悟を受けて、タカトも前に進む決断が出来たのだ。

「ターカトー様っ！　そろそろお時間じゃありません？」

　ふと、仕事の合間にミオが声をかけてきた。頷うなずいて立ち上がり、ミオと向かい合う。

「それじゃあミオ。俺おれ、行くけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

　すぐにタカトが何を言いたいのか察したらしいミオは、普ふ段だんのはつらつとした笑顔ではなく、少しだけ静かで穏おだやかな表情を見せてくれた。

「……もー、そんな顔しないでくださいよ！　合格してもすぐにお別れってわけじゃないんですし！　リーダーも言ってたじゃないですか、心配ないからあとは任せろって」

　にっこりと花のように笑うミオが、そっとタカトの胸に手を当てた。

「昨日、おサル先せん輩ぱいが帰ってきて、久しぶりに皆みなで笑えて……もう、完全に吹っ切れました。あたしたちは……いつだって一いつ緒しよだから」

　耳に光る仲間の証、銀ぎん翼よくのイヤリングが日差しにきらめく。ミオはそう言って、優しくタカトを押おした。

「あたし、今度はタカト様の方から、本気で交際を申し込まれるような女の子になります！」

　それが、長い孤こ独どくの時を経てミオが辿たどり着ついた答え。

「もっと可愛くなりますから。だから……タカト様も……格好良く帰ってきてくださいね？」

　後ろで手を組んで、潤うるんだ瞳ひとみを細めて笑うミオに、タカトの不安も完全に吹っ切れた。

「……あぁ、約束するよ、ミオ」

　この笑顔を信じようと、タカトは優しくミオの柔やわらかな髪かみを撫なでた。

「行くか、ジャール」

　いい加減、自分も空へ羽ばたく時だ。







　輸送船の発着場に到とう着ちやくし、今は昨日と同じく港で輸送船を待っている。

「そういや、昨日の事故のことって詳くわしく知らねーよな。俺ちょっと聞いてくるわ」

　タカトを残して、ジャールは輸送船の係員の下に走っていく。

　──昨日、か。

　今も遠くに見える貨物エリア。昨日はあそこで鍔つば芽めと出会い、思えばそこから急転直下で様々なことが起きた。

　あの子に気づいた切きっ掛かけは、確か不思議な風に導かれて──。

「っ！」

　その嫌いやな気配を感じた瞬しゆん間かん、体が即座に構えを取った。穏やかな風の中に混じって吹き付けてきた、刺さすような冷気を纏まとった嫌いやな風。

　全身が無意識に警けい戒かい態勢を取る、こんなことは初めてだ。

　怖気おぞけが走るような風の持ち主が、人込みの向こうから少しずつ歩いてくる。

　──誰だれだ……何だこの感じ……。

　視線の先で、一人の青年が往来を断ち切るように現れた。

　タカトが感じた底知れない気配とは裏腹に、視界の真ん中に進み出てきた青年は、ともすると女性と見み間ま違ちがえてしまいそうなほど中性的で端たん正せいな顔立ちをしていた。やや長い白はく髪はつを風に揺ゆらしながら、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで退たい屈くつそうに周囲の人込みをゆっくりと見み渡わたしている。

　ゆったりとした黒い衣を揺ゆらしながら静かに歩を進めていた青年は、やがてタカトの視線に気が付いたようだ。

「…………ん…………何だ…………？」

　小声で何かを呟つぶやき、青年は不思議そうに首を傾かしげると、ぼんやりとタカトを見つめた。その琥珀色の瞳に見み据すえられた途と端たん、タカトの全身が、意味の分からない強きよう烈れつな怖気で硬こう直ちよくする。

　青年はタカトから視線を外さないままゆっくりと近づいてくる。

「──ねぇ、ちょっといいかな？」

　タカトの眼の前で青年が立ちはだかるように足を止めた。タカトの内心の怯おびえを知ってか知らずか、青年は不気味に微笑ほほえんだまま、穏おだやかな口調で尋たずねてくる。

「人を捜さがしてるんだ。昨日この辺りで女の子を見かけなかったかなぁ？　えっと、特とく徴ちようは……小こ柄がらで、銀ぎん髪ぱつ、あと翼つばさみたいなストールを巻いているはずなんだけど」

　すぐに鍔つば芽めのことだと思い当たる。しかし、彼女のことをこの男に伝えていいのかと、タカトは少し考え込むような仕草で視線を逸そらした。

　──鍔芽は、放ほう浪ろう者しやのはずだよな……。

　鍔芽を捜しているということは、彼女を保護したスカイアの関係者だろうか。だが、任務で動いているにしては制服でもなければスカイアのエンブレムも見当たらない。

　何より、吹き付けてくる威い圧あつ感かんが明らかに一いつ般ぱん人じんのそれと違ちがう。柔やわらかく微笑んでいるにも関わらず、面と向かうだけで息苦しくなるほどの凄すご味みがあった。

　まだ鍔芽の素性もはっきりしない今、この青年をアクロポリスに向かわせるのは得策とは言えないように思える。

「……いえ。すみませんが、心当たりはありません」

　絞しぼり出だすような声で、しかし上げた瞳だけは逸らさずに、タカトは言い切った。

　丁度その時、輸送船の到とう着ちやくを知らせるアナウンスが港に響ひびき渡わたる。

「……そっか。いいよ、気にしないで。それじゃ、バイバーイ……」

　青年はにっこりと微笑んだ横顔を向け、面めん倒どうくさそうに手を振りながら歩み去っていった。

　途端に深く息をつく。全身にのしかかっていた重石おもしがなくなったような解放感だ。

「おいタカト？　今の人誰だれだ？」

　いつの間にか戻もどってきていたジャールがタカトの肩かたに手を置く。分厚い手から伝わる温もりに、少しだけ平静を取り戻した。

「……さぁな。道を聞かれただけだ」

　昨日に引き続き、感じたことのない風が、タカトの周囲に渦うず巻まいているようだった。

「あ、そうそう、昨日の事故！　小型の『従属種』が何十体も輸送船に突とつ撃げきして、船が爆ばく発はつした後で、突とつ然ぜん上空に統とう率そつ種しゆが現れたんだってよ！　普ふ通つうは操った従属種引き連れて飛んでくるもんなのに……やっぱ、どういう生き物なのかイマイチ分かんねーよなぁ」

　顎あごに手をやりつつ語るジャールと並んで輸送船に乗り込み、何気なく振ふり返かえる。

　さっきの青年もまた、乗船客がいなくなった殺風景な広場で一人佇たたずみ、タカトを無言で振り返っていた。







　正午──セントラル。スカイア・ネスト５支部。

　やや緊きん張ちようした面持ちで、タカトはジャールと二人で支部内へと足を踏ふみ入いれた。

「あれ、リンさんいねーな？　ちょっと待ってろタカト」

　タカトの代わりに、ジャールが受付まで確認を取りに行き、すぐに戻ってきた。

「試験の話はちゃんと通ってるってよ！　リンさんが立ち会うらしいけど、まだ来てねーってさ。ほら、こいつが訓練生用の制服だ！　奥おくで準備してこいよ」

　そう言って、ジャールが投なげ渡わたしてきた真新しい制服を受け取る。

「リンさん、やっぱり忙いそがしいのか」

「……ま、まぁそうなんじゃねーの？　流石さすがに自分から言い出しといて寝ね坊ぼうはしねーだろ」

　寝坊？　と、ジャールの言葉に怪け訝げんな表情を浮うかべるタカトだったが、すぐにジャールが背中を強く叩たたいてきた。

「とにかく折角のチャンスなんだ。俺おれも訓練場で応おう援えんすっから、頑がん張ばれよ！」

　歯は茎ぐきを見せて笑いながら、強く励はげましてくれる友の姿に、タカトも表情を綻ほころばせる。

「空で待ってるぜタカト」

「……あぁ。すぐ追おい抜ぬいてやるから覚かく悟ごしてろよ」

　軽く拳こぶしをぶつけ合って、タカトは受付の係員に促うながされつつ支部の奥へと向かう。

　すぐに関係者しか通れない通路へと入り、人気が少なくなった。順路に沿った突つき当あたりを曲がった先の部屋で着替えろと言われ、一人廊ろう下かを進む。

「……ん？」

　言われた通りに廊下の突き当たりを曲がったところで、タカトは眼を瞬またたかせた。通路の奥から知らない少女がしきりに辺りを見回しながら歩いてくる。

「まったく、リンったらどこに……あら？」

　誰だれもいない通路の真ん中で、その少女と眼が合った。腰こしまで覆おおう見事な金きん髪ぱつだ。年上に見えるが、リンと同程度だろうか。

　引きずりそうなほど裾すその長い白衣を纏まとっている少女は、タカトが持っている制服に眼を留めると、ふぅん、と興味深そうに息をつく。

「もしかして、貴方がタカト＝ミソラマ？」

「あ、はい。そうです」

　しばらくタカトを観察していた金髪の少女は、ふぅとため息をついて壁かべに寄りかかった。

「リンを見てない？　あの子、時間なのに見当たらないのよ」

「見当たらないって……何かあったんですか？」

「違ちがうわ。あの子、寝ね坊ぼうの常習犯なのよ。今日の再試験だって自分から言い出したくせに……貴方も面めん倒どうな子に眼をつけられたわね。安あん眠みんのためなら神をも殺すわよ、あの子」

「……それを聞いて俺おれはどんな反応を返せばいいんですかね」

　リンという人物に信しん頼らいを寄せていいのかどうか、微び妙みような心境になった。

「えーっと……貴方は？」

「私はクラウディア＝Ａ＝レベリオス。貴方の試験のデータを取ることになってるわ」

　凄すごい名前だなとタカトは思う。見た目もそうだが、随ずい分ぶん華はなやかな印象を受ける少女だ。

「よろしくね。リンのことは後回しにしましょう、あまり時間もないから早く着き替がえてきてちょうだい。リンよりも、貴方が遅おくれる方がマズイでしょ？」

　それもそうだと頷うなずいて、タカトはクラウディアが指示した男子更こう衣い室しつに足早に入った。

　奥おくにはシャワールームがあり、長なが椅い子すと金属製のロッカーが整然と並ぶ更衣室の隅すみで、タカトは制服を広げる。

　制服はタイトだが薄うす手でで軽く、動きやすさが重視されているようだ。

　──もうすぐ、空に……。

　上半身裸はだかになり、少し浮うき立たつ気持ちで制服に袖そでを通そうとした、その時。

　ロッカーの向こう側で何か重い物が落ちるような音がした。

「ん？」

　気になって更衣室の奥に顔を覗のぞかせると──薄うす着ぎで床に這はいつくばった女性が苦しそうに呻うめきながら、だらりと垂れた黒くろ髪かみの間から、こちらを見上げていた。

「──うわあぁぁぁぁぁっ!?」

　悲鳴を上げて背後に跳とび上あがったタカトは背中からロッカーに激げき突とつし、辺りにロッカーが凹へこむ凄い音が響ひびき渡わたった。

「な、何事？」

　悲鳴と音に驚おどろいたのか、クラウディアが飛び込んできた。冷たいロッカーに張り付いて固まっているタカトと、床に這はいつくばっている女性を見て状じよう況きようを理解したのか、クラウディアは深くため息をついて床の女性に近づいていく。

「見つからないわけね……リン、起きなさい。何してるの」

「あー……クラウディアー……寝ねてたら椅い子すから落ちて頭打ったー……」

　前まえ髪がみを分けると、すぐに眠ねむそうなリンの顔が見えた。

「んー……あれ？　タカトくん……？　何してるのー？　ここ女子更こう衣い室しつだよ？」

「いや、違ちがいますけど」

　これが数々の英えい雄ゆう譚たんと共に語られる黒くろ獅じ子しブラックレオンの実態かと、タカトは開いた口が塞ふさがらない。そう言えばジャールも、リンのことを語る時はどこか微び妙みような表情を浮うかべていた。

　確かに世間の名声と比ひ較かくすると、この間ま抜ぬけな有様はあまり言いたくないだろう。

「ほらリン立ちなさい、間ま違ちがってるのは貴方よ。そもそも何で更衣室で寝てるの」

「だってクラウディアがレオンの整備に遅おそくまで付き合わせるからー……眠いけど頑がん張ばって着き替がえようと思ってここまで来てー……あれ、今何時？」

　力尽つきて眠ったのかと、クラウディアと同時にため息をつく。言われてみればリンの制服は脱ぬぎかけで、外したボタンの隙すき間まから見える胸元がかなり扇せん情じよう的てきだった。

「タカト。この子、シャワールームに放り込んでくるから着替えて外で待ってなさい」

　そう言って、クラウディアがリンの後うしろ襟えりを両手で摑つかんで、上半身を無理やり持ち上げる。が、そのまま少し足を止めると、数秒タカトの上半身を見つめて妖あやしく微笑ほほえんだ。
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「ふふ、意外と鍛きたえてるのね」

「わー、タカトくん結構がっしりしてるね……あいたた、クラウディア引っ張らないでー」

　そのままクラウディアに引きずられて、リンは外に出て行った。

　結構な問題児らしいリンのこともそうだが、男子更こう衣い室しつの中で年上の女性二人に、上半身とはいえ裸はだかをまじまじと見られるという、聞いたこともないような仕打ちを受けて、試験が始まってもいないのにタカトは疲ひ労ろうで体が重くなっていた。

「……大だい丈じよう夫ぶかな、この組織」

　何度目かのため息をついて、タカトはやるせない気持ちで憧あこがれの制服に袖そでを通した。







　廊ろう下かに出てしばらくすると、クラウディアと並んでリンが出てきた。今度はタカトが着ている制服と同系統の服をきっちり身に纏まとっている。

「あータカトくん、本当にごめんね！　さっき見たのはなしにして？　タカトくんが幻覚を見たとか、緊きん張ちようで更衣室を間ま違ちがえたとか、そんな感じで！」

「……何で俺おれが全面的に悪いみたいになってるんですかね」

　だが両手を合わせて小さく頭を下げる可愛らしい仕草に、タカトも毒気を抜ぬかれてしまい、首を振ふって小さく笑って見せる。

「ま、まぁ、こっちもお忙いそがしい中時間を作って頂いたので。気にしないでください」

「あー、それはいいんだよ。この支部のみんなもタカトくんの話聞いてびっくりしてたから、再試験の話はすぐに通ったの」

　びっくり？　とタカトは眼を瞬またたかせるが、尋たずねる前にクラウディアの吐と息いきが遮さえぎった。

「話は後にしなさいな。貴方たちのせいで私まで遅ち刻こくしそうじゃない……私は先に訓練場に行くからね。それじゃあタカト、期待してるから頑がん張ばってちょうだい」

　そう言ってクラウディアは白衣を翻ひるがえして通路の奥おくへと進んでいった。

「ふふ、彼女はここの支部長の一人娘で、この支部の技術統とう括かつなんだよ？」

「技術統括？」

「アイギスを初めとした、対辻つじ神がみ用兵器の多くを開発、設計した天才なの。人類最大の貢こう献けん者しやとか言われてるんだよ？　最強の裏方ってとこかなぁ」

　あれがアイギスを生んだ人かと、タカトは驚おどろきと畏い怖ふの念を抱いだいて、クラウディアの背中を見つめた。

「そんなに凄すごい人なんですか……リンさん、親しそうでしたけど？」

「うん、浮ふ遊ゆう大陸での幼おさな馴な染じみってとこかな？　わたしの同期なの、大事な友達だよ」

　優ゆう雅がな後ろ姿を見送って、改めて通路の真ん中でリンと二人で向き合う。

「さてと。ま、まぁちょっとしたハプニングはあったけど、それは置いといて」

　タカトと同じ、肌はだにぴったりとした薄うす手でで軽装のリンは、後ろで一つに縛しばった黒くろ髪かみを揺ゆらして微笑ほほえんだ。

　その瞬しゆん間かんだ。それまで眠ねむ気けに翻ほん弄ろうされていた頼たよりない瞳ひとみの奥おくに、確かな炎が灯ったのは。

「改めて──きっと来てくれると思ってたよ、タカトくん」

「……お世話になります」

　恭うやうやしく頭を下げ、再び気持ちが引ひき締しまるのを感じた。

「あはは、さっきの今だから、あんまり威い厳げんとかないなーって自分でも思うんだけど……それでも、聞いておかなくちゃいけないことがあるんだ」

　リンの雰ふん囲い気きが静かに、しかし確かに鋭するどい気配を感じさせるものへ変わる。リンの周囲に満ちる空気が、明らかに凄すご味みを増したのを肌で感じた。

「タカト＝ミソラマくん。わたしたちと一いつ緒しよに、人類のために剣けんを取る覚かく悟ごはある？」

　タカトは無言のままリンの紅くれないの瞳を見つめ返す。これまでの人生と、支えてくれた仲間たち。そして何より自分自身のことを思う。

　自分を映す鏡のようなリンの瞳に、偽いつわらざる本心を語ろうとタカトは口を開いた。

「すみませんが……人類のためじゃありません。大げさな綺き麗れいごとは嫌きらいだし、赤の他人の命まで背負えると思うほど傲ごう慢まんになりたくもないから。だけど」

　ただ、自分の中にある真実を、堂々と口にする。

「いつまでも一緒に、笑っていたい奴やつらがいるんです。胸を張ってそいつらの隣となりにいられるように……俺おれは、ここに来ました」

　距きよ離りや時間など関係ないことは、耳に輝かがやく銀ぎん翼よくが証明してくれる。

　──俺だけ卵の殻からをくっつけたままじゃ、格好悪いからな。ミオ。

　羽ばたいていった仲間たちに恥はじないように。全ては、果たすべき誓ちかいに飛び立つため。

「仲間のためでいいのなら──覚悟はとっくに決まってます」

　絆きずなを守るためなら命など惜しくはない。それはタカトだけではない。ダストデビルズ全員が胸に秘める『当然』だ。

「……いいね。すぐに、はいって返事する子よりは、よっぽど信しん頼らいできそうだよ」

　一点の曇くもりもない答えに満足したのか、リンは不敵に微笑んだ。タカトという人間を見定める眼光の鋭さは、もう穏おだやかでのんびりとした、いつものリンではない。

　これが黒くろ獅じ子しと称しようされる、人類の最前線で剣を振ふるう一人の戦士の本当の姿なのだろう。

「よーし。それじゃ、ついておいで。タカト候補生！」

　結った黒髪を翻ひるがえして、リンが通路を先導する。

「タカトくん、存分に実力を発揮してね？　本当は数時間の座学でアイギスに関する理解を深めた後に実じつ践せんに入るんだけど、流石さすがにそこまでの時間は作れなくて。ぶっつけ本番になっちゃうけど、君なら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ふと、気になっていたことを尋たずねる機会だと思い、タカトは疑問を投げかけた。

「あの、どうして俺おれだけ特別に試験を？」

「あはは、そりゃ『丸まる腰ごしで統とう率そつ種しゆを倒たおした』んだから、それくらいの融ゆう通ずうは利くよー」

　思わず、足が止まった。

「あれ？　どうしたの？」

　狭せまい廊ろう下かの真ん中で、リンと向かい合う。

「……は？」

「……へ？　記き憶おくは戻もどったんだよね？　やられかけたわたしの剣けんを使って、君がワイバーンを両断したこと……え？　噓うそ！　ま、まさか、まだ思い出してないのぉ？」

　虚きよ無むに消えた、空白の英えい雄ゆう譚たん──。

　引き返せないところまで来た時に知らされた衝しよう撃げきの事実。信じられないが、リンの言動や、自分のために特例が認められている現実が、それら全てを真実だと物語っていた。

「本当に、俺が……？」

「あっちゃー、参ったなぁ……昨日のジャール隊員の言い方で、てっきりその時の記憶まで戻ったんだとばかり……そっか、事故の最中の記憶までは戻ってなかったのかぁ……」

　ここに来て不安要素が強くなってきた。リンや周りの人たちの反応で、問題なく試験を通過できるような気になっていたが、自分の中に自信の裏付けがないのだ。

　戸と惑まどうタカトだったが、リンは勇気づけるようにタカトの肩かたに手を置いた。

「ま、まぁ心配ないよ。記憶があろうとなかろうと、君の中にそれだけの力が眠ねむっているのは事実なんだし。試験はアイギスを纏まとった一連の動作を実際に行ってもらうけど、わたしが傍そばで指導するから。あれだけ完かん璧ぺきに風を摑つかめた君だし、問題ないよ。リラックスしていこう！」

　だといいのだがとタカトは頷うなずくが、風向きが少し変わってきたことを感じていた。

　──た、頼たのむぞ……。

　自分の拳こぶしを握にぎり締しめて気持ちを落ち着ける。リンの言う通り、本当にそんな力が自分に眠っているのなら好都合だ。与えられた試験を、完璧にこなせばそれでいい。

　胸に差す一いち抹まつの不安を振ふり払はらって、タカトはリンと廊ろう下かを進む。

「さ、もうすぐだよ。心の準備は出来てる？」

　廊下を抜ぬけた先。そこには外へと続く巨大な空間が広がっていた。

　大型の格納庫のような場所だ。外に繫つながる鉄の扉とびらはタカトを歓迎するように開かれており、日差しが降り注ぐ外の訓練場には、訓練に使うらしい無数の器具が建っている。

　二階を見上げると、多くの人がタカトを見下ろしていた。真っ先に眼についたのは、隅すみでガッツポーズをタカトに向けているジャールだ。

　そして立ち並ぶ、威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きを纏ったスカイアの戦士たち。きっと全員が歴戦の戦士なのだろう。確かに一いつ般ぱん人じんのそれと空気が違ちがう。

　タカトを見定めようとする恐おそろしい数の眼光──真上から一いつ斉せいに降り注ぐ重圧の視線。

　その先に、スタンバイしている真っ白なアイギスが見える。

「みんな、君に期待してるよ。始めよっか、タカトくん」

　遂ついに、翼つばさを広げる時が来た。

「アイギスの装着はわたしが手伝うから。これは候補生の試験用で、出力は普ふ及きゆうしている汎はん用よう型がたの半分以下に抑おさえられているから、制せい御ぎよ出来ずに怪け我がをする確率は低いはずだよ」

　リンと並んで、スタンバイしている純白の機体に近づき、手を触ふれる。

　──これがアイギスか……。

　間近で見るのは初めてだった。光沢のある滑なめらかなフォルムで、体の動きを阻そ害がいしないように計算されつつ、全身の各部を無む駄だなく守護出来る形状だ。

　想像よりも軽装であることに驚おどろいたが『空中戦』という一点に特化した装備であることと、あくまで試験用であることを考えれば、これが最善なのかもしれない。

　使い古されているのか、所々傷ついたり色がくすんでいるが、それでも装そう甲こうの輝かがやきは衰おとろえていない。

「わたしの愛機は、昨日タカトくんを助ける時にちょっと故こ障しようしちゃってね。改修中だから、今日はわたしも汎用型で一いつ緒しよに飛ぶよ」

　そう言って、リンは驚くべき手際で白い装甲を身に着けていく。一分もかからずに自分の体をアイギスで覆おおったリンが、すぐにタカトの装着を手伝ってくれた。

「アイギスの装甲は、討とう伐ばつされた辻つじ神がみが纏まとっている『天てん鎧がい』って呼ばれる素材でできてるの。それそのものが浮ふ力りよくを有する金属で、着用者の体重や重力と釣つり合あわせることで疑ぎ似じ的てきな無重力状態で行動できる仕組み」

　体の各部に取り付けられていくアイギスに、期待と不安で鼓こ動どうが大きくなっていく。やがて全身に装着されたアイギスを見下ろして、胸には妙みような高こう揚よう感かんが湧わいてきた。

「ジャンプしてごらん」

　言われるがまま、軽く上へと跳とぶ。瞬しゆん間かん、羽毛が風に躍おどるように全身が柔やわらかく空へと舞まい上あがった。初めての感覚に思わず声を上げそうになる。しかし、すぐにゆったりとした動きで下降を始める体に、まずは落ち着いて慣れなければと呼吸を整えた。

「うん、バランスは取れてるね。次に、装着時の機動制御には……これを使うの」

　傍かたわらに置かれていた蒼あお色いろの宝玉。今もリンが装着しているアイギスの胸にはめ込まれているものと同じに見える。

「これが辻神のコアだよ。装着するね」

　タカトの胸部装甲に、軽い手応えと共にコアがはめ込まれる。

　途と端たん、タカトを中心に鋭するどい旋せん風ぷうが吹ふき荒あれた。

「うわっ！　な、何だこれ」

　全身にまとわりついていつまでも離はなれないその風は、霧きりのように薄うすい白色をしていた。無機質でありながら温かで、柔やわらかなクッションに包まれているような心ここ地ち好よささえ感じる。

　さながら、タカトを目とした台風のようだ。

「これがアイギスの……いや、辻つじ神がみ最大の特とく徴ちようだね。コアを装着すると、こうやって全身を包み込むような風の結界が展開して、自在にこの風を操れるようになるの。要するに、辻神と同じことが出来るようになるってことだね」

　風を操る。言うだけなら簡単だが、人間に出来ることなのだろうか。

「わたしたちにも原理は分からないけど、コアが発生させる風は、装着した者の『意思』に呼応して制せい御ぎよが出来るの。アイギスの制御は、風の制御って意味でもあることを覚えておいて」

　リンは真剣な眼差しで言葉を紡つむぐ。

「わたしたちはこの風のことを──辻つじ風かぜって呼ぶ。クロスウィンドとも言うね」

「辻風、クロスウィンド……」

「この風は普ふ通つうの風とはまるで違ちがうんだ。纏まとう者を守護し、衝しよう撃げきを和らげ、過か酷こくな環かん境きよう下かでも問題ない活動が可能になる、守護の結界なの。一刻も早くコントロールを身につけてね」

　そう説明を終え、十メートル先に積まれている小さな紙片の山を示される。

「さ、始めるよ。まずは一方向に風を向けるところからやってみよう！」

　──意思……。

　手を突つき出だし、そこに積まれた小さな紙片を、この風で吹き飛ばすイメージを強く想像する。途と端たん、タカトを包みこむように渦うず巻まいていた風が、細長い蛇へびのような形に変容した。

　タカトが放った風の蛇がゆっくりと細い胴どう体たいを伸ばしていき、舌の先で紙片の山を小こ突づく。

　──くっ、この風……思ったより重い！

　大おお鎌がまの一ひと振ふりで高草を薙なぎ払はらうようなイメージをしたつもりだったが、そう簡単にはいかないらしい。積まれている紙片が一部、そよ風に流れていっただけだ。

「よーし、そんな感じ」

　体中の感覚を、風の操作一点に集中させる。どうやら操作する辻風の総量が風圧に影えい響きようするらしい。ならば全身の辻風を全て『攻こう撃げき』に回せば、どうなるか。

　風の動きを蛇に例えるなら、全身の辻風を丸ごと巨大な大だい蛇じやに変容させ獲え物ものに突とつ撃げきさせる。あの程度の紙片なら一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらせるはず。

「はぁっ！」

　しかし、実際には先ほどよりやや大きな蛇が、少し早く突とつ進しんし、紙吹雪の山を崩くずす程度に終わってしまった。

「うん、流石さすがっ！」

　リンが満足げに頷うなずいているのに気づき、タカトは内心で首を傾かしげる。イメージの半分以下の威い力りよくしか出せずに終わったのに、何故そこまで晴れやかな顔で自分を賞賛するのだろう。

「この短時間で山を崩くずせれば上出来だよ。次は三次元の動き、飛行に入ろう」

　こんなものなのだろうかと、今は納得するしかない。いよいよ空を舞まう時だ。

「辻つじ風かぜを真下に向けてごらん。停止は通常時の球状に辻風を維い持じすればいいから」

　辻風を操作し、タカトは空中へとゆっくり舞い上がる。しかし、すぐにその難度に気づく。

　──く、くそっ、風が弱い……思うようにはいかないか！

　風だけで機動制せい御ぎよするのは相当難しいように感じる。これならアイギスを纏まとったままジャンプした方がより高くまで飛べそうだ。

「はい集中！　バランスを崩さない！」

　タカトは必死に風を操りながら初めての飛行に苦戦する。

　急きゆう上じよう昇しように急停止、旋せん回かいと加速。どうにか指示された基本的な挙動をこなしたが、全て終える頃ころには全身から汗あせが噴ふき出だしていた。風の操作自体は出来ているのに、何故そんなに苦しそうなのかと、流石さすがのリンも少し表情を曇くもらせる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「や、やれます！　問題ありません！」

「よし。じゃ、いよいよ本番。外へ向かうよ。ここから見える全てのリングをくぐりながら、途と中ちゆうに現れる辻つじ神がみを模もしたターゲットを、これで叩たたき落おとして。タイムとターゲット撃げき破はのポイントで試験結果が決まるから」

　木でできた模も造ぞう刀とうを渡わたされ、タカトは自分の進路を確認する。

　どのタイミングで、どう辻風を起こすのか。既すでに見えているターゲットと、不意の出現が考えられるポイントに目算をつけ、どの姿勢でそこに突つっ込こむべきか、瞬しゆん時じに計算する。

「さぁタカトくん、気合い入れて行きなよ？　それじゃ……始めっ！」

　リンの鋭するどく響ひびく声に背中を押おされ、タカトは深呼吸して汗を拭ぬぐい、

「──はあぁぁぁっ！」

　発進した。







　同じ頃ころ、浮ふ遊ゆう大陸ネスト５。北エリア、アクロポリス。

「う、わぁ……凄すごい……」

　夢を叶かなえて帰ってくるはずのタカトを一番に出迎えるため、早めにバイトを切り上げてきたミオを伴ともない、チャイムは鍔つば芽めを連れて施し設せつ内ないを案内していた。

　三人は今聖堂の裏手、この島の端はしにある展望台へと来ている。大した高さもない石造りの素っ気ない場所だが、天気の良い日は高い空と、遠い海、眼下に広がる白雲が一望出来る。

　何より、周囲には珍めずらしい虹にじ色いろの花はな弁びらを持つ花が咲き乱れており、心が洗われるような美しい景観になっている。

「よーし、ここでランチタイムにするか。ミオ、さっきもらってきたお菓子の出番だ！」

「了解です！　じゃーん！　鍔つば芽めちゃん、南エリア直送のお菓子だからきっと美味しいよ！」

　そう言って、ミオが手て籠かごを開くと同時に、辺りに香こうばしい匂においが広がった。

「わぁ、いい香かおり……ありがとうミオちゃん」

　つい見ている方も笑みを浮うかべてしまうほど、この短時間でミオと鍔芽は噓うそのように仲良くなっていた。

　放ほう浪ろう者しやだったという鍔芽の境きよう遇ぐうに感じるものがあったからなのか、バイト先からお菓子を貰って帰ってきたミオは、まるで妹が出来たかのように優しく鍔芽を気き遣づかい、いつしか鍔芽もミオに多く笑顔を見せるようになった。

「えっと……南エリアってどんな場所なんですか？」

「あぁ、この浮ふ遊ゆう大陸の農業プラントだ。ネスト５の食料はほとんどそこで賄まかなわれている。この辺に咲いてる虹にじの花の栽さい培ばいなんかもやっててな。デカい花畑がある場所だ」

　話を聞きながら、涼すずやかな風に乗って舞まい散ちる虹色の花はな弁びらを陶とう然ぜんと見つめている鍔芽に、チャイムは持ってきた荷物を広げた。

「そう言えば、返し忘れていた荷物があったな。今のうちに渡わたしておくぞ」

　チャイムは鍔芽を見つけた時に、念のため預かっておいた荷物を差し出した。

　一つは首に掛かけられる銀のロケット。もう一つは小さな白い手帳だ。鍔芽はそれを見て慌あわててチャイムの手からそれを受け取った。

「あ、ありがとうございます！　良かった……どっちも大事なものだったので」

「取り上げるような真似をしてすまないな。ちなみに、手帳の中身は見させてもらったぞ」

「……え？　えぇ!?　な、中、見ちゃったんですか！」

　驚おどろいて眼を見開いた鍔芽が、次の瞬しゆん間かんに恥はずかしそうに赤くなって手帳を抱だきかかえた。突とつ然ぜん感情的な一面を見せた鍔芽に一いつ瞬しゆん面食らったが、その様子にミオがにんまりと笑う。

「はっはーん、さては恥ずかしいポエム帖ちようとか？」

「ふははは、まぁ当たらずも遠からずな内容だったな」

「あ、あぅぅ……」

　鍔芽に関しては『鍔芽自身が語り聞かせてくれるまで何も詮せん索さくしない』ことを約束していた。

　タカトの部屋から並んで出た後、あまりにも怯おびえた様子の強い鍔芽を観察したチャイムはひとまず、ここが安心出来る場所であることを知ってもらうことを優先したのだ。

　だから、ミオが真っ先に打ち解けてくれたのは幸運だった。

「その手帳に書いてあるのは……小説か？　いくつか見覚えのある節があったが」

「あ、いえ……ほとんどは覚書きです。各地の神話や伝承の。童話や民みん謡ようも好きですけど、気に入った物語の欠片かけらは全てメモするようにしていて……」

「で、ところどころ自作の物語もある、と」

「あ、ありませんってば！」

「一番新しいページに『王子様の不思議な魔ま法ほうのキスで眼を覚ます』という一節が──」

「わーっ！　わーっ！　わーっ！」

　腕うでを組んでにやにやしながら攻こう撃げきを続けるチャイムを、鍔つば芽めがぴょんぴょん飛とび跳はねながら必死で黙だまらせようとする。

「むぅぅ、鍔芽ちゃんもタカト様狙ねらいかぁ……うーん、どうしよう……よし！　こうなったら二人一いつ緒しよにタカト様に可愛がってもらおう！」

「違ちがいます！　ミオちゃん、違います！　色々間違ってますってばぁ！」

　あっという間に凄すさまじい結論を出したミオに、鍔芽がぶんぶんと首を振ふる。これは弄いじり甲が斐いのある新顔になりそうだと、チャイムも二人の様子を見て高笑いしていた。

　ひとしきり鍔芽をからかった後、鍔芽がほんのり染まった頰ほおで手帳を捲めくっていく。

「もう、二人とも酷ひどいです……こほん……これは『レジェンズ』です。人の心にいつまでも生き続ける、物語の欠片かけら」

「レジェンズ？」

　ミオが興味深そうに身を乗り出して手帳を覗のぞき込こもうとするが、鍔芽は慌あわてて手帳を閉じた。

「は、恥はずかしいから見ないでくださいったら！　その……私にこの沢山の物語を教えてくれた人は、世界中の伝説を総そう称しようして、レジェンズと呼んでいました。ここにあるのは有名なものばかりですが、私は無名でも心に残る物語が好きで……」

　思い出に浸ひたるように、鍔芽が微笑ほほえんで眼を閉じながら語る。

「伝説は過去ですが、その伝説の時代を生きて後世に残した方が必ずいるはずです。だから私も……自分が生きて体験した多くの人との思い出を……有名にならなくたっていい。いつか誰だれかの心に残るレジェンズとして、綴つづってみたいんです」

　思いがけず語られた鍔芽の『夢』。いつか伝説となる今を後世に語かたり継つぐこと──。

「レジェンズ、未来の伝説の収集家か……思い出を伝説にするのが夢とは豪ごう勢せいだな」

「あ、ご、ごご、ごめんなさい！　わ、私ったら一人で勝手に……っ！」

　あたふたと眼を泳がせて、何度も小さく頭を下げる鍔芽の姿にミオと二人で笑みを見せる。

　好きなことや夢を気き兼がねなく語る時の楽しさは、誰であろうと共通だろうから。

「気にするな。仲間の夢を笑うような奴やつはダストデビルズにはいない」

「あ、その……ダストデビルズって、そもそも何なんですか？」

「あぁ、そう言えばまだ話してなかったな」

　不敵に口元を歪ゆがめながら、チャイムが誇ほこらしげに語る。

「私の設立した世界最高のチームだ。このアクロポリスの子供が多く所属している。共に暮らす仲間たちと、守るべきものを守る。そんな家族のような組織を目指して結成した」

「……家族、ですか」

　耳に心ここ地ち好よいのか、鍔つば芽めが少し頰ほおを緩ゆるめてチャイムを見つめた。

「ダストデビルズには、仲間の絆きずなを守る掟おきてを三つ定めてあってな。ミオ？」

　はい、と元気よく返事したミオが、順番に指を立てていく。

「その１・夢を持って生きること！　その２・仲間を裏切らないこと！」

「……三つ目は？」

　最後はミオに代わり、チャイムが一番厳しい掟を口にする。

「その３・ダストデビルズの一員であることに、胸を張って死ぬこと」

「し、死ぬ？」

　驚おどろいた様子の鍔芽に笑いを返し、チャイムはのんびりと空を見上げた。

「自分の夢を持って希望を抱いだいて生きること。隣となりに立つ仲間を大切にして、自分もまたその夢を応おう援えん出来る仲間であること。そして、かけがえのない仲間と一いつ緒しよに生きることが出来たことに誇ほこりを持って、最後まで生いき抜ぬくこと」

　この三つが、自分にも仲間にも胸を張って生きられるように願いを込めて、結成時のメンバーで取り決めた、絆を守り抜く最初の誓ちかいだ。

「というわけだ。この掟を守るためなら私たちは何でもするぞ？」

「ねぇねぇ鍔芽ちゃんもデビルズに入りなよ！　そうすればみんなでずっと一緒にいられるよ！」

　ミオがそう口にした途と端たん、鍔芽の表情に影かげが差した。

「それは……出来ません。いつまでここにいられるかも分かりませんし。ご迷めい惑わくになってしまいます」

「全然迷惑なんかじゃないよ！　折角友達になれたんだから──」

　だが、鍔芽はミオの言葉を遮さえぎって辛つらそうな面持ちで顔を上げた。

「ご、誤解しないでください！　私も、もっと皆みなさんと一緒にいたい。友達に……仲間になりたいです。だけど私のことを話したら、きっと皆さんまで危険に……だから、ごめんなさい。私は皆さんの仲間には──」

「舐なめるな」

　それまでの朗ほがらかな調子から一転、いつまでも立ち込めている鍔芽の不安を吹き晴らすように、断固とした口調でチャイムは言い放つ。

「私のデビルズを甘く見るなよ。何が来ようと、それぞれが守りたい者を守るために戦う覚かく悟ごを持っている。それが──たとえ神でもな」

　核かく心しんを突つかれたかのように鍔芽が眼を見開いて息を飲む。

「鍔芽ちゃん、危険ってどういうこと？　ひょっとして……鍔芽ちゃんは何かに追われてるの？　だったら、そんな連中私たちがやっつけちゃうよ！」

　口調こそはつらつとしているが、友達を脅おびやかす何者かの影かげを感じ取ったミオの瞳ひとみからは、既すでに攻こう撃げき的てきな危うい揺ゆらめきが見て取れた。

「鍔つば芽め、君こそ誤解するな。伝説という形で残る過去の紡つむぎ手てとなる……さっき君が語ってくれた夢は、デビルズの掟おきてを差し引いても十分力を貸したいと思えるものだ」

　にんまりと。その時だけは頼たよれるリーダーの仮面の内側から、渦うず巻まく野心を覗のぞかせてチャイムは笑った。

「ここで決めよう。鍔芽、君を私たちの仲間にする。これは私の決定だ！　悪いが君には『まだ』拒きよ否ひ権けんがない。だから仲間になれない理由があるのなら、我々がそれを捻ねじ伏ふせれば万事解決だ！」

「そ、そんな……分かってないです！　だって私は……っ！」

　鍔芽の言葉を突つきだした手で遮さえぎって、揺るがぬ瞳でチャイムが鍔芽を射い抜ぬく。

「私たちが、必ず君を救ってやる。当然だな、ミオ？」

「勿もち論ろんですとも！」

　その強きよう靭じんでありながら優しさを秘めた姿に、とうとう鍔芽の殻からも少しだけ剝はがれたらしい。

「何で、そこまで……」

　これまでの何かに怯おびえたような様子も、必死にそれを表に出すまいと耐たえているが故ゆえだったようだ。二人の前で、鍔芽が一筋の涙なみだで頰ほおを濡ぬらした。

「私たちが、そういう生き方を選んだからだ」

　荒あらぶる風の神々に何もかもを奪うばわれた子供たちが、共通して抱いだく覚かく悟ごがある。

　それは──二度と何も奪われたくない、だ。

「危険と言うなら、今のこの世界に安全な場所なんかない。なら、頼たよれる仲間は一人でも多い方がいいだろう？　力を貸すのに理由は十分だと、そうは思ってくれないのか？」

　チャイムの自信満々の笑顔に、鍔芽も折れたようだ。涙を拭ぬぐいながらも、ようやく嬉うれしそうに頰を緩ゆるめてくれた姿に、きっと良い仲間になれるとミオと顔を合わせて微笑ほほえんだ。

「……不思議な人たちですね……けど……信じたいって、そう思います。だから……お話しします。私のことと、知っていることの全て──」

　しかし、ようやく本当の絆きずなが結べそうだと思った矢先。

　心が温まるような空気を引ひき裂さくように、北エリア全域に警報が鳴なり響ひびいた。表情を鋭するどくするチャイムとミオの横で、鍔芽が眼を見開いて虚こ空くうに眼を向ける。

「……来る」







　タカトの試験が終了し、およそ十数分後。タカトは今、昨日目覚めた場所と全く同じ場所、すなわち、スカイアの救護室のベッドで虚うつろな表情を浮うかべていた。

「……タカトくん、その……何て言ったらいいのか……」

　傍かたわらでタカトを介かい抱ほうしてくれているのも、昨日と同じ。リン＝ミカヅチだった。

　何から何まで状じよう況きようは同じ。ただ一つ違ちがうことがあるのなら──。

　昨日よりも激しく、無む惨ざんに、タカトの夢が崩くずれ去さったという事実だけだった。

「……気にしないでください。俺おれが、思い上がってたんです」

　結果として、タカトはこれ以上ないほど酷ひどい有様だった。

　打ち落とすべきターゲットに攻こう撃げきを当てられず空から振ぶりを連発し、通過すべきリングをくぐることが出来ないどころか、挙句の果てにはバランスを崩して最後のリングに激げき突とつ。コアが停止して辻つじ風かぜの結界が消しよう滅めつし、半ば自由落下するような形で格納庫に墜つい落らくした。

　アイギスがなければ大おお怪け我がしているところだったが、タカトの心は、むしろその方が良かったと思うほどにズタズタになっていた。

　当然、結果は試験の合格ラインには遠く及ばず、適性なしとの判断が下された。

　自分を見下ろしていた人たちの失望の眼差し。茶番に付き合わされた苛いら立だちのため息。興味をなくして去っていく足音。

　信じられない結果に絶句し、うずくまったタカトの横で茫ぼう然ぜんと立たち尽つくすリン。

　生まれて初めて、この世界から消えてしまいたいと願った。

　夢が破れたのはまだいい。しかし、親友の前で醜しゆう態たいを晒さらし、期待を裏切り、誓ちかいを果たせなかったことは、どうしようもなくタカトを追いつめていた。

　結局最後までタカトは、ジャールが立っていた二階に、顔を上げることが出来なかった。もう合わせる顔などない。当然それは、ジャールだけではなく。

　心配するなと笑って送り出してくれたチャイムにも。

　タカトのために必死に変わろうと努力したミオにも。

　──俺は……っ！

　一体どんな顔をして、何のために、帰ればいいのか。

「タカトくん……ごめんね」

　深く頭を垂れるリンに、タカトは返す言葉もない。

　その時、救護室の扉とびらがノックされた。重い足取りで、立ち上がったリンが扉を開く。

「……ジャール隊員」

　心が、金属の擦こすれるような気持ちの悪い軋きしみを立てる。

　ジャールは無言のまま入ってきた。あのジャールが、やかましく声を上げない。それだけで胸が締しめ上あげられるような気持ちになる。

　奥おく歯ばを嚙かみしめ、タカトは窓の外だけを見つめていた。

「タカト……いやー、残念だったな！　けど惜しかったぜ！」

　無理にでもタカトを笑顔にさせようと、ジャールが明るく声を出す。

「今日ので感覚は摑つかめたろ？　お前なら来年もう一回受ければ絶対受かるって！　だから暗くなんなよ！　絶対大だい丈じよう夫ぶだ！」

　刃は物もので刺さされた方がマシなほど、痛む。心の傷が広がっていく。

「……ジャール隊員、その辺りにしてあげて。タカトくんにさっき説明したところなんだ。一度適性がないと判断されたら、以後二度と試験を受けることは出来ない、って」

「は？　ど、どうして！　これまでは何回でも──」

「……知らなかったんだね。毎年多くの志願者が試験を受けに来るけど、一度適性がないと判断された人が複数回受験した場合でも、合格率は極めて低い……物資も不足しがちだから、今年から制度が変わったんだよ」

　救護室で目覚めたタカトに、悲痛な面持ちで現実を突つきつけたリン。容よう赦しやのない宣告だったが、今のタカトには心ここ地ち好よく感じるくらいだった。

　辻つじ神がみから採取できる素材を用いるアイギスは、配備される数に限りがある。物資が不足している今、才能のない者に用はないのだと。

「そ、んな……じゃあ、タカトは、もう？」

　無言で首を振ふるリンに、ジャールが言葉を失った。もうここに、タカトの居場所はない。

「……ジャール、ありがとう」

　せめてそれだけは告げようと決めて、タカトは顔を上げる。

「お前のおかげで、ここまでやれた。十分だ」

「お、おいちょっと待てタカト！　待て待て待てって！　まだ何とかなるって！」

　タカトの肩かたに手を置くジャール。しかし、タカトは微び笑しようでその手を払はらった。

「いいんだ、もう。結果は出た。これが全てだ」

「良くねぇだろ！　才能がないなら努力すりゃいいんだよ！　俺おれに出来たことが、お前に出来ねぇわけねぇって！」

　タカトの胸むな倉ぐらを摑む勢いでジャールがまくしたてる。

「諦あきらめんなって！　お前が諦めちまったら……俺の、この一年は……」

　そして、気づく。ジャールの瞳ひとみに、涙なみだが浮うかんでいることに。

「お前……？」

　その時だ。支部内に、けたたましい警報が鳴なり響ひびいた。

『緊きん急きゆう連れん絡らく！　ネスト５、北エリア上空に、巨大な統とう率そつ種しゆが出現！　その他、大量の従属種が北エリアに向けて移動中！　かつてない規き模ぼです！』

　まさに、眼の覚めるような警報だった。

「北エリアって……」

　これまで、一度も辻神の襲しゆう撃げきに晒さらされなかった、タカトたちの第二の故郷。

　皆みなが待っているあの場所が、大型の統率種に率いられた辻神に襲おそわれている──。

「……出しゆつ撃げきする」

　それは静かで短い一声だったが、即座に背筋が伸びるほどに、辺りの空気を張はり詰つめさせる声だった。これまでとはまるで気配の違ちがう声色に、思わずリンの姿を見つめる。

　つい数時間前、眠ねむ気けでぼんやりしたまま引きずられていた女性と同一人物とは到とう底てい思えない。

　紅くれないの瞳ひとみの奥おくには燃えるような闘とう志しが揺ゆらめき、鋭するどくなった眼光は身がすくむほどで、その雰ふん囲い気きの変化たるや、まさに眠ねむれる獅し子しが狩かりに向かうべく重い瞼まぶたを開いたようだった。

「ジャール隊員、君は待機」

「ま、待ってください！」

　ジャールが縋すがり付つくようにリンの腕うでを取った。

「俺おれも行かせてください！　絶対、役に立ってみせますからっ！」

「一刻を争う。離はなして」

「だからですっ！」

　土下座するような体勢で、眼に涙なみだを浮うかべたジャールが必死に懇こん願がんする。

「俺たちの仲間が住んでるんです！　今出撃出来なかったら、俺、今日までしてきたことが全部無む駄だになっちまう！」

　壮そう絶ぜつな光景に、タカトは言葉を失った。

「足は引っ張りません！　身代わりでも特攻でもやりますっ！　俺も行かせてくださいっ！」

　時間にしてほんの数秒。苦い表情を浮かべていたリンだったが、やがて短く息を吐はいた。

「北エリアへの襲しゆう撃げきは初。地形の分かる人間で多少なり実戦経験があるのは、わたしの隊に君だけか……五分で出る。遅おくれないで」

「あ、ありがとうございますっ！」

　そう言って走っていくリンの背に頭を下げ、ジャールは悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり締しめて、タカトに向き直った。

「へへ、俺……落ちこぼれなんだ」

　泣き笑いのような顔で、立たち尽つくすタカトにジャールが真相を告げる。

「去年の試験だって、本当にギリギリで受かって。本格的な訓練が始まっても、足引っ張るばっかりでさ……まともに出撃させてもらえたことも、ほとんどない。リン隊長のお情けで、何とか部隊には配属されてっけど……全然、ダメでさ」

　親友が語る、知られざる過か酷こくな一年に、タカトは息を飲む。

「それでも、応おう援えんして、待っててくれるお前らのこと考えたら、諦あきらめられなくて！　毎日毎日居残って、休みの日だってずっと訓練して……いつか、胸張ってお前らのところに帰ろうって決めてたんだ！」

　それが、帰ってこなかった本当の理由。

「でなきゃ……同じ夢見てるお前に、顔向けできねーと思ったから！」

「ジャール……お前も……」

　今のタカトと同じ。いや、傍そばに頼たよれる仲間がいなくなったのは、本当は──。

「けど……心配すんなタカト！　俺おれは出しゆつ撃げきする。島で待ってるあいつらのこと、俺が絶対守ってみせる！」

　タカトに拳こぶしを突つきつけて、ジャールが堂々と決意を口にする。

「だから、信じて待っててくれ！」

　そう告げて、ジャールは大きな背中を向けて走り去っていく。

　残されたタカトは、爆ばく発はつしそうな感情に顔を歪ゆがめ、救護室の壁かべを拳で殴なぐった。

　──何を……何をしてるんだ俺はっ！

　悔くやしかった。何も知らず、漠ばく然ぜんとした未来を夢想しているばかりだったタカトの、そのずっと先で、ジャールは日々必死に努力していた。

　待っていてくれる仲間のため。同じ夢を見ていたタカトに恥はじないように、と。

　一人、歯を食いしばり、熱い涙なみだを拭ぬぐう。島で待つ皆みなが危険に晒さらされているのに、親友が死地に向かうのに、自分はこんなところで何をやっているのか。

　血が滲にじんだ拳に更さらに力を入れ、痛みで気持ちを覚かく醒せいさせる。

「どうする、どうすればいい……っ！」

　とにかく北エリアに。仲間の下へと向かう。ジャールを信じていないわけではない。だが、今動かなければ一生後こう悔かいすると、自分の中に確信があった。

　何も出来なかった後悔を引きずって生きるくらいなら──そう意を決したタカトは救護室を出ようと走り出す。

　だがそこに、一人の少女が行く手を遮さえぎった。

「あぁ、見つけた。捜さがしたわよ？」

　そこに立っていたのは、スカイアの技術統とう括かつだという少女。クラウディア＝Ａ＝レベリオスだった。

「間に合ってよかったわ。試験の結果について気になることが……きゃっ」

　下らない話をしている場合ではない。タカトはクラウディアを壁に押おし付つけた。

「──おい」

　それは、これまで穏おだやかな風を装ってきたタカトが内に秘めていた、激情の一いつ端たんだった。

　先ほどのジャールもそうだったが、ひょっとしたら今いま頃ごろ、チャイムも鍔つば芽めに語って聞かせているかもしれない。

　自分たちは、仲間のためなら『何でもやる』のだと。

「……あら、意外に大だい胆たんね。年下だけど考えちゃおうかしら」

　余よ裕ゆうの表情を前に、少しでも決意が伝わるようにタカトは語気を強めて言った。

「頼たのむ！　俺にアイギスを貸してくれ！」

　アイギスを設計したというこの少女なら、アイギスの管理もしているはずだ。

「どうしたの？　配備されているアイギスは出しゆつ撃げきして出で払はらってしまうはずだけど」

「なら、さっきの試験用でも何でもいいから！」

　鬼き気き迫せまる様子のタカトを前にしても、クラウディアは落ち着き払ってタカトを観察していた。

「みんなが待ってるんだ！　後で俺に脅おどされたとでも何とでも言えばいい！　どんな罰ばつでも受けるから──今、俺に翼つばさをくれっ！」

　しばらく冷めた視線をタカトに向けていたクラウディアだったが、やがて、口元に不敵な笑みを浮うかべると、冷えた指先をタカトの額に当てた。

「……本当に、何でもいいのね？」

　そっとタカトの額を押おして、クラウディアは楽しそうに、妖あやしく微笑ほほえんでみせる。

「いいわ、ついてらっしゃい」

　蠱こ惑わく的てきな香かおりのする金きん髪ぱつを払い、クラウディアは白衣を翻ひるがえしてタカトを促うながす。

「何せ、私もそのつもりだったのよ？　タカト＝ミソラマ」







　スカイア・ネスト５支部の最上階。巨大な花はな弁びらが開いたような形状の出撃ゲートで、ジャールは全身にアイギスを装着して呼吸を整えていた。

　リンは改修中の愛機ではなく、汎はん用よう型がたのアイギスを装着して部隊の先頭に立っている。それでも、みなぎる気き迫はくは獅し子しの異い名みように相応しい猛たけ々だけしいものだった。

「これより、ミカヅチ隊は先行して北エリアに出撃する！　前列は一班から三班、残りは後列に回って！　接敵後、後列の部隊は島民の避ひ難なんを支し援えん！　北の島には身寄りのない子供たちが多く暮らしてる。見敵必殺、島民に犠ぎ牲せい者しやを出させないで！」

「はっ！」

　リンの勇気を奮い起こさせる的確な指示と、それに従う統制の取れた部隊の中で、ジャールは居心地の悪さを感じながらも、決して揺ゆらぐまいと意識を奮い立たせる。

「ジャール隊員はわたしの後ろ。接敵後は後列をサポートしながら島民を従属種から守って」

「は、はいっ！　了解です！」

　──や、やっぱ実戦となると違ちがうよなリン隊長……だけど、俺だって！

　出撃まで一分もない。ジャールは拳こぶしを握にぎり締しめて、自分の中に吹く風を信しんじ抜ぬく。

　この一年、親友との誓ちかいに掛かけた時間を、決して無む駄だにはしない。

「まだ間に合うよ、ジャール隊員」

　背を向けたまま、リンがジャールに語り掛ける。リンなりの気き遣づかいだろう。

　だが、今だけは──その気遣いは不快だった。

「隊長……隊長は、タカトのこと、どんな風に見えますか？」

「どう、って？」

「あいつのこと、礼れい儀ぎ正しい落ち着いた奴やつだと思ってるなら……大おお違ちがいっす」

　出会ったばかりの、あの険悪だった頃ころのことを思い出す。ダストデビルズ結成より前、今の初期メンバーが全員、眼につくもの全てが敵だった頃の記き憶おく。

「俺おれ、あいつに殺されかけたことあるんすよ」

　その時のタカトの形相は、未だに夢に出てくるほど凄すさまじかった。

「あいつは、守るもんのためならマジで何だってやります。今だって、あいつを一人で残してきたことの方が怖こわいくらいで」

　だから、守るものを共有している今は──タカトの存在がとても頼たのもしい。

「あいつは、きっと追いついてきます。だから……俺もダサいとこ見せらんねーんすよ！」

　吹き込む風に向かい合い、ジャールは覚かく悟ごを決めた。

「……そっか。なら、この先に待ってる絆きずなを守ってあげて」

「はいっ！」

「よし──ミカヅチ隊、出しゆつ撃げきするっ！」

　部隊編成に加えられた、初の大だい規き模ぼ戦せん闘とう。

　──タカト、先に行くぜっ！　待ってろよみんなっ！

　温かな風に包まれた直後、無限の蒼そう空くうが戦士たちを出迎えた。







　クラウディアが個人で所有する巨大な研究所は、支部から長い連れん絡らく用よう通路で繫つながり、限られた人間しか出入り出来ない閉へい鎖さ的てきな場所だった。

　色の少ない無機質な廊ろう下かに、たまに通りかかる大きな実験室の中からは、絶えず機械的な電子音が響ひびき渡わたっており、まさに研究員の聖域と呼べる空間だ。

　そんな場ば違ちがいな空間を、クラウディアの一歩後ろに続く形で進むのは、何枚かの資料を渡わたされて、少しだけ冷静さを取とり戻もどしたタカトだ。

「俺のデータがおかしいって……どういうことですか？」

　渡された資料には、やけに大きな数値が大量に書かれており、一読しただけでは理解できなかった。

「貴方、歯がゆかったんじゃない？　さっきの試験」

　歩きながら、振ふり返かえらずにクラウディアが尋たずねる。

「こんなに扱あつかいづらい風を操って戦っているのかって、不思議に思わなかった？」

「……そう、ですね。あれじゃ本当に限られた人間しか使いこなせないんだろうな、って」

　それが才能。選ばれた者に与えられる資質ということなのだろう。しかしクラウディアは可お笑かしそうに息をつくと、言葉を続けた。

「その資料の見方、分かる？　あの試験用のアイギスには、受験者の適性を数値化するために色々な機材を仕込んであるの。まず見て欲しいのは、辻つじ風かぜの操作の項こう目もくよ」

　言われるがまま資料を見る。すぐに百パーセントという数値が眼に留まった。

「これは？」

「辻風の精密な操作には強い集中力やイメージが不可欠、だから個人によって辻風を使用できる割合に差があるのよ。センスのない人は全身を包む辻風の一部しか操作できず、最低限の移動が精せい一いつ杯ぱい。逆に、リンみたいにセンスのいい人は、高い割合で風を操作できるから、急加速や滑なめらかな旋せん回かい、それどころか、風自体を使った攻守も出来るわ」

　昨日、タカトを救出する時に、リンは愛機の辻風を全てタカトを守護するために回し、結果として本体の防ぼう御ぎよ力りよくが落ちたところで攻こう撃げきを受けたそうだ。

　改修を必要とするダメージを負ったのはそのせいである、と。

「けど、一いつ般ぱん的てきな戦士が操れる辻風の割合の平均は……せいぜい二十か三十パーセントよ」

「……え？」

「リンですら六十パーセントが精々。五十パーセントを超える制せい御ぎよが出来るなら、十分その支部で隊長クラスになれるわね」

　辻神のコア、クロスウィンドがもたらす力はそれほど凄すさまじいのだと説明を受ける。

「当然、何の経験もない候補生が、初体験で百パーセントを叩たたきだすなんて……異常よ」

　それは、全人類で初の偉い業ぎようだという。

「そ、それじゃどうして俺は……」

「単純に、あの試験用のアイギスが、貴方に全くついていけてなかったってこと」

　胸の奥おくで、何かが熱くなるのを感じた。それは今いま更さらの後こう悔かいか、認められた自分の力に対する高こう揚ようか。それとも、もっと別の何かか。

「さっき使われたコアは、小型の従属種から摘てき出しゆつした純度が低いコアだったの。安い宝石みたいなものね。だから展開できる辻風の総量がかなり低かったのよ。限界出力が低いから、誰だれが使っても同じような威い力りよくの風しか出せないの」

　だからこそ、細心の注意が払はらわれた安全設計となる。しかし、それは常に最大の威力で辻風を展開できるタカトにとっては──。

「人を重力の檻おりから解き放ち、自由の空へと導く鎧よろい……けれど貴方にとっては、重りをつけて海に放り込まれたのと変わらなかったみたいね」

　的確なたとえに、それが事実であると実感する。頭の中では何倍も強力で、何倍も速い風に身を乗せるイメージが自然に出来ていたが、一度もイメージに風がついてこなかった。

「貴方のは反応というより、反射に近いわ。恐おそらく自分が最大のパフォーマンスを発揮できる風の出力と動きを感覚で理解しているのね」

　資料が意味するところが、タカトにもようやく見え始める。

「当然、反射は体の反応の中で最速。考えるより体が……貴方の場合は、風が先に動いてしまう。体は完かん璧ぺきな機動をイメージ出来ているのに、機体もコアも、その判断についていくだけの性能が足りなかった。結果、貴方は折角のアイギスに足を引っ張られる形になって……」

　無む惨ざんにも墜つい落らくした。

「だから、もし仮に貴方の反応についていける高性能のアイギスを装着したとして、その時に出される結果を推すい定ていしてみると──」

　クラウディアが妖よう艶えんに微笑ほほえみながら、結論を言い放つ。

「数字の上では……あらゆる項目において、人類最さい高こう峰ほうよ」

「な……本当に？」

　突つきつけられる、タカトという人間の真価。

「うふふふ、興奮してきた？」

　むしろ、興奮した様子に見えるのはクラウディアの方だった。どうやら目的地に到とう着ちやくしたらしく、正面の鉄の扉とびらの前でクラウディアが足を止め、タカトに向き直る。

「さ、そんな貴方に、私がとっておきを見せてあげるわ」

　眼前の扉が鈍にぶい音を立てて左右に開いていく。視界に飛び込んできたのは片付いた小こ綺ぎ麗れいな部屋であり、その中央に、一機のアイギスが厳重に固定されていた。

「これは？」

「私は最さい新しん鋭えいの対辻つじ神がみ用兵器を開発しているのだけれど、これは一応実用段階までこぎ着けた実験機。次世代型のアイギスよ」

　その美しさに魅み入いられて、タカトは呼吸すら忘れてしばらく立たち尽つくした。

　透すき通とおるような蒼あおい装そう甲こうだ。これまでに見たアイギスより各部がやや先せん鋭えい的てきで、刃はのようなフォルムが目立つ。

　何より眼を引くのは、背中側に突き出るようにセットされた、尖とがった翼つばさのような形状の追加装甲だ。

　晴れ晴れと澄すみ渡わたる蒼そう天てんの色を凝ぎよう縮しゆくしたような鎧よろい。それに手を当ててクラウディアは満足げに語る。

「さっきの貴方がいい例だけど、一部の優ゆう秀しゆうな戦士は、一いつ般ぱん的てきなアイギスだとその能力を持て余すことがある。だから、隊長クラスの戦士には特別にチューンした専用機を開発するのだけど……これは全てを一から作り出した、加速に特化させた新型よ」

　誇ほこらしげに蒼天の鎧を見つめて、クラウディアは続ける。

「背中側のユニットはコアから供給される辻つじ風かぜのエネルギーを蓄たくわえて解放出来る仕組み。これを作動させるだけで従来の数倍の速度を出せる設計になってるわ。装甲は特とく殊しゆなコアの特性を直接伝達できる新設計。そして、現時点でこの翼の出力を最大に活かせるコアが……これ」

　透とう明めいなボックスに保管されている、少し大きめの宝玉。

「今言った特とく殊しゆなコア……統とう率そつ種しゆのコアよ」

「統率種の？　普ふ通つうのコアとどう違ちがうんですか？」

「統率種のコアは従属種のと違って、その統率種が持つ超常の能力を宿しているわ。辻つじ風かぜとは別に、炎や雷かみなりを生み出したりね。これは少し前に他の浮ふ遊ゆう大陸で撃げき破はされた、五十メートル級の大だい怪かい鳥ちようロック鳥のコアよ。ただシンプルに、より強い風を生むことに特化したコア」

　ロック鳥。かつて巨大な帆はん船せんすら摑つかんで天に運び去ったと言われる伝説の巨鳥だ。

「ふふ、五十メートル級の羽ばたきが生む風の威い力りよくがどれほどか、想像つく？」

　饒じよう舌ぜつに語るクラウディアは、ますます熱のこもった声でタカトに迫せまる。

「コアと合わせて、これが今の私に用意出来る最大出力のアイギス。だけど──」

　タカトのすぐ眼前で妖あやしげな笑みを向けてくるクラウディアは、どこか不気味だ。

「この機体、従来とは少し違うベクトルに向けて設計したから、安全性は一切考こう慮りよしていないわ。まして貴方みたいな規格外の被ひ験けん者しやが現れるなんて考えてなかったから、想定外の不具合が発生するかもしれない」

　モルモットを撫なでるように、クラウディアの冷えた指先がタカトの顎あごをそっと持ち上げる。

「機体制せい御ぎよを一歩間ま違ちがえれば、空中でグチャグチャよ？　それでも……行く気かしら？」

「はい、機能は分かりました。あとは自力で何とかするので、準備してください」

　そんなやり取りは時間の無む駄だだとばかりに、タカトは眼の前で自らを担う者を待っている蒼そう天てんの鎧よろいを見み据すえた。

「……あの、早くしてくれませんか？　今は一秒でも惜しいから」

　ぽかん、とした表情を浮うかべているクラウディアをタカトは急かす。

「貴方……話を聞いてた？　脅おどしでも冗じよう談だんでもなく、本当に死ぬのよ？」

　分かっていると頷うなずく。そんなことは敢あえて問われるまでも、答えるまでもないことだ。

「自分の命を天てん秤びんにかけて、少しでも仲間を救える確率が上がるなら、俺たちは迷わずそっちに賭かけます。それこそ、脅しでも冗談でもなく」

　しばらく驚おどろいていた様子のクラウディアだったが、やがて冷れい徹てつな微び笑しようを取とり戻もどすと、どこか畏い怖ふするような視線でタカトを見み据すえつつ、アイギスを固定しているベルトに手を触ふれた。

「ふふふ……貴方も大たい概がい狂くるってるわね。いいわ、こちらも最大限サポートするから、どうせなら機体の性能を最大限まで引き出して、有意義に死んでちょうだい」

　頷いて蒼天の鎧に手を触れる。瞬しゆん間かん、伝わってきた感覚に全身が震ふるえた。

　これなら、どこまでも飛んでいける、と。
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「ミオ！　戦せん闘とう準備だ！　戦えない奴やつらを全員屋内に避ひ難なんさせろ！」

　警報が鳴ると同時、北エリアのアクロポリスではチャイムが纏まとう雰ふん囲い気きを一変させていた。鍔つば芽めの手を取って聖堂の前まで移動したところで、ミオに指示を出す。

「了解です！　鍔芽ちゃん、絶対また後で一いつ緒しよにお菓子食べようね！　約束だよ！」

　そう言ってミオはお菓子の籠かごを鍔芽に手て渡わたして微笑ほほえむと、踵きびすを返して猫ねこのような瞬しゆん発ぱつ力りよくで走り出す。チャイムは聖堂の大おお扉とびらを開いて鍔芽を中に押おし込こんだ。

「私も前線で指揮を執とる。ここなら安全だから、ケリがつくまで隠かくれていろ」

　鍔芽は何も言わないまま、ただ戸と惑まどっているようにじっと俯うつむいたままだった。

「チャイム、さん……みんな、戦うんですか？　ミオちゃんも……？」

「当然だ。それにミオなら心配いらんぞ？　ここに来たその日に、絡からんできたチンピラを一人で七人もズタズタにして病院送りにした奴だからな。デビルズ最強戦力の一人だ」

　その言葉に鍔芽も面食らったようだが、すぐにそんなことを言っているのではないと頭を振ふった。

「だけど、し、死んでしまうかもしれないのに……っ」

「なら、隠れて運良く見つからずに済むことを天に祈いのれと？　自分の代わりに別の誰だれかを殺してくれることを神に願えと？　その神が、その天から殺しに来てるのに、一体何に祈る？　何に願う？　本当の家族や、無二の友人を殺した神に情けを乞う？　……笑わせるな」

　痛つう烈れつな言葉を受けて、鍔芽は恐きよう怖ふと、申し訳なさが混じり合った悲痛な面持ちで唇くちびるを嚙かみしめた。

「私が、ここに来たりしなければ……まさか、こんな大だい規き模ぼな追手を出すなんて……」

　しかしチャイムは、そんな鍔芽の頭に手を置いた。

「堂々と隠れていればいいさ。というか、むしろ楽しみにしていた方がいいぞ？」

　怪け訝げんそうに顔を上げる鍔芽に向けて、狂きよう暴ぼうな笑みを見せながら、チャイムは聖堂を閉める。

「ダストデビルズがどうやって掟おきてを守るのか……積み上がった神の死し骸がいで教えてやる」

　そう宣言して、チャイムは無数の点てん描びようのような影かげが迫せまり来くる空を見上げた。

「黙って死ぬのを待つのも性に合わんしな。……そうだろう？　『天あま戸と』」

　かつて自分を育てた者の名を口にして、デビルズの帝てい王おうが、守るべき夢のために出しゆつ陣じんする。







『準備はいいかしら、ゲートを開けるわよ』

　耳につけた通信機から、クラウディアの声が聞こえてくる。

　蒼そう天てんの鎧よろいを身に纏ったタカトは、クラウディアの研究室の一角、個人用の出しゆつ撃げきゲートで待機していた。

　頭上でゆっくりと開いていく空への出口。出撃用の射出口から吹き込んでくる風を全身に受けても、不思議と緊きん張ちようはしなかった。

『一応この無線でサポートはするけど、オペレーターは専門じゃないから、あまり当てにしないでね』

　出しゆつ撃げきまで残り数秒。ジャールも体感したであろう張りつめた空気の中で、タカトは気になっていることがあった。

「あの、別に今いま更さら命が惜しくなったわけじゃないんですが……俺おれが本当に人類で一番上手く風を使えるんだとしたら、何でわざわざ死地に送るような真似を？」

　スカイアの技術統とう括かつ。人類が辻つじ神がみに対たい抗こうする兵器を開発する少女が、最高の実験材料となるタカトを、みすみす空に捨てるようなことをする。

　勿もち論ろん、実戦が一番データを取りやすいというのは理解できるが、少し腑ふに落ちなかった。

『あら、私は貴方に脅おどされて力を貸しているんじゃなかった？』

　くすくす、と笑う不気味なノイズが通信機の向こうから響ひびいてくる。

『私は人間の可能性に興味があるの。この下らない世界で、唯ゆい一いつ面白いものがあるとしたら……それは人間が持つ予測を超えた可能性。そう思わない？』

　呆あつ気けに取られて沈ちん黙もくする。

「そういうの、科学者らしいって言うんですか……？　随ずい分ぶん尖とがった考えですね」

『うふふ、そう？　人間が、どこまで神や運命に抗あらがえるのか……私の興味はそこだけよ』

　次の瞬しゆん間かん、金属製の足場が固定から外れる衝しよう撃げきが足元から伝わってきた。

『さぁ、貴方の可能性も私に見せてちょうだい』

「……努力しますよ。それじゃあ──行きます！」

　金属の足場が火花を散らしながらタカトを一気に押おし上あげる。瞬まばたきする間もなく天空へ打ち上げられたタカトは、胸部のコアに意識を集中した。

　──これが……空。

　見み渡わたす限りの蒼そう天てんが広がる、世界で最も偉い大だいな景色。

　何故か懐なつかしいような感覚に、涙なみだが溢あふれそうになった。だが感傷に浸ひたっている時間はない。

　──待ってろみんな。すぐに俺も行くっ！

　仲間のために、遂ついに天へと舞まい上あがったタカトのアイギスが、荘そう厳ごんな蒼あおい輝かがやきを周囲に解き放つ。巨鳥の羽ばたきを思わせる旋せん風ぷうがタカトを中心に展開し、セントラルに暮らす多くの者が、その誕生に眼を奪うばわれた。

　今、果てしなきこの空に、タカトの辻つじ風かぜが吹ふき荒すさぶ──。







　先行するミカヅチ隊の隊列の中で、ジャールは見えてきた島の姿に眼を見開いていた。

　各島を覆おおう巨大なメタルネット。人類を守るトリカゴに、明らかにこの空に存在し得ない巨大な黒い影かげが組み付いている──。

「敵てき影えい確認！　で、デカい……敵は狼おおかみ型がた、五十メートル級！」

　その影は、邪じや魔まなメタルネットを食い破らんと鋼こう鉄てつの網あみにしがみつき、『二つの頭』で猛もう然ぜんと牙きばを突つき立たてている。

「種別……双そう頭とう狼ろうオルトロス！」

　漆しつ黒こくの体毛と、真しん紅くの双眼、全身を覆おおう硬こう質しつで鋭するどい鎧よろいのような甲こう殻かく。あの甲殻が辻つじ神がみの特とく徴ちようであり、アイギスの素材ともなる『天てん鎧がい』だ。

　その周囲には、全身が天鎧化して統とう率そつ種しゆの支配下に置かれ、辻神の従属種となった野生動物たちが無数に飛び回っている。

　オルトロスは牙の一本一本がジャールの身長にも匹敵する大物。メタルネットを破は壊かいせんと、獰どう猛もうな唸うなり声ごえと共に、牙を打ち付ける金属音を島中に轟とどろかせている。

　──俺たちの島が……。

　改めて直面する死の襲しゆう来らい。全身を圧あつ迫ぱくする重い空気を振ふり払はらうように、先頭を行くリンが遂ついに完全な戦せん闘とう時じの精神に切きり替かわり、空に獅し子しの咆ほう哮こうを響ひびかせる。

「前列はこのまま接敵、オルトロスを迎げい撃げきする！　後列は島内に侵しん入にゆうした従属種を掃そう討とうっ！」

　リンの指示に呼応するように、ジャールを含ふくめたミカヅチ隊が一いつ斉せいに抜ばつ刀とうする。

「ミカヅチ隊──戦闘開始っ！」
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　弾はじかれたように風を爆ばく発はつさせ加速するリンと、それに遅おくれず突とつ撃げきする隊員たち。

「よし、後列はこのまま島内に入るぞ！」

　班長の指示で後列に加わり、ジャールは遅れまいと必死に辻つじ風かぜを展開する。島内に入るために開閉される港近くの鉄てつ扉ぴに飛び込み、疾しつ風ぷうと共に島内を一気に駆かけ抜ぬけた。

「あ、あれは……っ！」

　すぐに見えてきたアクロポリスは、周囲を炎に囲まれていた。既すでに上空を無数の従属種が旋せん回かいしており、その光景は死し骸がいに群むらがる鳥を連想させ、ジャールの焦しよう燥そう感かんを一気に煽あおる。

「みんなぁぁぁっ！」

　もはや隊列を気にするだけの余よ裕ゆうはなかった。ジャールは辻風の威い力りよくを自分に出来る限界まで引き上げ、単身でアクロポリスへと降りる。

「待てジャール隊員！　陣じん形けいを乱すなっ！」

「うるせぇっ！　ちんたらしてられねーんだよっ！」

　仲間たちは一人たりとも殺させない。ジャールは歩き慣れた道の上を低空で疾しつ走そうし、一気にアクロポリスの校庭へと躍おどり出でる。

　戦えない子供たちは、既に頑がん丈じような施し設せつ内ないに匿かくまわれているはず。

　この場所で問題なのは、退くことを知らない奴やつらの無む謀ぼうだ。

　ジャールを初めとしたこのアクロポリスの子供たちは、皆みながそれぞれを家族のように思っている者が多い。そして、その生い立ちから、自分の命より施設の仲間を優先する傾けい向こうにある者も多くいる。

　その傾向が特に顕けん著ちよなのが、ダストデビルズ結成時の四人。そしてその姿勢に感化され、掟おきてとルールに従い、自らもまた続こうとする子供たち、全員がダストデビルズだ。

　風の神に翻ほん弄ろうされ、たとえ砂すな粒つぶのような存在に身を落とそうとも。

　その粒が集まり、身を寄せ合って風に乗れば、それは砂さ塵じんという災害となり、神に抗あらがう悪あく魔まとなる。

　皮肉を利かせた、チャイムらしいネーミング。ここは、そんな悪魔たちの巣そう窟くつだ。

「……いた！　ミオォォ！」

　視界の先、ミオが従属種に囲まれている。校庭の真ん中でも何故か火が焚たかれていた。

　ミオを狙ねらっているのは統とう率そつ種しゆの支配下に置かれ、全身が天てん鎧がい化かした狼おおかみたち。数は四体。

　叫さけぶ間もなく、上空から四体の狼たちが矢のようにミオへと飛びかかった。

「──────」

　ジャールは、その流りゆう麗れいな動きを眼で追うのがやっとだった。

　先せん陣じんを切って飛び込んで来た狼の頭を、激げき突とつの寸前に真横からナイフで貫つらぬき、その死し骸がいを振ふり抜ぬく形で二体目を撃げき墜つい。ハンドスプリングで落ちた二体目を刺し殺さつしつつ、背後から迫せまる三体目の胴どう体たいを振り返らずに刺さし貫き、即座にナイフを引き抜き宙返りを決めると、突とつ進しんを空から振ぶりした四体目に飛び乗るように、その首をナイフで叩たたき切きった。

「み、ミオ」

　呼びかけに反応し、振ふり向むきざまにミオはジャール目がけてナイフを投とう擲てきする。

「どわあぁぁぁっ！」

　思わず地面に足をつけてしまう。ナイフはジャールの眼に突つき刺ささるギリギリで停止し、ワイヤーに巻き取られてミオの手の中に戻もどっていった。

「はぁ……はぁ……何だ、サル型の辻つじ神がみかと思った」

　冷めきった、そして醒さめきった虚うつろな瞳ひとみで、ミオがナイフについた鮮せん血けつを振ふり払はらう。

「こ、こ、こ、殺す気か馬鹿！　あと一センチで片目なくなってたぞ！」

　血に濡ぬれたナイフを片手に無言で近づいてくるミオには、長い付き合いでも背筋が凍こおる。

「ったく、相変わらず暴れるとなると容よう赦しやねーなお前……てか、素に戻ってんぞ」

「この状じよう況きようじゃしょうがないでしょ」

　これが──ミオ。

　かつて誰だれにも頼たよらずに、一年もの期間を辻神がはびこる地上で生き延びた少女。

「おーい、ジャールっ！　こっちだーっ！」

　戦せん闘とう中ちゆうとは思えないほどいつも通りの声で、放送室の窓からチャイムが手を振っていた。

「リーダー、無事か！」

「全員施し設せつ内ないに匿かくまって、今のところ犠ぎ牲せい者しやはゼロだ。これだけの人数で外を避ひ難なんする方が危険だしな。戦える奴やつらは撤てつ退たいを最優先で戦闘を組み立てるようにと指示してある」

　誇ほこらしげに胸を張って、チャイムが現在の戦績をジャールに告げる。

「ハイパー投なげ縄なわ部ぶと、砲ほう丸がんドッジボール部が敵を引きずり落とし、重量落とし部が鉄アレイで叩たたき潰つぶすというのが必勝戦略だ！」

「部名のせいでエグさが全然伝わってこねぇ……」

「ふはは。まぁ、あれに入って来られたらお終いだがな……というわけで、頑がん張ばれジャール」

　頭上で鼓こ膜まくを震ふるわす唸うなり声ごえを上げるオルトロスを見て、ジャールは表情を強張らせる。

「お、おう……ま、任せとけ」

　リンたちは既すでに戦闘に入っているようだ。メタルネット防衛が間に合えばいいのだが。

「それより、タカトはどうした？」

　問いかけに、ジャールは少しだけ押おし黙だまった後、はっきりと口にした。

「あいつは来るさ……絶対に、何か手を打ってくる！」

「よし、全員健在だな。なら、私もそろそろ次の命令を下すとしよう」

　ダストデビルズのリーダーが、施設内全域に向けて声明を発信する──。

『愛する家族たちへ。聞こえるか？　こちらは銀河の帝てい王おうチャイム＝アーサーである！　現状は見ての通りだが、犠牲者はゼロだ。分かるな……私たちは神々と渡わたり合あっている！』

　この極限状態でも不敵な笑みを浮うかべながら、チャイムは平然と声を響ひびかせる。

『全員、掟おきてと、守りたい者を守れ。これさえ誓ちかってくれれば、あとは個人の判断に任せる。だが──それを踏ふまえた上で聞いて欲しい』

　チャイムが淡たん々たんと、感情を思わせない声を放つ。

『ここは私たちの家で、私の城だ。我が物顔で踏ふみ荒あらされるのは我が慢まんならん。だから……神に抗あらがう勇ゆう敢かんなる悪あく魔またちよ。心して聞け！』

　チャイムの纏まとう雰ふん囲い気きが、まさに悪魔の殺気を思わせるほどに冷たく変質した。

『全員生きて──』

　波は紋もんが広がるように、静せい寂じやくが施し設せつを包み、

『──勝つぞっ！』

　直後、爆ばく発はつするようにアクロポリスが決起の怒ど号ごうで激げき震しんした。

　短い放送が終わり、チャイムが顔を上げる。いつだって平然と。死すらも掲かかげて敵対勢力に刃はを向けるのは、やはり相変わらずだった。

「これで士気は十分だろう。それじゃ二人とも……また後で会おう」

　何者にも臆おくさず屈くつしない、孤こ高こうなる笑みで放たれたその言葉が、どれほどの重みを秘めているのか。その言葉を真しん摯しに受け止めて、三者三様、再会の約束を胸に刻む。

「絶対、誰だれも死なせねぇ……っ！」

　決意の声と共に、ジャールも再び空へ舞まい上あがる。

　同時刻。北エリアに高速で突とつ入にゆうする白はく竜りゆうのような一筋の雲が目もく撃げきされた──。







　ミオは校庭に陣じん取どり、先行して向かってくる従属種を撃げき退たいしつつ、敷しき地ち内ないの安全を確保する役目を負っていた。今入ってきているのはメタルネットの隙すき間まから侵しん入にゆう出来る程度の、子供でも徒党を組めば対処できるような小物ばかりだ。

　どういうわけか、従属種は『火』に寄ってくる性質がある。ミオの知識と経験から、校庭の周囲を火炎で囲み、辻つじ神がみの侵入を水際で食い止めようという作戦が実行されている。

　統とう率そつ種しゆは頭が良いため効果は薄うすいが、まるで『木々が燃えるのが我慢ならない』と言わんばかりに、従属種は最優先で火炎を消し止めようと群がってくるのだ。

　この性質が、かつて地上を彷徨さまよっていた頃ころに何度もミオの命を救った。

　ミオは校庭の真ん中でも盛大に火を焚たいて、寄ってくる小型の従属種をアクロポリスの仲間たちと一いつ緒しよに迎むかえ撃うっている。

　部活と、それに必要な備品という名目で、様々な戦術や武器の使い方を日ごろから子供たちに仕込んでいるチャイムの指導もあり、ほとんどが初うい陣じんでありながら襲おそってくる従属種に冷静な対応が出来ている。

　皆みなの協力で敵の数は大分減ったように見えるが、眼に見えぬ緊きん張ちようや、周りの人間を気き遣づかいながらの不慣れな実戦は、容よう赦しやなく子供たちの体力を奪うばい去さっている。

　放ほう浪ろう歴れきの長いミオが司し令れい塔とうとなり、率そつ先せんして前線に飛び出してはいくが、その分ミオの疲ひ労ろうも無視できないものになりつつあった。

　──ここは、死んでも私が守る。

　かつて地上で救出され、もはや獣けものに近いとまで称しようされるほど荒あらい気性に成り果てていたミオは、この場所へと『連行』されてきた。

　周り全ては敵。地上と違ちがうのは、襲おそってこない奴やつもいる。という分かりづらい一点のみ。欲しい物は奪うばい、邪じや魔まなら踏ふみ潰つぶす。ミオの世界にあったのは、ただそれだけだった。

　そんなミオに、懸けん命めいに声をかけ続けてくれたタカトとの出会い。笑うことを教えてくれたジャール。どんな事件を起こしても当然のように居場所を与えてくれたチャイム。

　この場所が。ここに集う人たちが。ミオを人間にしてくれたのだ。

　命を張るのに、これ以上の理由はいらない。

「はっ！」

　鋭するどい吐と息いきと共に返り血を浴び、もう何体目か分からない死し骸がいを炎の中に葬ほうむった、その時。

　この騒さわぎの元げん凶きよう、統とう率そつ種しゆオルトロスが頭上で一際巨大な咆ほう哮こうを上げ、メタルネットに突とつ進しんした。猛もう烈れつな振しん動どうが島を揺ゆるがし、その衝しよう撃げきと共に、遂ついにネットの一部がひしゃげて折れる。

　ここぞとばかりに、これまでより大きい従属種が穴から島内に侵しん入にゆうを開始した。

「っ……いけない！　全員撤てつ退たいして！」

　入って来たのは二メートル近い虎とら型がたの従属種だ。流石さすがのミオも自分より大きい肉にく食しよく獣じゆう相手では勝ち目がない。

　風という翼つばさを得た虎は、撃げき墜ついしようと向かってくるスカイアの戦士を無視し、真っ先にミオが陣じん取どる校庭に眼をつけ、一直線に突進してきた。いち早く反応した戦士の剣けん閃せんが二体の虎を仕留めるが、一体が攻こう撃げきを搔かい潜くぐり防衛を突とつ破ぱする。

　これまでの小物と違い、向かってくるのは身の丈たけを上回る猛もう獣じゆうだ。高速で迫せまる新たな敵に、ここにきて皆の恐きよう怖ふが爆ばく発はつする。

　悲鳴を上げながら逃にげ惑まどう仲間たちが吸い込まれるように建物の中に入っていくが、最後部にいた子供たちの退たい避ひが間に合わない。

「危ないっ！　早く逃げて！」

　自分より年下の子供を庇かばうように、ミオはナイフを構えて迫る虎の前に躍おどり出でる。

　ミオはすぐに、ここで死ぬだろうなと直感する。かつての経験という内側からせり上がる恐怖に脅おびやかされながら、それでも不敵に微笑ほほえんだ。

　後こう悔かいはない。十分幸せな人生だったはずだ。生まれて、生きて、失って。それでも失くしたものは全てここで取とり戻もどした。

　あとは眼前の敵に一いち撃げきを加えて、こいつが他の仲間を襲おそわずに済むように出来れば上出来だ。

　虎とらの咆ほう哮こうが容よう赦しやなくミオに迫せまる。不思議と静かな心の中で、最後に浮うかんだのは一つだけ。

　──死ぬときは、タカトの腕うでの中とかがよかったな……。

　どうか自分の死に傷つかないで欲しいと願いながら、決死の覚かく悟ごでナイフを振ふり上あげた。

　その時──。

　一いち陣じんの優しい風が校庭を吹ふき抜ぬけ、誰だれかがミオを庇かばうように舞まい降おりた。

　ミオの脳のう裏りに浮かぶのは、聖堂のステンドグラスに描えがかれた天使の姿。きっと自分は今死んで、お迎えが来たのだと、そう直感する。

　だが、その天使は肩かた越ごしに振り返ると、心から安心できる笑みを向けてきた。

「──待てよミオ。今死なれると、掟おきてを破ることになる」

　一番聞きたかった声に、ミオが眼を見開いた瞬しゆん間かん。

　ようやく天使に追いついてきた爆ばく風ふうが、周囲を喰くらい尽つくさんと吹ふき荒あれた。小石は吹き飛び、あれだけ燃え盛っていた炎は搔かき消きえ、迫せまっていた虎は風にはね返されていく。

　思わず身を庇ったミオが眼を開くと、その体は空中に浮いていた。

「仲間を裏切るな。約束を破るのは、掟に反するからな」

　誰もが暗記暗唱できる、鉄の掟。

「まぁ、格好いいかは分からないけど……帰ってくるって約束したしな」

　抱だきかかえたミオに──タカトが優しく微笑ほほえんだ。

「よく頑がん張ばったなミオ、あとは任せてくれ」

　ぼうっ、と熱くなる顔を感じながら、ミオはタカトに見み惚とれて言葉を失った。

　体勢を立て直し、再び咆哮を響ひびかせて突とつ進しんしてくる虎に、タカトは表情を鋭するどくして向き直る。

「──近寄るな！」

　それは、瞬しゆん間かん移動もかくやという刹せつ那なの剣けん閃せん。タカトは、ミオが視界の変化を認識するより前に、もう虎を一刀の下に両断していた。

「ミオ、立てるか？」

　気付けば施し設せつの入り口で、タカトはミオを支えて立っていた。

「た……タカト、様……あたし、その……返り血塗まみれで……」

　どんな顔でタカトに向き合えばいいのか分からず、ミオは俯うつむいて言葉を詰つまらせる。

　だが、タカトは笑ってミオの顔についた血を拭ぬぐうと、安心させるように頭を撫なでてくれた。

「結成時に約束したろ、どんなお前でも傍そばにいるって。いいんだよ、神を殺そうが悪あく魔まを殺そうが、俺おれはいつだって味方だ」

　そう言って、タカトはミオに背を。美しい蒼あお色いろの翼つばさを向ける。

「行ってくる。ここでみんなと待っててくれ」

　溢あふれそうになる涙なみだを堪こらえて、夢を叶かなえて帰ってきたタカトに、ミオは堂々と向き直る。

「……はい！　今度は、タカト様の凱がい旋せんを待ってます！」

　横顔で笑みを向けて、蒼そう天てんの戦士が飛び立っていく。







「はああぁぁぁぁっ！」

　タカトは渾こん身しんの気き迫はくを響ひびかせながら加速し、アクロポリス上空を駆かけ抜ぬける。速度を落とさず、残存する従属種をすれ違ちがいざまに切り捨て、あとには烈れつ風ぷうに躍おどる血ち飛沫しぶきのみが舞まい散ちった。

『機体の調子はどうかしら？』

「問題ない！　このまま行きます！」

　クラウディアの猫ねこ撫なで声ごえに形だけ応え、タカトはなおも侵しん入にゆうしてきた従属種を圧あつ倒とうし続けた。その速度は誰だれの眼にも留まらないもので、すれ違うスカイアの戦士たちも、何事かと烈れつ風ぷうに煽あおられながら眼を白黒させるばかりだ。

『うふふふ、本当に凄すごいわ！　予想以上の数値よ！』

　ロック鳥のコアと、最さい新しん鋭えいのアイギスがもたらす超スピードを、タカトは難なく制せい御ぎよしていた。今なら分かる。

　自分はきっと、こうして神に抗あらがうために生まれてきたのだと。

　反面、これだけの風とスピードをを自在に操って、それでもまだ物足りないと感じている自分自身に、タカトは内心で恐きよう怖ふと、それを上回る高こう揚ようを感じていた。

　ここまでやれるなら、もう行けるところまで行ってみたい、と。

「……あれは、ジャールか！」

　行く手に見える機き影えい。大おお柄がらな背格好と、少し腰こしの引けた姿勢で二体の従属種に立ち向かっているジャールの姿があった。

　タカトは更さらに加速し、風の最さい先せん端たんを独走しつつ、ジャールに喰くらいつかんと吠ほえていた二体の従属種を一度に刺さし貫つらぬき、吹き飛ばした。

　従来の物より硬質な素材だという銀の両りよう刃ば剣けんを肩かたに担い、タカトは不敵な笑みで、茫ぼう然ぜんとしているジャールを見下ろす。

「──悪いな、横取りしたか？」

　その姿に全てを理解したのか、ジャールはにんまりと歯は茎ぐきを見せて笑った。

「へっ、覚えてろよ。俺おれが今から一発で片付けるつもりだったのに」

　不敵に笑い合い、肩を並べて空に静止する。

「島内に入り込んだ雑ざ魚こはあらかた蹴け散ちらした。残るは……あいつだな」

　ジャールと並び、頭上で猛もう威いを振ふるう大型統とう率そつ種しゆ、漆しつ黒こくのオルトロスを見み据すえる。

「やれるか、ジャール？」

「バーカ、何言ってんだ。ここは夢にまで見た夢の舞ぶ台たいだぜ？」

　親友と肩かたを並べて、仲間を守るために天空を駆かけ抜ぬける──。

「お前が隣となりにいるんだ。相手が何だってやってやるよ！」

「あぁ、そうだな！」

　空で拳こぶしをぶつけ合い、この戦場で誇ほこり高い笑みが交わされる。

「ジャール、先に行く！　みんなを頼たのむぞ！」

「後から追いつく！　ヘマすんじゃねーぞっ！」

　メタルネットを食い破ったオルトロスは、なおもその穴を広げようと、二つの頭のうち片方を常にメタルネットに食いつかせている。随ずい分ぶん穴も広がってしまったようだ。

「これ以上、好きにさせるかっ！」

　剣けん先さきを正面に向け、タカトは疾しつ風ぷうの鏃やじりと化してメタルネットに開いた穴に突とつ撃げきする。乱暴に穴を喰くい広ひろげようとしているオルトロスは、不意の襲しゆう撃げきを避よけることが出来ず、

「はあぁぁぁっ！」

　真っ向からタカトの一いち撃げきを受け、咆ほう哮こうを轟とどろかせながら大きく仰のけ反ぞった。メタルネットから引ひき剝はがすことに成功したが、右の頭部の下した顎あごを大きく傷つけただけだ。

　突とつ如じよとして島内から放たれた神速の一ひと矢やに驚きよう愕がくし、交戦中だったリンたちが一いつ斉せいにタカトへと眼を向ける。

「た、タカトくん？」

　強力な辻つじ風かぜの結界を纏まとうタカトは、文字通り仰ぎよう天てんしているリンの隣へと舞まい降おりた。

「リンさん、指示をください」

　状じよう況きようを飲み込めていない様子のリンだったが、耳元でクラウディアの通信が入った。

『ふふ、リン。聞こえるかしら？』

「く、クラウディア？　これ一体どういうこと!?」

『見ての通り、救世主のご到とう着ちやくよ。貴方より強いから、儲もうけものだと思って共きよう闘とうしなさい』

　戸と惑まどうリンの下で、オルトロスが体勢を立て直す。タカトの一いち撃げきは効きいたらしく、これまでメタルネットの破は壊かいにばかり尽じん力りよくしていた双そう頭とう狼ろうが、真しん紅くの眼光でタカトと、周囲の戦士たちを冷たく見み据すえる。

「くっ……各員散開っ！」

　リンの指示が下されると同時、オルトロスが二重の咆哮を轟かせながら、五十メートルの巨体を覆おおい尽つくす辻風を爆ばく発はつさせた。

「うわっ!?」

　猛たける暴風と共に、圧あつ倒とう的てきな質量を持つ前足が予想外の速度でタカトの眼前を切きり裂さいた。風圧に煽あおられながら、タカトは初めて間近で体感する大型統とう率そつ種しゆの恐きよう怖ふに飲み込まれかける。

「タカトくん！　止まっちゃ駄だ目め！　常に一定の距きよ離りを保って動き続けるの！」

　タカトのアイギスを摑つかんだリンに引っ張られ、まずは距離を取った。

「ふぅ……何かよく分からないけど腹くくりなよ？　従属種とはわけが違ちがう。コアを摘てき出しゆつするか破は壊かいするかしない限り、こいつらは止まらない！」

　そうは言っても、オルトロスの体表面は硬こう質しつな天てん鎧がいで覆おおわれており、まともに剣けんは通らないように見える。

　装そう甲こうの薄うすい関節部を狙ねらえば本体にダメージは与えられるだろうが、コアに傷を与えるのは無理だろう。狙えるとすれば腹の下だろうが、懐ふところに飛び込むリスクが大きい。

「タカトくんは下がってて！　とにかく生きて帰るのが最優先だよ！」

　リンの言葉を聞きつつも、タカトは自分ならばもしかしたらと考え始めていた。

　いかに魔ま獣じゆうオルトロスであろうとも、ベースになっているのは四足動物だ。肉質的に柔やわらかい部分を狙って内ない臓ぞうを切きり裂さいていけば、背中から狙うよりはコアに届きやすいはず。

「……リンさん！　俺おれが下から突つっ込こんでみます！　サポートしてください！」

「話聞いてたでしょ！　単独先行は許可しないよ！」

『うふふ、リン。その子はスカイアの戦士でも何でもないわよ？　命令する権利はないわ』

「何言ってるのクラウディア！　いくらなんでも──」

『貴方が見込んだ子でしょう？　それにその子……昔の貴方と同じこと言ってたわよ？』

「……っ……あーもうっ！」

　苦い表情を浮うかべていたリンだったが、タカトのアイギスを見み据すえて吹っ切れたのか、覚かく悟ごを決めたように剣を握にぎりなおした。

「タカトくん、そのスピードで活路を見いだして！　ミカヅチ隊、彼を援えん護ごするよ！」

　即座に展開する陣じん形けいが、オルトロスの頭上から襲おそい掛かかった。無む駄だも隙すきもない洗練された高速機動の連れん鎖さは、蜂はちの大群を思わせる。

　オルトロスの苛いら立だちの声が響ひびく中、タカトは素早く巨体の真下に潜もぐり込こんだ。

『タカト、辻つじ風かぜは攻こう撃げきにも使えるのよ。試してみたらどう？』

　タカトの才能。辻風を常に全開の出力で自在に操れる力がある。これまでは早くこの場に駆かけつけることばかり考えていたが、その移動に費やす力を攻撃に回せばどうなるか。

　試験の時には実現しなかった、変幻自在の風の矛ほこ先さきを、タカトは剣先に集中させる。

　純白の辻風が姿を変え、より先せん鋭えい的てきな形状となって回転を始める。剣の先せん端たんに集中させた風は、さしずめドリルのように貫かん通つう力りよくを増大させていく。

「出来た！　これなら……リンさん！」

「分かったっ！」

　稲いな妻ずまを思わせる高速の直角機動を連続させ、オルトロスの頭部に鋭するどい剣けん戟げきを叩たたき込こんだリンが、タカトへの注意を完全に逸そらす。それがスタートの合図だった。

　残る風を一気に背後へ爆ばく発はつさせ、再度、蒼そう天てんの一ひと矢やと化したタカトがオルトロスの腹部目がけて突とつ進しんする。やはり、腹部は鎧よろいが薄くなっているようだ。

　──くらえ化け物っ！

　激げき突とつの瞬しゆん間かん、飛沫しぶきが弾はじけるように砕くだけた天てん鎧がいの破片が舞まい散ちり、タカトは確かな威い力りよくに手応えを感じる。

　しかし、その一いつ瞬しゆんの高こう揚ようも、即座に強きよう烈れつな反動で停止させられた。

　風の矛ほこは腹部の装そう甲こうを突つき破やぶり、確かにタカトの剣けんを本体に食い込ませていたが、剣の侵しん入にゆうはそこで止められていた。

　何故、と疑問が湧わくよりも早く──。

「タカトくんっ！」

　リンの鋭するどい一声に、自分がとんでもない場所で動きを止めてしまったことに気づく。舌打ちと共に剣を支えにして反転し、オルトロスの腹を蹴けりだして再度真下に飛び込んだ。

　すぐ背後で風を切る巨大な音が響ひびき、タカトは振ふり返かえらぬまま全身を強張らせる。

　──あ、危なかった……。

　何とか距きよ離りを取り、噴ふき出だす汗あせを感じながら、命を繫つないだことに安あん堵どする。

「こいつまさか……内臓がないのか」

『ぷっ！　あははは、な、何を急につまらないことを』

「今のがツボに入るのもどうなんだよ……」

　だが、今ので理解した。

「こいつらは、従属種みたいに自然の摂せつ理りに合わせて誕生した生物じゃない……生きるための器官がほとんど揃そろってないんだ」

　コアさえあれば生命活動を維い持じできるのであれば、それは逆に、コア以外の肉体は全てコアを守るために特化させるか、或あるいは。

　──人間を殺すための機能に回す……。

　改めて、自分たちが対たい峙じする辻つじ神がみという化け物の特性に気づく。

　少なくともこのオルトロスは、体表面は天鎧で、本体は全身くまなく屈くつ強きような筋肉で覆おおわれている。獰どう猛もうな外見に反して、生存と継けい戦せん能力に特化した辻神なのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　傍そばに寄ってきたリンに、タカトは頷うなずきを返す。だが、いよいよ敵意を剝むき出だしにし始めたオルトロスが、これまでと違ちがう様子で双そう頭とうを振り上げた。

　天を振ふり仰あおいだオルトロスの口から、ドス黒い霧きりのようなものが溢あふれだす──。

「来るよっ！　散開！」

　一いつ斉せいにミカヅチ隊がオルトロスから離はなれる。次の瞬しゆん間かん、漆しつ黒こくの業ごう火かがオルトロスの口から吐はき出だされた。

　二つの頭が左右に薙なぎ払はらうように黒炎を走らせ、大気を燃焼させていく。その強きよう烈れつな熱気に背中を舐なめられつつ、どうにか距離を取るが、完全に攻こう撃げき範はん囲いから追い出されてしまい、オルトロスに張り付く戦士がいなくなってしまった。

　即座にオルトロスがメタルネットに飛びつき、再度穴を広げにかかる。しかし、今度は力任せに押おし広ひろげようとしているわけではない。

「ま、まさか！」

　オルトロスの頭一つ分が入る程度の穴、そこに先ほどの漆しつ黒こくの業ごう火かが打ち放たれる。穴を抜ぬけて島内の大地を黒く染そめ上あげていくオルトロスに、タカトは考えなしに飛び出していた。

「やめろぉぉぉぉっ！」

　無意識に発動させたのは翼つばさ型がたの追加装そう甲こう。これまではコアの出力のみを使った機動だったが、今は一いつ瞬しゆんでも速い攻こう撃げきが必要だった。

『ふふ、お披ひ露ろ目めの時間よ』

　軽い衝しよう撃げきと共に左右に展開した装甲から、極度に圧縮された辻つじ風かぜが解放される。耳をつんざく高音が響ひびき、純白の輝ががやきが一瞬だけ光の翼を幻げん視しさせ、タカトを一気に前へと押し込んだ。

「ぐっ!?」

　その脅きよう威いの加速は、タカトを以てしても瞬しゆん時じに対応できないほどのスピードを生んだ。蒼あおき閃せん光こうと化したタカトは、どのみち止まるつもりはないと意を決し、メタルネットを焼き切ろうとするオルトロスの頭部に目標を定める。

「う……おぉぉぉぉぉっ！」

　眼を見開いたタカトがダメ押しとばかりに辻風を鏃やじり型がたに展開し、オルトロスの頭部目がけて減速なしで飛び込んだ。

　人間の限界へと手を伸ばす禁きん忌きの加速は、壮そう絶ぜつな威い力りよくを以てオルトロスに炸さく裂れつし、タカトの剣けん閃せんと相まって、一いち撃げきの下にオルトロスの首を破は裂れつさせた。

　タカトの遥はるか後方でオルトロスが激げき痛つうに絶ぜつ叫きようする。吹き飛んだ頭部が空中で更さらに爆ばく発はつし、辺りには真っ黒な霧きりが血ち飛沫しぶきのように降ふり注そそぐ。

　限界突とつ破ぱの超加速が遂ついにオルトロスの首を討うち取とった。しかし、残るもう片方の頭部は健在だ。オルトロスは執しゆう念ねん深ぶかく、極度に熱されてひしゃげたメタルネットを強引に広げていく。

　体をねじこめば、もうオルトロスは島内に侵しん入にゆう出来るサイズだ。

「させるか──っ！」

　この翼があれば、あの天てん鎧がいを突つき崩くずせる。

「今だよっ！　傷口を集中攻撃！　島内に入れさせないでっ！」

　リン率いるミカヅチ隊が、一いつ斉せい攻撃を開始する。タカトは追つい撃げきするべく急きゆう上じよう昇しようし、オルトロスの真上から直接コアを狙ねらう。

　十分な距きよ離りと高度を確保し、タカトは再度翼を展開し『その眼に見えているコアの位置』を目がけて、鷹たかの狩かりの如ごとく高高度からの強きよう襲しゆうを開始する。

　──これで、とどめだっ！

　しかし。発進の直後、荘そう厳ごんなる大推力が突とつ如じよとして力を失った。電源の落ちた機械のような頼たよりない音を響ひびかせて、翼つばさの展開が停止する。

『……連続使用は、まだ数秒が限界みたいね』

　クラウディアの落らく胆たんの声にタカトも奥おく歯ばを嚙かむ。だが初速は十分に取れた。この勢いのままコアをピンポイントで狙ねらい、凄せい烈れつな一いち撃げきを裂れつ帛ぱくの気き迫はくと共に打ち下ろす。

　狙ねらいは完かん璧ぺき。タカトの剣けんが天てん鎧がいを突つき崩くずし、コアの真上へと突つき刺ささった。しかし。

　──浅い!?

　翼の停止による突とつ進しん力りよく不足と、予想以上の硬こう度どを誇ほこった天鎧の抵てい抗こう、更さらには本体の屈くつ強きような筋肉に阻はばまれ、とどめの一撃はわずかにコアに届かず終わった。

　あまりの筋肉の密度に、突き刺した剣を引ひき抜ぬくことも出来ず、タカトはまたもオルトロスに密着した状態で動きを止めてしまう。

　それは、戦せん闘とう経験の少なさが生んでしまう致ち命めい的てきな隙すきだった。

　タカトの眼が、ありえない角度で『振ふり向むいた』オルトロスの首を視認する。関節までデタラメな統とう率そつ種しゆの異常性と、眼前で溢あふれだす漆しつ黒こくの熱気に、タカトは死を覚かく悟ごして息を飲む。

「──させないっ！」

　業ごう火かの暗くら闇やみに飲み込まれる直前、閃せん光こうのように飛来したリンがタカトをすれ違ちがいざまに攫さらい、焼やき尽つくされる寸前で空へと退たい避ひ出来た。

「はぁ……はぁ……君の戦闘は心しん臓ぞうに悪すぎるよ……」

　下手すれば二人とも死んでいた──。

「もっと仲間を頼たよって！　君一人の戦場じゃないんだっ！」

　凄すさまじい剣けん幕まくで胸むな倉ぐらを摑つかまれ、タカトは獅し子しのようなリンの眼光に押おし黙だまる。

「……すみません。ありがとうございました」

　呼吸を整え、オルトロスに向き直る。コアの位置にはタカトの剣がまだ刺さっていた。

「けど捉とらえた。あれです。俺おれの剣が刺さってる場所の真下に、あいつのコアがあるっ！」

「え？　……タカトくん、まさか……コアの位置が分かるの？」

「コアが台風の目みたいなものなら、無風の場所を見極めればいいんでしょう！　あそこにある！　間ま違ちがいありません！」

　断言するタカトに言葉を失うリン。だが、冷静に構えている暇ひまはなかった。

　オルトロスの消しよう耗もうもかなり激しいらしい。最大の攻こう撃げき力りよくを持つタカトの力が半減したのを察したのか、ここぞとばかりにオルトロスは島内への侵しん入にゆうを試みる。

「まずいっ！　ミカヅチ隊、彼が突き刺した剣を狙って！　そこにコアがある！」

　弾はじかれたように攻撃を再開するミカヅチ隊だったが、今度はオルトロスが早かった。遂ついに押し広げた穴の隙すき間まから、オルトロスが島内に半身をねじこんだのだ。

　この僅わずかな出で遅おくれが、事態を悪い方向へと一気に加速させた。コアのある部位がメタルネットの内側に入ってしまい、外からは狙ねらえない位置に逃のがれられた。

「くっ、しまった……っ！」

　ここからは戦せん闘とうの舞台が島内に移ってしまう。もはや島内の甚じん大だいな被ひ害がいは防げないかと、皆みなが絶望に煽あおられる中で。

　タカトは一人、この先の結末を見越して飛び出していた。







　ジャールは、単身でメタルネットを食くい破やぶったオルトロスを見み据すえていた。

　敵のあまりの巨大さに体が震ふるえる。タカトから逃にげ延のびた漆しつ黒こくの絶望が着実に迫せまっている。だが、背は向けないと意を決した。

「……俺おれが、みんなを守るんだ」

　背後には、守りたいものがある。正面には、巨大な辻つじ神がみが獰どう猛もうな唸うなり声ごえを上げている。

　──今なら、親父の気持ちが少し分かるぜ。

　怖こわい。どうしようもなく怖い。だが、逃げ出したいとは不思議と思わない。

　これが、命を賭かけてでも守りたい者を背負っている感覚なのだろうか。

「絶対やってやるっ！　俺の命くらい、いくらでも持っていきやがれっ！」

　遂ついに半身をねじ込んできたオルトロスを前に、ジャールが負けじと咆ほう哮こうする。

「行くぞおらぁぁぁぁぁっ！」

　ジャールは少しでも高く飛んだ。せめて、親友に恥はじないように。落ちこぼれであろうと、胸を張れるように。

　オルトロスがジャールに気づき、突つき込こんだ頭を向ける。口元から溢あふれる漆しつ黒こくの炎が見え、ジャールは灼しやく熱ねつに焼かれることを覚かく悟ごした。

　次の瞬しゆん間かん。

　オルトロスの頭上で、熱されて鋭するどく変形したメタルネットの残ざん骸がいが落下し、オルトロスの口を塞ふさぐように突つき刺ささった。

　奇き跡せきとしか思えないタイミングに、ジャールは父の姿を幻げん視しする。

　──親父……。

　父が守った人類を守護する砦とりで。その向こうに広がる大空から、親友が声を飛ばしてくる。

「ジャァァァァルっ！」

　タカトが、必死の形相で指をさす。

「俺の剣けんを、ねじ込めぇっ！」

　日差しにきらめくタカトの剣。友の判断を──疑う馬鹿がどこにいるのか。

「──くたばれぇぇぇぇぇぇっ！」

　親友にも、辻神にも、負けてたまるかと吠ほえながら、ジャールは渾こん身しんの一いち撃げきでタカトの剣を深々と押おし込こんだ。

　そして訪れる水を打ったような静せい寂じやく。ジャールの足元で蒼あおい輝かがやきが急速に膨ふくれ上あがり、爆ばく風ふうと共にオルトロスの巨体が跡あと形かたもなく砕くだけ散ちった。

「おわあぁぁぁっ！」

　砕け散った天てん鎧がいの破片を間近で浴び、全身に裂れつ傷しようを生みながら、ジャールは必死に体勢を維い持じする。真っ黒な霧きりと化して霧む散さんしたオルトロスの残ざん骸がいも、やがて風に乗って消えていった。

　暗い霧のカーテンが晴れ、ジャールは朦もう朧ろうとする意識の中で、沈しずんでいく日差しを背にする親友の姿を眼にする。

「流石さすがだなジャール」

　オルトロスが開けた穴の向こう。空への入り口で、タカトが笑いながら手を伸ばしている。

「まさか、本当に一発で片付けるとは恐おそれ入いった」

　ジャールは思う。たとえこの先、タカトがどれだけ化け物じみた強さを手に入れようと、

「……へっ。だろ？　相あい棒ぼう」

　俺おれはこいつの友達でいよう、と──。

　固く結ばれた手の強さを胸に、ここに、最初の誓ちかいは果たされた。
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　オルトロス消しよう滅めつから、三十分ほどが経った頃ころ。

　今回の北エリアへの襲しゆう撃げきは、かなり特とく殊しゆな例だ。これまで辻つじ神がみが襲おそってくるのは人口が密集しているセントラルが主であり、人口の少ない北エリアが襲われることはほとんどなかった。

　そして、統とう率そつ種しゆの行動も不自然だ。普ふ通つうなら、眼に映る人間を仕留めようと襲ってくるはずの統率種に、今回は明らかにメタルネットに穴を穿うがとうとする意思が感じられた。

　そして、何より不自然なのは出現の仕方──。

　昨日の輸送船襲撃、そして今日の北エリア襲撃。どちらも出現した統率種は大型であり、そして『何もないところから突とつ如じよとして出現した』という目もく撃げき情報が上がってきている。

　辻神は地上から浮ふ遊ゆう大陸まで上じよう昇しようして襲ってくるはずだ。勿もち論ろん、統率種が誕生する瞬しゆん間かんを目撃した者はいないが、この二日、前例がない事態が連続している。

「全く、何が何やらだなぁ……」

　リンは戦せん闘とう終了後も休むことなく隊を指揮し、負ふ傷しよう者しやの救きゆう護ごを円えん滑かつに進めている。もっとも、負傷者はほとんどおらず、このアクロポリスの子供たちが討うち取とった辻神の数は、参戦したスカイアの戦士にも劣おとらないというのだから恐おそろしい。

「どう報告すればいいのか困るけど……ま、いっか」

　メタルネットに開けられた巨大な穴の前で滞たい空くうしながら、リンは恐るべき力を持った子供たちの城を見下ろした。

　考えるべきことは多いが、それでも。二人の英えい雄ゆうの帰き還かんを祝福する無む邪じや気きな大おお騒さわぎを見ていると、つい顔が綻ほころんでしまった。







　タカトとジャールはアクロポリスの住人である子供たちから惜しみない称しよう賛さんを浴びていた。真っ先に抱だき付ついてきたミオを何とかやり過ごし、タカトはジャールと並んでリーダーの待つ校庭に向かう。

「ご苦労だったなタカト、それからジャールも。なかなか格好良かったぞ。よくやってくれた」

「お、お、うぉぉぉっ！　やったなタカトぉ！　リーダーに褒ほめられるなんて奇き跡せきだぞっ！」

　照れくさそうなジャールとハイタッチしつつ、死傷者が出なかったことを全員で喜び合う。

「あ、タカト様、言い忘れたことがあって！」

　顔を出してきたミオが、満面の笑みでタカトに告げる。

「おめでとうございます！　夢、叶かなったんですね！」

　ミオの言葉に、本当はかなりイレギュラーな事情でここにいることをどう説明したものか、とタカトは苦笑する。

　それでも、自分の力が役に立って本当によかったと、タカトは蒼そう天てんの鎧よろいを見下ろした。

「……クラウディアさん、ありがとうございました。お陰かげで、皆みなを救えました」

　通信機の向こうで、ノイズ混じりの苦笑が聞こえる。

『それはよかったわ。私も、ここまでの成果が出せるとは思ってなかったけど、この結果を見れば貴方も問題なくスカイアに入れるはずよ』

　英えい雄ゆうとしてね、とクラウディアは色っぽく笑う。

　──俺おれが、空の戦士に……。

　何の努力もなしに、比類なき才能だけで戦果を上げるというのは何となく気分が悪いが、それでも、誰だれかを守って戦える力を持っていることが今は嬉うれしかった。

　敵との戦いは過か酷こくだ。これだけの力を見せた以上、この先タカトに求められるものも、それなりに厳しくなるだろう。

　夢は確かに叶かなったが、ここはまだスタートラインだ。可能性という無限の空が、この先どこまでも広がっている。それを思うと胸が躍おどるような高こう揚ようを感じた。

『ねぇ、一つ提案があるのだけれど……私の下につかない？』

「え？」

『私の研究所専属として、今回のような遊ゆう撃げきではなく、次世代機の被ひ験けん者しやとしてスカイアに入る、なんて選せん択たく肢しもあるのよ？　貴方の力がどれだけ貴重か、もう説明するまでもないけれど……私個人としては、是ぜ非ひ貴方をスカウトしたいわ』

　最前線で辻つじ神がみと戦うのではなく、次の世代の発展に向けた礎いしずえとなる道もある。

　それもまた、タカトにしか出来ないことだった。

『必要な時だけ協力してもらえればいいから、普ふ段だんはお友達と一いつ緒しよに過ごす時間も十分確保できると思うけれど』

「それは……正直、ありがたいですね」

　でしょ？　と、上じよう機き嫌げんな声が続く。

『貴方は、私に可能性を示してくれた。貴方にとても興味があるわ。だから、月並な言い方で悪いのだけれど──貴方ともっと仲良くなりたいの』

　ふふ、という笑い声が、通信機越しでも総毛立つような色っぽさでタカトを撫なでる。

　その言葉が含ふくむニュアンスに、タカトはどうしたものかと居心地悪く空を見上げた。

「……クラウディアさん、少し考えさせてください」

　クラウディアの示す道も確かに魅み力りよく的てきだ。しかし先ほどの戦いで、リンやジャール、隊の戦士たちと巨大な敵に立ち向かっていった、あの言いようのない一体感は、きっと他では経験できないだろう。

　確かに今、ここで生きていると──そう実感できる世界が、そこにあった。

　次はどうなるか分からない。仲間を守り切れるのかも不確かで、自分のせいで誰かが死ぬ可能性すらある。メタルネットに開いた穴の向こうは、そんな不条理な死が常に付きまとう世界。

　それでも、迫せまり来くる神へと挑いどむあの濃密な時間は、確かにタカトの心を摑つかんでいた。

　──辻つじ神がみを……倒たおす。

　家族を奪うばい、仲間を奪い、このアクロポリスに集う子供たちから、普ふ通つうの幸せを奪い去っていった容よう赦しやのない神々に、一いつ矢し報いることが出来る場所はここにしかないのだ。

『いいわよ、いくらでも考えて頂ちよう戴だい』

　返事を保留するタカトに苛いら立だった様子もなく、クラウディアは小さく吐と息いきをつく。

『どの道、この先の選せん択たく肢しはそう多くないのだからね』

　引っかかる言い方に、疑問を返そうとしたタカトだったが、既すでに通信は切れていた。

「あ、そうだ！　タカト様！　聖堂に鍔つば芽めちゃんが隠かくれてるんです！」

　一連の騒さわぎに巻き込まれる切きっ掛かけでもあった鍔芽。捨てられた子犬のように放っておけない少女。

「あたしたち、鍔芽ちゃんと友達になれたんですよ！　一いつ緒しよにお菓子食べる約束してたんです！　きっと怖こわがってるから、早く行ってあげないと！」

　分かった、と頷うなずいて、タカトは一人空へと舞まい上あがった。心ここ地ち好よく澄すんだ風を吹かせながら飛ひ翔しようするタカトに、下から子供たちの歓かん声せいが上がる。

　思えば、空からゆっくり自分たちの住む場所を見下ろすのは初めてだ。こうして見ると、小高い丘にぽつんと佇たたずみながらも、確かな存在感を放つ聖堂からは神聖な雰ふん囲い気きを感じる。

「鍔芽、俺だ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　ふわりと聖堂の大おお扉とびらの前に降り立って、中に声をかける。多くの人間を狙ねらってくる辻神の習性から考えて、敢あえて人気のない場所に隠れさせるというのは意外と効果が見込めるようだ。

　鍔芽はタカトの呼びかけに応えて、長なが椅い子すの陰かげから恐おそる恐おそる顔を出した。無事な様子と、怯おびえている小動物のような仕草に、タカトは思わず表情を和やわらげる。

「た、タカト、さん？」

「無事みたいだな、よかった……もう平気だ。襲おそってきた辻神は全部倒したよ」

　安心させるように、微笑ほほえみながら鍔芽に近づく。しかし、鍔芽はまだ怯えているのか、身を庇かばうようにして後ろに下がっていく。

「鍔芽？」

　一人の方が安全とはいえ、いつ襲われるかも分からない恐きよう怖ふが抜ぬけきらないのも無理はない。

　だが何故か──鍔芽は、タカトに対して怯えの表情を向けているように見える。

　何をそんなに怖がっているのかと、タカトは鍔芽の前で足を止めた。

「タカトさん、その……私、本当は！」

　少しの沈ちん黙もくを挟はさんで、鍔芽が何かを言いかけた、その時だ。

「…………見ーつけたぁ…………」

　ねっとりと纏まとわりつくような声に強きよう烈れつな寒気を感じ、即座に振ふり向むく。聖堂の入り口で、外からの光を遮さえぎるように立っていたのは、昼間港で出会った、あの黒衣の青年だった。

「あ、『顎あぎ斗と』……っ!?」

　鍔つば芽めが背後で息を飲み、後ずさるのが分かった。顎斗と呼ばれた青年は鍔芽をじっと見つめると、昼間のように柔にゆう和わに微笑ほほえんでみせた。

「駄だ目めじゃないかぁ鍔芽……黙だまっていなくなったりしたら」

　この時タカトは、誰だれかの笑顔で足がすくむ、という感覚を初めて知った。

　人を最も安心させる表情が笑顔であるように、人を最も恐きよう怖ふさせる表情もまた、笑顔だ。

　一歩一歩、こちらを断だん崖がいに追い込むようにゆっくりと迫せまってくる青年が見せているものは、間ま違ちがいなく後者。その裏うらに狂きよう気きを秘めた、あまりに凄せい惨さんな笑みだ。

　感覚でしか表現できないが、誰かの笑顔で、ここまで不安と焦しよう燥そう、そして恐怖感を搔かき立たてられたのは生まれて初めてだった。

「ほら、オレと一いつ緒しよに帰ろう？　鍔芽」

　タカトが見えていないかのように、顎斗は鍔芽に手を伸ばして、促うながすように小首を傾かしげる。

「ぁ……っ……」

　迫り来る顎斗の尋じん常じようでない気配に飲まれかけながらも、タカトは傍かたわらで先ほどまでとは比べ物にならないほど怯おびえた顔で震ふるえる鍔芽に気づいた。

　──まさか鍔芽は……こいつから逃にげて来たのか？

　これまでの僅わずかな情報から、そんな推測がタカトの脳のう裏りを過よぎる。

「待て」

　そんな何の根こん拠きよもない仮説で自分を奮い立たせて、タカトは二人の間に割って入った。勿もち論ろん、鍔芽を庇かばうように。

「……あぁ、昼間に港で会った人だね。さっきはありがとう。捜さがし物ものが見つかったよ」

　無言を返すタカトに、顎斗がしばらく後に少し眼を細める。

「ねぇ……どいてくれないかな？　その子はオレが引き取るから、さ」

「悪いが、それは出来ない」

　すぐ後ろで、鍔芽がタカトの背を見上げて息を飲んだ。

「ミオが友達になれたって笑ってた。ならもう鍔芽はここの一員だ。素性も知らない奴やつに黙って引ひき渡わたすわけにはいかないな。それに……鍔芽も行きたくなさそうだ」

　眼の前の青年が本当に鍔芽の関係者なら、鍔芽の方から近づいていきそうだ。だが、鍔芽は顎斗から怯えたように距きよ離りを取った。

「顎斗とか呼ばれてたな。お前、何者だ。鍔芽に何の用がある」

　断固として退かないタカトに対し、顎斗は困ったようにパサついた白はく髪はつを指で弄いじりながら、細く深くため息をついた。やや弛し緩かんした空気に、タカトも一いつ瞬しゆん気を抜ぬいた、次の瞬しゆん間かん。

「ぐあっ!?」

　何が起きたのか分からなかった。タカトは今、聖堂に並んだ長なが椅い子すを自分の体で次々とはね飛ばしながら、床を滑すべっている。

　猛もう烈れつな力で引ひき倒たおされたのだと気づいた時にはもう、タカトは大おお扉とびら横の壁かべに叩たたきつけられていた。この時、タカトは直接攻こう撃げきを喰くらった時に一いつ瞬しゆんでも意識を手放せば、アイギスの特性上、即座の立て直しが極めて困難であることに気づく。

「タカトさんっ！　あ、顎あぎ斗と！　話が違ちがいますっ！　タカトさんに乱暴しないでください！」

「……はははは……何を言ってるのさ鍔つば芽め。彼はねぇ……キミをここに閉じ込めておこうとする、悪い人間なんだよ」

　吹き飛んだ長なが椅い子すが眼の前で轟ごう音おんと共に積み上がっていく。その向こうで、顎斗が聞き分けのない子供をあやすように、気味の悪い口調で言葉を紡つむぐ。

「言っただろう？　鍔芽を……みーんなを守るのが、オレの役目なんだ。だから、鍔芽を閉じ込めて傷つけようとする人間は……オレが始末してあげる。だからここにいて？　オレと一いつ緒しよに帰るんだ」

　視界のノイズを何とか振ふり払はらって顔を上げた時には既すでに、顎斗はタカトの正面に立っていた。

「うっ！」

　タカトの首が摑つかまれ、宙に吊つるし上あげられる。信じられないような腕わん力りよくに、タカトは歯を食いしばって眼を見開いた。

「……あ、このコア……全く、みんな勝手なことばかりするんだからなぁ……」

　そう言って、顎斗はタカトのアイギスからコアを抜ぬき取とり、拳こぶし大だいの宝玉であるにも関わらず、片手で粉こな々ごなに粉ふん砕さいしてみせた。タカトを包んでいた守しゆ護ごの辻つじ風かぜが、切なさのような余よ韻いんを残して無に還かえる。

「それじゃぁ、バイバイ……」

　呻うめくタカトの生死などどうでもいいとばかりに、顎斗は空いた片手を耳元に置くと、誰だれにでもなく声を発した。どうやら通信機を持っていたらしい。

　徐じよ々じよに遠くなっていく意識の向こうで、顎斗の声が途と切ぎれ途と切ぎれに聞こえてくる。

「──ん──すぐ──帰るよ──クラウディア」

　何故か、顎斗がその名前をはっきりと口にしたことだけは理解出来た。だが、事態の全てを推測するだけの余よ裕ゆうはない。今、この極限状態でタカトがすべきことは──。

「つ、ばめ……逃にげ、ろ……っ！」

　せめて鍔芽だけでも。戸と惑まどい、どうすべきかと狼狽うろたえている鍔芽に向かって絞しぼり出だすように声を出し、そこでタカトの意識は途切れた。







　それは、タカトが気絶した直後に起きた、濃密な数十秒だった。

「や、やめてぇぇぇっ！」

　避さけられない死を突つきつけられながら、それでも鍔つば芽めの身を案じて言葉を放ったタカトの姿に、鍔芽の中で遂ついに迷いが消えた。

　意を決した鍔芽が虚こ空くうにかざした手が、蒼あおく澄すみ切きった光を生んで強きよう烈れつに輝かがやく。

「なっ！　しまった、鍔芽!?」

　顎あぎ斗との制止は間に合わず、次の瞬しゆん間かん。

　鍔芽の手の輝きが膨ぼう張ちようし、繭まゆのような蒼あおい閃せん光こうの中から漆しつ黒こくのワイバーンが出現した──。

　聖堂内で巨大な翼つばさが開かれると共に、鼓こ膜まくを震ふるわす咆ほう哮こうが轟とどろき、周囲に猛もう烈れつな突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。聖堂のガラスを次々と破ふん砕さいさせながら、鍔芽は決死の覚かく悟ごで事を起こす。

「その人は……その人は絶対に！　殺させませんっ！」

　ワイバーンの背に飛び乗り、蛇だ竜りゆうの爪つめの一いつ閃せんで、顎斗の腕うでからタカトを引ひき剝はがす。

　そのままワイバーンの手にタカトを握にぎらせ、鍔芽は聖堂の大おお扉とびらを内側から吹き飛ばし、一気に空へ、先刻オルトロスがこじ開けたメタルネットの穴目がけて突とつ進しんした。

「た、隊長！　また統とう率そつ種しゆが！」

　残留していたスカイアの戦士が無我夢中で、眼に映る信じられない現実を叫さけぶ。

　穴の真正面を飛行していたリンは、自分目がけて飛んでくるワイバーンと、その前足に握られているタカトに気づく。

「なっ、タカトくん──っ!?」

　即座に意識を切きり替かえ、咄とつ嗟さの判断でリンはすれ違ちがいざまにその足を切り落としにかかる。だが威い力りよくが足りず、浅く食い込んだ剣けんに牽けん引いんされる形でワイバーンの突進に巻き込まれた。

「ぐっ……君を、失うわけには……っ！」

　吹き荒れる風の中で歯を食いしばり、何とかワイバーンの足にかじりついたリンは、気絶しているタカトに手を伸ばす。

「だ、駄だ目め……このアイギスじゃ、出力が──」

　リンの装備している汎はん用よう型がたのアイギスでは、タカトを伴ともなってワイバーンから離り脱だつするだけの力はない。

　そして、ワイバーンはタカトとリンを連れてメタルネットの外へ飛び出し、悠ゆう然ぜんと黒い翼を広げると、一直線に下へと飛び去っていった。

　大空を裂さく黒き一いつ閃せんは、雲を貫つらぬき、遥はるかな地上へと落ちていく。







　虹にじ色いろの花吹雪が舞まい散ちる中で、顎斗は苦々しい表情で空を見み据すえる。

「鍔芽……逃にがさないよ」

　顎斗は奥おく歯ばを嚙かみつつも虚空に手をかざす。しかし、その時。

「──待て」

　耳をつんざく銃じゆう声せいと共に、一発の弾だん丸がんが顎あぎ斗との頰ほおを浅く裂さいた。

　顎斗を行かせまいと銃を片手に立ちふさがったのは、無言の重圧を放つチャイムだった。

「…………誰だれ…………？　邪じや魔ましないでよ。こっちは急いで……ぐっ!?」

　苛いら立だち交じりで凄すごむ顎斗を前にしても、チャイムは一歩も引かなかった。警けい告こくもなしに続けざまに引き金を引き、放たれた二発の弾丸が顎斗の右みぎ肩かたと肘ひじを食い破る。

　顎斗が腕うでを押おさえて膝ひざを突つく。しかし穿うがたれた銃じゆう創そうから噴ふき出だすのは血液ではない。ただ黒い、霧きりのような煙けむりが漏もれ出だすばかりだ。

「やはり『支し配はい種しゆ』か。鍔つば芽めが来た時から、まさかとは思っていたが」

「…………痛いったいなぁ…………は、ははははは…………酷ひどいじゃないかぁ…………」

　紛まぎれもない実じつ弾だんで肉体に損そん傷しようを負ったというのに、眼前の顎斗は薄うす笑わらいを浮うかべてチャイムを見返してきた。その不気味さに、流石さすがのチャイムも寒気で表情を強張らせる。

「私の名はチャイム、ここを仕切ってるリーダーだ。悪いが、身内に手を上げられてタダで帰すわけにはいかん。まして」

　弾丸によって裂けた黒衣の向こう、顎斗の右腕に浮かぶ黒い蜘く蛛ものような刻印を睨にらむ。

「『印しるし付つき』なら尚なお更さらだ。容よう赦しやはせんぞ」

　顎斗は驚おどろいたように少し眼を見開いたが、面めん倒どうそうにため息をついた。

「……ふぅーん……オレたちを知ってるんだ……人間のくせに……」

　顎斗は傷口を押さえたまま、ボソボソと独白のように喋しやべっていたが、チャイムの不意を突くように勢い良く立ち上がった。

　──こいつ……もう!?

　銃声が空気を震ふるわせるより早く、顎斗の腕からどす黒い色をした炎が噴き出し、遮しや光こうカーテンの如ごとくチャイムの視界を遮さえぎった。襲おそい来くる熱風がチャイムの体を強きよう烈れつに煽あおぐ。

「っ！　しまっ──」

　隙すきを見せてしまったことに気づきチャイムは戦せん慄りつする。この熱量を喰くらえば死は免まぬかれない。

　瞬しゆん時じに自分の死を覚かく悟ごしたチャイムだったが、熱風の向こうから追つい撃げきは襲って来なかった。

「あははは……人間なんかに殺されてあげないよ……花が咲いててよかったね……は、はは」

　もう顎斗の姿はどこにもなかった。おぞましい黒い炎は涼すずやかな風に溶とけていき、不気味に温ぬるくなった風だけが、聖堂の前に一人立ちすくむチャイムを嘲あざ笑わらうように吹き付けてくる。

　いつまでも耳に残る擦すり切きれたような笑い声に、チャイムは舌を打った。

「それが神の笑い方か、くそっ」

　足元に咲く虹にじの花を見下ろして、やはりこの花の力は健在かと、チャイムは視線を戻もどす。

「すまんタカト、私のミスだ……鍔芽、頼たのむぞ……タカトを守ってやってくれ」

　メタルネットに開いた穴を見上げて、チャイムは次の一手を考えながら銃じゆう把はを握にぎり締しめた。







　気が付いたタカトは、ぼんやりとした頭を奮い起こそうと、生暖かい空気を吸い込んだ。

　眼に映るのは、とてつもなく高い空だ。そこに大好きな蒼あおい色はなかった。雲一つない乳白色の空がどこまでも遠くまでそびえているように見える。

　──何だ、これ……ここ、どこだ？

　恐おそる恐おそる全身に力を入れるが、どこも痛まない。軽い眩め暈まいはするが問題なさそうだ。上半身を持ち上げて、タカトは更さらなる驚きよう愕がくに全身を硬こう直ちよくさせた。

「な、何……？」

　辺りには何もなかった。辛かろうじて分かることと言えば、自分が直径百メートルほどの円形の空間の真ん中に、ぽつんと座り込んでいることだけ。その百メートルをどう導き出せたのかと言えば、自分をぐるりと囲むように壁かべが存在したからだ。

　見上げた空と同じ乳白色の壁がそびえている。ゆっくりと下から見上げても、どこまで壁なのか、どこから空なのか、判断がつかないほど、白一色の巨大な壁に囲まれていた。

　陰いん影えいに乏しい強きよう烈れつな景色に、遠近感が狂くるいかけて目元を押おさえる。それほどまでに、あまりにも色がなく、そしてあり過ぎる場所だった。間ま違ちがってもネスト５にこんな場所はない。

　とにかく、状じよう況きようを確認しようとタカトは改めて自分の周りを見回した。

　そして後ろを振ふり向むいてすぐに、この場に自分以外の人間がいることに気づく。

「リンさん？」

　リンはタカトのすぐ後ろで倒たおれていた。周りの景色が景色なので、その存在に嫌いやが応おうでも強く引きつけられてしまう。

　ぐったりと横たわるその姿に胸むな騒さわぎを覚え、慌あわてて近くまで這はい寄よると、ボロボロのその体を揺ゆり起おこす。

「リンさん！　聞こえますか！」

　すぐに反応が返ってこずに、一いつ瞬しゆんタカトの全身が恐きよう怖ふと不安に襲おそわれたが、やがて腕うでの中で震ふるえが起きた。

「う……」

　うっすらと眼を開けたリンに安あん堵どの吐と息いきが漏もれる。命に別状はないようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「タカト、くん……？　痛っ……」

　頭を押さえてきつく眼を閉じるリンに、楽な姿勢を取らせる。外傷はないが、頭を強く打ったのかもしれない。

「無理しないでください！　け、けど、治ち療りよう出来そうなものがどこにも……」

「だ、大丈夫、大したことないよ……ここ、どこ？」

「分かりません、俺おれも今眼が覚めたんです。見たところ、辻つじ神がみは見当たりませんけど」

　異様過ぎる空間に囲まれて、どうしたものかと吐と息いきをつく。屋内であることは想像がつくが、それにしても巨大過ぎる。

「痛たたた……まずっちゃったなぁ。君がワイバーンに連れ去られるところを助けようとして……そのまま巻き込まれちゃった。覚えてる？」

「俺おれが、ワイバーンに……？　いえ、多分その直前に気絶させられて」

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、あの黒衣の青年の姿。そして、気のせいと思えるほどおぼろげだが、やけに鮮せん烈れつな蒼あおい閃せん光こうを見たような気もする。

　自分の無力と不ふ甲が斐いなさに、思わず拳こぶしに力が入った。

「気絶させられた？　……ふふふ。事情は知らないけど、タカトくん気絶し過ぎだよぉ」

　冗じよう談だんのつもりなのか、小さく笑うリンの弱々しい姿に、あの獅し子しのような気き迫はくは感じられない。昼間の天然なリンに戻もどっているようだ。

　当たり前だが、この人もタカトと変わらない少女なのだと改めて痛感する。

　今は、自分が守らなければいけない人なのだということも──。

「面目ないです……眼が覚めるとよくリンさんに会いますね」

　軽い調子で笑みを返し、気持ちを切きり替かえる。だが、出口らしきものは見当たらない。

「うーんとね、ここ少なくとも地上のどこかなのは間ま違ちがいないよ。わたしも落下の時の衝しよう撃げきで気を失っちゃったんだけど、確かに、海とそれに接する陸地が見えたから」

　統とう率そつ種しゆに連れ去られ、地上へと運ばれてきた。にわかには信じがたい状じよう況きようだが、この異様な風景を見れば、浮ふ遊ゆう大陸でないことは想像がつく。

「飛んでた時間から考えて、多分……日本の大地だろうね」

「日本……ですか」

　その国名に、タカトは少し押おし黙だまる。懐なつかしい国の名前だったからだ。

「やけに静かですし、人ひと影かげどころか、植物も見当たらない……少し、辺りを調べてみます」

　立ち上がろうとしたタカトの手を、リンが摑つかんできた。

「あ、ちょっと待って。悪いけど、わたしのアイギス外してくれないかな。砕くだけた部分が食い込んで痛いんだよぉ」

　見れば落下の衝撃でそうなったのか、リンのアイギスはボロボロだ。いかに辻つじ神がみと戦う鎧よろいといえど、タカトが直前に経験したように、辻風の結界が効果を発揮できないゼロ距きよ離りからの衝撃には弱いようだ。

「分かりました。痛むところがあれば言ってください」

　胸部のコアにも亀き裂れつが入っており、特有の澄すみ渡わたるような輝かがやきは全く感じられない。これではもう、このアイギスで空は飛べないだろう。

　強固なベルトを外し、少しずつリンの白い肌はだを露あらわにしていく。

　──う……。

　空中戦に特化させるためか、アイギスを纏まとう時は極めて薄うす手での軽装だ。タカトのぎこちない手つきも相まって、リンの服を脱ぬがせているような気分になって、つい視線が泳いでしまう。

　引ひき締しまった体は白くて瑞みず々みずしく、しかし女性特有の柔やわらかさも残しており、何の物音もしない空間に二人きりという状じよう況きようもあり、ろくでもない男心を振ふり払はらうのに神経を無む駄だに使う羽目になった。

　生なま唾つばを飲み込む音が聞こえないか怯おびえつつ、スパッツのような衣服に包まれた肉感の良い太ふと腿ももに手を這はわせ、どうにか脚きやく部ぶ装そう甲こうまで外したところで、凄すさまじい疲ひ労ろう感かんがタカトを襲おそった。

「あ、ごめん。仰あお向むけだと胸部装甲は外しにくいよね。自分でやるよー」

「え？」

　億おつ劫くうそうに上半身を持ち上げたリンが、背中側に手を回して胸部のベルトを外す。その動作が胸の下着を外す動作と綺き麗れいに重なるため、タカトはますます直視しづらくなった。

「コアも駄だ目めかー……せめてレオンが出せてればなぁ……」

　悔くやしそうに胸部装甲を外したリンだったが、砕くだけた破片で切ったのか、晒さらされた上半身の肌はだ着ぎが裂さけており、形の良い胸が片側だけ少し露あらわになってしまっていた。

　思わず凝ぎよう視ししてしまい、タカトの視線に気づいたリンが、その先を追っていく。

「んー？　あ……わ」

　恥はずかしそうに浅く身を抱だくリンが、眼を泳がせつつタカトから距きよ離りを取る。
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「こ、こらぁ……あんまりえっちな眼で見ないの！」

　仄ほのかに朱しゆに染まった頰ほおをしてタカトをじとっと睨にらみながら、リンが咎とがめるように言う。

「す、すみません！　悪気は、別に……」

「ふーん、タカトくんは悪気なく女の子の胸を凝ぎよう視しするんだ」

「い、いや、その……すみません」

　眼の端はしで、ふくれっ面のリンのあどけない可愛らしさと、これまでの猛たけ々だけしい姿とのギャップに、タカトは別の意味でも眩め暈まいを覚えた。

「全くもー……男の子らしさは、辻つじ神がみと戦う時に見せてね？」

　やんわりと怒おこられながら、タカトはどうしても眼についてしまう、呼吸に合わせて上下するリンの腹部や胸の艶あでやかさに、いたたまれなくなって立ち上がった。

「お、俺おれ、少し辺りを見てきま──っ……あ、れ……」

　その時だ。急に立ち上がったせいか、視界が白はく濁だくするほどの強きよう烈れつな眩暈がタカトを襲おそい、その場に尻しり餅もちをついて倒たおれてしまった。

「た、タカトくん！」

　打ち付けた箇か所しよが痛むはずなのに、リンは慌あわててタカトの側へ寄って来てくれた。

　タカトが薄うすく眼を開くと、心配してか四よつん這ばいになったリンが、半はん裸らも同然の格好のままタカトに覆おおいかぶさるように顔を覗のぞき込こんでいた。

　至近距きよ離りで谷間を直視する形になって全身が硬こう直ちよくする。そんなタカトの内心に気づかないのか、心配そうな顔で熱を確かめるようにタカトの頰に触ふれてきたリンの扇せん情じよう的てきな姿に、いよいよタカトの精神が限界を迎むかえようとした時。

「だ、だだ、大だい丈じよう夫ぶですから、横になっててくださいっ！」

「わっ、む、無理はしないでよタカトくん……？」

　無む駄だに頑がん丈じような理性を持って育ったタカトの精神が、水際で過ちを回かい避ひした。リンを押おしのけて大慌てで立ち上がり、鼓こ動どうが落ち着きを取とり戻もどすまで周囲を散策するために走り出す。

　幸か不幸か本当に何も見つからず、数分でリンのところに戻る羽目になってしまったのだが、それはそれで、何の情報も手て掛がかりもないという、一つの絶望的な現実に晒さらされていることを痛感することに繫つながった。

　ため息をつきながら、リンからやや離はなれた場所に腰こしを落ち着ける。

「ダメですね、何も見当たりません。どこかの建物の中だとは思うんですが……こんな巨大な建造物、思い当たりません」

「うん、わたしも。日本にいたのは短い期間だったけど、記き憶おくにないなぁ」

　これといった脅きよう威いも救いも見当たらない、白くて静かなだけの世界。ただ時間が過ぎていく中で二人は普ふ段だんの調子を取り戻し、少しずつ互たがいのことを話すようになっていった。

「そういえば気になってたんだけど、タカト＝ミソラマって日本名だよねー？」

「あぁ……はい、この大地の出身です。そういうリンさんも、日本名ですよね？」

　リンが小さく頷うなずいた。

「雷かみなりを敬う意味の『御雷みかづち』に、凜り々りしいの『凜りん』と書いて、御雷凛だよ」

　格好いい名前だなと思いながら、タカトも故郷の名を名乗る。

「美しい空の真まことに、鷹たかの刀と書いて、美み空そら真ま鷹たか刀とです」

「あはは、豪ごう勢せいな名前だねぇ。って、人のこと言えないかー」

　場を和なごませようとしてくれているのか、心配させまいとしているのか、リンが朗ほがらかに笑ってみせた。

「そっかぁ……わたしたち、思いがけず帰郷してるんだねぇ」

　この大地は他でもない、かつてタカトとリンが生まれた日本の大地なのだ。

「なんとか発信機は生きてるし、明日には救助も来ると思う。焦あせっても出来ることはないみたいだし……話を聞かせてくれない？　鷹刀くん」

「俺おれ、ですか？　構いませんけど……大して面白い話じゃないですよ？」

　微び笑しようこそ浮うかべていたが、浮かんでくる過去の思い出に、ついその表情にも陰かげりが見えてしまう。出来るだけリンの肌はだを見ないように意識しつつ、タカトは深く息をついて、過去に思いを馳はせる──。

　タカトが浮ふ遊ゆう大陸、日本近海の上空に浮かぶネスト５へと上がったのは、今から五年ほど前のこと。

「俺は、雪の深い山村で生まれ育ったんです。とんでもない田舎でしたよ」

　辻つじ神がみが世界各地で人間を襲おそい始はじめたのは十七年前、ちょうどタカトが生まれた頃ころと重なる。

　それまで浮遊大陸は権力者や富ふ裕ゆう層そう、政治家など、世界に影えい響きようを与える力を持った者たちが住む神聖な場所だったそうだが、地上で爆ばく発はつ的てきに増加する辻神の被ひ害がいに対し、世界各地の浮遊大陸で、地上に暮らす者たちの受け入れが始まった。

　もっとも、浮遊大陸の土地はどこも地上とは比ひ較かくにならないほど狭せまい。それは誰だれの眼にも明らかな事実で、つまり空に避ひ難なん出来る人間が、どうしようもなく少ないことを示していた。

　大半の人々は、いつか天敵のいない自由な大空へと羽ばたける日を待ちわびながら、迫せまり来くる辻神に怯おびえつつ、地上でひっそりと暮らすしかなかったのだ。

　それでも日本とネスト５は距きよ離りが近い。膨ぼう大だいな人口を擁ようする他国に比べれば、避難出来た人の割合も多く、避難が完了するまでの時間も、短く済んだ方だと聞く。

　だが、タカトが暮らしていた土地は、長年辻神の被害が確認されていなかったためか、なかなか受け入れ態勢が整わず、住人は安心と不安が入り交じったような気持ちで日々を過ごしていた。

「結局、浮遊大陸への移住は間に合わなかった。皮肉だったのは……俺の村が襲われたのは、移住が認められて、空への大移動が始まる……前日だったことです」

　村の皆みなが、大空の新天地での新しい生活を夢想していた。

　タカトも、雪山の山腹から見上げる空が大好きだった。冷たく澄すんだ空気はいつも綺き麗れいな空を見せてくれて、星も、月も、色んな形に変わる雲も、それを作る風も、見上げた先にある景色にずっと憧あこがれていた。

「きっと、いつか大空を自由に羽ばたける日が来るって思ってた。けど、現実は……」

　燃え盛る家々と、血ち飛沫しぶき交じりの悲鳴と、赤く染まった積雪。

　澄み切った蒼そう天てんに舞まい上あがるどころか、タカトは禍まが々まがしい赤に塗ぬり潰つぶされた大地を、ひたすら逃にげ回まわることしか出来なかった。

「家族の悲鳴を背中で聞きながら、転がり落ちるように山を下りて……中腹で気を失って……そして、気がついた時、俺おれはスカイアの戦士の背中にいたんです」

　おぼろげだが、しかし今でも温かくて大きな背中に揺ゆられていたことを覚えている。蒼あおい剣けんを手に、懸けん命めいに自分を救おうとしてくれた戦士がいたことを。

『この先、辛つらいことが沢山君を待っている。それでも、自分と、自分が信じたものを信しんじ抜ぬいて、生きる覚かく悟ごがあるかい？』

　その時の問いかけは今も深く胸に刻まれて、後のタカトを形作る礎いしずえになっていた。

「アクロポリス……今じゃリーダーが仕切ってるから普ふ通つうの養護施し設せつとして機能してますけど、あそこは元々、問題ありと判断された子供を更こう生せいさせる施設だったんです」

　心に傷を負い、そのままでは周囲に溶とけ込こめないであろうと判断された子供たちを、立ち直らせるための場所。

「……君も、そう判断されたの？」

　リンの問いかけに、タカトは押おし黙だまる。

「正直、その時のことを覚えてはいません。だけど、その人に救出された時……俺は物もの凄すごい数の辻つじ神がみの死体の真ん中で、返り血塗まみれで気を失っていたそうです」

　タカトの中に、辻神を打だ倒とうした記き憶おくはない。だが、そうとしか考えられない状じよう況きようが、辻神に対する異常な敵てき愾がい心しんの持ち主という判断をタカトに下し、タカトはアクロポリスに送られた。

　噂うわさはすぐに広まり、タカトは周りから怖こわがられたり、因いん縁ねんをつけられたりして、しばらくは孤こ独どくを味わったが、チャイムがその武ぶ勇ゆう伝でんに興味を持って近づいてきたのが切きっ掛かけだった。

　タカトも、ジャールも、ミオも。ダストデビルズ結成時のメンバーは、事実はともかく、当時のアクロポリス内で最も『凶きよう悪あく』とされた面子メンツだったのだ。

「俺たちは、綺麗ごとじゃ何も守れないことと、たとえ暴力だって蔑さげすまれても、力でなきゃ守れないものがあることを知ってます」

　タカトは自分の手を見つめて語気を強める。一度はこの手から零こぼれ落おちたものを、二度と離はなすまいという信念を胸に。

「だから、この空で手に入れたものだけは……死んでも守ろうって気持ちになるんですよ」

　誰だれもが、身近な者の死を乗り越えてあそこにいる。だからたとえ命を懸かけてでも、何を守らなければいけないのか、皆みなが分かっている。

「リンさん、必ず生きて帰りましょう。こんなところで俺おれが死んだら……あいつらが暴動起こしますから」

「タカトくん……うん、そうだね。一いつ緒しよに帰ろう」

　ぎこちないが、眼に見えない絆きずなのようなものを感じて、頼たのもしい力強さにタカトは決意を新たにした。

「それより、リンさんの話も聞かせてくれませんか？」

「わたし？　うーん……そうだなぁ」

　何やら考え込みつつ、リンは少し表情に影かげを落として、見上げきれない天井を仰あおぐ。

「色々あって、クラウディアにアイギスの適性を見出されてね。その時点でかなり高い風使いの資質を持ってたわたしは……そのままスカイアに入って、いつの間にか隊長になってた」

　随ずい分ぶん省略されていることに気づいたが、手足を伸ばして懐なつかしそうに語るリンの言葉を黙だまって聞いた。

「あはは、本当は性に合わないんだけどねー、隊長なんて。普ふ段だんはごろごろして過ごして、戦う時は何も考えずに剣けん振ふり回まわしてた頃ころの方が……楽しかったし、気楽だったかなぁ」

「……楽しかった、って？」

「あ、不ふ謹きん慎しんかな？　けどね……わたしは楽しんでたんだ。辻つじ神がみと戦うことを」

　意外な言葉に、タカトは何も言えないままリンを見み据すえた。

「あの頃は……と言うか、あの頃だからかな……変わったんだか……変わってないんだか」

　普段の柔にゆう和わな印象が噓うそのようだ。呟つぶやくような独白を繰くり返かえす、リンの深みのある寂さびしげな表情に、タカトは吸い込まれるように見入っていた。

　部隊を率いることの重さがどんなものなのか、タカトには分からない。だが、今日初めて空を飛んだタカトには、まだ到とう底てい計り知れないものがあることは想像出来た。

　今のリンの表情から、安易に踏ふみ込こんでいいようなものじゃないことも。

「っと、やめやめ。わたしの話なんてつまんないよね？　あー……わたしが言ったこと、人には言わないでおいてよー？　スカイアの隊長が愚ぐ痴ちってたなんて知られたら、まーた怒おこられちゃうから」

「言いませんよ。またって、リンさんそんなに怒られるんですか？」

　深々と、わざとらしく頷うなずいたリンが、さも迷めい惑わくそうな顔で指を立てる。

「だって隊長の仕事つまんないんだよー？　この間だって会議中にうたた寝ねして机に頭ず突つきしちゃってさぁ……ヒビ入れちゃったんだよ、机に」

「……とりあえず色んな意味で、ブラックレオンの実態は黙っておいた方が良さそうですね」

　あっさり空気を変えられて、タカトは肩かたをすくめながらリンの残念なエピソードを聞き、しばらく談笑した。

　正直、内心では不安の方がずっと大きかったが、ちょっと抜ぬけたようなリンの柔やわらかい表情と語り口に、タカトの緊きん張ちようも随ずい分ぶん軽くなった。

　どんな状じよう況きようでも、きっと何とかなるような気がしてくる。こういう気持ちにさせてくれるのは、チャイム以外ではリンが初めてだった。

「それにしても、タカトくんが駆かけつけてきてくれた時はびっくりしたよぉ……やっぱり、素質があったんだね。わたしの眼に狂くるいはなかったね、うん！」

「ははは……まぁ、成り行きというか何と言うか……」

　顔を引きつらせるタカトに、リンは楽しそうに続ける。

「あれならスカイア入隊に誰だれも異論はないはずだし、わたしの部隊に引き入れちゃおっかな。自分以外の誰かのために戦える人なら、わたしも安心して背中を預けられるしね」

　不意に深みのあることを言うリンに、タカトは閉口する。

「ははは。空は寂さびしいからさ……待ってるよ、君のことを」

　空は寂しい。それは、果てしない蒼そう空くうに燃えるような憧あこがれを抱いだき続つづけていたタカトの心に、いつまでも残る言葉だった。

　落ち着いた雰ふん囲い気きの中で、どうやら長い付き合いになりそうだと感じた、その時だ。

「──あ、気がつかれたんですね！」

　耳に心ここ地ち好よい綺き麗れいな声が、唐とう突とつに辺りに響ひびき渡わたった。

　その声の来た方を振ふり向むいて、タカトとリンはほぼ同時に息をすることを忘れ去る。

「よかった……お二人とも、ご無事ですか！」

　いつの間にか長方形に開いていた壁かべの向こうで、一人の少女が声を上げていた。

「つ、ばめ？」

　緑が生おい茂しげる外から吹き込む風に煽あおられて、翼つばさのようなストールを翻ひるがしているのは、紛まぎれもなくタカトの知る鍔つば芽めの姿だった。

　それだけならまだ状況の整理のしようもあったのだが、タカトの、そしてリンの思考力を完全に奪うばい去さってしまったのは──。

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。私がいますし……敵てき愾がい心しんを見せなければ、この子は大人しいので」

　鍔芽は、恭うやうやしく頭を垂れた漆しつ黒こくの蛇だ竜りゆうワイバーンの背中の上に立っていたのだ。

　頭にいくつか食料らしき物を乗せたワイバーンが、飛び降りた鍔芽に大人しくついてくる。攻こう撃げきの意思は全く感じられない。鍔芽と、それに率いられる巨体が壁の内側に入ると、壁は音もなく閉まっていき、また元の乳白色の世界が戻もどってきた。

　混乱のせいで上手く頭が回らない。そんなタカトとリンを差し置いて、鍔芽はてくてくとリンに近づくと、心配そうに屈かがみこんだ。

「どこか痛むところはありませんか？」

　状じよう況きようが把は握あくできないが、とにかく細かいことは後だと、鍔つば芽めにリンの容体を説明する。

「つ、鍔芽、リンさんが怪け我がをしてるんだ、手当てが出来るようなものはないか？」

「そんな！　え、えっと……リンさんと言うんですか？　動かないでくださいね」

　鍔芽はすぐに、リンの頭に両手をかざした。

　鍔芽が眼を閉じると、完全に閉へい鎖さされた空間のはずなのに、どこからか優しい風が渦うず巻まいてかざした両手に収束し、そのままリンの頭を囲むように広がった。

「わっ？　な、何これ？　痛みが、引いていく……？」

　すぐに頭部に触ふれたリンが眼を見開く。顔色も心なしか良くなったようだ。

「ふぅ、よかった……大したことなかったみたいです。私でも治せました」

　ほっとしたような顔の鍔芽に、リンはますますわけが分からなくなったのか、魚のようにぱくぱくと口を開閉させている。

　訪れた沈ちん黙もくに、そろそろはっきりさせようと、タカトは真っ直ぐに鍔芽に向き直る。

「……鍔芽、もう単刀直入に聞くぞ。お前、一体何者だ？」

「……もう隠かくし通とおすのは……無理、ですね」

　諦あきらめたように息をついた鍔芽が、軽やかな宙返りと共にワイバーンの長い首にまたがると、タカトとリンに恭うやうやしく頭を下げた。

「私は人間が辻つじ神がみと呼ぶ存在。環かん境きようを清せい浄じよう化かさせるために存在する、辻神の『支し配はい種しゆ』です」







　少し時間は前後して──ネスト５、セントラル。クラウディアの研究所。

「お帰りなさい顎あぎ斗と。……っ、その傷、どうしたの？」

「はははは……撃うたれちゃった」

　クラウディアの私室に戻もどってきたのは、黒衣を身に纏まとった青年、顎斗だ。二人きりの狭せまい部屋で、クラウディアは慌あわてて顎斗に歩み寄る。顎斗の右みぎ腕うでからは相変わらず黒い霧きりのようなものが溢あふれ出でていたが、チャイムに撃たれた時と比ひ較かくすれば随ずい分ぶん傷も小さくなった。

「鍔芽には逃にげられちゃった……油断したオレのミスだよ……」

「そんなのいいから、早く横になって！」

　掠かすれた声で微笑ほほえみながら、顎斗が長なが椅い子すに倒たおれこむように横になる。心配そうに寄より添そうクラウディアに手を握にぎられて、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで顎斗は天井を見上げた。

「けど、目的の一つは遂とげたよ……オルトロス程度の統とう率そつ種しゆでも、メタルネットを食い破れることがはっきり分かった。あとは、鍔芽に戻ってきてもらうだけで全部終わるよ……」

「顎斗、お願い。無理をしないで」

「大だい丈じよう夫ぶだよ……ごめんね心配かけて。だけど……これはオレにしか出来ないことだから」

　顎斗はクラウディアを安心させるように、無傷の左手で柔やわらかな金きん髪ぱつをそっと撫なでた。

「約束したじゃないか……一いつ緒しよに、世界を導いていこう、って」

　柔にゆう和わな笑みと、純じゆん粋すいな言葉に、クラウディアは恥はずかしそうに頰ほおを染めた。

「安心して……オレは、死んだりしない。いなくなったりしないから……」

「あ、ん……顎あぎ斗と……」

　優しくクラウディアを抱だき寄よせて、陶とう酔すいした表情のクラウディアの背ををあやすように撫なでる。少しの間互たがいの体温を共有してから、顎斗は疑問に思っていたことを口に出す。

「ねぇクラウディア……あの男の子は、何なの？」

　オルトロスを討うち破やぶった、あの少年──。

「どうして、力を貸したの？」

　その質問に、クラウディアは少し名残なごり惜しそうに顎斗から身を離はなして立ち上がる。

「……彼の名前はタカト＝ミソラマ。詳しよう細さいはここに」

　クラウディアは研究者としての冷れい淡たんな顔で、顎斗に資料を手て渡わたした。

「…………へぇー…………辻つじ風かぜの出力を全開まで引き出せる人間、かぁ……」

「そう、開発中のアイギスを試運転させるのに、これ以上ない被ひ験けん者しやだったから使わせてもらっただけ。おかげで随ずい分ぶん貴重なデータが取れたけど、課題も多く見つかったわ。すぐ修正に入らないと」

　クラウディアは物々しい機械に向き直って高速でキーを叩たたいていく。が、やがて重い沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、叱しかられるのを待つ子供のように沈んだ表情で振ふり返かえった。

「……勝手な真似をしてごめんなさい……私にとってもイレギュラーな事態だったのよ。まさかあそこまでの力を持った人間とは思わなくて……貴方に余計な負担を強いる結果に……」

　不安を滲にじませたしおらしい言葉に、顎斗は吐と息いきを一つ返す。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。キミが自分の意思でやったことだろう？　いいんだよ。そうやって……少しずつ自分の意思で何かを成していくことに、慣れていかなくちゃ……」

　顎斗はなおも安心させるような笑みを浮うかべて、クラウディアを諭さとす。

「何度も言っただろう？　キミは道具なんかじゃない……失敗したっていいじゃないか」

「あ……そう、よね……私は、道具なんかじゃ、ないんだものね……」

　恥はずかしそうにクラウディアが俯うつむく。軽くスカートを握にぎるその顔には嬉うれしそうな微笑ほほえみが浮かんでいた。

「…………そう。キミは、オレだけの大切な人だよ…………」

　体を起こして、顎斗はようやく痛みが引いて来た腕うでに力を込めた。この分なら、明日には回復しそうだ。

「……さて、と。逃にげた鍔つば芽めのことはどうしようかなぁ……」

「少し状じよう況きようは複雑ね。もう表で騒さわぎが起きてるみたい」

　クラウディアは巨大なモニターに研究所の外の映像を表示した。

　そこでは、アイギスを装備したサルに似た少年が剣けんを振ふり回まわして大おお騒さわぎしている。何人かの戦士に取とり押おさえられながらも負けじと声を張り上げる姿は、本当に獣けものじみて見えた。

『どけよっ！　どきやがれ！　俺おれがタカトを捜さがしに行く！　誰だれか船を出してくれよぉっ！』

「あれはタカトのお友達ね。地上まで捜しに行こうと暴れてるみたい」

　クラウディアが別のモニターに大きな地図を表示させた。

「アイギスの発信機によると、ここが今のリンの居場所みたいね」

「……タワーの中、だね。鍔つば芽めも、そのリンって女と一いつ緒しよかな」

「そうね。恐おそらくは支し配はい種しゆのことも、貴方のことも知られてしまうでしょう。リンがおまけでくっついて行ったのはマズイわね。計画の遂すい行こうまで疑われるのは面めん倒どうだし」

　忌いま々いましそうに爪つめを嚙かんで、クラウディアが感情を表に出す。

「私が何とかする。貴方は今のうちに休んでいて……あと少しなんだから」

　顎あぎ斗とはしばらく傷ついた腕うでを摑つかんでいたが、やがて細く吐と息いきをついた。

「分かった……ならオレは少し休ませてもらうよ……」

　ふらつく足で、『虹にじの花が大量に用意された』部屋へ向かおうと顎斗は立ち上がる。しかしその瞬しゆん間かん、意識が遠のくような感覚に襲おそわれ、顎斗は表情を歪ゆがめながら体勢を崩くずした。

「顎斗！」

　すかさず立ち上がったクラウディアが、抱だきしめるように顎斗の体を支える。

　眩め暈まいは収まったが、クラウディアは顎斗の背に細い腕を回したまま離はなれようとしない。

「顎斗、私……きっと貴方の力になってみせるから……この先の世界でも、きっと」

　機械のように、ただ優ゆう秀しゆうであることだけを課せられ、人間らしい生き方を許されず、その果てに神にしか縋すがれなくなった哀あわれな少女を、顎斗は安心させるように抱きしめた。

「……うん、一いつ緒しよに行こう……選ばれた者だけの世界に……」

　クラウディアの耳元で甘く囁ささやいた顎斗が、潤うるんだ瞳ひとみを自分に向けさせる。底知れぬ微笑ほほえみは消さないまま、顎斗はその薄うすい唇くちびるに、自分の唇を優しく重ね合わせた。

「ん……ぅ……あぎ、と……だめ……」

　華きや奢しやな体を少しずつ壁かべに押していき、熱くなっていくクラウディアの呼吸や体温を感じながら、顎斗は糸で絡からめ取とるようにクラウディアを妖あやしく包み込んでいく。

「…………ふふ……だから、もう少し役に立ってね。クラウディア…………」







　この世界の地上には、誰が建てたのかも分からない巨大な建造物が多数存在する。

　それは、本当に人智を超えた何かが『地表に突つき刺さした槍やり』としか思えないような、そんな巨大な塔とう。

　人類の間では、単に『タワー』とだけ呼ばれている神秘的な場所。何故か、世界各地に点在する、そのタワー周辺の土地では植物が急速に成長し、作物も多く取れる肥こえた土地であるとして、古くから多くの人々が集まる場所だった。

　もっとも、極めて貴重な遺い跡せきであり、直接タワーに触ふれることは世界的に禁止されていて、辻つじ神がみが出現するよりも前から徹てつ底ていした警備がされていたのだが──。

　そして十七年前。それを見て生き残っている者自体がごく少ないため、今では言い伝えのようになっている話だが、突とつ如じよとして人類を襲おそい始はじめた辻神たちは、このタワーから出現したとも伝わっている。

　現に地上の大半が制圧された今、辻神たちの多くはこのタワーを中心に布ふ陣じんしており、スカイアが地上に侵しん攻こう作戦を行う際、タワーは常に戦略目標として戦せん闘とうの中心となる。

　そんな、古来から多くの謎なぞを残すタワーの内部で、タカトとリンは人類の天敵である辻神と正面から向き合っていた。

「つまり、統とう率そつ種しゆや従属種を生み出すことの出来る、支し配はい種しゆって呼ばれる辻神が存在してて……それが、鍔つば芽めたちってことだよな？」

「はい、その通りです」

　ひとまず事実関係を整理しようと、タカトは順序立てて情報を引き出そうとする。しかし。

「支配種……ねぇ。辻神っていうのは、天てん鎧がいと辻つじ風かぜを纏まとって襲ってくる、神話の怪かい物ぶつのことだとばかり思ってたんだけど……まさかその怪物の親玉が、こんな小さな女の子だなんて」

　信じられない、とリンは戸と惑まどいの表情を浮うかべながら鍔芽を見み据すえている。タカトの知り合いであるということと、鍔芽自身がリンの怪け我がを治したこともあり、一応平静を保っているように見えるが、リンの瞳ひとみの奥おくに警けい戒かいの色がまだ残っていることに、タカトは気づいていた。

「驚おどろかれるのも当然だと思います……ですが、全て本当のことなんです。絶対に危害は加えません！　どうか……まずは、話を聞いていただけないでしょうか」

　鍔芽の切実な訴うつたえに、リンは必死に自分の中で感情の置場を探しているようだった。

　辻神。これまでの世界の在り方を根底から覆くつがえし、数えきれない悲劇を生んだ人類の天敵。

　だが今、その人類の天敵の頭の上に、あどけない少女が馬にでもまたがるかのように平然と座っているのだ。これまでの前提が全て無に帰した戸と惑まどいと混乱は、相当なものだろう。

「……辻神と話だなんて、そんなの……普ふ通つう、無理でしょ」

「リンさん、とりあえず話を聞いてみましょう。この状じよう況きようじゃ、他に何も……」

　タカトの心も、驚きと、僅わずかな恐きよう怖ふに揺ゆれてはいたが、仲間たちに囲まれて微笑ほほえむ鍔芽の姿を見ていたから、どうにかその言葉を信じようという気持ちになれた。

「……鍔芽、だっけ？　一つだけ……聞いていいかな」

　一度視線を落としたリンが、ゆっくりと、あの獅し子しの気き迫はくを秘めた瞳で鍔芽を見上げる。

「事情は知らない。だけど自分たちが──誰だれかの家族を、誰かの友達を、誰かの恋人を……明日を生きようとしていた名前も知らない沢山の人たちを、自分たちの手を汚よごさず、言葉も通じない怪かい物ぶつに殺させた……その事実を理解した上で……話がしたいって言ってるんだね？」

　ぞっとする。低く沈しずんだ声で淡たん々たんと口を開くリンの冷めきった眼光から、普ふ段だんの様子からは決して窺うかがい知しれない、底なしの憎ぞう悪おを垣かい間ま見みた気がした。

　そんな視線を真っ向から受けて、鍔つば芽めは何を言うのだろうかとタカトは振ふり返かえる。

「……分かって、います。分かった上で……お願いしています」

　服の裾すそを握にぎり締しめ、唇くちびるを震ふるわせながら。それでも鍔芽は視線を逸そらさずに強く答えた。

「明日を生きようとする人たちの夢を……私は、無む駄だにしたくないから……っ！」

　それは、まだタカトが聞いていない鍔芽の夢が語らせる、偽いつわらざる本心だった。

　鍔芽の必死の訴うつたえに、しばらく無言の静せい寂じやくが続く。黒き人類の尖せん兵ぺいと、白き辻つじ神がみの支配者の激げき突とつは──どうやらリンが折れることで決着がついたようだ。

「……分かった、聞くよ。けど死んでいった人たちを思うと……どうしても、ね」

　どうにか事が荒あら立だたずに済みそうだ。しかし、数秒前までのリンの敵意に満ちた姿は、当分忘れられそうにないとタカトは思う。ある種当然の反応とはいえ、この人は一体どれほどの悲しみを背負ってここにいるのだろうか、と。

「それじゃ、鍔芽。話を聞かせて？　お互たがいのためにも」

「はい。ありがとうございます……本当に……」

　対等の舞ぶ台たいに立つことを許されて、鍔芽はほっと息をついたようだ。

「はぁ……でも驚おどろいたなぁ。あの巨大遺い跡せきの中が、こんな空間だったなんて」

　周囲の乳白色の世界を見み渡わたして、あっさり元の調子に戻もどったリンが感かん慨がい深ぶかそうに言った。

「ここなら安全かなと思って、とりあえずここまで運んだんです」

「まぁ確かに、その辺の事情も含ふくめて……ゆっくり話も出来そうだな」

　タカトは鍔芽が汲くんできてくれた水で喉のどを潤うるおした後で、鍔芽に問いかける。

「まず、人類に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる辻神の実態っていうのは……鍔芽、お前みたいな支し配はい種しゆが地上から統とう率そつ種しゆを差し向けてるってことで、いいのか？」

　腕うでを組んで、タカトは口にしづらいことを真っ先に言い放つ。タカトの鋭するどい指し摘てきに、鍔芽は辛つらそうに顔を伏ふせて呟つぶやくように答えた。

「そう、ですね……危害を加えないと言ったのに申し訳ありませんが……それは事実です」

「そうか……ちゃんと説明してくれ。お前のことも、もっと知っておきたいから」

　仲間の一人として、家族の一員として、アクロポリスに迎むかえるべき鍔芽のこと。スケールがとんでもなく大きいが、眼を逸そらさずに向き合わなければいけないことのはずだ。

「しっかし、大変なことになっちゃったねぇ……支配種の存在をスカイアが知れば、世界的な騒さわぎになるだろうし。下手に公表出来そうにないけど、黙だまってるわけにもいかないし……」

　リンはリンで考えることが多いらしく、困ったように額に指を当てていた。

「なぁ鍔芽。さっき、辻神は環かん境きようを清せい浄じよう化かさせるって言ってたな。どういうことなんだ？　それがどうして人間を襲おそうことに繫つながる？　そもそも、お前は何でネスト５に──」

「ちょ、ちょっと待ってください。実は、私にも分からないことが多くて……えっと、どこからお話しすればいいのかな……」

　しばらく考え込んでいた鍔つば芽めだったが、やがて前置きするように指を立てて語り始めた。

「その……正直なところ、私も支し配はい種しゆと人間の関係については、よく知らないんです」

「よく知らない？」

「はい、順序立てて話すなら……やはり辻つじ神がみの特性と、あの戦争の説明からになりますね」

　突とつ然ぜん放たれた不ふ穏おんな響ひびきに、タカトとリンが眉まゆをひそめ、鍔芽が時折、考え込むような仕草を交えつつ、知られざる歴史を紐ひも解といていく。

「……先ほども言った通り、私たち支配種は星の環かん境きようを安定させて、清せい浄じような状態に保つのが役目です。スカイアの皆みなさんも、辻神のコアを使って飛んでるんですよね？」

　片手を上げた鍔芽の周囲で、穏おだやかに風が渦うず巻まいた。

「私たちの体内にもコアがあって、辻つじ風かぜを操れます。統とう率そつ種しゆは支配種のコアを複製して肉体を与え、その周囲を高密度の辻風と天てん鎧がいで覆おおった存在なんです。統率種にも考える力があるので、必要なら更さらに周りの小動物などを天鎧化して従属種にして、命令に従わせます」

　明かされる、これまで人類の天敵とされてきた統率種の実態。それが支配種の使つかい魔ま的てきなものであるというのは、ある意味ショックな事実でもあった。

　これまで戦ってきた大型統率種が、単なる支配種のコピーでしかないという事実に、タカトは眼前の鍔芽が秘める強大な力を改めて感じ取る。

　紛まぎれもない『神』がそこにいるのだ。

「えと……そして、支配種特有の能力が……先ほどリンさんの怪け我がを治した力です。私たちの辻風は『生命を守る』ことに特化してるので、風を集中させれば、枯かれた花や、弱った動物なんかをある程度元気に出来るんです。辻風を纏まとえば、汚よごれた空気の中でも生きられますし」

　環境を改善する力の大本が、生命を守る力を秘めた風。大気を操る能力──。

「なるほどな。それじゃ辻風に結界のような力があるのは、環境を守護し、浄じよう化かしようとする支配種の力が働いているから、ってことか」

　頷うなずく鍔芽に、そう言えばと、タカトは一つ思い当たることがあった。

「待てよ……そうか、ミオが言ってた従属種が火に群がってくるっていうのは」

「はい。従属種は、自然破は壊かいを食い止めるという支配種や統率種の本能が、天鎧化した時に一いつ緒しよに刷すり込こまれるからだと思います」

　ミオが一年もの期間をその特性を利用して生き延びられたのは、そんな自然を守りたいという支配種の意思が作用していたと考えると、皮肉なものだった。

「ん？　でもさぁ、だったらどうして辻神は人間を襲うの？　辻風で回復させられるってことは、人間も守るべき環境の一部……ってことにならない？」

　リンの疑念に、鍔つば芽めは悲しそうに蒼あおく澄すんだ瞳ひとみを細める。

「ずっと昔……人間と支し配はい種しゆの間で、戦争があったそうです」

　先ほど少し触ふれられた、恐おそらくは辻つじ神がみが人間を襲おそい始はじめた、全ての発ほつ端たん。

「私は、その戦争が『終わった後に生まれた』支配種なんです。だから、その戦争がどういうものだったのかは、よく知らなくて……覚えていることと、知っていることは……」

　鍔芽が、途と切ぎれ途と切ぎれに世界の真実を語っていく。

「大きな戦争があって、そのせいで地上の大気が人間も住めないくらい汚お染せんされてしまったこと。支配種たちが命がけでその汚染を回復させたこと。それから……」

　鍔芽が、タワーを見上げて両手を広げる。

「ついこの間まで、支配種たちが全員、世界中にあるタワーの中で眠ねむっていたこと。このタワーは中で眠る生物を守護して回復させる機能があるらしいので」

「タワーの中で休きゆう眠みんしてたってことか？」

「はい。ですが、正確に何年くらい眠っていたのか分からないんです。支配種たちが世界中で眼を覚まし始めてるのは間ま違ちがいないんですが……私は二年ほど前に、ここで眼が覚めました」

　この場所が、辻神発はつ祥しようの地であるという噂うわさは聞いていたが、まさか支配種が眠りについていた場所だとは想像だにしなかった。

「周りにはもう誰だれもいなくて……外を彷徨さまよっている時に、偶ぐう然ぜん良くしてくれる支配種の方と知り合って、しばらく行動を共にしていたんです。今話したことも全て、その方から聞いた話で……後の歴史に関しては……ごめんなさい、本当に分からないんです」

　定かではない記き憶おくに不安を覚えているのか、鍔芽はワイバーンの頭を撫なでながら俯うつむいてしまった。腑ふに落ちない点が多い鍔芽の記憶に、タカトは腕うでを組んで情報を整理する。

「リンさん、戦争のこと知ってましたか？」

「うーん、わたしも聞いたことないなぁ。けど少なくとも、ここ数十年の話じゃないと思う。もっと昔の話になるはずだよ」

「……環かん境きよう汚染を深刻化させた戦争があって、辻神がそれを回復させた。つまり、人間と辻神は和解したのか？　そして辻神は環境を浄じよう化かした後、タワーに休息に入って……これまでタワーが閉へい鎖さされていたのは、眠っている支配種を守るためだった……？」

　推測は混じるが、一番違い和わ感かんなく話を繫つなぐならそういう考えが出来る。リンも頷うなずいて、一応納得した様子を見せた。しかし、それだけだと大きな謎なぞが残る。

「けど、そうなってくると、今辻神が人間を襲う理由が分からないな。どうも『環境汚染』って言葉が鍵かぎになりそうだけど……俺たちは地上でも、こうして問題なく生存できる。汚染は改善されたんじゃないのか？」

　その言葉に、鍔芽は言いづらそうに眼を細めた。

「支配種は、少しでも空気が汚きたないとすぐ気分が悪くなるんです。私も、一年ほど地上を彷徨ってるうちにかなり体力が落ちましたし……汚お染せんは完全には収まっていないはずです」

　汚染がまだ収まっていない。何となく、この情報がとてつもなく重大な事実であるような気がして、タカトは表情を曇くもらせた。

「一度は汚染を清せい浄じよう化かしたんだよね？　けど今も環かん境きようが汚染されてるとしたら、支し配はい種しゆが眠ねむっている間に、再び人類が汚染を拡かく大だいさせたから、それに怒おこっての襲しゆう撃げきってことになるのかなぁ……わたしたちにも分からないレベルの汚染でも、支配種には負担になるみたいだし？」

　リンの推測は的を射いている。勿もち論ろん、それはそれで正しいのだろうとタカトも思うのだが、どこかスッキリしない。繫つながりそうで繫がらない気持ち悪さを覚える。

「鍔つば芽め、他の支配種と話は出来ないのか？　さっき話してた、一いつ緒しよに行動してた支配種ってどんな奴やつなんだ？」

「はい、その方はとても探究心が旺おう盛せいで、ふらっとどこかに行っては突とつ然ぜん戻もどってきたりするんです。しばらくはお会いできないと思いますよ。それに……体を休めている他のみなさんには、人間を憎にくんでいる方も多いので……会うのはかえって危険かと」

　他の情報源は今のところなし。しかし、タカトは別の部分が気になっていた。

　──だったら、何でこの塔とうは……。

　話が一段落し、考え込むタカトだったが、その横でリンが安心したように微笑ほほえんだ。

「うん、大体分かってきたよ。最初は驚おどろいたけど……鍔芽、君は今のところ、わたしたちを敵視する理由がない。というより、分からないってことでいいんだね？」

「あ、はい……その通りです」

　少し怯おびえた様子で、鍔芽がタカトとリンをじっと見つめる。

「私は戦いたくなんかありませんし、誰だれかが死ぬのも嫌いやです……人間のみなさんとも、仲良く出来たらいいなと思っています。けど、何も知らない私では、何も変えられなくて……」

　鍔芽の潤うるんだ瞳ひとみは、アクロポリスに入りたての子供を思わせる。

　誰を頼たより、どこへ行って、何をすればいいのか。タカトも経験した、そんな迷子のような瞳に底知れない不安を感じ取って、タカトは自然と優しく微笑んでいた。

「一人で抱かかえ込こむなよ鍔芽、随ずい分ぶん規き模ぼの大きい話だけど……俺おれは、お前に協力するから」

　勿もち論ろん、かつて大切な人たちを殺して回った辻つじ神がみの首しゆ領りようが、自分たちと変わらない姿をしていて、しかも人間に好意的に接しようとしている者までいるなど、複雑な気持ちにならざるを得ない部分もあるが──それはそれだ。

「どこかで割り切らないと、か……確かに君が牙きばを剝むかない以上戦う理由はないしね。ひょっとしたら、上手く良好な関係を築きずいていければ、辻神との和解も可能になるかもしれないし？」

「っ……お、お二人とも……ありがとうございますっ！」

　目元に澄すんだ滴しずくを浮うかべて深々とお辞じ儀ぎをした鍔芽に、リンもようやくいつもの微び笑しようを取り戻したようだ。今は安心していいのだと。

　──支し配はい種しゆ、か……。

　世界の真実、その核かく心しんに迫せまる一いつ片ぺんに触ふれてしまった。この先、人と辻つじ神がみの関係がどう変わるのかタカトにはまだ分からないが、今はほっとしたような鍔つば芽めの笑顔を信じていたい。

「それで──鍔芽、お前はどうやって浮ふ遊ゆう大陸に来たんだ？」

「はい……私と同じ支配種の、顎あぎ斗とに連れていかれたんです」

　タカトの脳のう裏りに浮うかぶのは、あの黒衣の青年の姿。

「聖堂に来た、あいつだな……」

「はい。先ほどは、タカトさんが顎斗に殺されると思って、後先考えずにここまで逃にげてきたんです。タカトさんは逃げろと仰おつしやいましたが……その……」

　複雑そうな表情ながらも、恥はずかしそうに膝ひざを抱かかえて横を向きながら鍔芽が言う。

「ミオちゃんの、大切な人なんですよね。チャイムさんも仲間を守るための掟おきてを話してくれましたし……わ、私も仲間になりたくて……掟を守らなければいけないと、そう思ったんです」

　その言葉には確かに仲間や友人を重んじる意思が感じられて、タカトの表情は思わず綻ほころんでしまった。

「そうか……ありがとう鍔芽、お陰かげで助かった。今の台詞聞いたら、ミオもきっと喜ぶよ」

　この短期間で、鍔芽と絆きずなを育はぐくんでいたミオを思い返して微笑ほほえむ。きっと相手の事情などお構いなしで、ガンガン馴なれ馴なれしく迫せまっていったのだろう。

　それが鍔芽の殻からを少しでも壊こわしてくれたからこそ、タカトはこうしていられるのだ。

「タカトくん、その顎斗って何者？」

　横からリンが口を挟はさんだ。

「……鍔芽を連れ去ろうとして、俺おれのアイギスのコアを破は壊かいした奴やつです」

　支配種だと聞かされて納得した。あの威い圧あつ感かんと、纏まとう冷たい風は、これまで出会ったどんな人間よりも異質だったから。

「……一週間ほど前でした。あの方は私の力が必要だと言って捜さがしに来たんです。知らない方だったんですが、凄すごく優しくしてくれて……私も浮遊大陸に行けるんだと思って、断れずに」

　つまり、顎斗は初めから浮遊大陸に上がっていた、ということになる。

「顎斗はお前に何を言った？　あいつは浮遊大陸で何をしてる？」

　浮遊大陸に入り込んだ辻神の支配種。果たして何の目的があるのか。

「顎斗は……今の人と辻神の戦いを終わらせる作戦があると、言っていました」

　予想外の言葉に、タカトとリンは驚おどろいて眼を見合わせた。

「な、何……？　一体どうやって？」

　何かを考え込んでいる様子の鍔芽は、しばらくしてから小さく呟つぶやくように答えた。

「ど、どんな作戦なのかは教えてもらっていません。私の力が必要だけど、支配種の存在を人間に知られるのはマズイからと言って……研究所に閉じ込められていたんです」

「研究所？」

「はい……クラウディアという、美しい金きん髪ぱつの女性が取り仕切っているところでした」

　その言葉に、リンは衝しよう撃げきを受けたように息を飲み、タカトは冷静に事実を受け入れた。

　やはり、さっき気絶させられる直前に、顎あぎ斗との口から放たれた名前は、彼女のもので間ま違ちがいなかったようだ。

「え……クラウディアが支し配はい種しゆと？　人と辻つじ神がみの戦いを終わらせるって……何それ……」

　戸と惑まどいの色を強めたリンの横で、タカトは疑問を投げかける。

「鍔つば芽め、さっきのオルトロス。あれは、顎斗が召しよう喚かんした統とう率そつ種しゆなのか？」

「はい、それは間違いないと思います」

　鍔芽が青ざめた表情で、寒気を堪こらえるように自分の肩かたを抱だいた。

「支配種の存在は隠かくさなければいけないという顎斗の言い分はもっともでしたが、私は辻つじ風かぜの力さえ隠しておけば、人間のフリをして、浮ふ遊ゆう大陸を見て回ることくらい出来るかもしれないと思っていたんです。ですがこの一週間、部屋の中からほとんど出してもらえずに……おかしいなと思い始めた矢先に……見てしまったんです。彼の、右みぎ腕うでの蜘く蛛もを……」

「蜘蛛？」

　小さく頷うなずいた鍔芽が、その刻印の意味を語る。

「支配種にも支配種の掟おきてがあります。そしてそれを破った者、つまり罪人には、その証として印が刻まれるんです。それが『蜘蛛の刻印』。自由を奪うばう忌いまわしき者という意味があって、足の本数が多いほど重い罪を犯したことになるんですが……」

　自由を奪いし蜘蛛の印を刻まれた、支配種の罪人──。

「顎斗の蜘蛛は、六本足。間違いなく長期間の幽ゆう閉へいを強制されるほどの罪人です」

　怯おびえきった鍔芽の姿に、犯した罪の恐おそろしさを垣かい間ま見みて、タカトもリンも悪寒を覚えた。

「それに、その蜘蛛を見て思い出したんです。私がタワーで眠ねむりにつく前に聞かされた話を。戦争が終わった後なのに、一部の支配種が……無む抵てい抗こうな人間に攻こう撃げきを仕し掛かけて、何百人もの人間を殺した事件があったと」

　鍔芽が口にした、不当に奪われた命の数に、思わず表情が歪ゆがむ。

「その事件を起こした支配種の特とく徴ちようが……顎斗と全く同じで……怖こわくなって逃にげ出だしたんです」

　そして、と鍔芽がタカトを見み据すえる。

「こっそり輸送船に乗って港に着いた時に、大型機械の排はい気きガスをまともに吸い込んでしまって……そこで、タカトさんに出会ったんです」

「そういうことか……」

　これでようやく、鍔芽の生い立ちや背後で蠢うごめいていた事態が分かってきた。不気味な静せい寂じやくが辺りに満ちる中、やはり揺ゆらめくのは顎斗の姿だ。

「……停戦の約やく定じようを独断で破ったとなると、人間でも極きよつ刑けいが十分視野に入る重罪だね」

「もしその犯人が顎あぎ斗とだとすると、あいつはずっと昔の──支し配はい種しゆの戦犯、ってことか」

　想像を上回った敵の実態。どうやら、危機感を強めた方が良さそうだ。

「で、でも待ってよ！　それが本当だとしたら、クラウディアは、人類を敵視する支配種と手を組んでるってことになるよね……一体どうして、いつから……？」

　曇くもった表情のリンがしばらく思考した後に、何かを決意したように眼を開く。

「戻もどったら、わたしがクラウディアに問とい質ただすよ。それまで、鍔つば芽めはどこかに匿かくまっておいた方がいいね」

　静かなリンの迫はく力りよくにたじろぎつつ、その方がいいだろうと、タカトも頷うなずいた。

「鍔芽、ネスト５に戻ったらそのままアクロポリスで暮らせよ。部屋は沢山余ってるし、ミオも喜ぶ。顎斗のこともあるけど……俺おれたちが必ず守ってやるから」

「……本当に、よろしいんですか？」

　不安そうな鍔芽に、約束する、とタカトは笑みで頷いた。

　──周りには考えの違ちがう同どう朋ほうばかり。一人ぼっちで、地上をずっと……。

　計り知れない心細さと、寂さびしさを抱かかえていたはずの鍔芽を、遠い自分と重ねてしまった。

　──怖こわいに、決まってるよな……。

　タカトたちと一いつ緒しよにいた時も、いつ自分の正体がバレて命を狙ねらわれるか。常にそんな不安があったに違いない。

「ふー、考えること一いつ杯ぱいだねー……けど、少しは気持ちの整理もついたよ。本当、タカトくんと出会えて良かったね鍔芽？　話だけ聞いてると、何だか運命的な感じがするなぁ」

　茶化すように微笑ほほえむリンに、タカトも少し気き恥はずかしくなる。

　しかし、不意に鍔芽がこれまでとは少し雰ふん囲い気きの違う表情でタカトを見み据すえた。

「……そのことで、ずっと気になっていたことがあるんです」

　見たこともないような真しん剣けんな面持ちで、鍔芽が口を開く。

「あの時、排はい気きガスを吸った私の体内は、確かに汚お染せんされていたんです。汚染された支配種を回復出来るのは、私のように辻つじ風かぜの回復力を高めることの出来る支配種か……素の辻風の影えい響きよう力が強大な高位の支配種だけのはずなんです」

　何だ、とタカトは不ふ穏おんに高鳴る自分の鼓こ動どうを感じる。鍔芽は何を言おうとしているのか。

「タカトさん、貴方は──」

　胸の奥おくを言いしれない不安が襲おそい、何かが喉のど元もとまでこみあげてきた、その時。

　タワーの外で無数の獣けものたちの咆ほう哮こうがこだました。







　ただ事とは思えない騒さわぎに、タカトたちは揃そろってタワーの外に飛び出した。外には鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々が広がっており、改めてここが地上なのだと実感する。

　そして思わず立ち止まって息を飲む。薄うす暗ぐらい闇やみの中、周囲に広がる木々の隙すき間まから──おびただしい数の赤い眼光が、一いつ斉せいにタカトたちを見み据すえたからだ。

「駄だ目め！　攻こう撃げきしないで！　お願い！」

　後ろから飛び出してきた鍔つば芽めが両手を広げた途と端たん、薄闇の中の従属種たちは、標的を変へん更こうしたようだ。だが、命令を聞いたというよりは、やむを得ず優先順位を変えたようにも見える。

　見上げれば、暗闇に覆おおわれた空を、いくつかの光が真っ直ぐ降下してくるところだった。

『タカトォォォォ！　どこだぁぁぁっ！』

　夜空を飛来してくる二つの機き影えいは、スカイアの探査船で間ま違ちがいなさそうだ。

「ジャールか！　あの馬鹿、大声で……」

　毒づきつつも、タカトの顔には笑みが浮うかぶ。暗闇に包まれた時間だというのに、こんなに早く捜さがしに来てくれるとは。

　だが感かん慨がいに浸ひたっている暇ひまはなかった。密林の中で息を潜ひそめていた従属種が、腐ふ臭しゆうに群がるハエの如ごとく、一いつ斉せいに探査船へと突つっ込こんでいく。

「マズイ！　鍔芽、あの従属種を止められるか！」

「む、無理です！　あの子たちは私の支配下にないから、私には命令権がないんです！」

　鍔芽でも止められない。探査船から飛び出してきた数人の戦士が、船を守るため交戦を開始した。だが、探査船は大型ではない。同乗してきた戦士も限られているようだ。

「く、くそっ、何もできないのか！」

　悔くやしさに拳こぶしを握にぎりしめ、徐じよ々じよに黒い影かげにまとわりつかれ、塗ぬり潰つぶされていく探査船を見上げる。そんなタカトの悲痛な面持ちに、何かを決意したように鍔芽が動いた。

　鍔芽は両手を突き出し、背後のワイバーンの頭に触ふれると一心に何かを念じ始める。鍔芽の手から伝わる蒼あおい輝かがやきが黒い蛇だ竜りゆうを優しく包んでいき、徐じよ々じよに小さくなっていく。

　数秒後、鍔芽の手の中には、美しい蒼あお色いろの宝玉が収まっていた。

「タカトさん、これを！　ワイバーンをコアに戻もどしました！」

　そう言うや否や、鍔芽は急に力が抜ぬけたように膝ひざを折り、その場に崩くずれ落おちた。倒たおれる寸前でどうにかリンがその体を支え、鍔芽は恥はずかしそうに苦笑する。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……統とう率そつ種しゆの制せい御ぎよは、召しよう喚かんと同じくらい疲つかれるので……少し休めば平気です」

「タカトくん！　鍔芽はわたしが見てるから、みんなを助けてあげて！」

　頷うなずくと同時に、アイギスにコアをはめ込み、蛇竜の強力な辻つじ風かぜに包まれたタカトは、ジャールが必死に防衛を試みる空へと舞まい上あがった。

　剣けんはないが、タカトならこの蛇竜の辻風だけでも武器に出来るはずだ。

「ジャールっ！　頭を下げろっ！」

　辻風を大おお鎌がまのような形状に変化させ、ジャールを取り囲もうとしていた従属種をまとめて横よこ薙なぎに切きり払はらう。闇やみ夜よに閃ひらめく白はく刃じんと共に、タカトがジャールと合流した。

「た、タカトぉぉ！　無事だったかぁぁ！」

「リンさんも無事だ！　とにかく船を不時着させるぞ！」

　ジャールと背中合わせに発進し、船に群がる従属種を片かたっ端ぱしから叩たたき落おとしていく。

　──こいつらは全員、人間を憎にくむ支し配はい種しゆが命令を下しているのか……。

　果たして、今の支配種が人間を敵視する理由は何なのか。そんなことを考えながら、圧あつ倒とう的てきな速度と切れ味で従属種を軒のき並なみ吹き飛ばしたタカトが、複雑な面持ちで風を浴びる。

「うおりゃぁぁぁぁっ！　……うっし、今ので最後だな！」

　戦せん闘とうを終え、眼下で無事に不時着した探査船に一息つき、ジャールと並んで降下する。

「しかし、よくこんなに早く船が出たな」

「俺おれが無理言って頼たのんだんだ、感謝しろよ？　てか、何で鍔つば芽めちゃんまで一いつ緒しよなんだ？」

「それは……あとで説明する」

　その時、ジャールが声を上げて探査船の操そう縦じゆう室しつを指差した。

「あ、ほら、あの人が船を出してくれたんだよ！」

　ジャールが指差す先で、ゆっくりと操縦室の扉とびらが開かれ──夜風に優雅な金きん髪ぱつが舞まい踊おどった。

「な……っ!?」

　闇夜に映える金髪と白衣をはためかせ、地上に降り立ったのは他でもない。

「……無事で何よりよ、リン。それにタカト」

「クラウディア……っ!?」

　鍔芽がリンの後ろに隠かくれるように後退する。クラウディアは悠ゆう然ぜんと歩を進めると、リンを威い圧あつするように眼前に立ちはだかった。

「あらあら、いやらしい格好しちゃって。意外と年下が好みだったの？」

「……クラウディア、君に聞きたいことが──あっ!?」

　不意打ちだった。クラウディアの傍そばに控ひかえていた戦士が素早くリンの首筋に一いち撃げきを入れ、その体を押おさえつけたのだ。

「お、おい、何して──ぐっ!?」

　止めようとしたタカトも背後からの一撃でつんのめり、地面に組くみ伏ふせられた。すぐ隣となりでジャールも押さえつけられたようだ。

「私を脅きよう迫はくして研究室に侵しん入にゆうし、新型のアイギスを盗ぬすみ出だしたタカト＝ミソラマと、それを手引きした疑いのあるリン＝ミカヅチ。ついでにそこのおサルさんを拘こう束そく。発見された放ほう浪ろう者しやはうちの技術部が責任を持って保護……というわけよ」

　夜風に金髪と白衣をはためかせながら、クラウディアが嘲あざけるように告げた。

「連行して。他の辻つじ神がみが来ないうちに」

　目め隠かくしをされ、完全に動きを封ふうじられたタカトたちが、探査船の中へと引きずられていく。

「た、タカトさん──っ！」

　耳に届く、助けを求める声に、タカトは声にならぬ声で叫さけぶ。

　こうして激動の一日は、鍔つば芽めがクラウディアの手に落ちる結末で、暗い幕を下ろした。
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　その後、タカトたちは船に乗せられ、全員でネスト５へと戻もどった。

　鍔つば芽めはタカトたちとは違ちがう船に乗せられて真っ直ぐに研究所の方へと飛んでいき、タカトは支部内にしばらく拘こう束そくされた後、北エリア担当の警察によって引き取られることになった。

　リンと、共きよう闘とうしたその部隊の証言。そしてジャールがかなり食い下がってくれたお陰かげで、周りからの印象は悪化せずに済み、むしろオルトロス討とう伐ばつに駆かけつけた謎なぞの救世主の正体が、昼間の試験で適性がないと判断された少年であることが広まり、それぞれへの疑いは解け、スカイア内部におけるタカトへの注目が飛ひ躍やく的てきに高まる結果に終わった。

　それすら計算だったのか、まるで、鍔芽と切きり離はなすことが出来ればそれでいいとばかりに、クラウディアはその後タカトに対して何も言ってこなかった。

　こうして罪に問われることはなく、解放されたタカトは時間も時間ということで、引き取りに来た警察に連れられる形で真夜中の支部を後にする。

　しかし、功績が認められたことや、罰ばつを受けずに済んだことなど、どうでもよかった。

　──鍔芽……っ！

　鍔芽が背負っていた孤こ独どくを知った。仲間になりたいと語る姿を見た。ここにいたいという想いを聞いた。そして何よりタカトの命を守ろうとしてくれた。

　そんな健気な鍔芽が今、手の届かないところに連れ去られている。

　脳裏に過よぎるのは黒き支し配はい種しゆ、顎あぎ斗と。そしてクラウディアの姿。

　──待っていろ……。

　それは、誰だれに向けた言葉なのかで意味が全く違ってくる。タカトは警官に急かされながら、一人、暗い感情を渦うず巻まかせていく。

「タカトくん！」

　夜の闇やみを切きり裂さく涼すずやかな声に振ふり向むけば、リンが走ってくるところだった。

「リンさん……すみません、迷めい惑わくかけて」

「そんなのいいよ、君が捕つかまるようなことがなくてよかった。君の入隊に関しては、そのうちスカイアから正式に君に声がかかるとは思うけど……それより鍔芽だよ！　わたしが何とかクラウディアに掛かけ合あってみる。心配だろうけど、あとは任せてくれないかな」

　必ず救い出してみせる。と頼たのもしく宣言するリン。しかし。

「……リンさん、すぐにまたお世話になると思うので、それまでよろしくお願いします」

　今はそれだけを告げて、タカトは踵きびすを返す。

　乗り込むのは、港までタカトを連行する小型の輸送船だ。これは警察用だが、街中の移動に使われることが多いタイプでもある。

　色々なことを考えながら船に乗り込み、道路から数センチ浮ういた船が緩ゆるやかに発進する。が、それとほぼ同時に急停止し、前のめりになったタカトが前方に眼を向けた。

　そこで不敵に笑いながら立たち塞ふさがっていたジャールの姿に、タカトは小さく微笑ほほえんだ。

　その後、北エリアまで戻もどってきたタカトとジャールは、形式的な注意だけを受けて、暗くら闇やみの中をアクロポリスまで並んで進む。

「悪いなジャール、付き合わせて」

「バーカ、ダチが統とう率そつ種しゆに連れ去られて、そこにリン隊長と鍔つば芽めちゃんもいて、おまけに技術統とう括かつが直々に出張ってまでお前らを捕つかまえにくるとか、サルでも異常だって分かるっての。放っておけるかよ」

　表情の消えたタカトの様子に、ジャールも真しん剣けんな言葉を送ってくる。

「で……何があったんだよ？　俺おれ様にどーんと話してみろって」

「着いたら話す。俺も少し整理しないといけないしな」

　少しでも空気を和やわらげようと気を遣つかってくれる友に感謝しつつ、本格的な思考に入る。しかし考えがまとまるより前に、真夜中だというのにやけに明るいアクロポリスが見えてきた。

「……ははっ。ま、あいつらなら、こうするよな」

　統率種にタカトが連れ去られたことは、ジャールが散々騒さわいだせいで皆みなに知しれ渡わたっている。

　アクロポリスには、タカトの帰き還かんを喜ぶように煌こう々こうと明かりが灯っていて、正門の前には二人の少女が待ち構えていた。

「──タカト様ぁぁぁっ！」

　近所迷めい惑わくなほど声を響ひびかせてタカトに飛びかかってきたのは、眼に涙なみだを浮うかべたミオだ。

[image: ]

「うわあぁぁ！　生きてる、タカト様が生きてたぁぁ！　チューしていいですか！」

　相変わらずのミオの姿に、心の緊きん張ちようが少しほぐれた。

「……二人とも、心配かけてごめん」

「本当ですよ、もーっ！　あぁぁん、だけどよかったぁぁ本当によかったですぅぅぅっ！」

　決して離はなすまいとタカトをがっちりと抱だきしめるミオに纏まとわりつかれつつ、相変わらず咎とがめるような険しい顔つきのチャイムに向き直る。

「……私の睡すい眠みん時間を大おお幅はばに削けずった罪はそれなりに重いぞタカト。とはいえ……今後はこういう心配をすることも増えそうだからな……今日のところはお小言なしにしておいてやる」

　そう宣言して表情を緩ゆるめたチャイムに、これがチャイムなりの気き遣づかいだと理解する。

「タカト様、鍔つば芽めちゃんは……？」

　ミオの言葉には無言を返すしかない。タカトの真しん剣けんな表情に場が張りつめ、冷えた夜風が不気味に吹き付けた。

「リーダー、みんな……手を貸して欲しいことがある」

「分かっている。だが今日はもう休めタカト……悪わる巧だくみは、明日だ」

　無事に再集結を果たしたダストデビルズが、明日の決起に備え牙きばを研とぎ始はじめる。







　同時刻、クラウディアの研究所内。

「ふふ、色々と怖こわがらせちゃってごめんなさいね。まずは話を聞いてちょうだい？」

　狭せまい部屋の中で、壁かべを背に警けい戒かいの眼つきを見せている鍔芽の前にはクラウディアが、そして扉とびらを守るように立っているのは腕うでを組んでいる顎あぎ斗とだ。

「……タカトさんたちのところに帰してください。タカトさんたちに酷ひどいことをした貴方たちを、信用できません」

　聞く耳持たぬと気き丈じように言い放つ鍔芽にため息をつきつつ、顎斗が動いた。

「……ねぇ鍔芽、前にも言った通り、人と辻つじ神がみの争いを止める方法があるんだよ。その協力をして欲しいだけなんだけどなぁ……」

　相も変わらず穏おだやかな調子で迫せまる顎斗に、鍔芽が怯ひるむ。

「な、なら……どうしてオルトロスを召しよう喚かんしたんですか！　下手をしたら多くの犠ぎ牲せい者しやが出ていても、おかしくなかったんですよ！」

「あれには別の目的があったんだよ……ちゃんと説明するから、まずは聞いてよ……」

　ねっとりとした口調で微笑ほほえみながら、顎斗は続ける。

「地上の環かん境きようが汚お染せんされている事実と、その汚染が少しずつ浮ふ遊ゆう大陸にも影えい響きようを及ぼし始めている事実……このままじゃ支し配はい種しゆが衰すい弱じやくしきって、環境の改善が不可能になる……それは分かるよね？」

　鍔つば芽めが難しい表情で、小さく頷うなずく。

「実はね。鍔芽の力を借りれば……その環かん境きよう汚お染せんを急速に回復させられる可能性があるんだ」

「……え？　私、の？　な、ならどうして最初に捕つかまえた時に話してくれなかったのです！」

「その計画が実行可能か、判断がつかなかったからだよ……けど今は違ちがう。オルトロスのお陰かげで、オレたちの計画が十分可能であることが確認できたから……」

　あとは、鍔芽が了解してくれるか否か。と顎あぎ斗とは続ける。

「鍔芽、キミの力があれば地上の汚染を回復させて……上手くいけば全ての支し配はい種しゆが力を取とり戻もどして、完全な形で生き延びることが可能になる。キミが星を救うんだ」

　一片の迷いもない顎斗の言葉に、鍔芽がしばらく言葉を失った。

「し、信じられません。そのような……」

　鍔芽は顎斗の言葉を振ふり払はらうように首を振る。

「クラウディアさん、この方は……ずっと昔に人間を沢山殺した、支配種の罪人です！　貴方は騙だまされているんです！　この方を信じてはいけませんっ！」

　或あるいは状じよう況きようが変わるかと思って発した鍔芽の一言だったが、クラウディアは子供のわがままを聞くような顔で、悠ゆう然ぜんと足を組み直した。

「勿もち論ろん知っているけれど……それがどうしたの？」

「え……？」

　茫ぼう然ぜんとする鍔芽に、表情を和やわらげた顎斗が音もなく近づく。

「……確かにオレは、あの戦争が終結した後、人間を虐ぎやく殺さつしたよ。人間を許せなかったからね……けど罰ばつを受けて、幽ゆう閉へいされて、ずっとずっと長い間……自分のしたことが正しかったのかどうか考えていた……そして、答えは出たんだ」

　屈かがんで鍔芽と視線を合わせた顎斗が、穏おだやかに続ける。

「間ま違ちがっていたのはオレの方だ。失われていい命なんて、あるはずなかった……オレはそれに気が付いて……そしてあの時、気が付かせてくれた男にも、感謝しているんだよ……」

　優しく、温かく、柔やわらかく語る顎斗の内面を探り切れず、鍔芽は息を飲んだまま響ひびく声を何度も頭の中で繰くり返かえした。

「その男はもう死んでしまったようだけれど……それでも、彼の意思は継ついでいきたい。同じ思いの支配種も沢山いるはずだ……汚よごれた環境を立て直す手を打つことが出来れば……それが人間と辻つじ神がみが歩み寄る一歩に繫つながると思わないかい……？」

　その言葉が持つ、一応の正しさに、鍔芽の眼が泳ぐ。

「やっぱり、目覚めた支配種が人間を襲おそっているのは……汚れた環境が原因なのですか？」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが鍔芽を見み据すえ、そうだよ、と小さく頷く。

「地上に生きる憎にくしみを捨てきれない支配種が……キミの友達を殺してからじゃ遅おそい……今、この空にいるオレたちに、救うことが出来る人がいるんじゃないのかな？　それに……」

　ふっ、と不気味な吐と息いきが顎あぎ斗との口から漏もれる。

「キミは、お世話になったっていう支し配はい種しゆを救う方法を探すために、オレについて来たんじゃなかったっけ？　そろそろ体力が限界に近いようだって言ってたよね……その方法を探したかったから、キミはこのネスト５からは逃にげ出ださなかった……その支配種が必死に探している、環かん境きようを回復させる方法をオレは知ってる。キミが力を貸してくれれば……」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに魅み入いられて、鍔つば芽めの心が揺ゆれ動うごく。

「みーんな……救えるんだよ？」

　救う。その言葉を受けて、しばらく押おし黙だまっていた鍔芽は、やがて浅く顔を上げた。

「な、何をすれば、いいんですか……」

　口元に笑みを浮うかべた顎斗とクラウディアが、計画の一いつ端たんを説明する。そして──。

「……分かりました。協力します」







　手中に落ちた鍔芽を残し、クラウディアと顎斗は並んで部屋を後にした。

「ふふ、ちょっと可哀かわい想そうだったかしらね？」

　クラウディアは、自分が顎斗の進める計画の中心にいることを心から誇ほこらしく思いながら顎斗の隣となりに並んだ。

「……可哀想と言えば、無知であることの方だよ……鍔芽は、歴史を知らなすぎる……」

　顎斗は本当に憐あわれみを覚えているようで、自分の手を見下ろしながら呟つぶやいた。

「かつての戦争はともかく……今の人と辻つじ神がみの戦いの原因が、環境のせいだなんて簡単に信じちゃうんだもの……本当に……悲しいよ」

　クラウディアは、口元の笑みを消して尋たずねる。

「ねぇ、貴方が話してくれた、今起きている戦いの原因。その話は本当なの？　あまりに極きよく端たんに過ぎると思うのだけれど」

「……誰だれにも分からないよ。だけど……一番辻つじ褄つまが合う考えだ」

「私もそう思うけれど……少し知りたい気もするわね。歴史の真実を」

　かつての戦争、人間と支配種が歩んだ歴史の一端、遥はるかな時の流れに消えた世界の真実を。

「…………キミも、『天あま戸と』のようなことを言うんだね…………」

「天戸？」

「さっき鍔芽に話した男のことだよ……昔いたんだ、天戸っていう支配種の英えい雄ゆうが……目覚めた後も、人間と支配種の和解を提唱して、キミが言ったように歴史の空白を埋うめるべきだと、いつも言っていた……それを明らかにしない限り、きっと悲ひ劇げきは繰くり返かえされるって……」

　珍めずらしく昔話をする顎斗の独白のような言葉を聞いて、クラウディアは問いを投げる。

「その天戸という支配種は、もう？」

「……うん。支し配はい種しゆの中でも凄すごく強い男だったけど……その分消しよう耗もうも激しかったみたいだよ。五年ほど前に……日本の雪の深い地方で、完全に気配が消えたんだって……悔くやしいよ」

　顎あぎ斗との抱かかえる葛かつ藤とうや孤こ独どく。それがどれほどのものなのかクラウディアには分からない。だが、その迷いこそが、同じ傷を抱える自分の未来に繫つながると信じていたい。

「顎斗、一いつ緒しよに終わらせましょう？　下らないこの世界を」

「ふふ、そうだね……さぁ……大地に虹にじの花を咲かせに行こう……っ！」

　胸に灯る仄ほのかな情熱の火を感じて、クラウディアは頰ほおを赤らめて顎斗に寄より添そった。

　並び立つ白衣と黒衣の影かげは、遂ついに計画の最終段階へと手をかける。







　翌よく日じつの早朝、めちゃくちゃに荒あらされた聖堂を、どうにか形だけ修復し、ダストデビルズ結成時のメンバーが集結していた。

　議題の中心にいるのは当然タカトだ。一晩ゆっくり眠ねむれたことで、タカトの神経は余よ裕ゆうのある状態へと回復していた。

　有事の際、デビルズの参さん謀ぼうを務めるタカトが、僅わずかな時間で練り上げた計画を口にする。

「目的は一つ。スカイアの技術部に誘ゆう拐かいされた鍔つば芽めを取とり戻もどすこと」

　チャイム、ジャール、ミオの三人が、普ふ段だんの陽気な様子を見せないまま、タカトの話に聞き入る。

「そもそも、何で鍔芽ちゃんが誘拐されたんですか？」

　結局、支配種のことを説明するのは得策ではないと判断し、どう納得させようか答えが出なかったタカトだったが、ジャールが口を挟はさんだ。

「俺おれには分かるぜタカト。ズバリ鍔芽ちゃんは……スカイアのお偉えらいさんの娘だったんだろ！」

　自信満々のサルが聖堂に声を響ひびかせる。

「金持ちの家が窮きゆう屈くつで逃にげてきたけど、見つかって連れ戻されたんだろ！　放ほう浪ろう者しやってのも、ここにいるための言い訳だったんだろうな。世間知らずな雰ふん囲い気きもあったし、当たりだろ！」

「あぁ、それでいいかもな」

　的外れもいいところだが、表面上納得させるには案外丁度いい理由かもしれない。生い立ちに事情がある、という意味では当たっている。

「とにかく鍔芽は、逃げ出したくなるような場所に無理やり連れ戻された。鍔芽を捕つかまえていったのは、この聖堂をこんなになるまで荒らした奴やつだ」

　思い出の詰つまった、ダストデビルズ結成の地。タカトの言葉に、全員が怒いかりに満ちた空気を身に纏まとう。

「舐なめた真似しやがって……くそっ」

　ジャールが拳こぶしで掌てのひらを叩たたく音が聖堂に響ひびき渡わたる。

「それで？　タカト、報復は当然としても……結論を言え。どうするつもりだ？」

　もはや言うまでもないことだが、タカトは断固として口にする。

「鍔つば芽めは俺おれたちと一いつ緒しよにいたいって……仲間になりたいって言ってくれた。そんな鍔芽が今、無理やり従わされようとしてる。俺は鍔芽を助け出したい」

　タカトは仲間たちの顔を見み渡わたした。

「正直、これまでで一番ヤバイ奴やつらが相手になると考えてくれ。けど……俺は約束したんだ。あいつがここにいたいって言った以上、何が立たち塞ふさがっても助け出す！　力を貸してくれ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、力強い答えが帰ってくる。

「あったりまえじゃないですか！　神様が立ち塞がったとしても八やつ裂ざきにして鍔芽ちゃんを助けますよ！」

「俺らの聖堂を荒あらした落とし前は、きっちりつけねーとな。それに……鍔芽ちゃん可愛いし！　おっしゃ！　ぱぱっと助け出してやろうぜ！」

　気合いを入れてハイタッチを交わすミオとジャールの頼たのもしさに、タカトは微笑ほほえむ。だが、チャイムだけが少し雰ふん囲い気きの違ちがう様子で視線を落としていた。

「印しるし付つきと戦争か……因果だな」

　小さく呟つぶやいていたチャイムだったが、その眼にはタカトたちと同じ、仲間を救い出すという信念の炎が燃えていた。

「──よし、鍔芽を取とり戻もどすぞ」

　チャイムの承認に高らかな返事が響ひびき、全員がそれぞれすべきことのために動き始める。スイッチが入ったチャイムの指揮能力の高さはタカトなどとは比ひ較かくにもならない。

「ジャールは研究所付近の見取り図を準備。ミオは陽動と遊ゆう撃げき。タカトは作戦内容を細かく詰つめておけ。私はいつも通り……武器を調達してくる」

　チャイムはかつてこの島の一角で違い法ほう取引をしていた小組織を潰つぶした時の弱みを握にぎっており、危険物を簡単に手に入れるルートを押おさえている。

　およそ子供が交わす会話ではない、物ぶつ騒そうで、どこか狂きよう気きじみたやり取り。

　チャイムが目的を決め、タカトが進路を定め、ジャールが道を開き、ミオが先せん陣じんを切る。

　敵の強大さなど一度も脅きよう威いに思ったことはない。どんな存在と敵対してでも守りたいものや譲ゆずれないものを守まもり抜ぬく。

「さぁ諸君……一暴れしに行くぞ」

　開かれた聖堂の扉とびらから吹き込む風を受けて、砂さ塵じんの悪あく魔まが牙きばを剝むく。







　その日の正午。スカイアの支部内にタカトが降り立った。呼び出しに応じてもらえるかは分からなかったが、目的の人物はすぐに時間を作ってくれたようだ。

「あ、タカトくーん。もう来たんだね」

　スカイアに所属する多くの人々が行き交う中でも、一際華はなやかな雰ふん囲い気きを纏まとうリンが嬉うれしそうな笑みで、しかしその奥おくに辛つらそうな影かげを秘めて、タカトに近づいてくる。

「……鍔つば芽めのことなら進展はないよ。支し配はい種しゆのことを無む闇やみに口には出来ないし、あの後、散々クラウディアのところへ行こうとしたけど、重要な実験をするからって、研究所そのものを閉へい鎖さされて……関係者以外は完全に立入禁止にされちゃった」

　歯は嚙がみしたリンが、申し訳なさそうにタカトに視線を送る。

　クラウディア＝Ａ＝レベリオス。相手はこの支部を統とう括かつする支部長の一人娘だ、物言わぬ圧力はタカトの想像以上にスカイア内部では脅きよう威いのはず。

　だからこそ──タカトたちが動くべきだった。

「……リンさん、今日来たのは、いくつかお願いがあるからです」

「うん？　出来ることなら勿もち論ろん手を貸すよ？」

　それはよかったと微笑ほほえんで、タカトは用件を口にする。

「何人か怪け我が人にんが出るかもしれないので、その治ち療りようを。あと、修理代とか諸々の費用はスカイアの方で負担して頂きたいんです。勿論、被ひ害がいに遭あった人たちに迷めい惑わくがかからないように」

　ぽかん、とした表情を浮うかべるリンに、タカトは重ねて言う。

「それだけは約束してください。了解してくれるなら俺おれと一いつ緒しよに行きましょう」

「え？　まぁ……はい。ま、待って、どういう──」

　リンの言葉も待たず、耳に手を当ててジャールお手製の簡易通信機に声を響ひびかせる。

「こっちは問題ない。始めよう」

　タカトが手を下ろした次の瞬しゆん間かん。凄すさまじい衝しよう撃げきと破は壊かい音おんが遠くで轟とどろき、辺りを悲鳴と困こん惑わくの声で塗ぬり潰つぶした。

「わっ!?　えっ！　何！　何？」

　慌あわてふためくリンの手を取って、タカトは騒さわぎの中を進みだす。向かうのは連れん絡らく用ようの通路の先にあるクラウディアの研究所だ。通路の先では『白はく煙えんに包まれた研究所』が見える。

　響ひびき渡わたった衝撃音からわずかな時間を挟はさんで、タカトはリンを伴ともなって堂々とその通路を進み、あっさりと開いた扉をくぐって、研究所へと入り込んだ。

「な、何で？　どうして簡単に扉とびらが……？」

「あれが理由です」

　研究所と言っても、主要な施し設せつは地下にある。一階部分は警備の人間の方が多いことは、昨日はここに入った時に気づいていた。

　つい建物内の抜ぬけ穴あなや死角を探してしまうのは悪い癖くせかもしれないがと苦笑しながら、タカトは入ってすぐの警備室を覗のぞき込こむ。

「おっす、タカト。首尾は上々だぜ！　監かん視しカメラも止めといた！」

　そこには、ぐったりと気絶した警備員たちが眼と口を封ふうじられて縛しばられており、ジャールが監かん視しモニターの操作をしている光景があった。扉とびらを開けたのもジャールの手引きによるものだ。

「じゃ、ジャール隊員？　な、何して……いや……」

　リンが、遂ついに傍かたわらに立つ少年たちの危険性を察知して表情を強張らせる。

「君たちは……一体何を」

「リンさん、俺おれたちはただ、仲間を助けたいだけなんです」

　警備室から慌あわただしく出てきたジャールも、タカトの隣となりに並んだ。

「すんませんリン隊長、俺ら……昔からこうなんすよ。大事な仲間が捕つかまってんのに、じっとしてなんかいられねーんです！」

　ジャールが深々と頭を下げた。

「あとでどんな罰ばつでも受けます！　けど、今は見み逃のがしてください！」

「顎あぎ斗ととクラウディアの手から鍔つば芽めを取とり戻もどす。利害は一いつ致ちするはずです。協力してください」

　ジャールと並んで頭を下げ、異常な状じよう況きよう下かでの沈ちん黙もくに、リンが息を飲むのが分かる。

「ここでわたしが拒きよ否ひすれば……わたしもタダじゃ済まないってことかな？」

「いえ、違ちがいます。断じてそんなことはしません。協力してもらえない場合は──」

　そこはダストデビルズのルールでもある。絶対に人は殺さず、無関係の人間に与える迷めい惑わくは最低限に抑おさえ、もし巻き込んでしまったなら然るべき償つぐないをすること。

　だから、タカトはこういう言い回しで揺ゆさぶりにかかる。

「──貴方のせいで、鍔芽奪だつ還かんが失敗する。それだけです」

　えげつない言い方だったが、迅じん速そくかつ円えん滑かつに作戦を進めるためにもリンの協力は不可欠。正直ここはタカトにとっても賭かけだった。

　しかし、相手は星の管理者である支し配はい種しゆ。人間を憎にくみ、暴力も辞じさず、更さらにはクラウディアという頭ず脳のうまで得ている顎あぎ斗とだ。

　半はん端ぱな気持ちで奪還出来るわけがない。きっとリンなら、それを分かってくれるはず。

「はぁー……全く。覚かく悟ごしときなよ？　そのうち訓練場で徹てつ底てい的てきにしごいてあげるから」

　そう言って頭を抱かかえ、しかし不敵に微笑ほほえんだリンが警備室に入っていく。

「正直、わたしも無理やり入ろうと思ってたしね。仲間を守りたいって点においては全面協力してあげる。騒さわぎはわたしがある程度抑えておくから、先に行って！」

「ありがとうございますっ！」

　ジャールと声を重ね、タカトとジャールが並んで地下への階段を走る。向かうは先日クラウディアと歩いたルートだ。

「さっきモニターで場所を確認しといた、リーダーとミオはこの先の部屋だ！」

　機械に強いジャールに先導されつつ、タカトはその部屋の扉を開く。一いつ瞬しゆんの間を置いて、クスクスという冷たい笑い声が耳に響ひびいた。

「あらあら、続々と。これでも一応私室も兼かねているのだけれど……ふふ、いらっしゃい」

　広々とした一室には巨大なモニターが置かれていて、それ以外にも用よう途とが分からない機材が無機質な駆く動どう音おんを響かせている。

　正面にはクラウディアが悠ゆう然ぜんと座っており、その横で拳けん銃じゆうとナイフを突つきつけながら、研究員に扮ふんして白衣を纏まとったチャイムとミオが控ひかえていた。

　凶きよう器きを突きつけられているというのに、クラウディアは至極落ち着いた様子で高級そうな椅い子すに足を組み、優ゆう雅がにそれにもたれかかっている。

「クラウディア……」

「わざわざ会いに来てくれるなんて嬉うれしいわ、タカト」

　猫ねこ撫なで声ごえを上げるクラウディアに、チャイムが銃じゆう口こうをチラつかせる。

「タカト、これが『少女Ａ』で間ま違ちがいないな？」

　名前を覚えられなかったのか、冗じよう談だんなのか、挑ちよう発はつするようにチャイムが尋たずねた。

「……人を名もなき通行人みたいに言わないで欲しいのだけれど」

　軽く苛いら立だったのか、顔の片側を覆おおうように頰ほお杖づえをついたクラウディアが答える。

「そうよ、クラウディア＝Ａ＝レベリオス。お見知りおきを。そういう貴方たちは、タカトのお友達でいいのよね？」

「あぁ、全員俺おれの仲間だ」

「ふふふ、それにしても大したものね。犠ぎ牲せい者しやを出してまで押おし入いって来るなんて……けど、タカトの壊こわれ具合を考えれば、イカれたお友達が多くてもおかしくはない、か」

「『犠牲』になった人などいないさ」

　そう言って、チャイムとミオは羽織っていた白衣を脱ぬぎ捨すてる。その下には、スカイアの制服が着込んであった。

「予めジャールが人数分用意してくれた。とりあえず、スカイアの敷しき地ち内ないにいても怪あやしまれない格好をする必要があったからな」

　タカトが立てた計画はこう。スカイアの一員として、支部内をある程度自由に行き来できるジャールに制服を用意させ、タカトは支部内からリンの説得、ミオとチャイムは研究所の傍そばで待機していた。

　まずは、ジャールが奪だつ取しゆした小型の輸送船を訓練場横の格納庫へと突っ込ませる。勿もち論ろん、ジャールは事故の直前に操そう縦じゆう士しを気絶させて、共に船を脱だつ出しゆつしている。

　船の中には大量の発はつ煙えん筒とうを仕込んだ荷物を残しておき、事故の衝しよう撃げきで一いつ斉せいに仕し掛かけが発動する仕組みだ。猛もう烈れつな勢いで溢あふれる白はく煙えんは、風に乗って研究所を覆おおい隠かくすように流れ出す。

　その煙けむりで監かん視しカメラを無力化させ、さも事故に巻き込まれた訓練兵を装って警備員をおびき出し、鍵かぎを開けてもらったところで煙に紛まぎれたミオがそれを撃げき退たい。

　鍵かぎを奪うばって悠ゆう々ゆうと侵しん入にゆうを果たした、という流れだ。

「お金で雇やとわれてる警備員なんて、所しよ詮せんあんなもんですよねー。数も少なかったし？」

　ミオがスタンガンを手の中で回転させながら退たい屈くつそうに言った。警備室にいた者たちを全ぜん滅めつさせたのもミオだろう。元より研究所は閉へい鎖さされていたのだ、必要最低限の人間しか配備されていなかったのも功を奏そうした。

「待ちなさい、何で煙けむりを目くらましに使えると判断したの？　風がどこに流れていくかなんて分からないじゃない」

　クラウディアの問いに、チャイムが身内を自じ慢まんするような誇ほこらしげな笑みを浮うかべる。

「悪いがな、うちのタカトはその日の風向きを絶対に間ま違ちがえない」

　昔から、鳥より正確に風の動きを察知出来ていたタカトならではの作戦だったのだ。今日は風が都合よく格納庫から研究所に向かって吹いていたのは幸いだった。

「あとは合流してきたジャールに警備室を任せて、我々が白衣を借りて潜せん入にゆうするだけ。ここまでの道順はタカトが覚えていたし、そこにお前がいてくれたのは都合がよかった」

　思いのほか呆あつ気けなかったな、とチャイムは肩かたをすくめてみせる。

「それでも目もく撃げきされるのは避さけられないはずよ。この先どうするつもりなの？」

「無論、手は打ってある。それに、最悪私一人が捕つかまればいいだけの話だが、それが？」

　不敵に微笑ほほえんでみせるチャイムに、ようやく眼の前に立つ者の異常性に気が付いたのか、クラウディアはどこか畏い怖ふするような眼を向けた後、ぎこちなく笑みを崩くずす。

「……認識が甘かったわね。てっきり、お友達の中でもタカトが群を抜ぬいて優ゆう秀しゆうなのかと思っていたけど」

「それは違ちがう」

　タカトが進み出て堂々と声を響ひびかせる。

「俺おれは腕わん力りよくや機械の知識じゃジャールに適わないし、ミオとタイマン張って十秒生きてられる自信もない。リーダーに至っては適うところなんか一つもないんじゃないか？」

　何か一つ、万人に誇れるものを持っているこの面々の中で、タカトはずっと『自分が一番劣おとっている自覚』があった。

「それでも……俺を仲間だって言ってくれるんだよ。だったら俺に出来ることなんて、必死で体張って頭使って、こいつらを守ることくらいだろ。こいつらが俺の居場所なんだから」

　傍そばにいたいと願う人が、笑って、安心してそこにいられるように。

「仲間、ねぇ……ふふ、恥はずかしげもなく、よくそんな安っぽい台詞が言えるわ」

「そうか？　生憎あいにく、こいつらより価値のあるものを知らないんだ」

　タカトはそれまで平静を装っていた表情に怒いかりの色を浮かべながら、絆きずなという名の宝石を強ごう奪だつしていったクラウディアを凄せい烈れつに射い抜ぬく。

「クラウディア、鍔つば芽めはどこにいる」

　遂ついに王手をかけた。あとは鍔つば芽めを取り返し脱だつ出しゆつするのみ。

　しばらくは、タカトたちダストデビルズの覇は気きに満ちた静せい寂じやくが完全にクラウディアを圧あつ倒とうしているように感じられた。

　しかし、当のクラウディアはこの極限状態にあるにも関わらず、その冷笑の仮面にヒビすら入らない。

「ねぇタカト？　ここまでスムーズに侵しん入にゆうしてきた手しゆ腕わんはお見事よ。けど……顎あぎ斗とに関してはどうするつもりだったの？」

　少しずつ、優勢だったタカトたちの放つ熱気が、クラウディアの冷たい微び笑しようによって押おし返かえされていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　タカトは言葉を返さなかった。今回の計画で最も注意しなければならなかったのは、顎斗と鉢はち合あわせすることだ。正直、生身で顎斗に打てる手はない。

　もし身の危険を感じたら、全てに優先してとにかく逃にげろと皆みなにも散々念を押した。顎斗を回かい避ひしつつ、先にクラウディアか鍔芽を押さえるのがこの作戦で最も重要なポイントだ。

　運が良かったのか、ここに来る途と中ちゆうで顎斗に出会うことはなかった。今のところ、この部屋にもその姿はない。上手くいったと考えていいはずだ。だが、しかし。

「ふふ、凄すごんでみてもやっぱり顎斗は怖こわいのね。安心しなさい、顎斗は今ここにいないから」

　その言葉は、状じよう況きようを考えれば安あん堵どしていい情報のはずだ。しかし、クラウディアの口からそれが放たれたことが、これ以上なくタカトを不安にさせた。

　──鍔芽を捕つかまえておきながら、防衛の要である顎斗が、不在……？

　クラウディアの薄うす暗ぐらい闇やみを秘めた瞳ひとみと視線をぶつけながら、無言の思考が続く。

「おい、クラウディア……」

　不安を滲にじませたタカトの声に、クラウディアはさも楽しげに笑みを見せつつ、さり気なく背後のモニターを窺うかがう。

「さっきは、いらっしゃいと言ったけれど……付け加えておくべきだったわね」

　何故だ、と強きよう烈れつな不安感に苛さいなまれながらタカトは自問する。

　どうして、いつの間にか──場の空気の支配者がクラウディアに移っているのか。

「ふふふ……タカト……『遅おそかったわね』」

　次の瞬しゆん間かん、何かが弾はじけるような衝しよう撃げき音おんと共に辺り一面が暗くら闇やみに包まれた。けたたましい警報が鳴なり響ひびき、全員が息を飲む中で、唯ゆい一いつ残された光源は、部屋の奥おくに備えてあった巨大なモニターの、ダークブルーの輝かがやきのみ。

　モニターにはスカイア支部内の図が階層ごとに映し出されており、その全てに、鮮せん血けつのような不気味な赤い表示でエラーと表示されていく。

　みるみるうちに広がっていく真しん紅くの警告に皆が眼を奪うばわれている中、遅おくれて来たもう一人が、暗闇に凜りんとした声を響かせる。

「クラウディア！」

「あら、リンも来てくれたの。丁度いいわね、一いつ緒しよに見守りましょうか」

　椅い子すを反転させたクラウディアがモニターに向かう。薄うす闇やみの蒼あおに照らし出されたその顔に、遂ついに冷笑の仮面に隠かくされていた狂きよう気きを帯びた本性が浮うかび上あがった。

「ふふ、ははは……あははは……っ。舞ぶ台たいに上がったつもりの役者が、真しん剣けんな顔で観客席に下りてきたんだもの。笑いを堪こらえるのに必死だったわ」

「お、おい！　どうなってんだ！　支部の隔かく壁へきが閉じてってるぞ！」

　ジャールがモニターの表示の意味をいち早く見み抜ぬき、現状を叫さけぶ。

「タカトと、そのお友達……ここまでわざわざご苦労様。けど残念、もう手て遅おくれよ」

　狂気の侵しん食しよくが始まると共に、上階からの鋭するどい悲鳴が、緊きん迫ぱくの空気を引ひき裂さいた──。

『緊きん急きゆう連れん絡らく！　支部内の防護システムに異常発生！　全隔壁、閉へい鎖さされていきます！』

　その通信の直後。管制室からではない、支部内の各所から緊急連絡を告げる回線が繫つながり、別の声が緊きん迫ぱくした声を響かせた。

『大変だ！　支部内上層に多数の従属種が侵しん入にゆう！　隔壁を開いてくれっ！　逃にげ──』

　鬼き気き迫せまる救きゆう援えん要請が、獣けものの唸うなり声ごえに断ち切られ、支部内全域に異常事態が伝わった。

　そして追い打ちをかけるかのように、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで震ふるえるオペレーターの声が、更さらなる現実を支部内に告げる。

『さ、更に連絡！　南エリア、巨大農業プラント上空に怪かい鳥ちよう型がたの大型統とう率そつ種しゆが出現！　総数……そ、そんな!?』

　冷静に事実のみを告げる役割の管制官すらも取り乱させる衝しよう撃げきなのか、オペレーターが半ば叫びだすように、絶望的な報告をした。

『な、七十メートル級、五体！』

　その意味を悟さとった誰だれもがネスト５の終わりを予感する中。鳴りやまない警報の下で、クラウディアの笑い声だけが部屋に響いていた。







　リンがダークブルーの光に照らされながら一いつ層そう顔を青ざめさせる。

「支部内に従属種の群れ……？　な、七十メートル級が、五体……？」

　暗くら闇やみの奥おくで、クラウディアが甲かん高だかい笑い声をあげながら、戸と惑まどう一行の様子を楽しそうに眺ながめている。

「あははははっ、何をしても無む駄だよ？　この支部内のシステムは全て私が掌しよう握あくしている。私でなければ電力は回復させられないし、支部の防護がどれだけ堅けん牢ろうか貴方も知っているでしょう？　よほどの攻こう撃げき力りよくじゃないと破は壊かい出来ない……どこにも逃げられないわ」

　リンがタカトを押おしのけるようにしてクラウディアの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「何馬鹿なこと言ってんの！　南エリアがどういう場所か知ってるでしょ！　あそこが機能停止すれば、ネスト５全域が一気に食しよく糧りよう難なんに見み舞まわれる！　辻つじ神がみがはびこる地上に降りるしかなくなるんだよっ!?」

　電源が回復しない沈ちん黙もくに包まれた暗い空間の中、照らされるクラウディアの顔には、ぞっとするほど落ち着いた微び笑しようが浮うかんでいた。

　いつまで経っても帰ってこない反応に、リンがたじろぎながら後退する。

「ま、さか……クラウディア……？」

　深いため息の後で、クラウディアが呟つぶやくように零こぼす。

「別にいいじゃない。そもそも浮ふ遊ゆう大陸は『本来辻神の土地』なのだから。元の持ち主に返すだけよ……筋の通った話じゃない？」

　初めて聞く情報にタカトは反応するが、リンはそれがどうしたと言わんばかりに、クラウディアを締しめ上あげる。

「ふざけないで！　そんなことしたら、この島の人たちは──」

　断ち切るように、クラウディアが冷れい徹てつに言い放つ。

「そう、支し配はい種しゆに敗北して人は大地へと還かえる！　このネスト５を足あし掛がかりに、人類が支配種によって統治される、あるべき世界が戻もどるのよっ！」

　これが顎あぎ斗ととクラウディアの計画。このネスト５から人間を一いつ掃そうし、やがては全世界の人々が支配種によって統治される時が訪れる──。

　もはや絵空事でも冗じよう談だんでもなく、本気でクラウディアがそれを考え実行しようとしていることに気づいてしまったリンは、あらゆる負の感情が混在したような表情で力を抜ぬいた。

「……く、らう、でぃあ……何で……」

「ふふふ、そんな顔しないでよリン。勘かん違ちがいしないで、何も人類が虐ぎやく殺さつされるわけじゃないのよ？　人間は地上で暮らし、支配種は浮遊大陸から環かん境きようの改善を始めるだけ。勿もち論ろん、支配種が絶対である新しい秩ちつ序じよの下に、反発する人間を間引きつつだけどね」

　リンの腕うでを取って、クラウディアが諭さとすように、落ち着いた口調で告げる。

　だがその声は、これまで聞いたクラウディアのどんな声とも違ちがう。真しん剣けんで、熱意に満ちたものに聞こえた。

「この先の世界では、支配種の力になれるか否かで価値が決まる。下らない血けつ縁えんや絆きずななんかに左右されない、価値が認められた者だけが生き残れる世界になるのよ！　私はもう……結果のみを求められる道具なんかじゃなくなるの！」

　タカトには知る由もない、クラウディアが背負ってきた重圧と重責。これだけの才能を開花させるまでに、一体どれほどの苦痛を味わったのか、推し量ることも出来ない。

　そんなクラウディアが、初めて見た希望もまた──破は壊かいによってもたらされる自由だったに違いない。

「支し配はい種しゆが選別した『使える』人間だけが、生き残れる世界になるってわけか……」

　タカトは、端たん的てきに迫せまり来くる未来の意味をまとめた。そんなものを認めていいはずがない。

　だが──タカトには少しだけクラウディアの気持ちが分かるような気がした。

　自分がいるべき場所はこんなところじゃない。トリカゴから飛び立とうとする衝しよう動どうのような憧あこがれは、日ごろ感じている圧あつ迫ぱくが強ければ強いほど大きいはずだ。

　クラウディアにとって、その衝動は顎あぎ斗とによってもたらされる破は壊かいを、希望と思い込んでしまうほどに強かったのだろう。

「乱暴な言い方ね、タカト……素敵なことじゃない。神に価値を認められるのだから。貴方たちの居場所も作ってあげる。私と一いつ緒しよに……世界を変えていきましょう？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、リンは、そっとクラウディアの腕うでを離はなさせ、断固として口にした。

「出来ない相談だよ……わたしには、人間を憎にくむ支配種が絶対になる世界が今より良いものになるなんて到とう底てい思えないし、仮にそんな世界が実現するとしても、それが完全になるまでに、どれほどの人間が死ぬと思ってるの……っ！」

　リンのその顔は悲痛に曇くもっていた。戦う場所は違ちがっても、クラウディアの裏切りには堪こたえるものがあったのかもしれない。

　リンはあの時、確かにクラウディアのことを、大切な友人だと言っていたのだから。

「自由と身勝手を履はき違ちがえてる！　クラウディア、そんなの独りよがりで独善だよ！　君の望む自由はそんな世界にないっ！　君は……支配種に利用されただけだよ……」

　隊長として多くの人命を背負うリンの、痛つう烈れつな言葉だった。

　しかしクラウディアは無言のまま脱だつ力りよくすると、失望したように深く吐と息いきをつく。

「違うわよリン。顎斗は人間を憎んでなんかいない……彼は誰だれより未来を見み据すえて、世界のために今すべきことをしようとしているの。特別な、選ばれた者だけが生きる世界……私はそこで顎斗と一緒に、人と辻つじ神がみの架かけ橋はしとして生きるのよ」

　話すべきことは話したと、クラウディアが閉口すると同時に、ミオが声を上げる。

「あのー、あたしには話が全然見えないんですけどー。とりあえずそこの金きん髪ぱつさんは頭がおかしいってことでいいんですか？」

　ミオとチャイム、ジャールの三人は支配種について知らない。タカトはどう説明すべきか考えるが、ミオの切きり替かえは凄すさまじく早い。

「世界がどうとか電波な話はどうでもいいんですよ。鍔つば芽めちゃんはどこ？　いい加減にしてくれないと……うっかり刺さしちゃいそうなんですけど」

　あまりに大きすぎる話を聞かされ、考えるだけ無む駄だという判断をしたミオは、この場で誰より冷静に切り替えるべき問題を口にした。

　状じよう況きようから考えて、鍔芽は今──。

「クラウディア、鍔芽は南エリアにいるんだな」

「そうよ。顎あぎ斗とと一いつ緒しよに、私たちに協力するって約束してくれたわ」

「鍔つば芽めが……？」

　驚おどろいたようなその顔に、クラウディアが面白そうに表情を歪ゆがめる。

「あはは、何を驚いてるのよ。あの子も貴方のお友達でしょう？　貴方たちにとっては当たり前の……それこそ『掟おきて』のようなものかと思っていたのだけれど」

　寒気がするほど邪じや悪あくな微び笑しようで、クラウディアが暗くら闇やみに声を響ひびかせる。

「友達思いのいい子ね。タカトを初め、貴方のお友達が危なくなるって言ったら……簡単に首を縦たてに振ふってくれたわ」

　瞬しゆん間かん、タカトたちの顔つきが変わった。

「お前、まさか鍔芽を脅おどしたのか！」

「脅したなんて人聞きが悪いわね。彼女は自分の意思で私たちに協力すると言ったのよ？　もっとも……貴方たちの命は餌えさにさせてもらったけれどね」

　この瞬間、ダストデビルズ全員がクラウディアに対する敵意を露あらわにした。あわやクラウディアに切りかかろうとしたミオをジャールが止め、チャイムがその場に視線を落とす。

「ちっ……私たちの掟を、鍔芽に聞かせるんじゃなかったな」

　脅きよう迫はくか、或あるいは言葉巧たくみに騙だまされたのだとしても、顎斗に従ったということは、鍔芽にとってタカトたちの命がそれほど大切だったということだ。

　それだけに辛つらい。自分たちが無む垢くな鍔芽の枷かせになってしまったことが許せない。

「……とにかく外へ出よう。何とか支部内の従属種を制圧して、アイギスの格納庫をこじ開ける必要がある！　リンさん、手を貸してください！」

　やるしかない。だが、果たして捕ほ食しよく者しやの檻おりと化したスカイア支部を外部から打うち崩くずせるだろうか。それも南エリアが襲おそわれるより前に。

「ん？　お、おい、あれ見てみろ！　アイギスの格納庫……一か所開いてないか？」

　ジャールが指したのはモニターの一つ。確かに、そこだけ蒼あおい表示のままだ。

「あ！　もしかして、さっき突つっ込こませた船が邪じや魔まになって、隔かく壁へきが下りなかったのか！」

　そうか、と僅わずかな希望が暗闇の底に一いち縷るの可能性を走らせる。思いがけない成果を出した救出作戦が、次の一手に繫つながった。

「よし、お手て柄がらだよジャール隊員！　わたしは自分の機体を取りに行く！　南エリアに向かうよ！　ジャール隊員とタカトくんは、動ける人間を格納庫に集めて！　君たちは……」

　残るチャイムとミオを見て、リンが口ごもるが、

「我々も協力させてもらう。支部内の従属種を制圧するなら、うちのミオが役に立つはずだ。私はここで、この女を見張っていよう」

　妥だ当とうな判断にリンが頷うなずいた。クラウディアは退たい屈くつそうに鼻を鳴らして、自分に向けられる銃じゆう口こうを睨にらんでいる。

「リンさん、俺おれも出しゆつ撃げきさせてください！　きっと力になります！」

　顎あぎ斗とを止められるかは分からない。だが出現した統とう率そつ種しゆ五体は恐おそらく鍔つば芽めが召しよう喚かんしたものだろう。鍔芽を説得することが出来れば、その統率種は無力化出来るはず。

　──鍔芽、すまない……っ！

　傍そばにいてやれなかった償つぐないをするチャンスは、今飛ばなくては永久にやってこない。

「……分かった、ついておいでタカトくん！」

　リンが鋭するどい眼つきでクラウディアを振ふり返かえる。

「わたしは行くよ、クラウディア。君の馬鹿な理想はどうあっても止める」

「……正気とは思えないわね。相手はこの星の支配者よ？」

　だが、リンは動じることなく踵きびすを返すと、背中越しに声を響ひびかせた。

「動かなきゃ結局終わりなんでしょ？　それに……思い上がった『友達』に煮にえ湯ゆを飲ませるにはいい機会だよ」

　呆あつ気けに取られた様子のクラウディアを残し、リンが、それに続いてタカトたちが走り出す。

「タカト様！　鍔芽ちゃんを助けてあげてください！」

「あぁ、必ず連れて帰る！　リーダー、あとは頼たのむぞ！」

　待ち受けるのは、かつて星を巡めぐって人類と激げき突とつした支し配はい種しゆの一人、顎斗。







　チャイムと部屋に残ったクラウディアが、最後に呟つぶやいた。

「友達か……単純でいいわね、貴方たちは」

　最後まで皮肉を口にするクラウディアに、チャイムが表情を変えずに答える。

「私には、どうしてこんな単純なことも分からないのか不思議でならんぞ、少女Ａ」

「本当に不ふ愉ゆ快かいだから、その呼び方をやめて頂ちよう戴だい。ミドルネームに見せかけているけど、私にとってそれは『識別コード』に過ぎないから。種族名で呼ばれてるような気分になるわ」

「識別コード？」

　一いつ片ぺんの感情も窺うかがえない、人形のように、ただ綺き麗れいなだけの顔がそこにある。

「貴方に言っても仕方ないことよ。元々この浮ふ遊ゆう大陸で何が行われていたのか……生まれた時から私には家族なんていないし、求められたのは人格ではなく結果だけ。絆きずなとか、友情とか……そんなもの、そもそも知らないし」

　では、ここの支部長の一人娘であるという、この少女は──。

「まぁ、こんな忌いま々いましい世界ももうすぐ終わる……顎斗が私を自由にしてくれる……貴方たちが今いま更さら挑いどんだところで、人間じゃ顎斗に適わないわ」

　確かに、今の言葉だけで複雑な背後関係を連想するのは簡単だ。きっと同情の余地もあるのだろう。だがそれでも、過去が免めん罪ざい符ふにならないことは、誰だれよりもよく知っている。

「神か悪あく魔まか人間か……馬鹿を見るのは誰だれだろうな」

　チャイムはため息をついて、辻つじ神がみに心しん酔すいしている少女と冷めた視線を交わす。

　──天あま戸と。お前が生きてたら、何て言うかな。







　ネスト５、南エリア。虹にじの花畑──。

　見み渡わたす限り虹の花が咲さき誇ほこる、絶景がそこにある。地上でこの虹の花を見る機会は、今となってはもう少ない。

　鍔つば芽めは両手を天に掲かかげた体勢から、強きよう烈れつな脱だつ力りよく感かんにその場に倒たおれこむ。花畑に突つっ込こむ寸前で、顎あぎ斗とが華きや奢しやな体を抱だき止とめた。

「はぁ、はぁ……今の私じゃ、これが精せい一いつ杯ぱいです……」

　見上げれば、この蒼そう天てんを覆おおい尽つくす巨大な翼つばさが、五体という数を以て存在していた。凄すさまじい羽ばたきの烈れつ風ぷうが、虹色の花吹雪を舞まい散ちらせていく。

　この時代で支し配はい種しゆとしての力を完全な状態で振ふるえるのは、鍔芽のように、戦争の後に生まれ、消しよう耗もうすることなく眠ねむりについたごく限られた存在のみだ。十分な成果だろう。

「顎斗の方こそ、体調は戻もどりましたか？」

「……うん、大だい丈じよう夫ぶそうだよ鍔芽、ありがとう……」

　支配種は、個体ごとに特化した能力を持っている。中でも鍔芽は『回復能力』に秀ひいでた支配種だった。顎斗は既すでに鍔芽の手で、ギリギリだった体調をある程度まで回復させている。チャイムに撃うたれた腕うでの傷も完治した。

　あれさえなければ、地上に鍔芽を逃にがすことなく、余計な人間に支配種のことを知られずに済んだのだが、今となっては関係ない。

「……遂ついに、ここまで来た……長かったな……」

「顎斗、これで汚お染せんが収まって、人と辻神が手を携たずさえて暮らせるようになるんですね？」

　鍔芽にとっては、それが顎斗と行動を共にする最大の理由だ。世界にとって最も理想的であるはずの、人と辻神の関係を修復するという考え。

　戦争の後、一度は清せい浄じよう化かした世界を、支配種が眠りについている間に再び汚よごした人間への攻こう撃げき。それが今の世界を取り巻く状じよう況きようのはず。

　目覚めた支配種たちの憎にくしみを敢あえて飲み込み、人間が犯した大気汚染という過ちを自分たちの手で払ふつ拭しよくし、支配種が復調したところで再び一から共に歩み始めようという、甘い希望。

　鍔芽が思おもい描えがいているそんな明るい未来に、顎斗は薄うすく微笑ほほえんで向き直る。

「……は？」

　ふざけるなと口元を歪ゆがめて、疲ひ弊へいしきった鍔芽の胴どう体たいに容よう赦しやのない蹴けりを叩たたき込こんだ。

「うあっ!?」

　驚きよう愕がくと激痛で眼を見開いた鍔つば芽めが、力なく花畑に倒たおれこむ。

「……冗じよう談だんじゃないよ鍔芽、いつまでもそんな馬鹿な理想を聞かされたら、こっちが参っちゃうよ……」

　顎あぎ斗とが穏おだやかに、しかし吐はき捨すてるように、うずくまる鍔芽に言い放つ。

「オレの考えはずっと昔から何も変わってない……今も昔もオレが……オレだけが正義だったんだから……そんな下らない理想は聞けないよ……」

　手を陽光にかざし、顎斗は邪じや悪あくに破顔する。その陶とう酔すいしきった表情に、ようやく顎斗が秘める狂きよう気きを悟さとったか、鍔芽が腹を押おさえて涙なみだを流しながら、悔くやしそうに呟つぶやく。

「タカト、さ、ん……」

　鍔芽が意識を失った、その時だ。花の香かおりに乗って──強い気配を感じた。

　メタルネットの向こう、空の彼方から無数の機き影えいが見えた。

「クラウディア……しくじったんだ……まぁ、頭が悪い割にはよくやってくれたかな」

　どうやら、実行の前に片付ける障害がまだあるようだと、顎斗は黒衣を翻ひるがえして拳こぶしを握にぎる。

　やれやれとため息をついた顎斗が、迫せまり来くる最後の障害を冷たい琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで見み据すえた。

「それにしても……何であの男からは……オレたちと同じ気配がするのかな……」

　飛来する機影が二手に分かれた。黒い機影は頭上の統とう率そつ種しゆの群れへ、白い機影は白はく竜りゆうのような軌き跡せきを描えがいてこちらに迫り来る。
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「…………ふ、ふふ、はははは……っ！　長かったな……本当に…………」

　花畑の中心で涙なみだを流したまま、眠ねむるように横たわる鍔つば芽めに背を向けて、顎あぎ斗とは遂ついに、胸の奥おく底そこに抑おさえ込こんでいた感情を、表面へと浮うき上あがらせていく。

　もう抑え込む必要はない。天に唾つばする愚ぐ者しやは燃もやし尽つくす。それこそが絶対の真理なのだ。

「今こそ教えてあげるよ天あま戸と……正しかったのは、オレなんだって……っ！」







[image: 六章　双嵐]







　南エリアを目指し、タカトとリンは最高速力で飛んでいた。背後には、格納庫付近で隔かく壁へきをこじ開けようと格かく闘とうしていた者たち、オルトロス戦の時にタカトと共きよう闘とうしてくれたミカヅチ隊の面々が追つい随ずいしている。

　ジャールの予想通り、タカトたちの救出作戦で格納庫に突つっ込こませた小型輸送船が丁度いい障害物となり、隔壁が下り切らなかった場所から中へと入り込んだタカトとリンは、即座に出しゆつ撃げきの準備を整えて、先行して南エリアへと向かうことを決めた。

　一部の戦士は支部に残って、支部内の従属種の撃げき滅めつ、及び閉へい鎖さされた隔壁の開放へ回っており、援えん軍ぐんも時間の問題とされている。

　タカトは配備されていた汎はん用よう型がたのアイギスを一機借り受け、部隊の先頭付近にいた。

　指揮系統が乱れた今、誰だれもがネスト５の危機を悟さとり、守るべきものを守るために多くが個々の判断で行動している。それだけに、その覚かく悟ごは強きよう靭じんな結束力を生んでいた。

　そして、その勇ゆう敢かんなる獅し子しの部隊を率いていくのは。

　──これが、リンさんの……。

　リンはようやく改修が完了した専用機『ブラックレオン』を駆かり、蒼そう天てんを切きり裂さく漆しつ黒こくの閃せん光こうと化して、部隊のやや前方を飛んでいく。

「汎用型でこの機体についてくるなんて流石さすがだねタカトくん！　このまま行くよ！」

　光沢のある黒の装そう甲こうには、真しん紅くの雷かみなりを思わせる意い匠しようが施ほどこされており、汎用型より部位ごとの装甲が大型化している。無骨なフォルムは屈くつ強きような獅子の堂々とした姿を連想させ、特に眼を引く両りよう腕うでの巨大なガントレットは、まさに獲え物ものを捕とらえる爪つめのようだ。

「前の蒼天のアイギスとは比ひ較かくにもなりませんけど、やれるだけやります！」

　あのアイギスが使えれば頼たよりになったのだが、見て回った限りでは配備されていないようだった。あのクラウディアが実験機だと言っていたくらいだ、今も地下にあるのかもしれない。

　タカトは機体性能の高さが実力に比例してしまうが、これでも何とか戦せん闘とうはこなせそうだ。

「……見えたっ！　怪かい鳥ちよう型がた、五体！」

　五体の大怪鳥に取り囲まれている島の異様な姿に、リンは瞳ひとみを鋭するどくする。

　昨日襲しゆう撃げきしてきたオルトロスを上回る巨大な統とう率そつ種しゆが五体。しかも怪鳥型であるためか、大きく翼つばさを広げて悠ゆう然ぜんと羽ばたく力強さと、これまで見て来た辻つじ神がみとは違ちがう真っ白な体色の神々しさも相まって、実際より一体一体が遥はるかに巨大に見える。

　巨体を包む辻つじ風かぜと、羽ばたきが起こす烈れつ風ぷうもあり、本当に神が天にもたらした災いのようだ。アイギスがなければ近づくことすら許されない、まさに神の領域。

　──鍔つば芽め、今行くからなっ！

　顎あぎ斗との手から、鍔芽を取とり戻もどす。たとえ神が相手であっても退きはしない。

「よし、接敵するよ──周りの怪鳥はわたしが片付ける！」

　訪れた戦いの刻とき。リンが猛たけ々だけしい覇は気きをみなぎらせながら、腰こしの鞘さやから黒刀を引ひき抜ぬいた。

「わたしたちがやることは変わらない！　守るべき人のために、立たち塞ふさがる敵を切り捨てる！」

　黒刀の切っ先を前に向けたリンが、後に続く者たちへ向けて獅し子しの咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

「道はわたしが開くっ！　タカトくん！　必ず鍔つば芽めを救い出してっ！」

　本当に、傍そばにいるだけで勇気がみなぎってくるようだ。タカトも白銀の剣けんを抜ぬき、メタルネットの向こう、統とう率そつ種しゆに守られるように浮うかぶ、幻想的な花畑の中心を見み据すえる。

「出し惜しみはなし！　行くよレオンっ！　出力全開っ！」

　先せん陣じんを切ったリンが叫さけぶと同時に、胸部のコアが一際大きく輝かがやき、ブラックレオンを包む辻つじ風かぜが真しん紅くの雷らい光こうを纏まとう。黒雲を引ひき裂さく稲いな光ずまのような神速の突とつ進しんが、真正面で巨大な翼つばさを広げる怪かい鳥ちように襲おそい掛かかる。

「はあぁぁぁぁぁっ！」

　一切の小細工のない愚ぐ直ちよくなまでに素直な突進。真紅の雷光を纏った一ひと突つきは、鼓こ膜まくを震ふるわす雷らい鳴めいを轟かせ、反応すら許さぬまま怪鳥の胴どう体たいを一いち撃げきで尾羽まで吹き飛ばした。

　砕くだけ散ちった胴体から噴ふき出でる漆しつ黒こくの影かげ。凄せい惨さんに討うち破やぶった神の残ざん骸がいを貫つらぬいて、リンが急角度でメタルネットに切り込む。眩まばゆい閃せん光こうの輝きと共に、切断面を赤熱させながら、メタルネットの一部がずり落ちるように落下していく。

　その凄すさまじい威い力りよくにタカトは茫ぼう然ぜんと眼を瞠みはる。これが、一部隊を率いる隊長。黒くろ獅じ子しリン＝ミカヅチの真価。

「ミカヅチ隊、交戦開始っ！　行って、タカトくん！」

　切り開いたメタルネットの穴に、リンの一声で背中を押おされたタカトが躊ちゆう躇ちよなく飛び込む。

　急降下から、花畑すれすれの高度を疾しつ走そうし、一いち陣じんの風の後に虹にじ色いろの花はな弁びらが舞まい、戦士の訪れを祝福するかのように躍おどった。

　そして辿たどり着つく。南エリアの中央、不気味な黒い影が立つ場所に。

　急停止したタカトの周囲で花弁が吹き飛び、舞い散る花弁の中で、三度邂かい逅こうが果たされる。

「…………やぁ。タカト＝ミソラマ……だったよね…………」

　まともな会話などしたことがない。しかし交わされる両者の視線は、明らかに宿敵に向けるそれだった。

　だが今は鍔つば芽めが先だ。タカトの眼が顎あぎ斗とを警けい戒かいしつつ周囲を確認し、そして、顎斗から少し離はなれた場所で、虹の花に包まれるように倒たおれている鍔芽を見つけた。

「っ！　鍔芽……っ！」

　タカトは顎斗を無視して鍔芽の下へと飛び出した。顎斗は口元に笑みを浮かべたまま、小さなその体を抱だき起おこすタカトを冷たい眼光で見み据すえている。

　体は冷えているが薄うすい唇くちびるからは浅い呼吸が漏もれていた。どうやら死んでしまったわけではないらしいと、タカトはクラウディアの言った手て遅おくれという言葉が現実にならずに済んだことを、わずかに安あん堵どする。

　だが同じ支し配はい種しゆの仲間であり、協力したはずの鍔つば芽めが何故、こうも衰すい弱じやくしているのか。

「何をした……顎あぎ斗と」

　こみあげる怒いかりを抑おさえ込こみながら、タカトが鍔芽をそっと横たえて問いかける。

「だって、仕方ないじゃないか……人間と手を携たずさえるなんて馬鹿なことを言うんだもの……どうせ人間は全員死ぬんだ。早めに現実を教えてあげただけだよ……？」

　しばらく、顎斗が何を言っているのか理解出来なかった。

「人間を選別するのが目的なんじゃないのか……どうして鍔芽を傷つける必要がある！」

「はぁ？　……何かみんな、変なことを言うね……あぁクラウディアが何か言ったのかなぁ？」

　乾かわいた笑い声を上げて、冗じよう談だんじゃないと顎斗が可お笑かしそうに首を振ふる。

　その笑い声が放つ気味の悪さに、タカトは昨日の聖堂の時のように強い寒気に襲おそわれた。

「は、はは。違ちがうよぉ、違う違う違う違う……そんな面めん倒どう臭くさいことするわけないじゃないかぁ。クラウディアに言ったことなんて、全部適当だよぉ……」

　銀ぎん髪ぱつと黒衣を風にたなびかせながら、さも下らないことであるかのように笑う顎斗の姿に、タカトはクラウディアのことを思って怒りを覚えた。

　間ま違ちがっていたかもしれない。それでも、彼女が顎斗に見た希望は本物だったはずなのに。

「役目を果たしてくれたことには感謝してるけどね……優ゆう秀しゆうなくせに、少し優しくしてあげたら簡単に騙だまされるんだもの……頭悪いよね、彼女……あははは……」

　タカトは、自分の奥おく歯ばが憤ふん怒ぬで小刻みに音を鳴らすのが分かった。

「まぁ……何も難しいことなんかない。キミたちは……黙だまって死んでいけばいいんだよ」

　人の良さそうな曇くもりのない笑顔に、タカトはもう絶対に話が通じないことを悟さとる。

「う……おぉぉっ！」

　嫌いやな汗あせが滲にじむ手で剣けんを握にぎり締しめ、タカトは辻つじ風かぜを爆ばく発はつさせる。

　この男の存在が、一挙手一投足の全てが、掠かすれた笑い声が──怖こわかった。気持ち悪かった。

　何より、二人の女性の純粋な気持ちを平然と踏みにじった顎斗を、許せなかった。

　恐きよう怖ふを振り払う雄叫おたけびと共に顎斗に切りかかり、真横から白銀の剣を叩たたき込こむタカトだったが、しかし顎斗は、タカトの渾こん身しんの一いつ閃せんを片かた腕うでを立てただけで受け止めた。

　──金属音!?

　剣先が激げき突とつした時、確かに硬こう質しつな何かがぶつかり合う音が響ひびいた。ゆったりとした黒衣に秘められたその内側に、何かを装備している。

「ほら、殺そうとした……こんな連中と仲良くしたいなんて、そっちの方がイカれているよ」

　一いつ瞬しゆん、至近距きよ離りで視線が交差する。次の瞬しゆん間かん、タカトの胸部に炸さく裂れつした顎斗の拳こぶしが、タカトを花畑に叩きつけた。

　咄とつ嗟さに立ち上がろうとするタカトの胸を、即座に顎斗が踏ふみにじり動きを封ふうじる。

「そんなに怒おこらないでよぉ……人間に生まれたのが運の尽つきだと思ってさぁ……」

　思えば、顎あぎ斗との笑みが崩くずれたところを、タカトは見たことがない。

　ずっと笑顔のまま。まるで焼き付いてしまったかのような不動の微び笑しようが放つ狂きよう気きに、タカトは奥おく歯ばを嚙かみしめながら怒ど声せいを放つ。

「クラウディアも、鍔つば芽めも騙だまして、利用して……お前は一体何なんだっ！」

　タカトの問いに、顎斗は自分の黒衣に手をかけた。

「…………オレは、この世界に残った、ただ一人の正義だよ…………」

　次の瞬しゆん間かん。顎斗が、その体を覆おおい隠かくしていた黒衣を脱ぬぎ捨すてた。

「な、何？」

　明らかになる、それまで黒衣のベールに包み隠されていた顎斗の肉体。瘦やせた体には生気がなく、その体には、思わず息を飲んでしまうほどに惨むごたらしい傷が刻み付けられていた。

　左ひだり肩かたから、右のわき腹にかけて深々と袈け裟さ斬ぎりにされた傷きず跡あと──だが、それ以上にタカトを驚おどろかせたものがある。

「アイ、ギス……？」

　瘦せ細り、傷ついたその体を守るように、日差しに輝かがやく蒼そう天てんの色がタカトの眼に飛び込んで来た。

　見覚えがある。顎斗が纏まとっていたのは、昨日タカトが身に着けた蒼天のアイギスだった。しかし、タカトが身に着けた時よりも色合いが濃こくなっている。胸部にコアを取り付ける部位もなくなっていた。

　翼つばさ型がたのブースターも取り外されているが、その分背中側まで、より強固に、より鋭するどい形状へと変へん貌ぼうしているように見える。

　困こん惑わくするタカトの脳のう裏りに、クラウディアの言葉が蘇よみがえった。

「そうか……初めから、支し配はい種しゆ用のアイギスを創るために……」

「へぇ、頭の回転はいいんだね……そうだよ。元々クラウディアには、これを完成させてもらうつもりだったんだ……」

　かつてクラウディアが言っていた。『違ちがうベクトルに向けて開発した』とは、このことだったのだ。タカトを技術部に誘さそったのも、より洗練された仕上がりを目指すため。

　タカトが支配種の存在を知った時にまず思ったのは、これだけの力を持っているにも関わらず、どうして支配種が直接、浮ふ遊ゆう大陸に打って出てこないのかということだった。

　そんな疑問にも、顎斗の衰おとろえた肉体や、アイギスを纏う姿を見れば、答えが垣かい間ま見みえる。

「オレたちにはもう、この空に……自力で故郷へ帰き還かんする力さえ、残されてないんだよ……」

　切ない響ひびきが、タカトを刺さす。

「だから、か。クラウディアを騙して浮遊大陸に入り込む必要があったのは。そうやって力を取とり戻もどして……人間に復ふく讐しゆうするために……っ！」

　人間に対する深すぎる憎にくしみ。体に刻み付けられた傷から考えても、それは恐おそらくかつての戦争が発ほつ端たんなのだろう。長い時の中で、未だにそれが息づいているに違ちがいない。

　憎ぞう悪おの全てを笑顔の仮面の下に隠かくし、何もかもを利用して、この場所へと到とう達たつした。その恐おそるべき執しゆう念ねんにタカトは顔を歪ゆがめるが、しかし。

「はははははは……復ふく讐しゆう？　案外つまらないことを言うんだね……」

　タカトの至った結論を、顎あぎ斗とは掠かすれたため息交じりに笑い飛ばした。全身が総毛立つ、疲つかれ切きったような笑い声は何度聞いてもぞっとする。

「オレは別に誰だれのことも憎にくんだりしてないよぉ……オレはただ、分かって欲しいだけなんだ。オレの正義を……」

　顎あぎ斗とは、右みぎ腕うでに刻まれた六本足の蜘く蛛もの刻印を陽光に晒さらして微笑ほほえんだ。

「何が正義だ……っ！　その腕の蜘蛛は、罪ざい人にんの証のはずだ。偉えらそうに正義を語る資格が、お前なんかにあってたまるかっ！」

　タカトは自分を押おさえつける顎斗の足を摑つかみ、右手の剣けんを振ふり抜ぬいた。寸前で距きよ離りを取った顎斗は、蜘蛛の刻印を指先でなぞりながら吐と息いきをつく。

「そうか、鍔つば芽めが言ったんだね……確かにこれは支し配はい種しゆにとって罪人の証だ。けど、今となっては……紛まぎれもない正義の勲くん章しようなんだよ……」

　立ち上がったタカトは辻つじ風かぜを展開しつつ、改めて顎斗に向かい合う。

　──何なんだ……こいつの言う正義って、何だ。

　一体何が、この男をここまで歪ゆがめたのか。かつて何があったのか。

「……もう、かつての戦争のことは知ってるよね……？　あれは、地上の汚お染せんを進める人類を粛しゆく清せいしようとする支配種と……清せい浄じような環境を求めて、古来より絶対不ふ可か侵しんの聖域とされてきた、この浮ふ遊ゆう大陸への侵しん攻こうを開始した人間たちとの戦いだったんだ……」

　明かされる歴史の真実に、タカトが息を飲む。

「……戦った……互たがいが互いの正義のために……戦って戦って戦って戦って戦った……」

　それまで淡たん々たんとした声で喋しやべっていた顎斗の声に、僅わずかだが感情がこもったように感じた。

「人間が世界にとって害になるのはもう明らかだった。だからオレは全部殺すことにした。黙だまっていれば殺されるんだ、殺したっていいだろ……？　殲せん滅めつ。それが、人間に対してオレが出した絶対の回答だ」

　極きよく端たんに過ぎる結論に、思わず声を上げようとしたタカトだったが、不意に眼に映った顎斗の悲ひ痛つうな面持ちに声を出せなかった。

「けどね……人間を滅ほろぼす前に、支配種たちは人間との停戦を宣言した……呆あきれるよね。人間が戦争の引き金になったのに、結局、未来に生きる命を守るなんて名目で……オレたち支配種は人間と共存の道を選ぶことになったのさ。高みに立つ者故の……愚ぐ行こうだった」

　その言葉には、これまで感じたことのない確かな棘とげがあった。微び妙みような感情の変化だが、周囲に吹く風の質感が重くなるのを肌はだで感じる。

「だからオレは、交わされた約やく定じようを破って……汚お染せんされた地上の清せい浄じよう化かが始まってすぐに……タワーに避ひ難なんしていた人間たちを殺した。オレたちが命がけで尻しり拭ぬぐいをしてやってるのに、人間は安全なところでのうのうと生き続けるなんて、我が慢まんが出来なかった……」

　顎あぎ斗とが握にぎりしめた拳こぶしの周囲で、空気が揺ゆらめいた。

　──こ、こいつ……。

　顎斗の、自分の信じた正義のためという行動原理が、救いのない破は綻たんした精神性の持ち主だという事実を、タカトに痛々しく突つきつけていた。

　この世界を管理する神でありながら、世界の安定より、人類の滅ほろびを選んだこの男は、もはや世界の毒物でしかない。きっと今のタカトと同じような判断が、当時も下されたはずだ。

「結局オレはそのことがきっかけで、この蜘く蛛もを刻印されて……虐ぎやく殺さつを行ったタワーの内部に幽ゆう閉へいされたんだ。地上の清浄化にかかるであろう時間と、その後タワーに休息に入り目覚めるまでの時間を考こう慮りよした支配種たちが下した幽閉期間は……ざっと三十年ほどだったかな」

　顎斗に対する敵意を募らせていたタカトだったが、その言葉に、思考が停止した。

　──三十……年？

　支配種が各地で目覚め始めたのは、タカトが生まれた十七年ほど前のはず。仮に、顎斗が最初期に解放されたのだとしても、戦争が終わったのは約五十年前という計算になる。

　だが、おかしい。いくらなんでも、五十年前程度の記録ならば現存しているはずだ。その戦争を知り、支配種のことを知り、世界の真実を知っている人間が生き残っていてもおかしくはないはずなのに。

　このズレは、何なのか。

「は、は……不思議そうだね。そう、キミの疑念は間ま違ちがってない……けど、キミが悩なやむ必要はない……間もなく、人が生きる空は終わりを迎える……そろそろ始めようか」

　身構えるタカトの前で顎斗が両手を広げ、アイギスに誘いざなわれ空中へと浮うかんでいく。

　細く衰おとろえた白い体と、マントのように翻ひるがえる黒衣と銀の髪かみ、そして輝かがやくアイギスの威い光こう。あまりにも不気味で、しかし眼を離はなせない圧あつ倒とう的てきな存在感は、死を招く神を思わせた。

「……紛まがい物ものしか知らないキミたち人間に……オレが本物を見せてあげるよ……っ！」

　顎斗が天空に掲かかげた手から眩まばゆい蒼あお色いろの閃せん光こうが広がり、とてつもなく巨大な光球と化した輝きが南エリアを覆おおい尽つくす。

　神々しく澄すみ渡わたる巨大な閃光に、タカトは数秒思考力を失った。そして──。

「う、噓うそだろ……」

　それは新たな命が殻からを破るように。巨大な爪つめが輝きの奥おくから猛もう烈れつな勢いで突つき出だし、島の大地を揺ゆるがした。

　頭上を羽ばたく怪かい鳥ちようの大きさにも眼を奪うばわれたが、今生まれ出たこの怪物の全身は、そんなものとは比ひ較かくにもならない。

　確実に百メートルはある。漆しつ黒こくの体たい軀くを鈍にぶく輝かがやく天てん鎧がいが覆おおい尽つくし、しかし獰どう猛もうな野生の気配は微み塵じんも隠かくれることなく、牙きばや爪つめといった形で剝むき出だしになっている。

　そして何より眼を引くのが、一いつ片ぺんの慈じ悲ひも宿っていない『六つの眼光』。

「……さぁ、始めようケルベロス。メタルネットを破は壊かいしろ……っ！」

　百メートル級、参さん頭とう狼ろうケルベロス。ただそこに在るだけでタカトの視界をどす黒く塗ぬり潰つぶす巨大な地じ獄ごくの番犬が、おぞましい三重の咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

「メタルネットを、破壊するだと!?」

　瞠どう目もくするタカトに、顎あぎ斗とは不敵に微笑ほほえんだ。

「鍔つば芽めの力を借りたのも、全てはメタルネットを破壊して引ひき剝はがすため……正義のために、それが何より必要なことなんだよ……」

　考えてみれば妙みようではあった。クラウディアも、そして顎斗も、語る計画はネスト５を機能停止させるためのものに聞こえるのに、二人とも『世界』を見み据すえてものを言っていた。

　本当に人間を滅ほろぼすことが目的なら、これまで潜ひそんでいた顎斗だ。こんな人の少ない南エリアではなく、セントラルで統とう率そつ種しゆを生み出せば凄すさまじい被ひ害がいをもたらすことが出来たはず。

　なのに今、この場所で鍔芽に統率種を大量に召しよう喚かんさせ、自身もケルベロスを生み出してまで、この島を破壊しようとしている。

　何かがあるのだ。きっと、この南エリアでなければならない理由が──。

「ケルベロスを出した今、もはやキミたちは本当に存在する意味がない……受け入れてくれないかな……オレの正義を……ねぇ、タカト＝ミソラマ……？」

　タカトは鼻を鳴らして瞳ひとみを鋭するどくする。

「黙だまって殺されるのを受け入れろだと？　笑わせるなよ……っ！」

　タカトは自分の意思を神へと向ける。

「戦争のことは、人間にも非があったのかもしれない……けど、一度は終わった因いん縁ねんを今いま更さら突つきつけられて、死ねと言われて納得できるか！」

　以前リンにも宣言したはずだ。自分が空を目指すのはいつだって大切な誰だれかのためだと。

　今はただ、鍔芽を傷つけ、仲間たちの居場所を奪うばい取とろうとする、こいつが許せない。

「俺おれたちは今を、ここで生きてる！　俺たちが築きずいてきたものを、否定させてたまるかっ！」

　神に対する反はん抗こうの意思表示。タカトの揺ゆるがない決意に共鳴するように、頭上で一際巨大な雷らい鳴めいが轟き、空に怪かい鳥ちようが消し飛ぶ漆黒の霧きりが広がった。

　リンの部隊が二体目の統率種を仕留めたのだ。

「あれがリン＝ミカヅチか……はぁ、今も昔も……害虫に理解を求めるのは無理そうだね」

　ため息と共に、顎斗の琥こ珀はく色いろの瞳に敵意の光が鋭く宿る。

「仕方ないな……この島の前に、キミから潰つぶしてしまおうか……」

　かつて多くの命を奪い、そして今、またしても死という絶望でこの空を覆い尽そうとしている神の姿に、タカトは真っ向から向き合った。

　どの道この島を守らなければ、ネスト５の人間は地じ獄ごくと化した地上へと落ちる。決してそんなことはさせまいと剣けんの切っ先を顎あぎ斗とに突つき付つけ、タカトは宣戦を布告する。

「もう二度と、何も……お前らには奪うばわせないっ！」

　ここは絶対に退けない。漆しつ黒こくの辻つじ神がみを前に、白き一いち陣じんの疾しつ風ぷうが決意の叫さけびと共に飛ひ翔しようする。







　タカトと顎斗の、決戦の火ぶたが切られる僅わずか数分前。その上空では、リンが怒ど濤とうの威い力りよくを以て統とう率そつ種しゆたちに果か敢かんに挑いどみ続つづけていた。

　ブラックレオンのコアに使用されているのは、二十メートル級の統率種、かつて雷かみなりを纏まとって暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした『黒こく竜りゆう』のコアだ。

　そのコアが発生させる辻つじ風かぜは、出力を上げれば上げるほど強い雷を伴ともない、その凄すさまじい電圧を装そう甲こうに蓄ちく積せきし、刀身に伝達させることで、強きよう靭じんな威い力りよくを生み出すことを可能にしている。

「せやあぁぁぁっ！」

　轟とどろく雷らい鳴めいにも引けを取らない気き迫はくを込めた一ひと振ふりが、二体目の怪かい鳥ちようの翼つばさを削そぐ。最大の威力で雷を纏った一ひと突つきを繰くり出だす技は初しよ撃げきで披ひ露ろうしたが、あれは一度使用すると同等の威力を出すまでの充じゆう電でんに時間がかかる。
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　一いち撃げき必ひつ殺さつの機会と間合いを窺うかがいつつ奮戦していたリンだったが、この怪かい鳥ちようたちは少し様子がおかしい。

　あのオルトロスと同じだ。射程内に入れば反はん撃げきこそしてくるが、一定の距きよ離りを維い持じした後は、じっと眼下の様子を窺っているようにも見える。リンなど、まとわりつく小バエ程度にしか見ていないような、奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。

　──何だ……こいつらは何で自分から襲おそってこないの……？

　それが、メタルネットを引ひき剝はがす役目を与えられ、そもそも鍔つば芽めに害意がなかったからであることなど、リンは知る由もない。これほどの規き模ぼで襲しゆう来らいした統とう率そつ種しゆにも関わらず、何をするでもなく、ただそこに巨大な羽ばたきだけが存在することが、何より不気味だった。

　その時だ。耳に装備した通信機にノイズが走り、その向こうから声が響ひびいた。

『何だ、まだ生きていたのねリン』

「クラウディア？」

『心配しなくても、私もチャイムとかいう子に銃じゆうを突つき付つけられているから、下手なことは出来ないわ。降こう伏ふく勧かん告こくでもしようかと思って』

　相変わらずの余よ裕ゆうの声に、リンは奥おく歯ばを嚙かむ。

『もう諦あきらめなさいな、貴方が何をしても無む駄だよ』

「……黙だまってなよ。知ってるはずでしょ、君と違ちがって……わたしは諦めが悪いって！」

　帯電した辻つじ風かぜを弾はじけさせながら、怪鳥が口から放ってくる光の矢をかわして、ノイズ混じりの冷めた声に反論する。

『……貴方はいつもそうね。戦いとなると見境なく敵に突っ込んで、一人で勝手に突き進んで……振ふり回まわされる周りのことも少しは考えたらどうなの？』

　呆あきれたような声が耳に届く。クラウディアの言う通り、リンは戦いとなると、向こう見ずで空回りすることもある。

　リンの突とつ撃げきに遅おくれまいと、ミカヅチ隊の戦士たちが抜ばつ群ぐんのチームワークで統率種を翻ほん弄ろうする。タカトならコアの位置もピンポイントで分かったかもしれないが、それが出来ない以上、一撃必殺のリンの『哭こく雷らい』が打てるようになるまで、ひたすら全身を刻み続け、無風地帯を探り出すしか統率種に対する勝機はない。

　残り四体。充じゆう電でん完了まであと十八秒。

「クラウディア。君も、いつもそうだよね……一歩引いたところで偉えらそうに指示ばかりして」

　黒刀を振ふり抜ぬいて、リンはブラックレオンの左ひだり腕うで、巨大なガントレットを統率種に向ける。

『……リン、貴方、さっき私に向かって友達と口にしたわね。あれはどういう意味？』

　大気をつんざく甲かん高だかい鳴き声と共に、眼前の統率種が凄すさまじい羽ばたきで部隊を散り散りに吹き飛ばす。その烈風に煽あおられながらも、リンは左腕のガントレットを標的に向けたまま揺ゆるがなかった。

「言葉通りの意味だよ。わたしは……君を友達だと思ってた！」

　次の瞬しゆん間かん、統とう率そつ種しゆを上回るほど耳障りな声で、クラウディアが笑い始めた。

『はっ！　あはははは……笑わせないで。貴方が私の何を知っているというの。知らないでしょう？　何も、何も、何も！　私のことを知っている人間なんて、一人も存在しないわ！』

　羽ばたきが収まり、リンは大きな動きの隙すきを見み逃のがさず、一気に突とつ撃げきした。

「いーや、知ってるよ……わたしは、君を知ってる！」

　重厚な音と共に左ひだり腕うでのガントレットが展開し、内部から鈍にび色いろの短たん槍そうが数本、日差しを浴びて輝かがやいた。急接近から怪かい鳥ちようの頭部に短槍を撃うち放はなつ。ワイヤーの尾を伸ばしながら強かに頭部に突つき刺ささった短槍に、リンが辻風の電流を一気に流し込む。

　内臓器官が存在しないとはいえ、局所的に大出力の電流を叩たたき込こめば、そのショックは大きい。感電の衝しよう撃げきで怪鳥が純白の羽根を無数に飛び散らせた瞬間、リンは左腕から伸びるワイヤーを手た繰ぐるように突とつ進しんし、反応出来ない怪鳥の頭部を真横から切きり裂さいた。

「知ってるよ、クラウディア。君は誰だれよりも──他人の価値を理解できる人間だって！」

　リンの一いち撃げきで生じた隙を好機と見て、ミカヅチ隊が一いつ斉せいに切りかかる。その様子を見て息を整えながら、リンは堂々と声を響ひびかせる。

『……他人の、価値？』

「だって君は……わたしを空に導いてくれたから！」

　誰よりも早くリンの才能に気づき、その才能を十二分に活かすための力と、場所を与えてくれた。アイギスという翼つばさと、戦士として生きる道を開いてくれた。

　クラウディアにしてみれば、それは求められる結果を出すためにリンを利用したに過ぎなかったのかもしれない。しかし──それでもリンは、嬉うれしかったのだ。

　平へい凡ぼんな自分の中に、確かな価値を見つけてくれた、口の悪い同期の女の子がいたことが。

「初めて会った時のこと、覚えてるでしょ。わたしが……アイギスを盗ぬすむためにスカイアの格納庫に忍び込んだ時のこと。辻つじ神がみに復ふく讐しゆうすることしか頭になかったわたしの、めちゃくちゃな話を、君は黙だまって聞いてくれた……わたしに、新しい翼と剣けんを与えてくれた」

　タカトと同じ。あの頃ころの自分は──目的のためなら手段を選ばないつもりでいた。それだけの激情を隠かくすこともなく、やり場のない怒いかりと喪そう失しつ感かんを吐はき出だす場所を探していた。

「あれから色々あったけど……たとえその場にいなくても、君も皆みなと一いつ緒しよに戦う『戦友』なんだって……わたしはずっとそう思ってた！」

　返ってこない声に、リンは奥おく歯ばを嚙かむ。

「だから、さっきの君の言葉は……辛つらかったよ」

　打ちひしがれた。リンとは比ひ較かくにならない豊かな才能を持ち、確実に実績を積んでいく彼女の姿は、リンの眼にはずっと輝かがやいて見えていたのだ。

　結果や才能、秀ひいでた能力ばかりを求められる辛い環かん境きようで育ってきたことは知っていた。

　しかし、それでも辻つじ神がみがもたらす危機に晒さらされる絶望的な未来を、己の力で切り開いていく孤こ高こうなその姿を、ずっとリンは尊敬していたのだ。

　そんな彼女の中に、虚うつろな絶望しかなかったことが。そして、それに気付いてやれなかった自分が、たまらなく許せなかった。

　心の中に、寂さびしい『空そら』があったのは、きっと同じだったのに──。

「クラウディア、ごめんね……君の苦しみに気づいてあげられなくて」

『黙だまりなさいっ！』

　初めて聞いた、激情を露あらわにしたクラウディアの声。

『ふ、ふふふ……傲ごう慢まんね。この期ごに及んで一方的な理解者気取り……？　ふざけないで……そういう押おしつけがましい善意が、たまらなく不ふ愉ゆ快かいなのよっ！』

　クラウディアの怒ど声せいに呼応したかのように、とどめを刺さしきれなかった眼前の統とう率そつ種しゆが、再び真っ向からリンを視認した。

　鋭するどい鳴き声と共に、統率種が羽根を飛び散らせる。しかし、今度はダメージで抜ぬけ落おちたわけではない。硬こう質しつ化かした羽根が空中で停滞し、鉄の鏃やじりの如ごとく怒いかりの烈れつ風ぷうに乗って襲おそい来くる。

　まともに受ければ全身が粉々に砕くだけかねない怒ど濤とうの猛もう攻こう。こんなデタラメな使い方もあるのかと、リンは気き迫はくと共に辻つじ風かぜを前面に展開、疾しつ風ぷうと疾風の激げき突とつが嵐あらしのような轟ごう音おんを辺りに響ひびかせ、刃の嵐がミカヅチ隊を飲み込まんと吹ふき荒あれる。

『私は下らない今の世界を破は壊かいする！　新しい世界で支し配はい種しゆに認められて……何者の束そく縛ばくも受けないで生きていく！　それが人間らしい生き方でしょう！』

　猛攻の最中、ブラックレオンの充じゆう電でんが完了した。黒こく竜りゆうのコア、その全エネルギーを一点に集中し、雷かみなりの槍やりとなって敵を貫くブラックレオンの奥おう義ぎ『哭こく雷らい』。初しよ撃げきで無傷の統率種を霧きりに還かえした一いち撃げきだ。

　本当は余力のある統率種に放ち、一気にダメージを奪うばいたいところだったが、今は確実に数を減らしておきたい。リンは雷らい鳴めいを纏まとって天空を駆かけ抜ぬけた。

「それは、違ちがうよっ！」

　大気を激げき震しんさせる雷鳴と共に、雷を纏った竜を思わせる一いつ閃せんが、統率種を頭から食い破る。後に残るのは無む惨ざんに吹き飛び、砕けた傍そばから霧へと還る怪かい鳥ちようの残ざん骸がいのみ。

　漆しつ黒こくの霧を振ふり払はらい、二体目の統率種を仕留めたリンが、荒あらい息で戦友に思いを告げる。

「確かにこの空は広大で、煩わずらわしいものに縛しばられずに、この蒼そう天てんの下を生きられたらどんなにいいだろうって、そんな夢を見せてくれる……だけど違うんだ！」

　もう身近な人を失うのは嫌いやだったから。一人で剣けんを振るい、ひたすら辻神を切きり倒たおす孤高の戦士であろうとした、かつてのリンは知ってしまった。

　一人で生き残ることの重さを。地に足がつかない不安を。行先も定かではない恐きよう怖ふを。

　この空の只ただ中なかで、辺りに誰だれもいないと気づいた瞬しゆん間かんの──狂くるい死じにそうなほどの孤こ独どくを。

「繫つながりの全てを捨て去っても……そこには寂さびしさしか残らない！　それは自由なんかじゃない！　そんな生き方、哀かなしいだけだよっ！」

　残る統とう率そつ種しゆは三体。

『そんなことないっ！　顎あぎ斗とは私を必要としてくれた！　この先だってずっと──』

「なら君は、今度は支し配はい種しゆに見限られないよう怯おびえながら生きていくの？」

『……っ！』

　脳のう裏りに過よぎる恐きよう怖ふに怯ひるんだのか、クラウディアが一いつ瞬しゆん息を飲む。

「分かってクラウディア！　それを失った時、君は本当に何者でもなくなってしまう！」

『うるさいっ！　なら今のままで、満足しろとでも言うの？』

　左右の二体がリンに眼をつけた。休む間もないらしいと、リンは深く呼吸して黒刀を構える。

「クラウディア。本当の自由って……きっと支えてくれる誰だれかの傍そばにしかないんだよ」

　連れだって大空を舞まう鳥たちが、どうして哀あわれに見えるだろう。利害など関係なく、出せる成果や、生まれ持った才能や能力も関係なく。

　たとえ落ちこぼれであっても。あの時、タカトと屈くつ託たくのない笑顔で固く握あく手しゆを交わしていたジャールの姿が、リンにはとても輝かがやいて見えた。

「認められる喜びは分かるよ。だけど人の評価が絶対なはずない！　自分の価値は自分で決めるものだよ！　生き方を人に委ゆだねちゃ駄だ目めだ！　それは与えられるものじゃない！」

『うるさいっ！　うるさい、うるさい……うるさい……』

　同じ指し標ひように向かって飛んでくれる仲間の温かい心強さは、きっとクラウディアにも分かるはずなのに。それでもクラウディアは悲痛な声で、拒きよ絶ぜつの意思を叫さけび続つづけた。

『私にないものを……貴方が全て持っていたから……っ！』

　通信機の向こうで機材を叩たたきつける音が響ひびき、憎ぞう悪おに満ちた声が鼓こ膜まくを怯おびえさせる。

『だから私は！　今度こそ私自身を勝ち取るのっ！　顎あぎ斗とっ！　全て──終わらせてっ！』

　次の瞬しゆん間かん。通信は切れ、眼下の島で強きよう烈れつな蒼あおい閃せん光こうが生まれた。

　百メートル級のケルベロス。これほど巨大な統率種は初めて見る。ミカヅチ隊の面々からも、その禍まが々まがしい圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくに恐きよう怖ふの声が漏もれ始はじめる。

「タカトくん……っ！」

　ぞっとするような悪寒が走り、一瞬の判断の下に、リンはミカヅチ隊へと指示を出しメタルネットへ急降下する。彼を失うわけにはいかない。

　戦いだけじゃない。彼はきっとこの先も誰かの希望になれるはずだと、信じてみたいから。







　南エリアで繰くり広ひろげられる風のぶつかり合いは熾し烈れつを極めた。だが、ここで行われているそれは拮きつ抗こうした力と力の激げき突とつを意味していない。

　圧あつ倒とう的てきな速度と腕わん力りよくを武器にする捕ほ食しよく者しやが獲え物ものを捕とらえんと疾しつ走そうする風と、一いち撃げきで死を招く巨大な牙きばから必死に逃にげようとする風の、呼吸すら許されない刹せつ那なの死をかけた競り合いが、嵐あらしのように巻き起こっていた。

　いつ決着がついてもおかしくない、勝率の比重があまりに一方に偏かたより過すぎた絶望的な間合いの取り合いに、タカトの神経は限界まで擦すり減へり、全身から汗あせが滝たきのように落ちていく。

　──ち、畜ちく生しよう……。

　ほんの数秒の猶ゆう予よでも、呼吸が出来ることがこんなにもありがたく感じたことはない。掠かすれた音を交えながら、不安定な呼吸を繰くり返かえすタカトとは裏腹に、迫せまり来くる顎あぎ斗とはほとんど消しよう耗もうを見せていなかった。

「はははは、もう終わりなの……っ？」

　もはや言葉を返す余よ裕ゆうすらなかった。ケルベロスは一体とはいえ、攻こう撃げきに転じるための手段は三つ首故に多た彩さいだ。隙すきあらば確実にメタルネットをへし折りにかかり、下手な位置取りをすればオルトロスと同じ漆しつ黒こくの炎が、しかし圧縮された弾だん丸がんとなって襲おそい来くる。

「ちぃっ！」

　体を旋せん回かいさせ、小型の竜たつ巻まきのような機動で炎えん弾だんをいなして弾はじき飛とばすが、体勢が整わぬうちに、クラウディアが完成させた蒼そう天てんのアイギスの超高速機動で突とつ進しんしてきた顎斗が、タカトの喉のど元もと目がけて漆しつ黒こくの炎を纏まとった手刀を振ふり抜ぬいてくる。

　三日月型に空くうを切った陽炎かげろうの軌き跡せきからどうにか逃のがれるが、体を前に回した大上段からの踵かかと落おとしをさばききれず、まともに喰くらった衝しよう撃げきでタカトは花畑へと真っ逆さまに落下した。

　──ぐっ、ま、まずいっ！

　ケルベロスの炎弾が来る。もう避よけきれない。

　終わりを直感し、きつく眼を閉じたタカトだったが、何故かケルベロスは花畑に倒たおれ伏ふすタカトから眼を離はなし、再びメタルネット目がけて攻撃を開始した。

　眼を瞬またたかせるタカトを見下ろし、顎斗はゆっくりと高度を落として笑う。

「……ははは……必死だねタカト。安心しなよ、この花畑を燃やすようなことだけはしないから……焼け死にたくないなら、そうやって這はいつくばってればいい……」

　そう言って、顎斗は辻つじ風かぜに導かれて舞まい上あがった一輪の花を手にする。虹にじ色いろの花はな弁びらを持つ、辺り一面に咲さき誇ほこる花だ。

「この花が何か知ってる？　これは浮ふ遊ゆう大陸にしか咲かない花でね……オレたち支し配はい種しゆの辻風を浴びて誕生した奇き跡せきの一花。『周囲の環かん境きようを清せい浄じよう化かさせる力を持つ』唯ゆい一いつの植物なんだ」

「この、花が……？」

「支配種の辻風ほどの力はないけどね。それでも、力の大半を失っているオレたちと比べれば……これだけの数だ。時間さえかければ、地上の汚お染せんを一部回復させることは出来る」

　話が上手く繫つながらない。どうしてこの場所の花が地上の汚染を回復させることになるのか。

　しかし、胸の奥おくでは嫌いやな予感がざわついていた。この不安の正体を、恐おそらくタカトは予感出来る。

　メタルネットを引ひき剝はがし、この虹にじの花畑を使って、世界に対して正義を示す。人類の殲せん滅めつを目的とする顎あぎ斗とと、地上の汚お染せんを回復させるという言葉──。

　それらの情報が、一つの仮説をタカトの脳のう裏りに閃ひらめかせる。

「顎斗……お前、まさか……」

　考えられる結末は一つ。顎斗は悠ゆう然ぜんと周囲を見み渡わたして、厳おごそかに宣言した。

「オレの目的は──虹の花で溢あふれたこの島を、地上に落下させることだ」

　浮ふ遊ゆう大陸の一部を、この空から大地に落とす。耳に届いた真の目的にタカトが息を飲む。

「そして、虹の花の力を借りて……ある物を目覚めさせる」

「ある物……？」

「キミも見ただろ、あのタワーを……あれは本来『シード・スピア』って呼ばれるものでね。地上の汚染が進んだ時に支し配はい種しゆが覚かく醒せいすることを前提に作られた、太古の装置なんだよ……起動させれば……周囲の自然が持つエネルギーを爆ばく発はつ的てきに増ぞう幅ふくさせることが出来るんだ。当然、環境と共に、支配種の力も十全に回復出来る……っ！」

　あのタワーに秘められた本当の意味が明らかになる。

「シード・スピアを起動させる余力さえオレたちには残されてないからね……統とう率そつ種しゆを生み出すのとは次元の違ちがうエネルギーが必要になる……だからこその、この計画だ」

　これが、顎斗の築きずいた計画の全ぜん貌ぼう。虹の花の力でタワーを起動するだけの力を取とり戻もどし、タワーの力で完全なる復活を遂とげること。

「世界と、支配種のため……ははは、鍔つば芽めにこれを言ったら簡単に首を縦たてに振ふってくれたよ」

「ちっ……そんなこと、させるかぁっ！」

　確かに、この計画が完かん遂すいされれば地上の支配種が全盛期の力を取り戻し、浮遊大陸に一いつ斉せいに攻め込んでくる。そんなことになれば人類に未来はない。

　本当だった。本当に、この島の存亡が世界の行く末を左右しかねない。

　──止める、何としても！

　虹の花を燃やすわけにはいかない以上、ケルベロスより下に回れば炎に襲おそわれることはないが、タカトにも決め手がなくなってしまう。

　分厚い天てん鎧がいの奥おく底そこにコアの気配は感じるが、百メートルを超えるケルベロスの胴どう体たいを断ち切るには、タカトの持つ剣けんでは到とう底てい長さが足りないばかりか、オルトロスの時とは違い、タカトのアイギスは汎はん用よう型がただ。堅けん牢ろうな防護を打うち崩くずす力もなく、ひたすら間かん隙げきを縫ぬって顎斗に挑いどみかかるしか手段がなかった。

「くそっ、止まれぇぇぇっ！」

　黒こく炎えんの辻つじ神がみ、顎斗が生む熱風が吹ふき荒あれる中、息も絶え絶えに負けじと辻つじ風かぜを展開し、タカトは消えない闘とう志しで己を奮い立たせる。

　無む駄だなあがきと笑いつつも、顎あぎ斗ともまた応戦し、花畑に苛か烈れつな剣けん戟げきが幾いく度どとなく響ひびく。

　しかし、気力を奮い立たせた抗こう戦せんも虚むなしく──。

「はは、はははは……っ！　こんなもんなんだ、人類最高の風使いって……っ！」

　耳障りな笑い声と共に、タカトの懐ふところに潜もぐり込こんだ顎斗が、黒炎を纏まとった手刀でタカトの剣けんを真ん中から歪ゆがめ、そのままへし折る。バランスを崩くずしたタカトに畳たたみかけるように、両手の手刀がタカトの纏うアイギスのコアを焼き切った。

　手刀の切っ先がタカトの肉を焼き、激痛に悲鳴を嚙かみ殺ころした呻うめきが漏もれる。辻つじ風かぜを展開出来なくなったタカトは、そのまま音もなく宙へ投げ出され、顎斗に首を摑つかまれたまま再び花畑へと叩たたきつけられた。

　コアが失われた今、もう空を飛ぶことは出来ない。それは事実上の敗北を物語っていた。

「いい加減終わりにしようか……言い残す言葉があれば、聞くけど……？」

　勝利を確信した顎斗が、蜘く蛛もの刻印が施ほどこされた右みぎ腕うででタカトの首を摑む。どうにか引ひき剝はがそうともがいても、顎斗の腕は微び動どうだにしなかった。

　どうやら、ここまでのようだと、タカトは悔くやしさに奥おく歯ばを嚙かむ。死を前に、自分に出来ることは。何か残せるものはないかと必死に思考を巡めぐらせて、タカトは一つの希望に行き当たる。

「鍔つば芽めの意思を……汲くんでやってくれ」

「……え？」

　もう、これが最後の希望だ。

　顎斗の行動は、人間に対する個人的な深い憎ぞう悪おに端たんを発しているのは間ま違ちがいない。だが、その行動は結果的に全て、同どう朋ほうたる支し配はい種しゆを救うことに繫つながっている。

　狂きよう気きの奥おく底そこに、きっとまだ同じ種族を。仲間を大切に思う気持ちが残っているはずだ。だからこそ鍔芽にもとどめを刺ささずに気絶させるだけで済ませた。

　同朋の気持ちを考える優しさが顎斗の中にあるのなら、きっと鍔芽の意思も尊重してくれるはず。タカトが心から守りたいと願う人たちは、きっと──。

「仲間を、守りたいと……救いたいと思う気持ちがあるんだろ？　だったら、頼たのむ……鍔芽の意思を踏ふみにじるような真似だけは、しないでくれ……っ！」

　打算的であろうとも。見苦しい死に際の主張であろうとも。タカトが少しでも胸を張って死んでいくためにはもう、これしかなかった。

　一秒、二秒と、固い沈ちん黙もくが流れていく。

「……キミさ。まさかオレが……仲間のために生きてるとでも思ってるの……？」

　それは、タカトが初めて聞いた、顎斗の声だったのかもしれない。

「は……はは……あはは……あはははははははっ！」

　その底知れぬ冷たさを秘めた、絶ぜつ叫きようのような笑い声に、タカトは眼を瞠みはった。

　これまでの、どこか疲つかれ切きったような顎あぎ斗との姿からは想像もつかない。心底痛快な皮肉でも聞かされたかのように、顎斗は笑っていた。掠かすれたような声ではなく、耳障りな調子でもなく。

　ただ、狂くるったように。タカトの首に手を回したまま顎斗はしばらく笑い続けた。

「笑わせてくれるじゃないかっ！　仲間のため？　あはははははっ！　仲間？　他の支し配はい種しゆが？　あの連中が？　オレの仲間だって？　はは、あはは、ははははははっ！」

　タカトの目先数センチのところまで、血走った瞳ひとみを寄せてきた顎斗に、思わず息が止まる。

「はははははっ！　そうかぁ……キミは、オレのこの計画が、仲間を救う結果になると思ったんだね？　あははは、確かにそうだ。そんな未来もあり得たかもねぇっ！」

　ひとしきり笑い続けた顎斗は、困こん惑わくするタカトを舐なめるように見み据すえてから、その歪ゆがみ切きった邪じや悪あくな笑みを不快そうに強張った表情で塗ぬり潰つぶした。

「馬鹿じゃないの？　違ちがうよっ！　違う違う違う違うっ！　どうしてオレが他の支配種のためにこんなことをしてやんなきゃいけないのさっ！　オレだよ！　オレだっ！　オレだけだっ！　この世界に生きてていい支配種は！　神はっ！　オレだけなんだよっ！」

　見開かれた琥こ珀はく色いろの瞳からは、既すでに知性的な一面は微み塵じんも感じられなくなっていた。

「教えてあげるよぉっ！　あの戦争の後、何が起きたのかっ！」

　顎斗の右みぎ腕うでに力が入り、蜘く蛛もの刻印がまるで生きているかのように脈打った。

「人間を殺し、支配種の追手に敗れたオレは、そのままタワーに幽ゆう閉へいされた。そう言っただろう？　タワーの中で身動きが取れないまま、オレは一人……地上の清せい浄じよう化かが終わるのを待った。力を使い果たした同どう朋ほうが眠ねむりにつき、目覚めるまでの期間を、ずっと待っていた！」

　それが償つぐないのために与えられた時間だったと顎斗は語る。

「けど、やがて異変が起きた。おかしいんだ。いつまで経っても……何年経っても、タワーは解放されなかった。それどころか、ただ内部の生命を守るという機能だけを残して、ある日タワーの機能は完全に沈ちん黙もくしたんだよ」

　顎斗の言葉に、タカトは疑念に眼を細める。

「待った。待ち続けた。待って待って待って待って待って待って待って待ち続けたっ！　だけど……誰だれも来ない。誰もオレを解放しに来てくれない……そんな状態で……一体どれだけの時が過ぎたと思う？」

　琥珀色の瞳しか眼に映らないほどに迫せまり来くる顎斗が、細く切ない息いき遣づかいで、寂さびしく震ふるえる声で、凄せい絶ぜつな歴史の真実を告げる。

「…………四百年だ…………」

　思わず眼を見開く。呼吸が止まり、全身が冷たくなっていく。

　──そ、んな……馬鹿な……。

　身動きが取れず。話す相手もおらず。食料もなく。外の景色も見えない。にも関わらず、他の支配種のように眠り続けることすら叶かなわず。

　意識があるまま四百年の時を孤こ独どくに過ごした。

　──無理、だ……。

　そんなもの、どうしようもない。正常なままでいろと言う方が残ざん酷こくだ。狂くるえなければ、狂ってしまわなければ、より深い絶望に打ちひしがれるだけ。

　ようやく分かった。顎あぎ斗とは遥はるかな時の流れの中、絶望という虚きよ無むの果てに狂ったのだ。

「どうしてそんなことになったのか誰だれにも分からない……目覚めた支し配はい種しゆたちが出した結論は、かつて支配種たちが眠ねむりについた直後、『人間が掌てのひらを返してタワーの機能を停止させ、永久に支配種を封ふう印いんした』というものだったけれど、正直そんなものはどうでもよかった」

　顎斗の顔が、悲痛に歪ゆがむ。首を摑つかむ冷たく細い手から、小刻みな震ふるえが伝わってくる。

「あの時、オレが……追手に負けたりしなければ……もっと早く人間を根絶やしにしておけば……こんなことにはならなかった！　真相はどうあれ、結局オレたちは人間に全てを奪うばわれている！　あの時、オレが……オレが……オレだけが、正しかったのにっ！」

　これが、顎斗の語る正義の本質。

「人間は殺す……必ず殺す！　けどそれだけじゃ物足りない……っ！　支配種だ。思い上がったオレの同族たちに……オレが正しかったという、たった一つの現実を突つきつけなければ気が済まない……っ！」

　大空を振ふり仰あおぎ、顎斗が叫さけぶ。

「鍔つば芽めを殺さないのは、支配種が死んでしまえば配下の統とう率そつ種しゆたちも消しよう滅めつしてしまうからだよっ！　まずは人間の築いたこの忌いま々いましいメタルネットを破は壊かいする！　人間への宣戦布告と、オレという正義の証明として！　そしてこの島を落とし、他の支配種を寄せ付けないまま、オレがタワーを起動するっ！　オレだけが力を取とり戻もどして！　他の支配種を！　オレを見限った奴やつらを根絶やしにするんだよっ！」

　それが、鍔芽の力を必要とした理由。

「オレという正義を幽ゆう閉へいし、むざむざこの美しい空を！　薄うす汚ぎたない人間なんかに渡わたす結果を招いた紛まがい物ものどもなんかじゃないっ！　オレが！　オレが！　オレがオレがオレがオレがオレがっ！　ただ一人の神として！　オレが、世界を救い出すんだよっ！」

　それが、四百年前に成し得なかった正義を成す手段。

「正しくない神なんて、ただの異物だっ！　焼やき尽つくしてやるっ！　閉じ込めてやるっ！　悔くやみながら、恐おそれながら！　オレが経てきた永久に空を仰あおげない絶望の時を！　汚よごれきった大地の只ただ中なかで、全ての神に味わわせてやるのさっ！　あはははは！　はははははっ！　はは！　はははははっ！　はは、あはははははははっ!?」

　正しかった自分と、それを認めなかった同どう朋ほうへ。

　自分という正義を見限っておきながら、過ちを犯した者たちへ、永えい劫ごうの苦しみを。

「は、はは……自分たちがいかに無意味な存在か、理解出来たかい……？　ただ死んでいくだけのキミたちなんか、初めからどうだっていいのさ……っ！」

　遂ついにタカトの首に渾こん身しんの力が込められ、その全身を、蜘く蛛もが獲え物ものを糸で絡からめ取とるように、灼しやく熱ねつの黒い炎が一気に包み込んだ。

「うぐ、ぁ、があぁっぁぁぁぁぁ……っ！」

「あはははははは！　さぁタカト、楽しませてくれたお礼だ……汚よごれた大地に還かえれ！」

　タカトの体は軽々と投げ飛ばされ、ひしゃげたメタルネットの隙すき間まから広大な空へ舞まった。







　薄うす暗ぐらい研究所の一室で、チャイムは事態の全てを見届けることを決めていた。リンが激げき闘とうの中で必死にクラウディアへと送った言葉を、チャイムもこの場所で聞いている。

　リンの必死の訴うつたえは、かつてタカトがミオへ向けていたものと似ていた。口先だけの思いとは思えない。彼女なら信しん頼らい出来ると、そう判断していいはずだ。

　眼の前で泣きそうになりながら、顎あぎ斗とへ通信を繫つないだクラウディアを、チャイムは無言で見守った。クラウディアの行動がタカトやリンに害をもたらすようであれば、殺さないまでも引き金を引くつもりではいたが、それはやめだ。

　深い理由はない。ただ、ここにある歪いびつな絆きずなの行く先を──人間と支配種の繫がり方の結末を、自分の生い立ちも相まってか、見てみたくなっただけだ。

「顎斗……顎斗！　聞こえる……？　大だい丈じよう夫ぶ？　まだ、体は保もつ？」

　僅わずかな間を挟はさんで、冷たい声が返ってくる。

『……あぁ、クラウディア。大丈夫だよ……』

「顎斗……帰って来て、くれるよね……私を自由に……新しい世界で、私ずっと貴方の隣となりで、役に立てるのよね……？」

　クラウディアは顎斗に問いかける。

『はは、は……約束したじゃないか。キミを自由にするって。大丈夫、安心して……ちゃんと約束は守るから……だから……』

　その時、チャイムは視界の端はしで何かが動くのに気付いた。

『さようなら』

　次の瞬しゆん間かん、暗がりから一体の従属種がクラウディア目がけて飛びかかった。小型だが獰どう猛もうな狼おおかみ型がただ。

「っ──下がれっ！」

　クラウディアを突つき飛とばし、チャイムは巨大な顎あぎとを開いて迫せまり来くる狼の口内に銃じゆうを握にぎった片かた腕うでを突き込む。腕ごと食いちぎられそうな激痛に襲おそわれるも、チャイムは意識を手放さず、指先に渾こん身しんの力を込める。

「ぐっ──こ……の……っ！　犬いぬ畜ちく生しようの分際でっ！」

　狼おおかみの体内で五発の銃じゆう声せいが轟とどろき、こと切れた狼がずるりとチャイムの腕うでから床に落ちる。

「……え？　何……？　何で……どうして……何が……」

　激しく出血する右腕を押おさえてうずくまるチャイムと、一いつ瞬しゆん前まで起きていたことが理解できず、床に座り込んで困こん惑わくするクラウディア。

「ちっ、結局こうなるか……っ！」

　痛みに耐たえながらも、チャイムは皮肉な結末に思わず失笑する。

「顎あぎ斗と、これは……何？」

　異様に長く感じる静せい寂じやくを、ノイズが塗ぬり潰つぶしていく。そして。

『……あれ、何で生きてるの……？』

　顎斗の声が、見えない何かを砕くだいて踏ふみにじった。

『あぁ、タカトの仲間がいたのかな……まぁいいや。だったら、他のどうでもいい人間たちと一いつ緒しよに地上に落ちていけばいいよ。タカトは……もう落ちたけど』

　その言葉の意味を理解した途と端たん、チャイムは全身が麻ま痺ひしたような錯さつ覚かくに陥おちいり、クラウディアは機械が機能を停止するように、ゆっくりと俯うつむいて動かなくなった。

『正義は一人だけだ……オレが全てを取とり戻もどした時、キミは思い上がった馬鹿な人間として、真っ先に殺してあげるから、楽しみに待っててね……は、はは、は……あははははっ！』

　気味の悪い笑い声と共に通信は切れ、チャイムはやはりあの時に殺しておくべきだったと、自分の甘さを痛感する。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつし、完全に生気の抜ぬけた顔で涙なみだを流すクラウディアは、後味の悪いノイズだけが響ひびく研究室で、ぽつりと呟つぶやいた。

「終わりね……もう」

　そんな言葉を、チャイムは鼻で笑う。

「ふっ、ははははは……冗じよう談だんじゃない……っ！」

　血を流しつつも立ち上がるチャイムに、僅わずかにクラウディアが驚おどろきの表情を見せる。

「間ま違ちがってるから生きる資格がないだと……？　失笑すら起こらん暴論だ！」

　もがきながら、間違えながら、それでも懸けん命めいに生きてきた脳のう裏りに浮うかぶ仲間たちを思って、チャイムは痛みに耐たえながらも矜きよう持じを失わない笑みを浮かべてみせる。

　──そうだろうタカト……そうだろ、天あま戸と……っ！

　いつだって納得できない現実に抗あらがう意思を持ち続けた、そんな高貴な命が、あんな安っぽい正義に負けるはずがないのだから。







　一つの命を終わらせ、下らないしがらみも断ち切った。

　顎斗は自分の手を見つめてから踵きびすを返す。しかし、その正面に立ちふさがる者がいた。

「鍔つば芽め……」

　涙なみだを流し、全身を震ふるわせながら。それでも不ふ屈くつの意思を瞳ひとみで訴うつたえる鍔芽が立っていた。

「顎あぎ斗と……許しません。貴方のことを、私は絶対に許しません……っ！」

　何も知らない同どう朋ほうにすら敵意を向けられる自分に、自分で失笑が漏もれる。

「鍔芽、もうすぐ終わりだ……そこで待ってて」

　メタルネットを食い破らんと奮戦するケルベロスを見上げる顎斗だったが、その頰ほおに一いち陣じんの風が吹き付け、顎斗の皮ひ膚ふに傷を残した。

　見れば鍔芽が辻つじ風かぜを纏まとい、凄すさまじい勢いで出力を増ぞう幅ふくさせていく。

「私が、弱かったから……タカトさんを、死なせてしまった……友達を、裏切ってしまった……もう、みんなのところには帰れない……だけど！　このままじゃ終わらせませんっ！」

　澄すんだ涙を風に舞まい踊おどらせながら、鍔芽の全身が凝ぎよう縮しゆくした辻風で覆おおわれていく。即座に全身を強きよう靭じんな鎧よろいで纏った鍔芽が、辺りに怒いかりの風を吹ふき荒あらす。

「天てん鎧がい化か……？　ははは、やめておきなよ。あのサイズの統とう率そつ種しゆを五体も召しよう喚かんした時点でもう限界だろう？　制せい御ぎよする力も残ってないはずだ、キミにはもう何も出来ないんだよ……」

　支し配はい種しゆは己のコアを活性化させることで、自分自身を天鎧化させることが可能だ。だが、今の鍔芽の体力でそんなことをすれば──。

「そうです、何も出来なかった……私が……逃にげることしか考えていなかったから。タカトさんたちのように、守りたい何かのために……命がけで戦う覚かく悟ごが、私になかったせいで」

　周囲の風の全てを味方にしながら、鍔芽が遂ついに持てる力の全てを──意志を貫つらぬく戦いのために解き放つ。

「ようやく、チャイムさんの言葉の意味が分かりました……もう私のせいで何かが失われるのは嫌いやだから……だから！　私の命を賭かけてでも貴方を止めてみせます！　ケルベロスを倒たおして、私も消しよう滅めつする道を選ぶっ！　そうすれば、統率種は全部消えるでしょうっ！」

　決意の一声と共に、鍔芽が涼すずやかな風と共に、真上に向けて飛ひ翔しようした。

　鍔芽が狙ねらっているのはケルベロスの左顔面。止めようと顎斗が飛び立つ構えを取った時だ。

「はあぁぁぁぁっ！」

　天空から、雷らい鳴めいを響ひびかせて一つの機き影えいが突とつ進しんしてきた。リンのブラックレオンだ。

「鍔芽っ！　わたしに合わせてっ！」

　真上から打ち下ろす、まさしく雷かみなりの一いつ閃せんを思わせる剣けん戟げきが、ケルベロスの右顔面を狙って迫せまり来くる。

　鍔芽とリンがすれ違ちがう瞬しゆん間かん。ケルベロスの頭部が同時に二つ砕くだけ散ちった。爆ばく発はつしたケルベロスの烈れつ風ぷうに煽あおられて、流石さすがの顎斗も忌いま々いましさに怒いかりの色を露あらわにする。

「ケルベロス！　ちっ……どいつもこいつも……みんな、往生際が悪いよ……っ！」

　飛び立った顎斗が天鎧化した鍔芽に迫る。見れば鍔芽の天鎧には既すでに無数の亀き裂れつが生じていた、やはり自殺行為だったのだ。逃のがれようとあがく鍔つば芽めの足を摑つかみ、花畑へと打ち落とす。

　だが、即座に背後からリンの黒刀が首を狙ねらって空を切る。

「よくも──タカトくんをぉぉぉぉっ！」

　怒いかれる獅し子しの形相で剣けんを振ふるうリンに、黒炎を纏まとった手刀で振り向きざまの一いち撃げきを加える。ブラックレオンの装そう甲こうが一部砕くだけ、顎あぎ斗とは容よう赦しやなくリンの胴どう体たいに拳こぶしを入れた。

「うぁっ！」

　思いのほか手こずっている。これ以上、怪かい鳥ちようたちも、ケルベロスも消しよう耗もうさせるわけにはいかない。意識を手放しかけているリンを上空へと蹴けり上あげ、ケルベロスに命令を下す。

　ケルベロスの残る中央の頭から漆しつ黒こくの炎えん弾だんが撃うち放はなたれ、灼しやく熱ねつの火球がリンへと迫せまる。

「リンさん──っ！」

　眼下で鍔芽の絶ぜつ叫きようが大気を震ふるわせる。だが、顎斗の眼には既すでに迎げい撃げきも回かい避ひも間に合わない、確実に仕留められる状じよう況きようであることが映っていた。

　弱った鍔芽など後でどうとでも出来る。これで障害は全て消える。そのはずだった。

「──っ!?」

　その風に、顎斗は思わず眼を瞠みはる。恐おそらく、下で鍔芽も同じような反応をしただろう。

　何故だ、と顎斗が声を上げるよりも前に、リンを焼やき尽つくさんと飛んでいた漆黒の炎弾が、幻まぼろしのように消失して風へと還かえった。

「な、に……？」

　静せい寂じやくの中を吹ふき抜ぬけていく澄すみ切きった一いち陣じんの風。その風を。その風の『持ち主』を、顎斗は知っている。

「……は、はは？　は……あはははははっ？　驚おどろいたな……ははは、あはははっ！」

　リンを庇かばうように宙に静止している者に向けて、顎斗が琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見開いて狂きよう笑しようを響ひびかせる。涼すずやかな風と、禍まが々まがしい黒い熱風のぶつかり合いが、揺ゆらめく大気の壁かべを生んだ。

　これを運命と呼ばずに何と呼ぶのか。腹の底から笑い尽くした顎斗だったが、その笑い声がやんだ時。顎斗の顔にはこの戦いが始まって初めて──焦あせりの色が浮うかんでいた。

「どうしてキミがここにいるのさ……ねぇ、天あま戸とぉっ！」

　蒼あおく染まった髪かみを風に揺ゆらして蒼そう天てんの下に降こう臨りんしたのは、タカトと全く同じ外見の少年。

　あり得ざる、三人目の支し配はい種しゆの姿だった──。







　それは、死に飲み込まれていく濃密な時の中で起きた。

　タカトは蒼天をどこまでも落ちていく。前にも似たようなことを経験した気がしていた。あれは、リンと出会うきっかけにもなった時のことだ。襲しゆう撃げきされた輸送船から落ちた時も、こんな感覚だったはずだ。

　いや、確かそれよりもっと前にもあった気がする。まどろみの中を漂ただよっているような感覚の中で、タカトの脳のう裏りに記き憶おくが弾はじけた。

　──ここ、どこだ……。

　やけに鮮せん明めいなその映像が、五年前、故郷を焼やき払はらわれた時の記憶だとすぐに分かった。

　山の中腹で力ちから尽つき、あとは追ってくる辻つじ神がみに襲おそわれて終わるのだろうと。冷たい雪に埋うもれるように倒たおれ、それでも家族の下へ行けるならと、その死を甘んじて受け入れていた。

　その時だった。誰だれかが、タカトの傍そばに立ったのだ。生き残りが他にもいたのかと、冷え切った体で顔を上げる。

　その青年は、とても綺き麗れいな蒼あおい髪かみをしていた。人間離ばなれした美しさに、これが神様かと無意識にそう思った。

「生きたいかい？」

　率直な問いかけだった。身寄りを失い、何も出来なかった自分の無力を悔くやみ、この先、辻神だらけの地上をたった一人で彷徨さまようことになると思うと、とても生きたいとは思えなかった。

　それでも──タカトは人間だった。

　自分が死ぬ。死はすぐそこまでやってきている。そう考えると、自然と瞳ひとみから涙なみだが溢あふれだした。生きる理由もなく、生きたいとも思わない。しかし。

「死にたく……ない……」

　涙ながらの答え。それは意思や信念など関係ない、誰もが持つ純じゆん粋すいな気持ち。この星に生きる生物が例外なく共有する意識だ。

　その言葉に、タカトを抱だく青年は頷うなずくと、そっとタカトから手を離した。

　眼の前で青年が自分の胸に手を当て、ゆっくりと何かを取り出した。それは、体内から宝石を引きずり出したような、僅わずかな間に起きた壮そう絶ぜつな光景だった。

「……これは呪のろいだ。この先、沢山の困難が君を襲おそうだろう。時にはこの力そのものが君を苦しめるかもしれない。だけど……どんな苦境に立っても、死に逃にげず、自分が信じたものを、生きて信じぬく覚かく悟ごはあるかい？」

　タカトに出来たことと言えば、無言の首しゆ肯こうだけだった。しかし、青年にとってはそれで十分だったらしい。

「約束してくれ、生き続けると。来るべき時まで……君の中で眠ねむらせてもらうよ」

「だ……れ？」

　霞かすむ意識の中で、そう尋たずねた。そして。

「僕ぼくは天あま戸と──支し配はい種しゆ、天戸だ」

　そして、優しい微笑ほほえみと共に。青年は引きずり出した宝石をタカトの胸に埋うめ込こんだ。

　途と端たん、全身が焼けるような熱さに襲われ、凍こごえていた手足に過か剰じようなまでの力が宿った。

　どれだけ叫さけんだかも覚えていない。虚うつろな意識の中で山腹を転げ回り、ただ生きるために。誰だれとも知らぬ青年と交わした、生いき抜ぬくという誓ちかいを守るために。

　痛みに抗あらがい、叫さけび続つづけ、そして気づいた時。

　タカトは記き憶おくの底にあったスカイアの戦士の背中にいた。

　──あぁ、思い出した。

　白昼夢のような過去の映像から、タカトは目覚めた。

　タカトの胸の輝かがやきが急速に力を強め、噴ふき出だした風がタカトの体を抱だきしめる。蒼あおい光がタカトの全身を守るように吹き付け、重傷だった火傷を優しく、急速に癒いやしていく。

　そして次の瞬しゆん間かんには、タカトは美しい白銀のアイギスに包まれていた。否、それは人が人のために手を加えた『アイギス』ではなく──。

　辻つじ神がみが、自分自身の手で空へと羽ばたくために生み出す、一いつ片ぺんの曇くもりもない純じゆん粋すいな力。支配種が纏まといし『天てん鎧がい』に他ならなかった。

　空中で静止しながら、全てに納得がいく。自分が死にかけた時、いつも体の底から湧わいてくる尋じん常じようならざる力。これこそが辻つじ風かぜを自在に操れた自分の正体。

　自分が『支し配はい種しゆのコアを宿した人間』であることを思い出す。

「天あま戸と……いつもあんたが……力を貸してくれてたんだな」

　空の只ただ中なかで、タカト自身が秘めた辻風が翼つばさのように展開する。この風は、人と辻神の繫つながりが生んだ、涼すずやかな曇りのない自由の風だ。

「……頼たのむ。もう一度力を貸してくれ」

　意志を掲かかげる人間の息吹と、世界を統すべる神の威い風ふうが、蒼そう天てんの下で交差クロスする。

　今、蒼天の辻風クロスウインドが運命へと立ち向かう。







　そして今、タカトはもう一度顎あぎ斗とに向かい合っていた。

　頭とう髪はつが蒼く美しく染まり、信じられないようなスピードが出せる。アイギスよりも堅けん牢ろうに見える鎧よろいに包まれているのに、アイギスと違ちがい、体を圧あつ迫ぱくされるような感覚がまるでない。本当に風で出来た鎧のようだ。

　自分の理想に限りなく近い感覚に、タカトは全力を出せると確信し、拳こぶしを固める。

「た、タカトくん、それ……」

　背後で驚きよう愕がくに眼を見開いているリンに、小さく微笑ほほえんでみせる。

「リンさん、あとは任せて後退してください。俺おれが……ケリをつけます！」

　それだけを告げて、タカトは顎斗の正面へと降下する。これまでのように風に押おされる感覚ではない。風と一体になったような、無む駄だも荒あら々あらしさもない、静かで、しかし高速の飛ひ翔しようだ。

「どうして……どうしてキミが、ここに……」

　顎斗は困こん惑わくした様子で、驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめながら問いかけてくる。

「まさか天あま戸と、キミは……自分のコアを人間に埋うめ込こんだのか？　その人間に、神の力を……辻つじ風かぜを抑おさえ込こむだけの精神力がなくちゃ、二人とも死ぬのに……っ？」

　それが支し配はい種しゆにとってどれほどの決断だったのか、タカトには分からない。しかし、あの顎あぎ斗とがここまで狼ろう狽ばいする様子を見る限り、尋じん常じような判断ではないらしい。

「……認めない……っ！　人間に、オレたちと同等の力を持つ者がいるなんて……っ！」

　迸ほとばしる顎あぎ斗との怒いかりの風にタカトは思わず身構える。感情を剝むき出だしにしている分、これまでとは違ちがった迫はく力りよくがあった。

「顎斗、それは違う」

　タカトは、ほんの数分前。自分を殺した男に向かい合う。

　あくまで人間を認めず、神を神として扱あつかおうとする姿に、当然だろうとタカトは思う。

　ほんの僅わずかでも、人間が神と同等か、それ以上の存在だと認めてしまえば、顎斗の正義は間ま違ちがいだったことに──身勝手に人間を虐ぎやく殺さつし、同どう朋ほうに見限られた──思い上がった罪人の一人でしかないということになってしまう。

　あまりに哀あわれな、そんな顎斗の結末を。

　タカトは、これ以上ない制裁として顎斗に突つき付つけることを決意する。

「顎斗、お前は単に……虫けらの価値すら測れなかった無能だ」

　衝しよう撃げきで息を飲む顎斗に、タカトは無言のまま手を前にかざす。猛もう烈れつな勢いで収束した辻風が、その手の中に、見み据すえるだけで身が切れそうなほどに鋭するどい白銀の剣けんを召しよう喚かんする。

「ぐっ……天戸の、剣つるぎっ！　……本当に、人間が……っ？」

　どこか、チャイムが傍そばにいるような不思議な存在感に安あん堵どしつつ、支配種の力を手にしたタカトが風となって空に舞まう。

「顎斗、人間に裁かれて死ね──今、楽にしてやるっ！」

　仕留めるべきはケルベロス、そして顎斗の無力化。

「天戸……お前、お前が、また……お前が邪じや魔まをするのかぁぁぁぁぁっ！」

　喉のどが張はり裂さけんばかりの顎斗の絶ぜつ叫きようを合図に、最後の激げき突とつが島に二つの暴風を生み出した。

　既すでにメタルネットの基部も半分以上が破は壊かいされている。怪かい鳥ちようも三体が健在だ。あと一か所でも破壊されれば、無理やり引ひき剝はがすことが出来てしまうだろう。

「何をしてる……早く蹴け散ちらせケルベロスゥゥゥっ！」

　頭部を二つ失ったケルベロスは、それでもなお、獰どう猛もうな迫はく力りよくを維い持じしたまま、新たなる敵の襲しゆう来らいに燃えるような赤い眼光を向けてきた。

　頭上のタカト目がけて、ケルベロスが間かん髪はつ入いれずに無数の炎えん弾だんを乱射する。

　空中で炎弾が炸さく裂れつする轟ごう音おんが幾いく度どとなく連続し、タカトはそれを高速で避よけ続つづける。複雑な軌き道どうを追う炎の連発が、空を漆しつ黒こくの爆炎で覆おおい尽つくした。

　陽炎かげろうを振ふり払はらったタカトに向けて、ケルベロスが一際巨大な炎弾を撃うち放はなつ。回かい避ひしようとしたタカトだったが、天あま戸との意識なのか、タカトは今打てる一手を直感した。

　回かい避ひ行動を取らず、タカトは両手を正面に構え、全身を包む天戸の辻つじ風かぜを柔やわらかな盾たてのように展開する。

　──『天あま包づつみ』

　風の障しよう壁へきに激げき突とつした炎えん弾だんは、しかし爆ばく発はつも燃焼もせず、形と威い力りよくを維い持じしたまま天戸の風に優しく包み込まれて停止し、その風の中で握にぎり潰つぶされたように跡あと形かたもなく消失した。

　これが支し配はい種しゆ、天戸の能力。

　己の辻風で他の辻つじ神がみの力を浸しん食しよくし消失させる『影かげ』の辻神──。

「行くぞ！」

　消失させた炎弾の向こう、ケルベロスに正面から接近出来る道が開けた。白銀の剣けんに纏まとわせた辻風の刃やいばを、タカトが大上段から大きく振り下ろす。

　──『影かげ太だ刀ち』！

　ケルベロスが纏う百メートルの体たい軀くを覆おおい尽つくす巨大な辻風の結界が、いとも容易く切きり裂さかれた。風の切断面が黒い三日月のような軌き跡せきを描えがき、ケルベロスの胴どう体たいを縦たてに深々と抉えぐり切きる。

　首の付け根から胴体の中央付近までを切り裂かれたケルベロスが苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを轟とどろかせ、怯ひるんだその隙すきを狙ねらって、タカトが再びその背に立つ顎あぎ斗とへと迫せまる。

「顎斗ぉぉぉぉぉっ！」

　クラウディアの蒼そう天てんのアイギスという力を得た顎斗が、真っ向からタカトを迎げい撃げきせんと両手の拳こぶしを構えた。これまで常に余よ裕ゆうを見せていた顎斗が、遂ついに本気でこちらを落としにかかる。

　舞まい上あがった顎斗を追い、辻風と辻風が上空で激突する。

　天包みの風を纏わせているにも関わらず、顎斗の黒い炎を纏った拳はその防護の上からでも強きよう烈れつな熱波でタカトの腕うでを焼き尽くさんと猛たけり狂くるう。

　黒炎の辻神、顎斗が誇ほこる、全てを焼き尽くす灼しやく熱ねつの力。

　痺しびれる腕をそれでも決死の覚悟で振ふるい、右手の剣で果か敢かんに攻める。対する顎斗も後がない。天戸という支配種の力を前に、的確な動作でこちらに決め手を作らせない。

　星を統すべる者たちの辻風が嵐あらしのように入り乱れ、島に吹ふき荒あれる。

「ウオオォォォオオォォッ！」

　風と風、声と声、意思と意思がぶつかり合う。神話の再来すら連想させる、人の手の届かない領域での神々の攻防。

　ひたすら上じよう昇しようを続ける二人の激突が、メタルネットに阻はばまれる直前。

「ケルベロス！」

　眼下に命令を下した顎斗がケルベロスを再起させる。高度を取ったのはケルベロスの動きに即座に反応させないためかと、視線を落としたタカトの一いつ瞬しゆんの隙を見み逃のがさず、天戸の鎧よろいに、顎斗の渾こん身しんの一いち撃げきが決まる。

　黒炎を纏まとった閃せん光こうのような貫ぬき手てがタカトの胸部を深く抉えぐった。

「がっ!?」

　鎧よろいを貫かん通つうして全身に行いき渡わたった衝しよう撃げきが、タカトの意識を強きよう烈れつに揺ゆさぶった。続く黒炎の熱波が、激痛でタカトの肉ごと意識を焼き切りにかかる。

　それと同時、眼下のケルベロスが遂ついにメタルネットの基部を更さらに破は壊かいした。その瞬しゆん間かん、島を守まもり抜ぬいていた鋼こう鉄てつの網あみが、凄すさまじい軋きしみを上げながら傾かたむく。

「終わりだ天あま戸と！　何もかもが、今日終わる！」

　最大の速力を以て、顎あぎ斗とが真下へ急降下する。痛みを食いしばって耐たえ、意識を奮い立たせて追おうとするタカトだったが、すぐ頭上で更なる金属音が響ひびいた。

　残る怪かい鳥ちよう、三体。タカトの数倍はある鉤かぎ爪づめが、メタルネットの各部を摑つかんでいた。引ひき剝はがしにかかるつもりだ。

　これまでとは比ひ較かくにならない軋みの音は、全人類が無意識に放つ悲鳴のようで、タカトはどちらに向かうべきか一いつ瞬しゆん迷った。

　その一瞬で、顎斗は南エリアの中央、その大地に拳こぶしを叩たたきつける。

「ハァァァァァッ！」

　顎斗の支し配はい種しゆの力が、島へと伝わっていく。

　知られざる、浮ふ遊ゆう大陸の地下──この大地を空へと存在させ続けている根源は、巨大なコアの力だった。

　この高高度で、人や動物たちが問題なく活動できるのも、浮遊大陸がそれぞれ持つコアが、大陸そのものを覆おおい尽つくす辻つじ風かぜで結界を張っているからだ。

　今、顎斗はそのコアに干かん渉しようし、辻風を防護の結界から推進力の風へと変へん換かんする。これまで結界の役割を成していた辻風が、島を地上にまで誘さそうのだ。

「く、くそ……っ！」

　頭上の統とう率そつ種しゆを片付けに回れば島の落下は止められない。顎斗を止めに向かっても、メタルネットを引き剝がされてしまえばネスト５は終わりだ。

　──駄だ目めか……っ！

　奥おく歯ばを嚙かみしめたタカトの脳のう裏りに、一瞬、絶望が影かげを落とす。しかし。

「タカトくん！」

　鋼鉄の網を挟はさんで、この絶望的な状じよう況きよう下かでも覇は気きを失わない鮮せん烈れつな一声が響いた。

「言ったはずだよ──君一人の戦場じゃないんだって！」

　砕くだけた装そう甲こうから火花を散らしつつ、それでもリンの瞳ひとみから闘とう志しは消えていなかった。

　あの輝かがやきを、今は信じるしかない。

「リンさん、頼たのみますっ！」

　感覚で分かる天あま戸との力もあまり残されていない。今、勝負をかけるしかない。

　メタルネットを蹴けりだして、タカトが島の中央目がけて突とつ貫かんする。しかし、顎あぎ斗とを庇かばうように満まん身しん創そう痍いのケルベロスがその身を盾たてにして咆ほう哮こうした。

　タカトの眼に映るケルベロスのコア。胴どう体たいの最さい奥おうに輝かがやく無風地帯を目がけて、タカトは右手をかざす。

「うおぉぉぉぉぉっ！」

　タカトが得意とする辻つじ風かぜの刃やいばと、天戸の影かげの力。剣けんの切っ先を正面に向け、全身の辻風を鏃やじり型がたに展開させる風の一ひと矢やと化して、勢いを落とさずに突とつ進しんする。

　放たれた漆しつ黒こくの炎えん弾だんに真っ向から突つっ込こみ、息も出来ない煉れん獄ごくの熱気の中を貫つらぬく。漆黒の灼しやく熱ねつ地帯を涼すずやかな風で突き破り、タカトはケルベロスの頭部に全身で飛び込んだ。

　天戸の風によって浸しん食しよくされ、砕くだけ散ちるケルベロスの天てん鎧がい。百メートルの体たい軀くを頭から抉えぐり、穿うがち、貫つらぬきながら、光の見えぬ暗くら闇やみの中をコアの輝き目がけて駆かけ抜ぬける。

　そして、遂ついにタカトの剣がケルベロスの巨体を討うち破やぶった。ケルベロスのコアに食い込んだ白銀の剣がコアもろとも砕け散り、黒い霧きりの暴風と化して霧む散さんするケルベロスの断だん末まつ魔まを背で聞きながら、タカトはなおも勢いを落とさず、眼下の顎斗へ突き進む。

　右みぎ腕うでを振ふり上あげ顎斗に迫せまる。驚きよう愕がくと焦あせりに満ちた顎斗の苦い表情が、決着の時が来たことを予感させる。しかし。

「終わりだよ」

　顎斗の口元に、歪ゆがんだ笑みが浮うかんだ。何より絶望的な結末を思わせる、勝利を確信した顎斗の笑みに、タカトは全神経を頭上に残した希望に傾かたむける。

　──リンさん……っ！

　壮そう絶ぜつな金属音は、メタルネットが引ひき剝はがされていく現実を皆みなに知らせていく。

　三体の怪かい鳥ちようが、人類を守る砦とりでを、憎ぞう悪おの化身が蘇よみがえる象しよう徴ちようへと変へん貌ぼうさせる──直前。

　頭上で、二体の怪鳥が眩まばゆい光に包まれて消失した。

「な、何っ!?」

　その二体が消失したことで、大きくバランスを崩くずしたメタルネットが、再び島へと叩たたきつけられる。この状じよう況きようで、統とう率そつ種しゆ二体を消しよう滅めつさせられる者がいるとしたら。

　──鍔つば芽め……っ！

　残る一体、メタルネットの最上部を摑つかんでいた怪鳥が、それでも諦あきらめまいと、執しゆう念ねん深ぶかくメタルネットを引き剝がしにかかる。とてつもない力だ。僅わずか一体の力でも、少しずつメタルネットを島から離はなしていく。

　だが、見上げた空に、裁きの雷いかずちがこだました。

「哭こく雷らいっ！」

　最後の一体を粉々に吹き飛ばす、御雷みかづちの一いつ閃せんが、猛たけ々だけしい雷らい鳴めいと共に、人類を脅おびやかす最後の障害を屠ほふってみせた。

　日差しを遮さえぎる影かげの消えた空で、タカトは眼を見開いて風を纏まとう。

「はぁぁぁぁぁっ！」

　全てを討うち破やぶられた顎あぎ斗との顔面に、タカトが神など関係ない、人間の拳こぶしを振ふりかざす。

　そして、辻つじ風かぜが消える儚はかない余よ韻いんを残して。

　一人の人間の意思が、蒼そう天てんを統すべる神を大地へと沈しずめた──。







[image: 七章　託されたもの]







　タカトは鍔つば芽めを抱だき起おこしていた。既すでに天あま戸との力は尽つき、タカトは花畑に降り立っている。

　あの最後の瞬しゆん間かん、決死の覚かく悟ごで統とう率そつ種しゆ二体を消失させ、チャンスを作ってくれたのは、紛まぎれもなく鍔芽だ。

　だが、五体もの統率種を召しよう喚かんした後に、自身を天てん鎧がい化かさせる無茶をし、更さらに満まん身しん創そう痍いの状態で統率種二体を片付ける無む謀ぼうとも言える行こう為いをしたのだ。消しよう耗もうは計り知れないはず。

「鍔芽！　鍔芽っ！」

　タカトの呼びかけに、鍔芽がうっすらと眼を開く。震ふるえる唇くちびるが何かを伝えようとするが、それよりも前にタカトの眼に映ったのは、安心したような笑みだった。

「ふふふ……やっぱり……王子様ですね」

「鍔芽っ！」

　そして、ほっとしたような吐と息いきと共に、鍔芽の瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。

「よかった、タカトさん……無事で……」

　華きや奢しやな体を抱きしめて、タカトも心からの歓喜に震えた。取とり戻もどし、守り切ったのだ。

　だが、その喜びに沸わく空気を許すものかと犯すように。

「っ！　タカトさん、後ろっ！」

　喜びに緩ゆるんだタカトの心は、鍔芽の鋭するどい叫さけびで現実に引き戻される。完全に打うち倒たおしたと思い込んだタカトの失策だった。

「……まだ……終わってないよ……っ！」

　いつの間にか起き上がっていた顎あぎ斗とが、猛もう烈れつな速度でタカト目がけて飛び立っていた。眼前に迫せまる顎斗の腕うでに不意を突つかれ、死を覚かく悟ごしたその時だ。

　その腕がタカトの喉のどを焼き切る寸前で、顎斗が全身の動きを停止させた。

「あ……がっ……」

　タカトの命を奪うばい去さる直前で静止した腕、その指先が薄うすい黒こく煙えんとなって消えていく。

　──顎斗の体が……消える？

　後ろに倒れた顎斗は、ゆっくりと体を消失させていきながらも、憎ぞう悪おに歪ゆがんだ顔でタカトを睨にらんでいる。

「ぐっ、間に合うはずだったのに……っ！　ま、だだ……まだ消えるわけには……っ！」

　震えながら起き上がった琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、一歩、また一歩とタカトに迫る。

「オレ、は……正義を……世界を……この手でっ！」

　燃え尽きる前の蠟ろう燭そくのように、顎斗の全身から巨大な黒い炎が噴き出し、タカトたちに襲おそい掛かかろうと燃え広がる。しかし、その最後の暗い輝かがやきも。

「顎斗、もう終わりにするんだ」

　無意識に手を伸ばしていたタカトの──天戸の──諭さとすような言葉と共に、消しよう滅めつした。

　タカトの内側から温かな力が沸わき上あがり、影かげ太だ刀ちの一いつ閃せんが顎斗の体を斜ななめに切きり裂さく。

「う、ぁ……」

　黒い血ち飛沫しぶきと共に顎あぎ斗との胴どう体たいに新たな傷が刻まれ、古傷の上から、全く同じ切り口が十字に交差した。あまりにも綺き麗れいに重なったその十字傷に、タカトは一つの事実に至る。

　──そうか、四百年前……顎斗を倒たおした支し配はい種しゆが……。

　天あま戸とだったのだ。だから顎斗は、ただでさえ深い憎ぞう悪おをここまで表層に出した。

　それは、最初に顎斗の正義を否定した神の力だったから──。

「…………どうして、誰だれも分かってくれないんだ…………」

　それが最後だった。まるで内なる憎悪を燃もやし尽つくしてしまったかのように、顎斗は静かに脱だつ力りよくすると、空を仰あおいで小さく吐と息いきした。

　志半ばで力尽きる無念と、限界を超える消しよう耗もうに襲おそわれているはず。しかし、不思議なほど邪じや気きのない穏おだやかな表情で、顎斗は空を見上げていた。

「……タカト＝ミソラマ」

　そう呟つぶやいて、顎斗はタカトに眼を移した。

「キミに宿るその力は……平和を望みながら戦せん禍かに身を投じ、同どう朋ほうの命を尊びながら同朋を見限り、人間との共存を謳うたいながら人間を何千と葬ほうむってきた……血ち塗ぬられた英えい雄ゆうの力だ」

　タカトは全身を強張らせて、自分の胸に手を当てる。

「たとえ同朋であろうとも、異い端たん者しやは排はい除じよされる……オレのようにね……キミの正体が知られたら、キミが必死で守ろうとした人間も、きっとキミを殺そうとするだろう……」

　顎斗の言葉に、一いち抹まつの不安がタカトの心に過よぎる。

「キミはいずれ、その力に飲まれる。人間でなくなる……守りたいと願う命の全てを、切り捨てることになる。そういう人をオレは見てきた……そういう悲劇を、オレは経てきた……」

　ゆっくりと消えていく腕をタカトに向けて、顎斗は琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを大きく見開いた。

「断言するよ……キミは必ず、その手で守りたいと願う人たちを、殺すことになる……泣なき叫さけんでも、血で血を洗う旋せん風ぷうから逃のがれられなくなる……それでもキミは──」

「──それでも」

　おぞましい顎斗の呪じゆ言げんを吹き晴らすように、タカトは強く口にする。

　どこにも居場所がなくなったとしても。信じた全てに裏切られても。

「俺おれはあいつらのために生きるし、あいつらのために死んでみせる」

　鎖くさりのような絆きずなが一方的に断ち切られても。切れた鎖の端はしを摑つかむ者が誰一人いなくなっても。

　その鎖を引きずって最さい期ごまで──皆みなと過ごした日々の全てを誇ほこりにして、生きてみせる。

　四百年でも、千年でも。顎斗のように、憎にくしみに変えたりは決してしない。

「……はは、はははは……楽しみだな……キミがその綺き麗れいごと、どこまで貫つらぬけるのか」

　黒い煙けむりとなって消えていく顎斗の姿に、僅わずかに気を抜ぬいていたタカト目がけて。

　不意に伸びて来た顎斗の腕うでが、タカトの右手首を摑んだ。

「ここで、見守ることにするよ……っ！」

　その瞬しゆん間かん、顎あぎ斗との掌てのひらが生む猛もう烈れつな熱量がタカトの手首を焼いた。

「ぐっ!?　あ、ぁぁぁぁ……っ！」

「は、はは、ははははは……さようなら天あま戸と……さようならタカト……」

　タカトの皮ひ膚ふに鋭するどく焼き付いた不気味な黒い手形は、まるで──蜘く蛛もがまとわりついているようにも見えた。

「何もかもを恐おそれ悔くいながら……精々頑がん張ばって生きればいいさ……」

　そんな言葉を最期に。顎斗の腕はタカトを離はなし、その細い体ごと花畑へと倒たおれていく。

　無論、笑みを浮うかべたまま。支し配はい種しゆ、顎斗は一人孤こ独どくに蒼そう天てんへと還かえった──。

「ち、くしょう……」

　最期まで、救われない男だった。最後まで、災さい厄やくの種を振ふり撒まく神だった。

　持ち主の消しよう滅めつに伴い、顎斗が纏まとっていたアイギスもまた、扱あつかう者を失って天空に舞まい上あがっていく。そして、黒い霧きりとなって消滅した顎斗の周囲で、虹にじの花々が一いつ斉せいに枯かれ果はてた。

「は、花が……」

　数メートルの範はん囲いに渡わたって、これまで堂々と咲さき誇ほこっていた虹の花が力なく項垂うなだれていき、鮮あざやかだった花はな弁びらが泥どろのように濁にごり、乾かわき、息絶えていく。

　美しい景観の死。どこか寂さびしい余よ韻いんを残して、ようやく静せい寂じやくが訪れた。

「終わった、か……」

　嵐あらしのような激げき闘とうが噓うそのように、周囲にそよぐ辻つじ風かぜは優しく吹きつけていた。

　──顎斗。お前にほんの少しでも……誰だれかを信じる気持ちさえあれば……。

　何かが、違ちがったのだろうか。

「タカト、さん」

　一人、火傷の箇所を押おさえて佇たたずむタカトの腕を、鍔つば芽めが引っ張った。

「鍔芽、大だい丈じよう夫ぶか？」

　頷うなずく鍔芽の美しい銀の髪かみに、そっと手を置く。お互たがいボロボロなのに、不思議と清すが々すがしい気持ちだった。

「……私、この空に来れて……貴方と出会えて、本当によかった」

　そう微笑ほほえんで、鍔芽はそっとタカトに寄より添そう。

「夢だったんです。後世に残るような伝説を、この眼で見て、この手で残すこと……タカトさん……いいえ。ここで出会った全ての人たちはきっと──」

　鍔芽の声が、優しく蒼あおい風に溶とけていく。

「素敵な伝説になると思います」

　こうして、三つの掟おきての全てを守り、生いき抜ぬいた鍔芽と並んで、タカトは花畑に倒れこんだ。

「ありがとう、タカトさん」
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「……気にするな」

　いつか伝説になるこの場所で、タカトは遥はるかな蒼そう天てんに笑みを送った。

「うちじゃ、よくあることだ」







　顎あぎ斗ととの出会いは、今から一年ほど前だった。

「クラウディア＝Ａ＝レベリオス？　不思議な名前だね……？」

　初めて出会った時、包帯で巻かれた顎斗はクラウディアの名前を聞いてそう笑った。

　調査部隊を率いて地上に降りた後。見たこともない黒い炎に焼かれた隊員たちの死体の中心で、ぐったりと動かない顎斗を見つけた。

　放っておくことなど出来ず、クラウディアは出来る限りの治ち療りようを施ほどこして顎斗の命を辛かろうじて繫つなぎ止とめたのだ。

　そして知らされる。支し配はい種しゆの存在と、かつての戦争、それを経た顎斗の物語──。

　罪人として孤こ独どくを味わいながらも、今自分に出来ることを探してもがく姿は、与えられた役目を果たすことのみを存在意義とされ、優ゆう秀しゆうであり続けることのみを強いられてきたクラウディアに、強きよう烈れつな同族意識を抱いだかせた。

　そして似ているからこそ。自分より遥はるかに強大な力を持つ顎斗に憧あこがれた。確固たる信念の下、立たち塞ふさがる何もかもを焼やき尽つくし、薙なぎ払はらおうとするその姿に焦こがれたのだ。

「……自由になりたい？」

　それは、ほんの少し前のこと。

「オレたちは生きてるんだ……納得いかない現実なら、抗あらがっていいんだよ？　生きたいと思う世界があるなら、自分で勝ちとればいいんだ……生き方に、誰だれの許可もいらないよ……」

　絶望と憎ぞう悪おの狭はざ間ま。それは本当に、奇き跡せきのような刹せつ那なに起きた出来事。

　たとえ、その言葉の全てが偽いつわりで、何の心もこもっていない飾かざり物ものだったとしても。

　彼がクラウディアにかけてくれた言葉は、全て──クラウディアが、ずっと誰だれかに言って欲しかった言葉だったから。

　憎悪を秘める仮面であったとしても。顎あぎ斗との掠かすれた笑い声も、疲つかれ切きったような笑顔も。

　クラウディアが生しよう涯がいで初めて垣かい間ま見みた希望だった。

　そして今。

『……聞こえるよね、クラウディア。全部終わったよ』

　リンからの通信が、激げき闘とうの終結を告げる。勿もち論ろん、神と人の野望が潰ついえる結末を。

『リーダー、聞こえますか！　こっちは避ひ難なん誘ゆう導どうが終わって、残ってる戦士さんたちが支部内の従属種を殲せん滅めつしたそうですよーっ！　ただ、偉えらい人のいる上層までは間に合わなくて……多分、全ぜん滅めつです』

　チャイムの通信機から、そんな声が聞こえてきた。自分を見出し、今日まで道具として扱あつかってきた、この支部の支部長はもうこの世にいないのだ。

　クラウディアは研究所の一室で、全てを失って座り込んでいた。

「ご苦労だったミオ、ひとまず戻もどってくれ。……さて、どうしたものかな」

　白衣を破って止血を施ほどこしたチャイムが通信を切り、クラウディアに迫せまる。

　もはや誇ほこれるものなど何一つない。道化は道化らしく、笑われながら消えるのみだ。

「一発残っているが、使うか？」

　クラウディアの眼の前に、チャイムが拳けん銃じゆうを投なげ渡わたす。無言のままそれを手に取って、その重さに少し驚おどろく。

　これが、顎斗の同どう朋ほうを幾いく度どとなく葬ほうむってきた人間の生んだ兵器。或あるいはこれで死ぬのも悪くないかと失笑しながら、クラウディアは銃じゆう口こうを自分に向けた。

　だが、その時。

「っ……」

　クラウディアの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれた。

　これは、何の涙だろうか。クラウディアには分からない。だが──この引き金を引くことだけは、決してしてはならないと、そう思った。

「……クラウディア、顎斗のことを、どう思っていた？」

　チャイムが初めて、その名を呼んだ。今いま更さら何を、と思いながら、クラウディアは顔を上げる。

「……好きだったわ」

　本当に笑える話だ。あれほど手て酷ひどく裏切られたのに。仕方なく一いつ緒しよにいただけの、目障りな人間に過ぎなかったはずなのに。

「彼の笑顔を……信じていたかった……」

　全てが終わった今も、その想いは変わらなかった。こうして平然と口に出来るほどに。

　そうか、と呟つぶやいて、チャイムがクラウディアの手を取り、銃じゆうを回収する。

「なら、私と組まないか？」

「……え？」

　予想外の言葉に、クラウディアは涙なみだの止まらない瞳ひとみで、不敵に笑うチャイムを見つめる。

「顎あぎ斗とをあそこまで歪ゆがめた原因は……四百年の闇やみに消えた、歴史の真実だ」

　人間が支し配はい種しゆを裏切った。そう結論づける他なくなった、未だ見えぬ真相。

「タワーが停止した本当の理由。今起きている戦いの原因を、かつての人類の裏切りと考えるのは簡単だ……だが根こん拠きよはどこにもない。一体何があったのか、知りたくはないか？」

「貴方……何を？」

「私は知りたい。無論、今更手て遅おくれだ。だがもしも……支配種の存在を歴史から抹まつ消しようした、誰だれも知らない本当の理由があるのだとしたら……それを探してみたくはないか？」

　戦争が終結し、支配種が眠ねむりについた、その後。四百年前、何があったのか。

「追い求める価値のある可能性だと思っている。もし真実が見つかれば、少なくとも──」

　チャイムが、強い決意を感じさせる瞳で、クラウディアに訴うつたえかける。

「かつて人を信じてくれた支配種たちの想いは……きっと報われる。どうせ報われるなら、絶望に塗まみれた戦いなんかより、そっちの方が絶対にいい」

　その言葉は、クラウディアの冷え切った心に、一筋の光を差し込ませた。

「お前が力を貸してくれれば、きっと近づける。隠いん蔽ぺいされた歴史の真実に」

「……貴方、一体……」

　疑問には、肩かたをすくめた困ったような笑みが返された。

「これでも託たくされてるものがあるんだ……私を育てた、はた迷めい惑わくな支配種の英えい雄ゆうにな」

　驚きよう愕がくに眼を見開くクラウディアに、立ち上がったチャイムが肩をすくめる。

「顎斗は全てを憎にくんで消えていったが……彼の戦いの本当の意味を、見つけてやることなら出来るかもしれないだろう？　だから」

　チャイムは手の中で銃をクルクルと回し、自分の頭にあてがった。

「もう少しだけ生きてみないか？　彼と一緒に生きた時間を、無む駄だにしないためにも」

　カチリと空くう砲ほうが響ひびく中で、チャイムがクラウディアに微笑ほほえんでみせた。







　その後。南エリアに駆かけつけて来たジャールたち、増ぞう援えん部隊に保護され、タカトたちの戦いはひとまず幕を下ろした。気が抜ぬけたせいか全身に力が入らず、鍔つば芽めと並んで空を見上げていたタカトの下に、真っ先に駆けつけて来たのは、リンと、ジャールだ。

「タカトぉぉぉぉっ！　鍔芽ちゃぁぁぁん！　無事だったかぁぁっ！」

　懐なつかしく感じる騒さわがしさに鍔芽と苦笑し、リンに支えられながら体を起こす。

「へへ、やっぱ流石さすがだなタカト。百メートル級をぶっ倒たおしたって？」

　その時タカトは思い出す。自分がもうジャールとは違ちがう存在であることを。ジャールから父親を。アクロポリスに暮らす子供たちから家族を奪うばった、辻つじ神がみに近い存在であることを。

「……タカトさん」

　タカトの様子に気づいたのか、鍔芽がすぐ傍そばで悲しそうな表情を浮うかべる。

「ジャール、俺おれは……」

　覚かく悟ごは決めたはずだ。それでも心は不安で震ふるえ、顎斗の呪じゆ言げんが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　差しのべられる友の手を、この絆きずなを摑つかむことは果たして──許されるのか。

　だが、そんなタカトの内心の迷いを砕くだき割わるように。

「そら、立てるか？」

　力強く握にぎられた手に驚おどろく間もなく、ジャールが歯は茎ぐきを見せて笑う。

「うっし大だい丈じよう夫ぶそうだな！　そんじゃー帰ろうぜ？　皆みな揃そろって凱がい旋せんといこうじゃん！」

　伝わってくる頼たのもしさに、何て馬鹿な杞き憂ゆうに揺ゆれ動うごいていたのだろうと眼を伏ふせて。

「……お前はたった今来たばかりだろ」

「あんだと！　空の戦士はいつだって繫つながってんだぞ！　ですよねリン隊長？」

「あははは、まぁ、そういうことにしておこっかー」

　朗ほがらかに賑にぎわう中で、鍔芽が空いたタカトの手を握って微笑ほほえんだ。

　──そうだな……。

　きっと、胸を張っていいのだ。

　この空で、生きていることに。
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　それからのことは、何もかもがあっという間だった。タカトたちはスカイアへと帰き還かんを果たし、無事に統とう率そつ種しゆを殲せん滅めつした功績を称たたえられた。

　支部内の従属種襲しゆう撃げきに関しては犠ぎ牲せい者しやや負傷者も多く出たらしいが、期せずして功を奏したタカトたちの侵しん入にゆう作戦によって、アイギスの格納庫を迅じん速そくに開放出来たことが、初動の良さに直結したというのだから皮肉なものだ。

　もっとも、クラウディアの父親であるとされていた、スカイア、ネスト５支部における支部長、及びその傘さん下かの有力者の多くは、死を避さけられなかったらしい。

　それはまるで、神の怒いかりに触ふれたかのような、凄せい惨さんな死にざまだったそうだ──。

　それ以外は目立った騒さわぎも起きず、戻もどったタカトと鍔つば芽めにミオが抱だき付ついてきて、しばらくは相手取るのに苦労したが、無事に再会出来た友に涙なみだするミオと鍔芽の姿を見て、タカトとジャールは笑みをこぼした。

　負傷していたチャイムと合流し、研究所内にクラウディアを残してきたと告げられたリンは、一人戦友の下へと駆かけて行き、まだ部外者でしかないタカトに出来ることは、もう残されていなかった。

　ただ一言。タカトもまた、天あま戸とという戦友に感謝の言葉を響ひびかせはしたが。







　そして数週間後。騒ぎはある程度沈ちん静せい化かし、タカトはアクロポリスへ帰ってきていた。

　今日は、タカトがスカイアに召集されている日だ。

「あ、タカトさん、おはようございます。今日もいい天気ですね」

　あの凄せい絶ぜつな事件以来、アクロポリスには仲間が一人増えていた。

　結局、鍔芽は地上で発見された放ほう浪ろう者しやとして処しよ理りされ、諸々の事情は隠いん蔽ぺいされ、アクロポリスで暮らすことが許されたのだ。

　勿もち論ろん、有事の際はスカイアへ協力するという条件付きでだが──普ふ段だんはネスト５にある書物を読み漁り、鍔芽なりに人と辻つじ神がみの未来へ向けて歩き出そうと勉強している。

「私、決めました。ずっと寂さびしかったから……夢や憧あこがれに浸ひたってばかりで、物事の当事者になることを怖こわがっていたんだと思います。だけど、みんなに勇気をもらったから。今度は、私が誰だれかを助けられるようになってみせます！　タカトさんたちと一いつ緒しよに、素敵な伝説を紡つむいでいきたいから……だから、これからもよろしくお願いしますね」

　強い意志と、前向きな明るさを手に入れた鍔芽の笑顔は、これまでよりずっと晴れやかで綺き麗れいに見えた。

「タカト様ーっ！　鍔芽ちゃーん！　おっはようございまーす！」

　ミオもすっかり鍔芽と仲良くなり、今ではいつも一緒にいるほどだ。

　そして、二人と話しているうちに、タカトも出発する時間になった。

「さてと……それじゃ行ってくるよ」

「タカトさん、行ってらっしゃい。お帰り待ってますから」

「タカト様！　みんなでご馳ち走そう作って待ってますからねーっ！」

　二人に手を振ふり返かえして、タカトは風を受けて歩いていく。

　スカイア内部も、支部長の死亡に伴ともなって大おお幅はばな組織改編がされていたそうだが、先日ようやく一段落したらしい。

　セントラルへと向かったタカトは、緊きん張ちようの面持ちでスカイアの支部へと足を踏ふみ入いれた。

「おーっす、タカト！　待ってたぞ！」

「おっと、こんなところにサル型の従属種が」

「ノータイムで言う台詞かっ！　人間だ俺おれは！　てか今そのネタは不ふ謹きん慎しんだろっ！」

　ジャールと合流し、支部内を連れられ、奥おくにある大広間まで通された。

　いつかの試験の時と同じ、そこにはタカトを見定めるように、実力者たちが勢ぞろいしていた。前回と違ちがうのは、その瞳ひとみが宿しているのは期待ではなく、希望だということ。

「お、待ってたよー、タカトくん！」

　大広間の奥で待ち受けていたのは、リンだ。

「それではこれより、新しい我々の仲間を迎え入れます！」

　今日、タカトがここを訪れたのは他でもない。

　正式に、リンが率いる部隊の戦士として、スカイアに入隊するためだった──。

「あはは、立て込んでるから略式になっちゃうけどねー。まずはこれを受け取って」

　スカイアのエンブレムを手て渡わたされ、タカトはぎこちなく頷うなずいた。

　連日、ことごとく統とう率そつ種しゆを退けたタカトの功績は、もはやスカイアに入る以外の選せん択たく肢しを奪うばってしまっていたのだ。

「こほん……タカト＝ミソラマ！　今日この時を以て、貴殿は人類を辻つじ神がみから守る戦士としての使命を帯びる。その覚かく悟ごは出来ているか！」

　大切な人たちを、辻神から守る。絶望によって世界を揺ゆるがそうとする者がいるのなら、そんな現実から、今そこにある幸せを守るためにも。

「──はいっ！」

　高らかな返事から一いつ拍ぱく置いて、盛大な拍手が沸わき起おこる。気き恥はずかしくも、しっかりと夢が叶かなった瞬しゆん間かんでもあった。

「おめでとうタカトくん。そーれーと……君のこれまでの功績が認められてね？　異例ではあるんだけど、君に専用機が与えられることになったんだ」

「え？」

　リンが意味ありげな視線を向けた先から現れたのは。

「クラウディア？」

　事件後、初めて会うその顔は、相変わらず冷めているように見える。しかし不思議と憑つき物ものが落ちたような、澄すんだ瞳ひとみをしているように思えた。

「クラウディアは、顎あぎ斗とに脅おどされて無理やり協力させられていた、ってことになったんだ」

　リンがタカトに顔を寄せて、小声で事情を説明する。

「なった、って……どういうことですか？」

　そんなタカトの疑問に答えたのは、クラウディア本人だった。

「顎斗に裏切られて、眼が覚めたのよ」

　クラウディアが腕うでを組んでタカトに向かい合う。

「これからは心を入いれ替かえて、人類を辻つじ神がみから守るために尽じん力りよくすることをここに誓ちかうわ」

「……突つっ込こむのも馬鹿らしいくらいの棒ぼう読よみだったんですが」

「あはは、この一点張りでねー……それでも、今日までクラウディアのお陰かげで復旧がかなりのスピードで進んだのも確かなんだ。わたしとしては……信じてみたいな」

　どこか嬉うれしそうに語るリンの横で、タカトは改めてクラウディアに向き直る。

　クラウディアのことだ。何から何まで開示して自ら破は滅めつの道を進むような印象があったが。

「……貴方たちのリーダーに諭さとされてね」

「え？」

　不意に言われた言葉に、タカトは眼を丸くする。

「目的が出来たの。父親代わりの支部長も辻神に殺されて、私に後うしろ盾だてはもうない。目的を達成するためには……この場所で、一から信しん頼らいを築きずいて確固たる地位を手に入れる必要があるの。出来ることがあるなら力は貸すから、だから……」

　それまで見たこともないほど真しん剣けんな眼差しでタカトを見つめると、クラウディアは深々と頭を下げてきた。

「貴方たちの力も、私に貸して欲しいの」

　驚おどろくほど誠実な姿勢にタカトは面食らったが、それでもチャイムが説得した結果、考え方が変わったという言葉にはこれ以上ない真実味があった。

　チャイムには、人を変える力があることを知っているから。

「なるほどな……分かったよクラウディア。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

　驚いたように顔を上げるクラウディアが、眼を細める。

「随ずい分ぶん簡単に信じてくれるのね」

「俺が信じたのはリーダーの言葉だ。けど……ありがとう、クラウディア」

　顎斗に踏ふみにじられた心が、こうして立ち直ってきたのは素直に嬉しかった。

「……何よそれ」

　気のせいか、少し頰ほおが染まって見えたクラウディアだったが、すぐに咳せき払ばらいをしてタカトにいつかと同じように分厚い資料を手て渡わたしてきた。

「貴方の専用機開発は、私が全面的に携たずさわっているわ。彼が……顎あぎ斗とが最後に残したデータを上乗せして、貴方に合った仕様に徹てつ底てい的てきにチューンしてあるから、この後早速、調整に付き合ってもらうわよ」

　つっけんどんな物言いにたじろぐが、これまでより、どこか人間臭くささを感じさせる仕草に、タカトはリンと顔を見合わせて思わず微笑ほほえんだ。

「元々人間の可能性に興味があったのは事実だしね……やるからには倒たおれるまで付き合わせるから、覚かく悟ごしてちょうだいね、タカト」

　前より少しだけ柔やわらかくなったその笑みに、きっと何かが変わったのだと信じたい。

「よし、それじゃ行こうかタカトくん！　君の能力を知らしめると共に、君を中心にした新しい部隊を編制することまで決まっているんだ。やることは一いつ杯ぱいだよ！」

「は？　そ、そんな急に──」

「さ、行くわよ、ついてきなさい」

　リンとクラウディアが並んでタカトを促うながし、この二人には逆らえそうにないと、前ぜん途と多た難なんな先行きを憂うれいつつ、それでもタカトは明るく頷うなずいた。







　その機体は以前のものとは違ちがい、非常に濃こい彩さい色しきのアイギスだった。澄すみ切きった蒼あお色いろに、どこか顎斗の黒炎を思わせる影かげの色が重なった、濃のう紺こんの機体。

　背部のブースターが復活しており、形状もより洗練されているように見える。

「タカト＝ミソラマの専用機『ブラストホーク』。早速試験飛行を始めるわよ」

　ブラストホーク。爆ばく風ふうの鷹たか──。

　タカト専用とされているだけあって、着心地はとても軽く、動きが阻そ害がいされる感覚もない。伝わってくる感覚が、これまでのどのアイギスよりも力強い翼つばさだと予感させる。

「じゃ、テスト飛行の後、新部隊の候補メンバーとの共同訓練を始めるよ。準備はいい？」

「はい！」

　出しゆつ撃げき用ようのハッチが開き、空への扉とびらが頭上で口を開ける。

　耳にきらめく銀ぎん翼よくのイヤリングが、日差しを受けてきらめいた。

「──発進！」

　火花を散らして天空へと打ち上げられながら、タカトは新たなる辻風クロスウインドを翼として展開した。

　誰だれよりも速く。どこまでも遠くへ。世界を包み込む空が、雄ゆう大だいな景色と、涼すずやかな風を以て、蒼そう天てんへとタカトを誘いざなう。

「ターカトーっ！」

　新部隊の候補生として気合いを入れているジャールが。軽やかな機動に手を振ふってくれているリンが。納得のいくデータなのか満足そうな表情のクラウディアが見える。

　ふと、訓練場の外にも、見知った顔があった。

　タカトのスカイア入りを見守りに来てくれたのか、チャイムが両手をポケットに突つっこんで仁に王おう立だちしていた。ミオと鍔つば芽めは手を握にぎり合あって飛とび跳はねながらこちらに声を送っている。

　いくつもの願いが交差するこの空で、大切な人たちが生きている。この翼つばさでそれを守り、そして自分も生き続けていこうと、タカトは神との誓いを胸に飛ひ翔しようする。

　この空に、次はどんな夢を描えがこうか。







あとがき




　初めまして、或あるいはお久しぶりです。翡かわ翠せみヒスイと申します。

　昔から蒼そう空くうとか、羽ばたく鳥とか、雄ゆう大だいな自然や自由を感じる情景が大好きで、いつかこんなテーマを軸じくに物語を描ければなぁとずっと思っていました。まさかこんなに早く叶かなうとは思っていませんでしたが、この先も大切にしていきたいテーマの一つです。




　さて、夢や信念を胸に少年少女が飛び回る今作。楽しんでいただけたでしょうか？

　変わっていく環かん境きようへの不安や、変わらなければいけないという焦あせり。周りに流されながら、それでも変わらない大切なものや、変わっていけるんだと信じる強さ。などなど、予測不能な風に翻ほん弄ろうされつつも、懸けん命めいに、ひた向きに、まだ見ぬ先へと羽ばたいていく鳥のような強い心。こんな思いが、手に取ってくださった皆みな様に少しでも届けば嬉うれしいです。




　企画の段階から設定がふわふわと二転三転して、なかなか地に足がつかない状態だったせいか、重力って何だっけ？　となったこの作品。

　危なっかしい発進にもかかわらず、タカトを初めとしたキャラクターたちには縦じゆう横おう無む尽じんに大空を飛び回ってもらいました。

　今作は現実の世界に似てはいますが、浮ふ遊ゆう大陸やタワーといった古代の文明を中心とした世界観となっています。

　作中では日本やら漢字名やら色々出てきますが、ファンタジックな設定を混ぜ込んだ架か空くうの世界というわけですね。

　あ、今後のことを配はい慮りよして言っておきますと、作中で一部、漢字名で表記されるキャラに関しては、ちゃんとそういう表記がされていた理由がありますので、みなさんの応おう援えんを頂ければ、その辺りの設定が明かされる機会もあるかもしれません。

　もし続編が出せるなら、専用機の大だい活かつ躍やくや、今作ではページの都合上削けずってしまったデビルズの仲間たちとのエピソード、語られていない謎なぞや、『辻つじ神がみ』が今後どう関わってくるのか。

　新たに広がっていくこの世界を、色々掘ほり下さげて描えがければなぁと考えております。




　最後になりますが、今作の刊行に関わってくださった全ての方々。分厚い設定資料を送りつけてしまった担当編集の黒崎さん。素敵なイラストを描かいてくださった夕薙さん。そして今、この本を手に取って、この文章を読んでくれている貴方に。

　大好きな要素を思いっきり描く機会を頂けました。本当にありがとうございます。

　貴方に心ここ地ち好よい追い風が吹きますように。


二〇一四年　翡翠ヒスイ
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翡かわ翠せみヒスイ

１９９１年８月３日誕生。23歳も目前ですね。

お陰様で大学も無事に卒業できました。引っ越し先は静かで空がよく見える一室です。

暑くなりますが、風を受けて頑張りましょう。

[image: ]




イラスト／夕ゆう薙なぎ

東京都出身＆在住のフリーイラストレーター。

主にライトノベルイラスト、ゲーム原画などで活動中。

遠い学生時代に何度も持込をさせて頂いた電撃文庫さんで遂に絵を描かせて頂けて、とても嬉しいです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「翡翠ヒスイ先生」係

「夕薙先生」係











本書は書き下ろしです。
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